
 

 

 

 

平成１７年度 

 

公立大学法人首都大学東京 

業務実績評価書 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

東京都地方独立行政法人評価委員会 



 

 

 

 

 

公立大学法人首都大学東京の平成１７年度における業務実績評価について 

 

東京都地方独立行政法人評価委員会（以下「評価委員会」という。）は、地方独立行政法人法第   

２８条の規定により、公立大学法人首都大学東京（以下「法人」という。）の平成１７年度業務実績

に係る年度評価を、「年度評価方針」（平成１８年２月公立大学分科会決定）により実施しました。 

 

年度評価は、中期計画に基づき法人が毎事業年度開始前に作成した年度計画について、評価委員

会が、当該年度の実施状況の調査及び分析を行い業務実績全体について総合的に評定を行うもので

す。 

 

今回の年度評価は、平成１７年４月の法人設立後初めて行ったもので、法人の自主的・自律的な

運営及び大学の教育研究の特性に配慮しつつ、具体的には、法人から提出された業務実績報告書及

び法人に対するヒアリング等により、年度計画の実績及び法人の自己評価並びに年度計画設定の妥

当性も含めて、総合的に評価しました。 

 

評価委員会としては、今回の年度評価の結果が今後の法人及び大学運営に積極的に活用され、効

率化、活性化等が図られることにより、教育研究が一層充実することを期待します。 

なお、今回の評価委員会による年度評価を踏まえ、翌年度以降の年度評価について、見直しを行

うなど、改善・充実を図ることが重要であると考えています。 

 

 

                              平成１８年 ８月２８日 

                         東京都地方独立行政法人評価委員会 

                             委 員 長    原 島 文 雄
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Ⅰ 全 体 評 価 



 

 

 

Ⅰ 全体評価 

 

 

１ 総 評 

・公立大学法人の設立と首都大学東京の開学を１７年度同時に実施するという困難な状況の中、

教育研究、法人運営などの各分野における実績は、設定した年度計画をおおむね順調に実施し

ているものと認められる。 

   ・とりわけ、受験生等に対する学校説明会や高校訪問などを通じた情報提供、入試広報の充実、

ファカルティ・ディベロップメント（ＦＤ）など教育の質の向上に向けた取り組み、あるいは、

首都大学東京の目的に合わせ設置した新たなコースなどは、順調に推移していると思われ、首

都大学東京の大学像の具体化に寄与することが大きいと思われる。 

・大学運営の意思決定システムを理事長・学長のリーダーシップによるトップダウン型へ転換

したことについて、教職員へ一層の浸透を図ることが必要である。 

・今後、首都大学東京は、教育及び研究のポテンシャルをさらに高めるとともに、対外的な情

報発信を強めて「首都大学東京のブランド力」を高めていくことを望む。 

・法人運営の面では、公立大学法人としての新たなモデルを東京から発信するというミッショ

ンがあり、より一層柔軟で効率的な組織運営を図ることが望まれる。 

・法人化によるメリットを経営資源として最大限生かし、社会に開かれた大学としての使命を

自覚し、法人組織の無駄や非効率を排除し、理事長・学長のリーダーシップによる統治への求

心力を高めることは、これからの公立大学法人の運営にとって不可欠である。 

   ・公立大学法人としての使命と責任を踏まえ、「新しい理念の大学」の実現と、中期計画の達成

に向け更なる努力を望む。 

 

 



 

 

 

２ 教育研究について（特色ある取組みなど） 

・大学全入時代を迎えるなか、入学者選抜の改善、アドミッション・ポリシーに基づく特色あ

る入学者選抜を開始するなどの取り組みに進捗が認められる。今後は、入学後の成績などを検

証し、入学者選抜方法の更なる改善を図られたい。 

・学部学生に対する「基礎ゼミナール」、「都市教養プログラム」、「現場体験型インターンシッ

プ」などの基礎・教養教育は、首都大学東京の独自性と特色ある教育の取り組みであり、学生

からも一定の評価を得ている。今後も都市教養科目群などを充実することを期待する。 

・単位バンクシステムは制度上の基盤整備を行ったことは評価できる。今後は、学内外で単位

取得可能な科目を増やし学生の選択の幅を広げる必要がある。 

・ファカルティ・ディベロップメント（ＦＤ）、自己点検・評価の実施、成績評価法の改善など

教育内容を改善する取り組み、また学生サポートセンターを設置し、学修カウンセラー、就職

カウンセラーを配置するなど各種の学生支援に対する取り組みについて努力しており評価でき

る。 

・各学部共通な成績評価基準の作成など未整備なものは、速やかに進める必要がある。 

・研究面においては、「大都市の課題解決に資する研究」という目標に沿った独自性と学術性の

高い研究が取り上げられ評価できる。 

・産学公連携、社会貢献などは大学が担うべき活動であり、産学公連携センターの開設、都と

の各種の連携事業の推進、都民を対象としたオープンユニバーシティの開設など、首都大学東

京の特色ある活動として評価できる。 

・大学院では、設置認可が平成１６年９月末となり、通常より学生募集の時期が遅れたという

特殊事情があるにしても、定員充足率の低い専攻が見受けられる。大学院については、平成１

８年度からの研究科の再編成を行ったところであり、今後は、定員充足率の向上に努めるとと

もに、入試広報の充実などの対応を図られたい。 

・分散型キャンパスに対応し、学生や教職員の負担軽減への配慮が必要である。 

 

 



 

 

 

３ 法人の業務運営（財務運営含む）状況について 

・改革期において、理事長・学長のリーダーシップによるトップダウン型の運営は、迅速で効

率的な法人運営に欠かせない。また学外有識者を加えた、経営審議会、人事委員会の設置・運

営による法人運営は、適正に執行されていると評価できる。 

・理事長・学長のリーダーシップのもとに戦略的に法人及び大学運営を行うための「経営・教

学戦略委員会」の設置・運営などはおおむね評価できる。 

・新たな教員人事制度としての任期制・年俸制・教員評価制度の導入などは評価できる。 

・今後、制度導入の趣旨を踏まえ、新たな教員人事制度を通した組織と人材の活性化に向けた

仕組みづくりや裁量労働制の導入・実施は速やかに行う必要がある。 

・財務運営においては、総じて年度計画を順調に実施していると判断する。 

・外部資金獲得額の増加や寄附金制度の一層の活用が必要である。また、予算管理を常時適切

に行い、戦略的かつ弾力的な予算配分や資源配分など一層推進することを望む。 

・施設設備の中長期的な保全、改修について、総合的な計画の策定と着実な実施が必要である。 

 

 



 

 

 

４ 今後の課題及び法人に対する要望など 

・法人の設立及び首都大学東京の開学により、理事長・学長のリーダーシップの発揮による新

たな意思決定システムにより、大学運営が変わったことを、教職員及び学生が共通的に認識す

ることが重要である。 

・これまで以上に大学運営を充実させるためには、学長のリーダーシップを支える人材の発掘

や人材育成などが望まれる。 

・法人及び大学組織の内外に向けた積極的な情報発信と、「首都大学東京のブランド力」の形成

を通して、首都大学東京のアイデンティティーを早期に確立することを望む。 

・首都大学東京の特色と優位性を背景とした教育・研究のさまざまな取り組みは、学生や社会

の要求に応える条件を備えているとともに、今後の大学運営の求心力となるものである。 

・中期計画及び年度計画の提示・策定など組織目標の合意形成や大学運営の取り組みにより、

新しい大学の理念を教職員一丸となって共有化することが最も重要である。 

   ・法人運営に当たっては、運営費交付金、自己収入、外部資金などの収入をどのようにバラン

ス良く構成するかが課題である。今後は、運営費交付金制度は維持しつつも、自己収入と外部

資金を増額し、運営費交付金への相対的な依存度を下げる工夫が望まれる。 

   ・法人の効率的・効果的な運営に向け事務の効率化や人件費の抑制など、引き続き努力してい

く必要がある。また、管理会計方式の考え方の導入により、予算配分の仕組みやコスト分析、

新規事業の企画・立案・実施に際して十分な財政的な検討ができるよう、中長期的な視点に立

ち法人全体及び部門別の財務分析が望まれる。 

   ・中期計画に基づき多くの重要課題に取り組んでいるが、各年度及び事業ごとの実績を十分に

検証し、改善すべき点を的確に認識し、次年度以降の年度計画に反映し、着実に実施されるこ

とを期待する。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ⅱ 項目別評価 

 



 

 

 

Ⅱ 項目別評価 

  項目別評価にあたっては、法人から提出された業務実績報告書の検証を踏まえ、事業の進捗状況・成果を

年度計画の大項目ごとに１～４の４段階で評価を行った。 

 

評

定 

１… 年度計画を順調に実施している。 

２… 年度計画をおおむね順調に実施している。 

３… 年度計画を十分に実施できていない。 

４… 業務の大幅な見直し、改善が必要である。 

        

  年度計画の大項目ごとの評定及び評定説明は、以下のとおりである。 

 

 

Ⅱ 首都大学東京に関する目標を達成するためにとるべき措置 

１ 教育に関する目標を達成するための措置 

（１）教育の内容等に関する取組み  

 

【入学者選抜】    

評定 ２ 年度計画をおおむね順調に実施している。 

  （評定説明）   

アドミッション・ポリシーを策定し、それに基づく特色ある入学者選抜を実施し、大学が求める人材の

確保に努めたことを評価する。入学者選抜方法と入学後の成績の相関関係については、継続的に調査・分

析し、今後の入試制度の改善の基礎資料とすることを望む。 

   入試広報については、高校訪問、進学ガイダンスなど教職員一体となった意欲的な取り組みは評価で

きる。今後、高校への出張講義、オープンクラスなど全学部での取り組みと改善が必要である。 

   大学院の平成１７年度入学者選抜については、設置認可時期が９月末となり、通常より学生募集時期

が遅れたという特殊事情があるにしても、博士課程を中心に収容定員を満たしていない専攻が多くみら

れる。大学院については、平成１８年度からの研究科の再編成及び入学者選抜を行ったところであり、

今後は、収容定員の充足に努め、入試広報などの充実を図ることを望む。 

 

【教育課程・教育方法】～学部教育における取組み～ 

評定 ２ 年度計画をおおむね順調に実施している。 

（評定説明） 

首都大学東京の基礎・教養教育である、基礎ゼミナール、都市教養プログラム、実践的英語教育、現場

体験型インターンシップなどは、特色ある教育の取り組みであり、高く評価できる。今後は、実施状況の

検証と更なる改善を期待する。 

 学生のキャリア形成に応じ履修の幅を広げるため、学外の教育資源を単位として認定する「単位バンク

システム」については、今年度、制度基盤が整備されたことは評価するが、全学的な取り組みとして登録

科目を拡大することを望む。電子シラバス、教員プロフィールを公表することは当然のことであり、デー

タ整備を行い早急に公開すべきである。また、分散型キャンパスに対応するため、e-Learning の活用の

検討が望まれる。 



 

 

 

【教育課程・教育方法】～大学院教育における取組み～ 

評定 ２ 年度計画をおおむね順調に実施している。 

 （評定説明） 

平成１８年度の新大学院の設置・再編成に向け、設置理念や研究科の特性に応じた教育課程を編成し

たことは評価する。今後は、他大学との差別化を十分意識し、首都大学東京の特色を生かし、社会人向

けのリカレント教育を含め、専門知識と技術習得のバランスのとれた特色のある大学院教育の展開が望

まれる。 

 

【教育の質の評価・改善】 

評定 ２ 年度計画をおおむね順調に実施している。 

  （評定説明） 

     ファカルティ・ディベロップメントについては、ＦＤ委員会による積極的な取り組みが行われており、

授業評価の実施や授業改善に関する実践報告などの活動は評価できる。今後は全学部への拡大や他大学の

状況を調査・分析するなど、一層の充実を望む。 

一方、自己点検・評価結果の教育現場への反映、全学共通の成績評価基準の作成、授業科目情報の公表

などは検討中ため、計画が十分に達成されていない。今後は、これら検討中の事項については、速やかに

実施すること望む。なお、工学系にあってはJABEE（日本技術者教育認定制度）の認定について、検討

を進めることが望まれる。 

 

 

Ⅱ 首都大学東京に関する目標を達成するためにとるべき措置 

１ 教育に関する目標を達成するための措置 

（２）学生支援に関する取組み 

 

【学生サポートセンターの設置】 

評定 ２ 年度計画をおおむね順調に実施している。 

 （評定説明） 

学生の教育や生活に対するニーズを的確に受けとめ、学生サービスを高めることは、大学教育に求めら

れる新たな要素であり、学生サポートセンターの設置、教員のオフィスアワーの設置など学修面で学生支

援を強化した点は評価する。 

今後は、講義や研究指導の時間帯以外での学生に対する指導時間の確保の重要性について、教員間で共

通認識を更に深めていく必要がある。学生の満足度調査などを、毎年度、定期的に実施するなど、更なる

サービス向上を図ることを望む。 

 

【学修に関する支援】 

評定 ２ 年度計画をおおむね順調に実施している。 

  （評定説明） 

学部（系）によって対応が様々であるものの、全体として、学修カウンセラーの配置、教員のオフィス

アワーの設置など学修に対する支援体制の充実が進んでいることは評価する。また、図書情報センターの

レファレンス機能の充実などがおおむね進んだことも評価できる。 

今後は、学部（系）の特性に応じた、学修に対するきめ細かな支援体制を更に充実されることを期待す

る。 



 

 

  

【学生生活支援】 

評定 ２ 年度計画をおおむね順調に実施している。 

 （評定説明） 

ホームページを活用した学生サービスに関する情報提供など、学生生活の支援体制が整えられつつある。

成績優秀者表彰制度の一環として授業料減免制度を導入することは経済的観点のみならず、学生のモチベ

ーションを高める点や社会的観点からも重要である。今後は、効果的な運用及び制度の充実を望む。 

 

【就職支援】 

評定 ２ 年度計画をおおむね順調に実施している。 

 （評定説明） 

就職課の設置、就職カウンセラーの配置等により、これまでの都立の大学では遅れていたとされる、キ

ャリア形成支援及び就職支援体制が強化されたことは評価する。 

今後は、「キャリア形成支援の取り組み基本方針」に基づき、低学年からのきめ細かなキャリア形成支

援体制の整備や今年度実施された各種プログラムの更なる充実などに積極的に取り組むことを望む。 

 

【留学支援】 

評定 ２ 年度計画をおおむね順調に実施している。 

 （評定説明） 

留学を希望する学生に対しては、手続的な支援に留まることなく、十分な成果が上がるよう支援制度

を整備し、積極的な展開を望みたい。 

   今後は、単に留学を支援するだけでなく、特に首都大学東京と関係の深い講座のある大学や外国の首

都にある大学と積極的に提携し、これにともなった学生の交流という形での留学支援が望ましい。未策

定の留学支援方針、支援計画を早期に策定し、留学支援に努めること。 

 

【外国人留学生支援】 

評定 ２ 年度計画をおおむね順調に実施している。 

 （評定説明） 

外国人留学生に対する学修、生活面での支援や、日本語学習支援の充実を図ったことは評価する。 

今後も引き続き、学修、生活面での支援を充実するとともに、留学生に対する適応相談体制を充実させ

ることを望む。未策定の外国人留学生支援方針、支援計画を早期に策定し、外国人留学生支援に努めるこ

と。 

 

【適応相談】 

評定 ２ 年度計画をおおむね順調に実施している。 

 （評定説明） 

進路や生き方にかかわる学生のメンタルな悩みへの大学の対応は、学生の修学・生活面の支援において

必要であり、学生に対する適応相談を積極的に行っている点は評価できる。 

 今後、適応相談資料等は個人情報として適切に保護するとともに、学年進行により学生が各キャンパス

に移動した時も、各キャンパスに引継ぎ、学生が卒業するまで適正に保管し、適切に適応相談に対応する

ことを望む。 



 

 

 

【支援の検証】 

評定 ２ 年度計画をおおむね順調に実施している。 

 （評定説明） 

学生生活実態調査の実施及び結果の分析、それに基づき改善策を策定したことなどは評価できる。 

今後は、首都大学東京の学生と他大学生との生活実態比較などを基に、学生ニーズに対する首都大学東

京の総合的な戦略を望む。 

 

 

Ⅱ 首都大学東京に関する目標を達成するためにとるべき措置 

２ 研究に関する目標を達成するための措置 

 

（１）研究の内容等に関する取組み 

評定 １ 年度計画を順調に実施している。 

 （評定説明） 

「大都市の課題解決に資する研究」をテーマに各部局において、先端的、学際的研究に取り組んだこと

や、都の試験研究機関、他大学、海外の大学と連携し、共同研究を推進したことは評価できる。また、都

及び他の自治体との連携を通じた研究成果の社会還元が進んだ点も評価できる。 

今後は、首都大学東京の使命として大都市問題をテーマとした研究と研究成果の社会還元を、継続的か

つ積極的に取り組むことを望む。 

 

（２）研究実施体制等の整備に関する取組み 

評定 ２ 年度計画をおおむね順調に実施している。 

 （評定説明） 

研究活動の活性化を目的とした研究費の競争的資金配分や、国等の外部資金獲得のための体制整備など

の取り組みは評価する。今後は、大都市問題について外部との共同研究や受託研究を進めるとともに、戦

略的な研究とそれに見合った競争的な資金配分の機能を高め、大学組織と研究機能の高度化により、研究

体制の充実を図ることを望む。 

   また、外部資金、特に科学研究費補助金は、各大学の申請件数が公表されており、その大学における

研究の活性化の指標の一つとなっている。体制整備により申請は着実に増加しているが、一層の努力を

期待する。 

 

 

Ⅱ 首都大学東京に関する目標を達成するためにとるべき措置 

３ 社会貢献に関する目標を達成するための措置 

 

（１）産学公連携に関する取組み 

評定 ２ 年度計画をおおむね順調に実施している。 

 （評定説明） 

産学公連携センターを設置し、コーディネーター、知的財産マネージャーの配置などにより、技術相談

件数、受託研究・共同研究件数、特許出願件数などが増加しており、一定の基盤整備ができたことは評価

する。 

今後は、これまでの取り組みを充実・発展させるとともに、資金・人材・情報の交流を活発にするため

の制度の整備を求める。 



 

 

 

（２）都政との連携に関する取組み 

評定 １ 年度計画を順調に実施している。 

 （評定説明） 

都政のシンクタンクとして機能を発揮するため、都に対し連携可能なプロジェクトの提案、ニーズ調査

の結果、１８件のプロジェクトを事業化し、研究成果の都政への還元が着実に進んでいることは評価する。 

今後は、都政のシンクタンク機能として更なる向上を図るとともに、都との連携強化に一層努めること

を期待する。 

 

（３）都民への知の還元に関する取組み 

評定 ２ 年度計画をおおむね順調に実施している。 

 （評定説明） 

オープンユニバーシティを開設し、教養講座やキャリアアップ・リカレント講座等による、都民への知

の還元の取り組みを進めたことは評価する。 

今後は、飯田橋キャンパスを中心に、講座内容の充実、拡充を行うとともに、講座開講率の向上など、

事業展開を進めることを求める。 

 

 

Ⅲ 産業技術大学院大学に関する目標を達成するためにとるべき措置 

 

評定 ２ 年度計画をおおむね順調に実施している。 

 （評定説明） 

設置認可申請、大学説明会、入学者選抜の実施など開学に向けた準備を着実に行い、入学定員を確保

し、１８年４月の開学を迎えたことは評価する。 

 しかし、産業技術大学院大学の理念、教育の特色などが受験生や企業等に必ずしも十分に浸透してい

ない面が、入学者選抜状況等からうかがえる。 

 今後は、知名度や認知度をアップさせるため、メディア広報戦略を再構築し、産業技術大学院大学が

育成を目指す人材像の周知を、企業などに向けて展開することが望まれる。 

 

   

Ⅳ 東京都立大学、東京都立科学技術大学、東京都立保健科学大学、東京都立短期大学に関する目標を達成す

るためにとるべき措置 

 

（１）教育の内容等に関する取組み 

評定 ２ 年度計画をおおむね順調に実施している。 

 （評定説明） 

都立４大学の在学生に対する卒業に向けた教育課程の保障や履修相談・指導など適切な措置を実施し 

た。 

今後も、学生の学修機会の確保などについて、適切に対応することを求める。 



 

 

 

（２）学生支援に関する取組み 

評定 ２ 年度計画をおおむね順調に実施している。 

 （評定説明） 

学修カウンセラーの配置、教員のオフィスアワーの設置などにより学修に対する支援体制の充実が進ん

でいること、ホームページを活用した学生サービスに関する情報提供などにより学生生活支援の体制が整

えられつつあること、就職課の設置、就職カウンセラーの配置等により、これまでの都立の大学では遅れ

ていたとされるキャリア形成支援及び就職支援体制が強化されたことは評価する。 

今後は、支援体制を検証し、学生のニーズに応える体制づくりが望まれる。 

 

 

Ⅴ 法人運営の改善に関する目標を達成するためにとるべき措置 

 

１ 業務運営の改善に関する目標を達成するための措置 

評定 ２ 年度計画をおおむね順調に実施している。 

 （評定説明） 

     経営・教学戦略委員会の設置など、法人運営の戦略性、迅速性、効率性の強化に向けた取り組みが実施され

ている。特に、経営企画室の設置は、理事長及び学長のリーダーシップのもとに法人運営を戦略的、効果的に

進める上でコアとなる組織であり、経営と教育研究の強化に向け法人全体を牽引する役割を担う組織として、

今後の発展に期待する。 

   これまで以上に大学運営を充実させるためには、学長のリーダーシップが重要であり、迅速な意思決定と教

育・研究の現場などからの声に柔軟に対応するための人材の発掘や、人材育成などが望まれる。   

 また、理事長、学長、部局長の意思決定に関しては、判断基準となる基本方針や意思決定プロセスについて、

教職員に対して、一層の周知徹底を図ることを望む。 

 

２ 教育研究組織の見直しに関する目標を達成するための措置 

評定 １ 年度計画を順調に実施している。 

 （評定説明） 

     大都市の課題解決に資する人材を育成するという首都大学東京のミッションに照らし合わせると、既存の学

統、学系を超えた現代的な教育研究のニーズに沿った学部教育の構築を目指した、インダストリアルアー

トコースや都市政策コース、観光・ツーリズムコースの設置準備は評価できる。 

今後は、組織のリストラクチャリングの方式と教育研究組織の見直しを実現するシステムを確立する

ことが望まれる。 

 

３ 人事の適正化に関する目標を達成するための措置 

評定 ２ 年度計画をおおむね順調に実施している。 

 （評定説明） 

     適切な規模の教職員数によって組織運営を適正化し、経営の効率化を進めることはあらゆる組織に求め

られており、任期制・年俸制の導入や業績評価により年功序列型人事から脱皮を図って組織に活力をもた

らすことは、人事政策面から求められる経営の課題である。 

   こうした点から、困難を伴いながらも、平成１７年度中に任期制・年俸制・教員評価制度をトータル

に捉えた教員の新たな人事制度を構築し、１８年度からの制度導入に至ったことについては評価する。 

   今後、教員の新たな人事制度の実施に当たっては、導入趣旨に沿った運用を行い、制度の定着と更な

る整備を着実に進める必要がある。また裁量労働制についても、導入・運用の必要性に鑑み、速やかに

実施すべきである。 



 

 

 

４ 事務等の効率化に関する目標を達成するための措置 

評定 ２ 年度計画をおおむね順調に実施している。 

 （評定説明） 

     情報ネットワークの整備や分散型キャンパスの事務効率向上に向けたインターネット回線の速度向上

など、業務の効率的運営を進める取り組みが実施された。 

今後は、簡素で効率的な法人運営を図り、分散型キャンパスに対応するため、他大学や民間の先進的

な事例を参考に、ネットワークを生かした組織の簡素化をより一層進めることや、法人事務職員の資質

向上を図るなどの取り組みが望まれる。 

 

 

Ⅵ 財務運営の改善に関する目標を達成するためにとるべき措置 

 

１ 外部資金等の増加に関する目標を達成するための措置 

評定 ３ 年度計画を十分に実施できていない。 

 （評定説明） 

 産学公連携センターを設置し、産学公コーディネーターを配置するなど、外部資金獲得体制を整備した

点は評価する。しかし、外部資金獲得額が１０億円という数値目標を大幅に下回ったことは課題である。

この結果について、調査・分析するなど今後に向けて検討が必要である。 

 今後、企業からの外部資金獲得に向けて、大学としての取り組み姿勢、体制・制度、教員の意識変革、

獲得に対するインセンティブなど一層の改革が望まれる。 

 また、寄附金を基にした奨学金制度の創設などの整備が遅れた点も課題であり、早急な対応が望まれ

る。 

 

２ 授業料等学生納付金に関する目標を達成するための措置 

評定 ２ 年度計画をおおむね順調に実施している。 

 （評定説明） 

授業料等の減免については家計の現状など社会的背景にも考慮して、成績優秀者へのインセンティブ

を高めるべきであり、１８年度から成績優秀者表彰制度の一環として授業料減免を行うとしたことは評

価する。 

   なお、学生納付金に関しては、法人という設置形態に伴う大学の個性と社会情勢に見合ったフレキシ

ブルな設定を可能にすべきであるとともに、学生一人当たりに投入される年間経費や受益者負担額の妥

当性の検証など、法人らしい分析の実施とそれに関する学生への説明責任を果たすことが望まれる。  

   また、学生納付金の納入方法については、学生の一層の利便性を考慮することを期待する。 

 

３ オープンユニバーシティの事業収支に関する目標を達成するための措置 

評定 ２ 年度計画をおおむね順調に実施している。 

 （評定説明） 

     受講者アンケート等で、都民・受講者ニーズの把握などにより、サービスの見直し、改善への努力が認

められた。 

 今後は、各講座の受講者数が都民ニーズを反映していることを踏まえ、講座の見直しと収支バランスの

改善、受講者拡大に向けた都民に対する更なるＰＲ活動が必要である。 

 

 

 



 

 

 

４ 経費の抑制に関する目標を達成するための措置 

評定 ２ 年度計画をおおむね順調に実施している。 

 （評定説明） 

     契約の合理化や集約、省エネルギーの徹底を通して経費節減に努める一方、アウトソーシングなど法人

経営のメリットを生かした取り組みが実施された。 

今後は、事業年度ごとに具体的かつ定量的な目標を設定し、結果を厳正に評価するとともに、新たな課

題をつくり、更なる抑制に取り組むことが望まれる。 

 

５ 資産の管理運用に関する目標を達成するための措置 

評定 ２ 年度計画をおおむね順調に実施している。 

 （評定説明） 

     学内施設の活用は、学内外のニーズに適切に対応するなど、施設の有効活用の拡大への取り組みが認

められた。 

     資産の有効活用及び適正な運用を図るため、特に保有施設の中長期的な改修計画については、早急に

策定するなど適切に対応する必要がある。 

     今後、資産運用の効率化・適正化については、目標設定と結果の評価が求められるとともに、ハード

面のみならず、保有知財などの活用による資産価値の最大化を進める基盤整備が望まれる。 

 

６ 剰余金の適切な活用による戦略的な事業展開に関する目標を達成するための措置 

評定 ３ 年度計画を十分に実施できていない。 

 （評定説明） 

   経営努力認定に基づく剰余金の戦略的な事業への活用は、法人化による経営上の重要なインセンティブ

であり、早急に活用の仕組みの構築が必要である。 

   また、財務運営にあたっては、予算管理を常時適切に行い、戦略的かつ弾力的な予算配分や資源配分

など一層推進することを望む。 

 

 

Ⅶ 自己点検・評価及び当該状況に係る情報の提供に関する目標を達成するためにとるべき措置 

  

評定 ２ 年度計画をおおむね順調に実施している。 

 （評定説明） 

     年度計画の策定や平成１８年度の自己点検・評価の実施に向けた実施方針等に取り組んだ。 

     今後は、第三者評価の実施へ向けた体制整備が必要である。 

 

 

Ⅷ その他業務運営に関する目標を達成するためにとるべき措置 

 

１ 広報活動の積極的展開に関する目標を達成するための措置 

評定 ２ 年度計画をおおむね順調に実施している。 

 （評定説明） 

     広報は、大学の経営戦略において、社会のイメージ形成上きわめて大きな要素である。これまでの大

学像からの脱却と首都大学東京の新たなイメージ作りに、入試広報をはじめメディア展開の効果が認め

られる。また、教職員が一体となって大学説明会や高校訪問といった広報活動に参加したことも特筆す 



 

 

 

べきである。 

    今後は、中長期的な法人運営の観点から、広報戦略を策定し、広報のプロを活用するなど効果的、効

率的な広報活動を図る必要がある。 

 

２ 情報公開等の推進に関する目標を達成するための措置 

評定 ２ 年度計画をおおむね順調に実施している。 

 （評定説明） 

   教育研究以外の情報もホームページ上で公表するなど、社会的な情報発信機能とともに情報公開に適切

に対応するなど、透明性を確保している。こうした情報開示は大学に課された社会的責任の一部であり、 

その取り組みに一定の実績が認められた。 

   今後は、一方的な発信だけでなく、受信者とのコミュニティ作りなど、一歩進めた施策が必要である

とともに、学生モニターなどにより見る側の立場に立って、ホームページのデザイン向上を目指すこと

が望まれる。 

 

３ 施設設備の整備・活用等に関する目標を達成するための措置 

評定 ３ 年度計画を十分に実施できていない。 

 （評定説明） 

 学内施設の適切・計画的な維持更新には、設立団体の適正な財政支援が必要であるが、法人においても

各キャンパスの施設改修計画の策定が不可欠であり、早期の策定が必要である。 

 今後、施設改修計画策定にあたっては、保守点検や清掃・施設管理など、光熱水費以外の経費などライ

フサイクルコスト全般にわたる経費を考慮し、しっかりとした中長期的な計画を立てる必要がある。 

  

４ 安全管理に関する目標を達成するための措置 

評定 ３ 年度計画を十分に実施できていない。 

 （評定説明） 

     労働安全衛生体制の徹底には、教職員及び学生への周知の体制、教育などの整備が不可欠である。全学

組織である安全衛生会議を設置し、体制整備を進めた点、教職員や学生に対する安全衛生管理教育に取り

組んでいる点などは、評価できるが、今後、より一層の充実を望む。 

   災害発生時の危機管理体制やライフラインの確保などにおいて一部未整備の部分があり、さらに、大

災害時に不可欠な地域との連携体制の整備も遅れていることは課題である。 

   また、大規模災害時に一時避難所になるキャンパスは、大震災など具体的状況を想定し、法人及び大

学内の指揮命令系統や判断基準などのマニュアルを策定することが必要である。 

   今後は、大都市の課題を解決する大学として、安全管理に関しても、他大学のモデルとなるような取

り組みを期待する。 

 

５ 社会的責任に関する目標を達成するための措置 

評定 ２ 年度計画をおおむね順調に実施している。 

  （評定説明） 

     地球温暖化への対策、セクシュアルハラスメントやアカデミックハラスメントの防止対策まで、引き続

き大学の社会的責任を果たすため、教職員のモラルの確立に向けた措置の促進を期待する。 

 また、これらに加え、内部告発の受け皿について、学外の第三者の活用を含めて検討、整備するなど、

大学が社会的責任を果たすための方策を検討し、整備することを望む。 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ⅲ 参 考 資 料 
 



首
都

大
学

東
京

平
成

1
7
年

度
　

公
立

大
学

法
人

首
都

大
学

東
京

　
業

務
実

績
報

告
書

平
成

1
8

年
６

月

公
立

大
学

法
人



 

公
立
大
学
法
人
首
都
大
学
東
京
の
各
事
業
年
度
の
業
務
実
績
評
価
（
年
度
評
価
）
方
針
及
び
評
価
方
法

 

 

平
成
１
８
年
 
２
月
 
２
７
日

 

東
京
都
地
方
独
立
行
政
法
人
評
価
委
員
会
公
立
大
学
分
科
会
決
定

 

  
公
立
大
学
法
人
首
都
大
学
東
京
（
以
下
「
法
人
と
い
う
。」
）
の
各
事
業
年
度
の
業
務
実
績
評
価
（
年
度
評
価
）
は
以
下
に
示
す

評
価
の
基
本
方
針
及
び
評
価
の
方
法
に
よ
り
実
施
す
る
。

 

 １
 
評
価
の
基
本
方
針

 

（
１
）
中
期
目
標
の
達
成
に
向
け
、
法
人
の
中
期
計
画
の
事
業
の
進
行
状
況
を
確
認
す
る
。

 

（
２
）
評
価
を
通
じ
て
法
人
の
業
務
運
営
状
況
を
わ
か
り
や
す
く
社
会
に
示
す
。

 

（
３
）
法
人
の
業
務
運
営
の
改
善
・
向
上
に
資
す
る
。

 

（
４
）
都
民
へ
の
説
明
責
任
を
果
た
す
。

 

（
５
）
教
育
研
究
に
関
し
て
は
、
そ
の
特
性
に
配
慮
し
、
事
業
の
外
形
的
、
客
観
的
な
進
行
状
況
の
評
価
を
行
う
。

 

 ２
 
評
価
の
方
法

 

 
年
度
評
価
は
、
法
人
が
提
出
す
る
業
務
実
績
報
告
書
に
基
づ
き
、「

項
目
別
評
価
」、
「
全
体
評
価
」
に
よ
り
実
施
す
る
。

 

業
務
実
績
報
告
書
の
様
式
は
公
立
大
学
分
科
会
が
別
に
指
定
す
る
。

 

 
 

（
１
）
 業

務
実
績
報
告

 

 
 
業
務
実
績
報
告
書
の
作
成
に
つ
い
て
は
、
お
お
む
ね
以
下
の
と
お
り
作
成
す
る
よ
う
求
め
る
。

 

 
 
法
人
は
、
自
ら
が
実
施
す
る
自
己
点
検
・
評
価
結
果
を
踏
ま
え
て
、
年
度
計
画
に
記
載
さ
れ
て
い
る
項
目
ご
と
に
、
業
務
実

績
を
検
証
し
、
業
務
実
績
報
告
書
を
作
成
す
る
。
作
成
に
あ
た
っ
て
は
、
年
度
計
画
各
項
目
の
業
務
実
績
と
と
も
に
、
当
該
項

目
の
達
成
状
況
を
各
項
目
ご
と
に
Ａ
～
Ｄ
の

4
段
階
で
自
己
評
価
し
、
業
務
実
績
報
告
書
に
記
載
す
る
。

 

 
 
な
お
、
特
筆
す
べ
き
事
項
が
あ
れ
ば
特
記
事
項
と
し
て
、
記
載
す
る
。

 

 
 
評
語
に
つ
い
て
は
、
お
お
む
ね
以
下
の
考
え
方
を
基
準
と
す
る
。

 

  
 
 

A
…
年
度
計
画
を
当
初
予
定
よ
り
上
回
っ
て
実
施
し
て
い
る
。

 

 
 
 
 
（
特
に
優
れ
た
実
績
を
上
げ
て
い
る
も
の
）

 

 
 
 

B
…
年
度
計
画
を
当
初
予
定
ど
お
り
実
施
し
て
い
る
。

 

 
 
 
 
（
達
成
度
が
お
お
む
ね

90
％
以
上
と
認
め
ら
れ
る
も
の
）

 

 
 
 

C
…
年
度
計
画
の
実
施
状
況
が
当
初
予
定
を
下
回
っ
て
い
る
。

 

 
 
 
 
（
達
成
度
が
お
お
む
ね

60
％
以
上

90
%未

満
と
認
め
ら
れ
る
も
の
）

 

 
 
 

D
…
年
度
計
画
の
実
施
状
況
が
当
初
予
定
を
大
幅
に
下
回
っ
て
い
る
。
若
し
く
は
、
年
度
計
画
を
実
施
し
て
い
な
い
。

 

 
 
 
 
（
達
成
度
が

60
%未

満
と
認
め
ら
れ
る
も
の
）

 

 （
２
）
項
目
別
評
価

 

 
 
①
業
務
実
績
の
検
証

 

 
 
 
 
項
目
別
評
価
を
実
施
す
る
に
あ
た
っ
て
、
法
人
か
ら
提
出
さ
れ
た
業
務
実
績
報
告
書
等
を
基
に
検
証
を
行
う
。

 

 
 
 
検
証
は
、
法
人
と
の
ヒ
ア
リ
ン
グ
に
よ
り
実
施
す
る
。

 

 
 
②
業
務
実
績
の
評
価

 

 
 
 
 
業
務
実
績
報
告
書
の
検
証
を
踏
ま
え
、
事
業
の
進
捗
状
況
・
成
果
を
年
度
計
画
の
大
項
目
ご
と
に
１
～
４
の
４
段
階
で

評
価
す
る
。

 

   
 
 
 

 

１
…
年
度
計
画
を
順
調
に
実
施
し
て
い
る
。

 

 
 
 
 
２
…
年
度
計
画
を
お
お
む
ね
順
調
に
実
施
し
て
い
る
。

 

 
 
 
 
３
…
年
度
計
画
を
十
分
に
実
施
で
き
て
い
な
い
。

 

 
 
 
 
４
…
業
務
の
大
幅
な
見
直
し
、
改
善
が
必
要
で
あ
る
。（

公
立
大
学
分
科
会
が
特
に
認
め
る
場
合
）
 

 

 
 
 
 

 な
お
、
教
育
研
究
に
関
す
る
事
項
に
つ
い
て
は
、
事
業
の
外
形
的
、
客
観
的
な
進
行
状
況
の
評
価
を
行
う
。
専
門
的
観

点
か
ら
の
項
目
別
評
価
は
行
わ
な
い
。
な
お
、
特
筆
す
べ
き
点
、
遅
れ
て
い
る
点
が
あ
れ
ば
コ
メ
ン
ト
を
付
す
。

 

 （
３
）
全
体
評
価

 

 
 
 
項
目
別
評
価
結
果
を
踏
ま
え
つ
つ
、
法
人
の
中
期
計
画
の
進
行
状
況
全
体
に
つ
い
て
記
述
式
に
よ
り
評
価
す
る
。

 

 
 
 
特
に
大
学
改
革
を
推
進
す
る
た
め
の
取
組
み
に
つ
い
て
は
積
極
的
に
評
価
す
る
。

 

 ３
 
評
価
結
果
の
決
定

 

 
 
 
 
評
価
結
果
の
決
定
は
以
下
の
と
お
り
行
う
。

 

①
 
公
立
大
学
分
科
会
で
の
審
議
を
通
じ
て
、
項
目
別
評
価
及
び
全
体
評
価
結
果
を
と
り
ま
と
め
、
評
価
結
果
（
案
）
を

作
成
す
る
。

 

②
 
評
価
結
果
（
案
）
を
法
人
に
示
す
と
と
も
に
、
評
価
結
果
（
案
）
に
対
す
る
意
見
申
し
出
の
機
会
を
法
人
に
付
与
す

る
。

 

③
 
法
人
か
ら
の
意
見
申
し
出
を
踏
ま
え
、
公
立
大
学
分
科
会
に
お
い
て
評
価
結
果
（
最
終
案
）
を
作
成
す
る
。

 

④
 
東
京
都
地
方
独
立
行
政
法
人
評
価
委
員
会
に
お
い
て
、
評
価
結
果
を
決
定
す
る
。

 

⑤
 
東
京
都
地
方
独
立
行
政
法
人
評
価
委
員
会
が
、
評
価
結
果
を
知
事
に
報
告
す
る
と
と
も
に
、
法
人
に
通
知
す
る
。

 

 ４
 
評
価
業
務
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

 

               

５
 
そ
の
他

 

 
 
 
 
本
評
価
方
針
及
び
評
価
方
法
に
つ
い
て
は
、
各
事
業
年
度
の
業
務
実
績
評
価
の
実
施
結
果
を
踏
ま
え
、
必
要
に
応
じ
、
本
分

科
会
に
お
い
て
見
直
す
こ
と
が
で
き
る
。

 

事
項

 
時
期

 
 

年
度

終
了

 
３
月
末

 
○
年
度
事
業
の
終
了
（
法
人
）

 

評
価

準
備

 
４
月
～
６
月

 
○
業
務
実
績
報
告
書
、
財
務
諸
表
等
作
成
（
法
人
）

 

実
績

報
告

 
６
月
末

 
○
業
務
実
績
報
告
書
、
財
務
諸
表
等
提
出
（
法
人
）

 

（
年
度
終
了
後
、

3
ヶ
月
以
内
に
提
出
）

 

評
価

 
７
月
～
８
月

 

○
業
務
実
績
検
証
（
法
人
と
の
ヒ
ア
リ
ン
グ
）

 

○
財
務
諸
表
検
証

 

○
評
価
結
果
（
案
）
作
成

 

○
法
人
か
ら
の
意
見
申
し
出
機
会
の
付
与

 

○
評
価
結
果
（
最
終
案
）
作
成

 

○
評
価
結
果
の
決
定
 
（
東
京
都
地
方
独
立
行
政
法
人
評
価
委
員
会
）

 

報
告
・
公
表

 
９
月

 

○
評
価
結
果
の
知
事
へ
の
報
告
及
び
法
人
へ
の
通
知

 

○
財
務
諸
表
意
見
表
明
、
財
務
諸
表
承
認

 

○
議
会
報
告
（
評
価
結
果
報
告
）
及
び
公
表

 



大
　

学
　

名
学

　
部

　
等

大
　

学
　

院
合

　
　

計
首

都
大

学
東

京
東

京
都

立
大

学
東

京
都

立
科

学
技

術
大

学
東

京
都

立
保

健
科

学
大

学
東

京
都

立
短

期
大

学
合

　
　

　
計

（
７
）
学
生
数
（
平
成
1
7
年
５
月
1
日
現
在
）

（
８
）
教
職
員
数
（
平
成
１
７
年
５
月
１
日
現
在
）

　
①
　
教
員
数
（
常
勤
教
員
の
み
）
　
7
0
2
名

　
②
　
教
員
以
外
の
職
員
数
　
　
　
　
4
0
3
名

２
　
公
立
大
学
法
人
首
都
大
学
東
京
の
基
本
的
な
目
標

【
基
本
理
念
】

　
公
立
大
学
法
人
首
都
大
学
東
京
は
、
「
大
都
市
に
お
け
る
人
間
社
会
の
理
想
像
の
追
求
」
を
使
命
と
し
、
広
い
分
野

の
知
識
と
深
い
専
門
の
学
術
を
教
授
研
究
す
る
と
と
も
に
、
教
育
研
究
機
関
や
産
業
界
等
と
の
連
携
を
通
じ
て
、
大
都

市
に
立
脚
し
た
教
育
研
究
の
成
果
を
あ
げ
、
豊
か
な
人
間
性
と
独
創
性
を
備
え
た
人
材
を
育
成
し
、
人
間
社
会
の
向

上
・
発
展
に
寄
与
す
る
。

【
首
都
大
学
東
京
の
重
点
課
題
】

　
首
都
大
学
東
京
は
、
大
都
市
に
共
通
す
る
次
の
３
つ
を
重
点
課
題
と
し
て
取
り
組
む
。

　
①
　
都
市
環
境
の
向
上

　
②
　
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
な
産
業
構
造
を
持
つ
高
度
な
知
的
社
会
の
構
築

　
③
　
活
力
あ
る
長
寿
社
会
の
実
現

【
教
育
】

　
学
生
に
と
っ
て
、
大
学
は
生
き
た
学
問
を
修
得
で
き
る
場
と
な
る
べ
き
で
あ
る
。
意
欲
あ
る
学
生
一
人
ひ
と
り
の
自

主
性
を
尊
重
し
、
大
都
市
の
特
色
を
活
か
し
た
教
育
を
実
施
し
、
広
く
社
会
で
活
躍
で
き
る
人
材
の
育
成
を
図
る
。

【
研
究
】

　
「
大
都
市
」
に
着
目
し
た
高
度
な
研
究
を
推
進
し
、
大
学
の
存
在
意
義
を
世
界
に
示
す
。
大
学
の
使
命
に
対
応
し
た

研
究
に
、
学
術
の
体
系
に
沿
っ
た
研
究
を
有
機
的
に
結
合
さ
せ
、
研
究
を
推
進
す
る
。

【
社
会
貢
献
】

　
都
政
と
の
連
携
を
通
し
、
東
京
都
の
シ
ン
ク
タ
ン
ク
と
し
て
の
機
能
を
発
揮
す
る
と
と
も
に
、
企
業
、
民
間
非
営
利

団
体
（
Ｎ
Ｐ
Ｏ
）
、
教
育
研
究
機
関
、
行
政
機
関
等
と
協
力
、
連
携
し
、
大
学
の
教
育
研
究
成
果
を
社
会
に
還
元
し
、

都
民
の
生
活
・
文
化
の
向
上
・
発
展
、
産
業
の
活
性
化
に
貢
献
す
る
。
「
地
場
優
先
」
の
視
点
に
立
っ
て
大
都
市
東
京

の
現
場
に
立
脚
し
た
教
育
研
究
及
び
そ
の
成
果
の
地
域
へ
の
還
元
に
取
り
組
む
。

【
４
大
学
の
教
育
の
保
障
】

　
東
京
都
立
大
学
、
東
京
都
立
科
学
技
術
大
学
、
東
京
都
立
保
健
科
学
大
学
及
び
東
京
都
立
短
期
大
学
は
、
平
成
2
2
年

度
末
ま
で
の
間
に
お
い
て
在
学
生
が
い
な
く
な
っ
た
段
階
で
順
次
廃
止
す
る
こ
と
と
し
、
そ
の
間
、
在
学
生
に
対
し
て

教
育
責
任
を
果
た
す
た
め
、
適
切
な
対
応
を
行
う
。

【
法
人
運
営
】

　
地
方
独
立
行
政
法
人
と
し
て
、
組
織
、
人
事
、
財
務
な
ど
の
経
営
の
基
本
的
な
事
項
を
自
己
責
任
の
も
と
実
施
し
、

自
主
的
・
自
律
的
な
運
営
を
行
う
。

　
ま
た
、
効
率
的
な
業
務
執
行
を
行
う
と
と
も
に
、
人
事
制
度
や
財
務
会
計
制
度
を
弾
力
化
す
る
。
経
営
努
力
に
よ
り

生
み
出
さ
れ
た
剰
余
金
等
を
原
資
と
し
て
新
た
な
教
育
研
究
等
の
発
展
に
つ
な
げ
る
仕
組
み
を
作
り
、
時
代
の
ニ
ー
ズ

を
先
取
り
す
る
戦
略
的
な
大
学
運
営
を
実
現
す
る
。

4
6
1

8
,
9
6
7

１
　
現
況

（
１
）
法
人
名

　
　
　
公
立
大
学
法
人
首
都
大
学
東
京

（
２
）
設
立
年
月
日

　
　
　
平
成
1
7
年
４
月
１
日

（
３
）
所
在
地

　
　
　
東
京
都
新
宿
区

（
４
）
役
員
の
状
況

　
　
　
理
事
長
　
　
　
髙
橋
　
宏

　
　
　
副
理
事
長
　
　
西
澤
　
潤
一
（
首
都
大
学
東
京
学
長
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
村
山
　
寛
司
（
事
務
局
長
）

　
　
　
監
事
　
　
　
　
守
屋
　
俊
晴
（
非
常
勤
）

（
５
）
業
務
内
容

　
①
　
首
都
大
学
東
京
を
設
置
し
、
こ
れ
を
運
営
す
る
こ
と
。

　
②
　
学
生
に
対
し
て
、
修
学
、
進
路
選
択
及
び
心
身
の
健
康
等
に
関
す
る
相
談
そ
の
他
の
援
助
を
行
う
こ
と
。

　
③
　
法
人
以
外
の
者
か
ら
委
託
を
受
け
、
又
は
こ
れ
と
共
同
し
て
行
う
研
究
の
実
施
そ
の
他
の
法
人
以
外
の
者
と
の

　
　
連
携
に
よ
る
教
育
研
究
活
動
を
行
う
こ
と
。

　
④
　
公
開
講
座
の
開
設
そ
の
他
の
学
生
以
外
の
者
に
対
す
る
学
習
の
機
会
を
提
供
す
る
こ
と
。

　
⑤
　
教
育
研
究
の
成
果
を
普
及
し
、
及
び
そ
の
活
用
を
促
進
す
る
こ
と
。

　
⑥
　
前
各
号
の
業
務
に
附
帯
す
る
業
務
を
行
う
こ
と
。

（
６
）
設
置
大
学

　
①
　
首
都
大
学
東
京

　
　
　
学
部
：
都
市
教
養
学
部
（
人
文
・
社
会
系
、
法
学
系
、
経
営
学
系
、
理
工
学
系
）
、
都
市
環
境
学
部
、

　
　
　
シ
ス
テ
ム
デ
ザ
イ
ン
学
部
、
健
康
福
祉
学
部

　
　
　
研
究
科
：
人
文
科
学
研
究
科
、
社
会
科
学
研
究
科
、
理
学
研
究
科
、
工
学
研
究
科
、
都
市
科
学
研
究
科
、

　
　
　
保
健
科
学
研
究
科

　
②
　
東
京
都
立
大
学

　
　
　
学
部
：
人
文
学
部
、
法
学
部
、
経
済
学
部
、
理
学
部
、
工
学
部

　
　
　
研
究
科
：
人
文
科
学
研
究
科
、
社
会
科
学
研
究
科
、
理
学
研
究
科
、
工
学
研
究
科
、
都
市
科
学
研
究
科

　
③
　
東
京
都
立
科
学
技
術
大
学

　
　
　
学
部
：
工
学
部

　
　
　
研
究
科
：
工
学
研
究
科

 
 
④
　
東
京
都
立
保
健
科
学
大
学

　
　
学
部
：
保
健
科
学
部

　
　
研
究
科
：
保
健
科
学
研
究
科

 
 
⑤
　
東
京
都
立
短
期
大
学
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法
人

の
概

要
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平
成
１
７
年
４
月
、
都
立
の
４
大
学
を
再
編
・
統
合
し
、
「
大
都
市
に
お
け
る
人
間
社
会
の
理
想
像
の
追
求
」
を
使

命
と
し
て
、
新
た
に
首
都
大
学
東
京
が
開
学
し
た
。
同
時
に
公
立
大
学
法
人
首
都
大
学
東
京
が
設
立
さ
れ
、
首
都
大
学

東
京
の
設
置
・
運
営
主
体
と
な
っ
た
。

　
平
成
１
７
年
度
は
、
法
人
化
、
首
都
大
学
東
京
の
開
学
、
そ
し
て
新
た
な
理
念
に
基
づ
く
教
育
研
究
組
織
の
再
編
と

い
う
、
３
つ
の
大
き
な
変
化
の
中
で
、
開
学
し
た
首
都
大
学
東
京
を
円
滑
に
運
営
し
、
早
期
に
軌
道
に
乗
せ
る
と
と
も

に
、
今
後
の
発
展
に
向
け
た
確
か
な
礎
を
築
く
こ
と
を
基
本
と
し
て
、
運
営
に
取
り
組
ん
だ
。

中
期
目
標
及
び
中
期
計
画
の
達
成
に
向
け
、
１
７
年
度
年
度
計
画
の
着
実
な
実
施
に
取
り
組
ん
だ
結
果
、
年
度
計
画
を

概
ね
順
調
に
実
施
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

１
　
首
都
大
学
東
京
の
開
学

○
大
学
の
理
念
に
即
し
た
特
色
あ
る
教
育
の
開
始

・
大
都
市
を
は
じ
め
広
く
国
内
外
の
実
社
会
で
様
々
な
課
題
を
解
決
し
、
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
発
揮
し
得
る
人
材
の
育

成
を
目
的
と
し
て
、
基
礎
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
、
都
市
教
養
プ
ロ
グ
ラ
ム
、
実
践
的
英
語
教
育
、
課
題
解
決
型
情
報
教
育
、
現

場
体
験
型
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
な
ど
の
新
し
い
基
礎
・
教
養
教
育
を
導
入
し
た
。

・
開
学
と
同
時
に
、
フ
ァ
カ
ル
テ
ィ
デ
ベ
ロ
ッ
プ
メ
ン
ト
活
動
を
行
う
全
学
的
な
組
織
を
整
備
し
、
活
発
に
活
動
を
展

開
し
た
。
学
生
に
よ
る
授
業
評
価
等
に
基
づ
き
、
個
々
の
授
業
を
改
善
す
る
と
と
も
に
、
そ
の
結
果
に
基
づ
く
改
善
を

1
8
年
度
の
教
育
課
程
は
も
と
よ
り
、
１
７
年
度
後
期
授
業
に
も
一
部
反
映
さ
せ
る
な
ど
迅
速
な
取
り
組
み
を
行
い
、
教

育
の
質
の
向
上
に
努
め
た
。

・
学
生
の
将
来
設
計
に
あ
わ
せ
た
多
様
な
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
設
計
な
ど
を
ね
ら
い
と
し
て
、
「
単
位
バ
ン
ク
シ
ス
テ
ム
」

を
導
入
し
た
。
ま
た
、
平
成
1
8
年
度
か
ら
は
「
青
年
海
外
協
力
隊
」
へ
参
加
す
る
活
動
を
「
特
定
社
会
活
動
」
と
し
て

単
位
認
定
の
対
象
と
す
る
こ
と
と
し
た
。

・
首
都
大
学
東
京
の
ア
ド
ミ
ッ
シ
ョ
ン
ポ
リ
シ
ー
を
明
確
に
し
、
高
校
訪
問
や
大
学
説
明
会
な
ど
、
積
極
的
な
入
試
広

報
を
展
開
す
る
と
と
も
に
、
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
入
試
な
ど
の
特
色
あ
る
多
様
な
入
学
者
選
抜
を
行
い
、
大
学
の
理
念
に
即
し

た
意
欲
あ
ふ
れ
る
学
生
を
受
け
入
れ
た
。

・
開
学
に
伴
い
、
学
生
生
活
全
般
に
お
け
る
学
生
支
援
を
中
心
に
担
う
学
生
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
を
設
置
し
た
。
教
員

に
よ
る
履
修
指
導
を
実
施
す
る
と
と
も
に
、
キ
ャ
リ
ア
形
成
支
援
の
専
門
的
知
識
を
も
つ
学
修
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
に
よ
る

学
生
の
自
律
的
進
路
選
択
の
支
援
を
開
始
す
る
と
と
も
に
、
新
た
に
就
職
課
を
設
置
し
、
就
職
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
に
よ
る

相
談
や
セ
ミ
ナ
ー
な
ど
就
職
支
援
の
充
実
を
図
っ
た
。

・
平
成
1
8
年
度
か
ら
大
学
院
を
大
学
の
理
念
に
基
づ
く
内
容
及
び
構
成
に
す
る
た
め
、
準
備
を
行
い
文
部
科
学
省
に
届

出
を
行
っ
た
。
新
た
な
大
学
院
の
理
念
を
先
取
り
す
る
形
で
、
文
部
科
学
省
の
「
魅
力
あ
る
大
学
院
教
育
イ
ニ
シ
ア

テ
ィ
ブ
」
に
応
募
し
、
「
物
理
と
化
学
の
融
合
し
た
視
野
の
広
い
研
究
者
育
成
」
及
び
「
異
分
野
経
験
を
核
と
す
る
独

創
的
思
考
回
路
の
構
築
」
の
２
件
が
採
択
さ
れ
た
。

 ○
研
究
活
動
の
推
進

・
大
学
の
使
命
に
対
応
し
た
研
究
と
学
術
の
体
系
に
沿
っ
た
研
究
と
を
有
機
的
に
結
合
さ
せ
て
推
進
し
、
先
端
的
研
究
、

学
際
的
研
究
、
他
の
研
究
機
関
と
の
共
同
研
究
な
ど
に
積
極
的
に
取
り
組
む
と
と
も
に
、
研
究
成
果
の
社
会
発
信
や
社

会
還
元
を
活
発
に
行
っ
た
。
首
都
大
学
東
京
の
当
面
の
重
点
研
究
分
野
と
し
て
「
都
市
形
成
に
関
す
る
研
究
」
を
設
定

し
た
。

・
運
営
費
交
付
金
を
財
源
と
す
る
一
般
財
源
研
究
費
の
配
分
に
つ
い
て
、
意
欲
あ
る
教
員
を
励
ま
す
観
点
か
ら
重
点
的
配

分
を
行
っ
た
。
1
8
年
度
に
向
け
て
、
学
外
に
対
す
る
競
争
力
向
上
、
大
学
の
使
命
の
実
現
、
学
問
分
野
の
特
性
へ
の
対

応
、
若
手
研
究
者
育
成
な
ど
の
観
点
か
ら
、
さ
ら
に
戦
略
的
、
効
果
的
配
分
が
一
層
可
能
と
な
る
仕
組
み
を
構
築
し
た
。

ま
た
、
研
究
成
果
の
評
価
方
法
を
決
定
し
、
事
後
評
価
を
特
に
強
化
し
た
。

・
２
１
世
紀
Ｃ
Ｏ
Ｅ
プ
ロ
グ
ラ
ム
「
巨
大
都
市
建
築
の
ス
ト
ッ
ク
の
賦
活
・
更
新
技
術
育
成
」
は
、
多
摩
ニ
ュ
ー
タ
ウ

ン
の
集
合
住
宅
の
改
善
や
神
田
地
区
の
町
並
み
再
生
な
ど
、
大
都
市
の
実
態
に
即
し
た
先
端
的
技
術
開
発
に
取
り
組
み
、

メ
デ
ィ
ア
か
ら
も
大
き
な
注
目
を
集
め
た
。

・
研
究
支
援
室
を
設
置
し
競
争
的
研
究
資
金
等
の
獲
得
に
関
す
る
情
報
提
供
を
充
実
さ
せ
る
と
と
も
に
、
科
学
研
究
費

補
助
金
獲
得
に
向
け
た
全
学
的
取
り
組
み
を
実
施
し
、
そ
の
結
果
、
新
規
申
請
件
数
は
、
前
年
度
比
8
7
件
（
2
4
％
）
増

の
4
4
9
件
と
な
っ
た
。

○
東
京
都
の
大
学
と
し
て
の
社
会
貢
献

・
都
政
の
シ
ン
ク
タ
ン
ク
と
し
て
の
役
割
を
果
た
し
、
都
政
と
の
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
を
構
築
す
る
た
め
、
「
青
少
年

を
め
ぐ
る
総
合
的
な
調
査
分
析
」
、
「
ア
ジ
ア
技
術
者
育
成
事
業
」
な
ど
東
京
都
の
施
策
に
資
す
る
調
査
・
研
究
等
の

実
施
な
ど
1
8
件
の
連
携
事
業
を
実
施
し
た
。
都
立
文
化
施
設
を
運
営
す
る
東
京
都
歴
史
文
化
財
団
と
の
間
で
、
関
係
教

員
と
文
化
施
設
学
芸
員
と
の
交
流
の
推
進
や
学
生
の
常
設
展
入
館
料
免
除
な
ど
を
内
容
と
す
る
覚
え
書
き
を
締
結
し

た
。
・
大
学
の
学
術
研
究
の
成
果
を
広
く
社
会
に
還
元
す
る
た
め
、
産
学
公
連
携
セ
ン
タ
ー
を
設
置
し
、
研
究
成
果
の
発

信
、
企
業
ニ
ー
ズ
等
の
収
集
、
産
学
公
連
携
に
資
す
る
研
究
事
業
（
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
）
の
選
定
・
支

援
、
東
京
都
や
区
市
町
村
と
の
連
携
交
流
に
取
組
み
、
2
6
7
件
の
受
託
・
共
同
研
究
を
実
現
す
る
な
ど
社
会
貢
献
に
努

め
た
。

・
大
学
の
教
育
研
究
の
成
果
を
都
民
に
還
元
す
る
た
め
、
オ
ー
プ
ン
ユ
ニ
バ
ー
シ
テ
ィ
を
飯
田
橋
（
東
京
区
政
会
館

内
）
に
開
設
し
、
教
養
講
座
や
リ
カ
レ
ン
ト
講
座
な
ど
約
1
5
0
講
座
を
開
催
し
た
。
東
京
都
各
局
や
研
究
機
関
と
の
連

携
に
よ
る
講
座
や
東
京
都
の
職
員
研
修
支
援
な
ど
東
京
都
の
大
学
と
し
て
特
徴
あ
る
取
り
組
み
を
行
っ
た
。

２
　
在
学
生
に
対
す
る
教
育
保
障

　
東
京
都
立
大
学
、
東
京
都
立
科
学
技
術
大
学
、
東
京
都
立
保
健
科
学
大
学
及
び
東
京
都
立
短
期
大
学
の
在
学
生
に
対

し
、
必
要
な
教
育
課
程
を
保
障
す
る
た
め
の
措
置
を
行
っ
た
。

３
　
産
業
技
術
大
学
院
大
学

　
専
門
的
知
識
と
体
系
化
さ
れ
た
技
術
ノ
ウ
ハ
ウ
を
活
用
し
て
、
新
た
な
価
値
を
創
造
し
、
産
業
の
活
性
化
に
資
す
る

意
欲
と
能
力
を
持
つ
高
度
専
門
技
術
者
の
育
成
を
目
的
と
す
る
産
業
技
術
大
学
院
大
学
を
、
平
成
１
８
年
度
に
開
学
す

る
た
め
の
準
備
を
進
め
た
。

４
　
公
立
大
学
法
人
化
に
よ
る
大
学
運
営

○
大
学
運
営
に
お
け
る
経
営
の
視
点
の
導
入
や
自
律
的
・
弾
力
的
運
営
な
ど
の
、
法
人
化
の
趣
旨
を
踏
ま
え
、
経
営
と

教
学
の
適
切
な
役
割
分
担
の
下
で
、
理
事
長
及
び
学
長
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
に
よ
る
迅
速
な
意
思
決
定
を
実
現
す
る
シ

ス
テ
ム
を
整
備
す
る
と
と
も
に
、
戦
略
的
な
法
人
・
大
学
運
営
を
行
う
た
め
、
「
経
営
・
教
学
戦
略
委
員
会
」
を
設
置

し
た
。
ま
た
、
サ
ー
ビ
ス
向
上
に
向
け
た
新
た
な
組
織
を
設
置
し
た
。

○
大
学
改
革
を
戦
略
的
か
つ
機
動
的
に
推
進
す
る
た
め
、
「
大
学
改
革
推
進
費
」
を
設
け
、
広
報
や
情
報
発
信
強
化
へ

重
点
的
配
分
を
行
っ
た
。
1
8
年
度
予
算
編
成
に
お
い
て
は
、
戦
略
的
な
取
組
や
中
長
期
的
な
課
題
へ
の
対
応
な
ど
を
基

本
方
針
と
し
て
、
教
育
研
究
水
準
の
確
保
と
と
も
に
、
よ
り
重
点
的
、
戦
略
的
に
予
算
配
分
を
行
っ
た
。

○
法
人
の
人
事
に
関
す
る
事
項
の
検
討
、
審
査
を
公
平
・
公
正
に
行
う
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
外
部
委
員
を
含
む
人
事

委
員
会
を
設
置
し
た
。
教
員
の
人
事
給
与
制
度
に
つ
い
て
、
平
成
1
7
年
度
か
ら
任
期
制
、
年
俸
制
を
導
入
す
る
と
と
も

に
、
1
1
月
に
は
、
任
期
制
、
年
俸
制
、
教
員
評
価
を
ト
ー
タ
ル
の
シ
ス
テ
ム
と
し
て
整
備
し
た
、
教
員
の
意
欲
と
努
力

に
応
え
る
「
新
た
な
人
事
給
与
制
度
」
を
労
使
合
意
し
、
1
8
年
度
か
ら
導
入
す
る
こ
と
と
し
た
。

○
社
会
の
要
請
に
応
え
た
教
育
研
究
の
推
進
の
た
め
、
平
成
1
8
年
度
以
降
の
新
コ
ー
ス
開
設
に
向
け
た
取
り
組
み
を
行

っ
た
。
1
8
年
４
月
開
設
の
イ
ン
ダ
ス
ト
リ
ア
ル
ア
ー
ト
コ
ー
ス
、
平
成
１
９
年
度
開
設
の
都
市
政
策
コ
ー
ス
、
平
成

２
０
年
度
開
設
の
観
光
・
ツ
ー
リ
ズ
ム
コ
ー
ス
（
仮
称
）
の
準
備
を
行
っ
た
。

○
本
学
の
研
究
成
果
の
社
会
へ
の
還
元
と
、
財
務
基
盤
の
強
化
を
目
的
と
し
て
、
外
部
資
金
獲
得
を
一
層
推
進
す
る
た

め
、
産
学
公
連
携
セ
ン
タ
ー
に
よ
る
支
援
、
外
部
資
金
間
接
経
費
配
分
ル
ー
ル
の
明
確
化
、
一
般
寄
付
金
制
度
の
導
入
、

科
学
研
究
費
補
助
金
等
が
交
付
さ
れ
る
ま
で
の
間
の
立
替
払
い
制
度
整
備
な
ど
を
行
っ
た
。

○
経
費
の
抑
制
に
向
け
、
授
業
料
の
口
座
振
替
制
度
の
導
入
、
長
期
継
続
契
約
制
度
な
ど
契
約
制
度
の
改
善
、
経
費
節

減
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
の
導
入
な
ど
を
行
っ
た
。

○
効
果
的
な
資
金
運
用
、
資
金
管
理
に
向
け
、
資
金
管
理
計
画
を
策
定
し
、
余
裕
資
金
の
活
用
に
よ
る
収
入
増
加
に
努

め
た
。

○
開
学
初
年
度
で
あ
る
た
め
、
多
様
な
媒
体
を
活
用
し
、
対
象
別
に
、
効
果
的
な
時
期
、
効
果
的
な
手
法
で
積
極
的
に

広
報
を
展
開
し
た
。

○
法
人
所
有
の
施
設
を
良
好
に
維
持
管
理
し
、
教
育
研
究
環
境
の
確
保
を
図
る
た
め
、
南
大
沢
キ
ャ
ン
パ
ス
の
維
持
・

保
全
計
画
を
作
成
し
、
こ
れ
に
よ
り
全
キ
ャ
ン
パ
ス
に
お
い
て
、
施
設
改
修
計
画
の
策
定
の
た
め
の
基
礎
資
料
の
作
成

が
完
了
し
た
。

全
体
的
な
状
況

-
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公
立
大
学
法
人
首
都
大
学
東
京

中
期
計
画

年
度
計
画

自
己
評
価

年
度
計
画
に
係
る
実
績

評
定

評
価
結
果
の
説
明
等

【
中
期
計
画
の
達
成
状
況
・
今
後
の
課
題
な
ど
】

・
首
都
大
学
東
京
の
基
本
理
念
を
踏
ま
え
た
ア
ド
ミ
ッ

シ
ョ
ン
ポ
リ
シ
ー
を
策
定
し
、
こ
れ
基
づ
き
、
多
様
な
入

試
な
ど
専
門
分
野
ご
と
の
特
色
あ
る
入
学
者
選
抜
を
実
施

し
、
本
学
が
求
め
る
学
生
を
確
保
し
た
。

・
入
学
者
選
抜
方
法
と
入
学
後
の
成
績
等
と
の
相
関
関
係

な
ど
の
調
査
を
実
施
し
、
入
試
制
度
の
改
善
に
向
け
た
検

討
に
役
立
て
た
。

・
入
試
広
報
に
つ
い
て
、
高
校
訪
問
や
多
様
な
媒
体
に
よ

る
広
告
な
ど
全
学
の
取
組
を
大
幅
に
充
実
す
る
と
と
も

に
、
学
部
ご
と
に
特
色
あ
る
取
組
を
実
施
し
た
。

・
（
今
後
の
課
題
）
各
種
デ
ー
タ
の
調
査
分
析
を
一
層
充

実
さ
せ
、
入
試
制
度
の
改
善
を
図
る
と
と
も
に
、
効
果
的

入
試
広
報
の
充
実
に
努
め
る
。

○
学
部
の
入
学
者
選
抜

・
平
成
１
８
年
度
入
試
に
向
け
、
首
都
大
学
東
京
（
以
下
、
「
大

学
」
と
い
う
。
）
の
基
本
理
念
を
踏
ま
え
た
ア
ド
ミ
ッ
シ
ョ
ン
・

ポ
リ
シ
ー
（
全
学
、
学
部
ご
と
、
募
集
単
位
ご
と
）
を
ま
と
め
、

大
学
案
内
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
で
公
表
す
る
。

Ｂ

・
平
成
1
8
年
度
入
試
に
向
け
た
ア
ド
ミ
ッ
シ
ョ
ン
ポ
リ

シ
ー
を
大
学
案
内
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
（
５
月
）
及
び
大
学
案

内
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
（
７
月
）
に
お
い
て
公
表
し
、
あ
わ
せ

て
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
の
公
開
も
行
っ
た
。

・
志
願
者
の
持
っ
て
い
る
能
力
・
資
質
を
き
め
細
か
に
評
価
で
き

る
多
様
な
入
学
者
選
抜
を
実
施
す
る
。

Ｂ

・
募
集
単
位
毎
の
求
め
る
人
材
像
に
合
わ
せ
、
８
つ
の
入

試
区
分
（
推
薦
、
指
定
校
推
薦
、
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
入
試
、
社

会
人
Ａ
Ｏ
入
試
等
）
で
９
月
～
1
2
月
に
実
施
。
こ
れ
に
よ

り
、
2
1
1
名
が
入
学
し
た
。

・
入
試
委
員
会
（
入
試
制
度
検
討
部
会
）
に
お
い
て
入
学
者
選
抜

方
法
と
入
学
後
の
成
績
と
の
相
関
関
係
等
に
つ
い
て
多
角
的
な
調

査
・
分
析
を
行
い
、
２
０
年
度
以
降
の
入
試
制
度
の
基
礎
資
料
と

す
る
。

Ｂ

・
入
学
者
選
抜
方
法
と
入
学
後
の
成
績
と
の
相
関
関
係
に

つ
い
て
、
前
期
授
業
成
績
(
1
2
月
)
及
び
後
期
授
業
成
績

（
３
月
）
の
調
査
及
び
分
析
を
実
施
し
、
平
成
2
0
年
度
以

降
の
入
試
制
度
の
基
礎
資
料
と
し
た
。

・
創
造
性
豊
か
な
学
生
を
受
け
入
れ
る
べ
く
、
平
成
１
９
年
度
入

試
に
つ
い
て
の
基
本
方
針
を
７
月
半
ば
ま
で
に
定
め
、
公
表
す

る
。
ま
た
、
２
０
年
度
以
降
の
中
長
期
の
入
試
制
度
に
つ
い
て
、

入
試
制
度
検
討
部
会
で
中
間
報
告
を
ま
と
め
る
。

Ｂ

・
平
成
1
9
年
度
入
試
の
募
集
単
位
毎
の
試
験
科
目
に
つ
い

て
は
、
８
月
に
公
表
し
た
。

・
平
成
2
0
年
度
入
試
の
試
験
科
目
等
に
つ
い
て
、
決
定
及

び
公
表
を
行
っ
た
（
３
月
）
。

・
平
成
2
1
年
度
以
降
の
入
試
基
本
方
針
に
つ
い
て
、
決
定

し
た
（
３
月
）
。

・
専
門
分
野
へ
の
適
性
や
意
欲
を
持
つ
優
れ
た
学
生
を
確

保
す
る
。

・
平
成
1
8
年
度
に
実
施
す
る
研
究
科
の
再
編
を
踏
ま
え
、

入
学
者
選
抜
に
つ
い
て
、
全
学
的
な
方
針
を
定
め
る
ほ

か
、
各
研
究
科
の
特
性
に
応
じ
た
工
夫
を
行
う
。

・
平
成
１
８
年
度
入
試
に
実
施
す
る
研
究
科
の
再
編
を
踏
ま
え
、

入
学
者
選
抜
に
つ
い
て
は
各
研
究
科
の
特
性
に
応
じ
た
工
夫
を
行

う
。

Ｂ

・
大
学
院
再
編
の
趣
旨
を
ふ
ま
え
、
各
研
究
科
の
特
性
に

応
じ
て
、
試
験
の
実
施
時
期
、
実
施
回
数
、
試
験
科
目
等

を
工
夫
す
る
と
と
も
に
、
外
国
人
特
別
選
抜
や
社
会
人
特

別
選
抜
の
実
施
な
ど
に
よ
り
、
優
秀
な
学
生
の
確
保
に
努

め
た
。

Ⅱ
　
首
都
大
学
東
京
に
関
す
る
目
標
を
達
成
す
る
た
め
に
と
る
べ
き
措
置

１
　
教
育
に
関
す
る
目
標
を
達
成
す
る
た
め
の
措
置

（
１
）
教
育
内
容
等
に
関
す
る
取
組
み

公
立
大
学
分
科
会

評
価
項
目

○
大
学
院
の
入
学
者
選

抜【
入
学
者
選
抜
】

中
期
計
画
に
係
る
該
当
項
目

・
首
都
大
学
東
京
（
以
下
、
「
大
学
」
と
い
う
。
）
の
基

本
理
念
を
踏
ま
え
た
全
学
的
ア
ド
ミ
ッ
シ
ョ
ン
・
ポ
リ

シ
ー
を
策
定
し
、
速
や
か
に
公
表
す
る
と
と
も
に
、
そ
れ

に
基
づ
い
た
特
色
あ
る
入
学
者
選
抜
を
実
施
す
る
。

・
あ
わ
せ
て
学
部
ご
と
の
教
育
研
究
の
使
命
に
基
づ
き
、

学
部
ご
と
に
、
募
集
単
位
ご
と
に
ア
ド
ミ
ッ
シ
ョ
ン
・
ポ

リ
シ
ー
を
策
定
す
る
。

・
大
学
や
学
部
の
ア
ド
ミ
ッ
シ
ョ
ン
・
ポ
リ
シ
ー
に
応
じ

て
、
大
学
入
学
後
の
学
修
に
必
要
な
水
準
の
基
礎
学
力
を

備
え
た
志
願
者
を
選
抜
す
る
よ
う
配
慮
し
つ
つ
、
志
願
者

の
持
っ
て
い
る
能
力
・
資
質
を
き
め
細
か
に
評
価
で
き
る

多
様
な
入
学
者
選
抜
の
実
施
に
取
り
組
む
。

・
入
試
委
員
会
に
お
い
て
、
応
募
状
況
を
は
じ
め
、
入
学

者
選
抜
方
法
と
入
学
後
の
成
績
と
の
相
関
関
係
等
に
つ
い

て
多
角
的
な
調
査
を
行
い
、
そ
れ
に
基
づ
き
必
要
な
見
直

し
を
行
う
。
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公
立
大
学
法
人
首
都
大
学
東
京

中
期
計
画

年
度
計
画

自
己
評
価

年
度
計
画
に
係
る
実
績

評
定

評
価
結
果
の
説
明
等

Ⅱ
　
首
都
大
学
東
京
に
関
す
る
目
標
を
達
成
す
る
た
め
に
と
る
べ
き
措
置

１
　
教
育
に
関
す
る
目
標
を
達
成
す
る
た
め
の
措
置

（
１
）
教
育
内
容
等
に
関
す
る
取
組
み

公
立
大
学
分
科
会

評
価
項
目

中
期
計
画
に
係
る
該
当
項
目

○
入
試
広
報

教
員
と
事
務

職
員
の

連
携
を

強
化
し
、
以
下
の
取
組

み
を
実
施
す

る
。

・
6
,
5
0
0
名

参
加
を
目

途
に
、

オ
ー

プ
ン

キ
ャ
ン
パ

ス
（
大
学

説
明
会
、

キ
ャ
ン
パ

ス
散

歩
な
ど
）
は
受
験
生
が

参
加
し
や
す
い

夏
休

み
期
間
中
に

複
数
回
実
施
す
る
。

Ｂ

・
大
学

説
明
会
を
３
キ
ャ
ン
パ
ス
で
計
４
回
実
施
5
,
5
0
0

名
、

キ
ャ
ン
パ

ス
散
歩
3
7
日
間
5
0
0
名
、
参
加
者
計
6
,
0
0
0

名
。
（

南
大

沢
第
２
回
は
台
風
悪
天
候
）

・
大
学

説
明
会
に
つ
い
て
は
、
模
擬
授
業
（
全
学
部
で
実

施
、

参
加
者
1
9
0
名
を

越
え
る
授
業
も
あ
っ
た
。
）
、
ロ

ボ
ッ
ト

コ
ン

テ
ス
ト
、
在
校
生
に
よ
る
キ
ャ
ン
パ
ス
ツ

ア
ー
等
教

職
員
が

一
体
と
な
り
、
学
生
も
参
加
の
も
と
で

実
施
し
た
。

・
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
内

容
は
、
入
試

情
報
の
ほ
か
、
学
生
生

活
な

ど
受
験
生
が

知
り
た
い

情
報
を

加
え
、
よ
り

一
層
の

充
実
を
行

う
。

Ｂ

・
入
試

課
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
開
設
し
（
７
月
）
、
入
試
情

報
の

他
、

キ
ャ
ン
パ

ス
情
報
、
在
校
生
の
声
の
掲
載
、
及

び
情
報
の

頻
繁
な

更
新
（
入
試
情
報
及
び
キ
ャ
ン
パ
ス
情

報
は
毎

週
更

新
等
）
な
ど
、
受
験
生
の
ニ
ー
ズ
に
応
え
ら

れ
る
よ
う
内

容
の

充
実
を
図
り
、
月
5
0
0
～
1
,
0
0
0
件
の
ア

ク
セ

ス
を

得
た
。

・
質
の

高
い
志
願
者
の

増
加
に
つ
な

げ
る
た
め
、

進
学

ガ
イ

ダ
ン

ス
は
全

体
参

加
者
、
相

談
者
が
多
い
会

場
（
8
回

程
度
）
を
中

心
に
、
教
員
に
よ
る
教
育
・
研
究
内

容
の

説
明
な
ど
内

容
の

充
実
を

行
う
。

Ｂ

・
参

加
者
1
,
0
0
0
名
以

上
の
７
会
場
で
、
教
職
員
が
一
体
と

な
っ
て

説
明
を
実
施
し
た
。

・
高
校
内

説
明
会
は
５
高
校
で
、
教
職
員
が
一
体
と
な
っ

て
説

明
を
実
施
し
た
。

・
進
学

ガ
イ

ダ
ン

ス
合
計
で
4
3
回
参
加
し
、
1
,
8
0
0
名
を
こ

え
る

個
別
相

談
を
実
施
し
た
。

・
4
0
校
を

対
象
に
、
指
定
校
、
実
績
校
を

主
に

高
校

訪
問
を

積
極

的
に
実
施
す
る
。

高
校

訪
問
の

際
に
、
入
試
科
目
数
、

競
合
校
、

出
願
基
準
等
に

対
す
る

高
校

側
の

情
報
を

収
集
す
る
。

Ａ

・
全
学
の
取
組
と
し
て
、
指
定
校
3
5
校
、
実
績
校
９
校
、

合
計

4
4
校
を
５
～
７
月
で
訪
問
。
主
要
な
高
校
へ
は
教
職

員
が

一
体
と
な
っ
て

説
明
を
実
施
し
た
。

・
上

記
に

加
え
、
学
部
ご
と
に
指
定
校
及
び
実
績
校
を
訪

問
し
、

信
頼
関
係
を

構
築
し
た
。

・
受
験

情
報

誌
へ
の
入
試

情
報

提
供
に

加
え
、
受
験
生
に

影
響
力

の
あ
る

雑
誌
へ
は

積
極
的
な

記
事
の

掲
載
等
の

広
報
を
行
う
。

Ｂ

・
受
験

情
報

誌
へ
の
入
試
情
報
提
供
に
加
え
、
受
験
生
に

影
響
力
の
あ
る

雑
誌
等
へ
、
本
学
の
魅
力
、
教
育
研
究
内

容
に
つ
い
て
の

積
極
的
な
記
事
掲
載
を
行
っ
た
。

・
主
に
大
学

説
明
会
の
開

催
時
期
に
合
わ
せ

鉄
道

広
告
（

電
車
中

吊
り
、

駅
貼
り
ポ

ス
タ
ー
な
ど
）
を
実
施
す
る
。

Ｂ

・
大
学

説
明
会
開

催
、
募
集
要
項
配
布
及
び
出
願
期
間
の

時
期
に
合
わ
せ
、

鉄
道
広
告
（
電
車
中
吊
り
、
駅
貼
り
ポ

ス
タ
ー
な
ど
）
を
実
施
し
た
。

・
携

帯
サ

イ
ト
の

立
ち

上
げ
な
ど

イ
ン

タ
ー

ネ
ッ
ト
に
よ
る

情
報

提
供
を
行
う
。

Ｂ

・
携

帯
サ

イ
ト
の

立
ち
上
げ
な
ど
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
よ

る
情
報

提
供
を
行
い
、
出
願
情
報
に
つ
い
て
は
、
1
,
0
0
0
件

／
日
を

超
え
る
ア

ク
セ
ス
を
得
た
。

・
高
大

連
携
の

一
環
と
し
て

サ
マ
ー

キ
ャ
ン
パ

ス
や

出
張

講
義
の

充
実
に
つ
い
て
検
討
す
る
。

Ａ

全
学
的
取
り
組

み
と
し
て
出
張
講
義
な
ど
以
下
の
と
お
り

高
大

連
携
に
取
り
組

ん
だ
。

・
出

張
講

義
（
1
2
高
校
、
延
べ
1
4
講
義
（
人
文
・
社
会
系

１
、
理
工
学

系
２
、
都
市
環
境
学
部
２
、
健
康
福
祉
学
部

９
）
、

参
加
者

計
約
2
8
0
名
）
。

・
高
校
生
向
け

セ
ミ
ナ
ー
（
1
1
講
座
（
理
工
学
系
６
、
都

市
環

境
学
部
５
）
、

参
加
者
計
約
2
5
0
名
）
。

・
大
学

体
験
学

習
実
施
（
参
加
者
約
1
6
0
名
）
。

・
学
部
・
大
学
院
の
特
性
に
応
じ
た
適

切
な

広
報

活
動
を
行
う
。

Ｂ

・
受
験
生
、

高
校
１
・
２
年
生
の
利
用
頻
度
が
高
い
情
報

媒
体
に

対
応
し
た

広
報
を
実
施
し
た
。

・
利

用
頻
度
の

高
い
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
及
び
携
帯
電
話
サ
イ

ト
で
の

情
報

発
信
を
行
っ
た
。

・
効
果
的
な
入
試
広
報
の
充
実
を
図
る
た
め
、
教
員
と
事

務
職
員
の
連
携
を
強
化
し
、
以
下
の
取
組
み
な
ど
を
実
施

す
る
。

①
 
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
や
大
学
説
明
会
の
工
夫

②
 
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
充
実

③
 
高
大
連
携
の
一
環
と
し
て
の
サ
マ
ー
キ
ャ
ン
パ
ス
の

拡
大 ④
 
進
学
ガ
イ
ダ
ン
ス
へ
の
積
極
的
参
加

⑤
 
入
学
者
出
身
校
を
は
じ
め
と
し
た
高
校
訪
問
の
実
施
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公
立
大
学
法
人
首
都
大
学
東
京

中
期
計
画

年
度
計
画

自
己
評
価

年
度
計
画
に
係
る
実
績

評
定

評
価
結
果
の
説
明
等

Ⅱ
　
首
都
大
学
東
京
に
関
す
る
目
標
を
達
成
す
る
た
め
に
と
る
べ
き
措
置

１
　
教
育
に
関
す
る
目
標
を
達
成
す
る
た
め
の
措
置

（
１
）
教
育
内
容
等
に
関
す
る
取
組
み

公
立
大
学
分
科
会

評
価
項
目

中
期
計
画
に
係
る
該
当
項
目

【
中
期
計
画
の
達
成
状
況
・
今
後
の
課
題
な
ど
】

・
単
位
バ
ン
ク
を
導
入
し
、
「
青
年
海
外
協
力
隊
」
に
参

加
す
る
活
動
を
単
位
バ
ン
ク
の
一
環
と
し
て
単
位
認
定
の

対
象
と
し
た
。

・
課
題
発
見
・
解
決
能
力
、
実
践
力
な
ど
の
育
成
に
向

け
、
基
礎
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
、
都
市
教
養
プ
ロ
グ
ラ
ム
、
実
践

的
英
語
教
育
、
課
題
解
決
型
情
報
教
育
な
ど
の
新
た
な
基

礎
・
教
養
教
育
を
開
始
し
た
。
授
業
評
価
等
に
よ
り
実
施

状
況
を
検
証
し
、
充
実
に
努
め
た
。

・
東
京
都
の
事
業
所
等
の
大
都
市
の
現
場
を
受
入
先
と
す

る
体
験
型
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
を
開
始
し
、
課
題
発
見
、

解
決
力
を
育
成
し
た
。
平
成
1
8
年
度
へ
向
け
、
受
入
規
模

の
拡
大
を
図
っ
た
。

・
専
門
教
育
に
関
し
、
全
学
方
針
に
基
づ
き
学
部
ご
と

に
、
育
成
す
る
人
材
像
や
教
育
方
法
な
ど
に
つ
い
て
方
針

を
策
定
し
、
こ
れ
に
基
づ
き
、
充
実
を
図
っ
た
。

・
（
今
後
の
課
題
）
単
位
バ
ン
ク
に
つ
い
て
登
録
科
目
の

拡
大
を
図
る
と
と
も
に
、
新
た
な
基
礎
・
教
養
教
育
に
つ

い
て
、
実
施
状
況
の
検
証
に
基
づ
く
更
な
る
改
善
に
努
め

る
。

「
単
位
バ
ン
ク
シ
ス
テ
ム
」
は
、
①
学
生
の
履
修
選
択
の

幅
を
広
げ
る
た
め
、
学
外
の
教
育
資
源
の
積
極
的
な
活

用
を
図
る
機
能
、
②
学
生
の
将
来
像
に
合
わ
せ
、
カ
リ
キ

ュ
ラ
ム
設
計
を
支
援
す
る
機
能
、
③
学
生
の
希
望
や
社
会
の

ニ
ー
ズ
を
踏
ま
え
教
育
課
程
の
編
成
方
針
を
検
討
す
る

機
能
、
を
合
わ
せ
持
ち
、
総
合
的
に
大
学
の
教
育
改
善
を
推

進
す
る
。

・
単
位

バ
ン

ク
シ

ス
テ
ム
を
開

始
す
る

Ｂ

・
平
成
1
7
年
度
は
シ
ス
テ
ム
デ
ザ
イ
ン
学
部
を
中
心
に
導

入
を

図
っ
た
。

他
大
学
科
目
の
登
録
で
、
後
期
に
２
大
学

の
２
科
目
を

認
定
し

登
録
し
た
。

(
ァ
)
運
営
組
織
の
整
備

・
学
長

室
を
中

心
に
、

①
学
位

設
計
委
員
会
、

②
科
目

登
録
委
員

会
、

③
学
修

カ
ウ
ン

セ
ラ
ー
、
に
よ
り

構
成

さ
れ
る
「
単
位

バ
ン

ク
推

進
組

織
」
を

設
け
る
。

Ｂ

・
1
7
年

４
月
よ
り
、
学
長
室
を
中
心
に
、
①
学
位
設
計
委

員
会
、

②
科
目

登
録
委
員
会
、
③
学
修
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
、

に
よ
り

構
成

さ
れ
る
「
単
位
バ
ン
ク
推
進
組
織
」
を
設
け

た
。

・
学
長

室
に
「
単
位

バ
ン

ク
推

進
担

当
」
を

置
く
。

Ｂ

・
「
単
位

バ
ン

ク
シ

ス
テ
ム
」
導
入
の
た
め
、
学
長
室
に

専
管
の
事
務
を
行
う
単
位
バ
ン
ク
推
進
担
当
係
長
を
設
置

し
た
。

(
ｲ
)
登
録
科
目
の
拡
大

学
生
の
キ
ャ
リ
ア
形
成
に
応
じ
た
履
修
選
択
の
幅
を
広

げ
る
た
め
、
学
外
の
教
育
資
源
の
科
目
登
録
に
取
り
組
む
。

・
単
位
バ
ン
ク
シ
ス
テ
ム
を
平
成
１
７
年
度
か
ら
開
始
す

る
。
平
成
１
７
年
度
は
、
大
学
の
全
て
の
学
部
科
目
を
科

目
登
録
し
、
授
業
科
目
の
内
容
を
公
開
す
る
ほ
か
、
単
位

互
換
な
ど
既
存
の
制
度
を
活
用
し
、
他
大
学
の
授
業
科
目

等
の
認
定
を
行
う
。
ま
た
、
大
学
院
の
科
目
に
つ
い
て
、

導
入
に
向
け
た
検
討
を
行
う
。

・
平
成
１
８
年
度
以
降
、
既
存
の
制
度
を
活
用
し
、
学
内

外
の
教
育
資
源
の
活
用
に
取
り
組
み
、
大
学
間
で
の
連

携
を
推
進
し
た
上
で
、
現
行
法
制
度
上
の
制
約
条
件
緩
和
に

向
け
て
、
国
に
働
き
か
け
て
い
く
。

・
大
学
の
全
て
の
学
部
科
目
を
科
目

登
録
し
、
授
業
科
目
の
内

容
を
公
開
す
る
。

Ｃ

・
印

刷
物
と
し
て
の
シ
ラ
バ
ス
は
、
公
開
と
し
た
。
電
子

デ
ー

タ
化
し
た
シ

ラ
バ
ス
と
教
員
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
は
、
平

成
1
7
年
度
試
行
的
に
学
内
公
開
を
行
い
、
公
表
に
向
け
て

デ
ー

タ
整
備
等
の
調

整
を
す
す
め
た
。

・
単
位

互
換
な
ど

既
存
の
制
度
を

活
用
し
、
シ

ス
テ
ム

デ
ザ

イ
ン

学
部
を
中

心
に

他
大
学
の
授
業
科
目
等
の

認
定
を
開

始
す
る

Ｂ

・
平
成
1
7
年
度
は
シ
ス
テ
ム
デ
ザ
イ
ン
学
部
を
中
心
に
導

入
を

図
っ
た
。

他
大
学
科
目
の
登
録
で
、
後
期
に
２
大
学

の
２
科
目
を

認
定
し

登
録
し
た
。

 
　
ま
た
、
平
成
1
8
年
度
か
ら
、
「
青
年
海
外
協
力
隊
」
へ

参
加
す
る

活
動
を
「
特
定
社
会
活
動
」
と
い
う
授
業
科
目

に
位

置
付
け
て
単
位

認
定
の
対
象
と
す
る
制
度
を
、
導
入

す
る
こ
と
と
し
た
。

・
大
学
院
の
科
目
に
つ
い
て
、

導
入
に
向
け
た
検
討
を
行
う
。

Ｃ

・
各
部

局
に
お
け
る
長
期
履
修
制
度
の
需
要
に
つ
い
て
、

大
学
院
へ
の

導
入
も

含
め
て
検
討
を
行
っ
た
。

単
位
バ
ン
ク
シ
ス
テ
ム
は
、
大
学
の
教
育
シ
ス
テ
ム
の

柱
と
し
て
、
学
長
の
強
い
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
の
下
、
そ
の

充
実
・
発
展
を
図
る
必
要
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
平
成
１
７
年

度
に
学
長
室
を
中
心
に
、
①
学
位
設
計
委
員
会
、
②
科
目

登
録
委
員
会
、
③
学
修
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
、
に
よ
り
構
成

さ
れ
る
「
単
位
バ
ン
ク
推
進
組
織
」
を
設
け
る
。
ま
た
、
こ

れ
ら
の
円
滑
な
活
動
を
支
え
る
た
め
、
学
長
室
に
「
単
位

バ
ン
ク
推
進
担
当
」
を
置
く
。

【
教
育
課
程
・
教
育
方
法
】
～
学
部
教
育
に
お
け
る
取
組
み
～

①
単
位
バ
ン
ク
シ
ス
テ

ム
の
導
入
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公
立
大
学
法
人
首
都
大
学
東
京

中
期
計
画

年
度
計
画

自
己
評
価

年
度
計
画
に
係
る
実
績

評
定

評
価
結
果
の
説
明
等

Ⅱ
　
首
都
大
学
東
京
に
関
す
る
目
標
を
達
成
す
る
た
め
に
と
る
べ
き
措
置

１
　
教
育
に
関
す
る
目
標
を
達
成
す
る
た
め
の
措
置

（
１
）
教
育
内
容
等
に
関
す
る
取
組
み

公
立
大
学
分
科
会

評
価
項
目

中
期
計
画
に
係
る
該
当
項
目

単
位
バ
ン
ク
シ
ス
テ
ム
を
運
営
し
て
い
く
た
め
に
、
必
要

と
な
る
以
下
の
基
本
条
件
を
段
階
的
に
整
備
す
る
。

・
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
設
計
を
支
援
す
る
情
報
シ
ス
テ
ム
の

整
備 ・

将
来
像
と
授
業
科
目
に
よ
り
得
ら
れ
る
知
識
・
能
力
を

結
び
つ
け
た
モ
デ
ル
（
表
現
は
今
後
検
討
）
の
作
成

・
科
目
登
録
に
必
要
な
授
業
評
価
の
実
施

・
電

子
シ

ラ
バ

ス
な
ど

カ
リ

キ
ュ

ラ
ム

設
計
を

支
援
す
る
シ

ス
テ

ム
の

整
備
を

進
め
る
。

Ｂ

・
キ

ャ
リ
ア

支
援
シ

ス
テ
ム
を
開
発
し
、
平
成
1
8
年
４
月

か
ら

キ
ャ
リ
ア

支
援

機
能
及
び
就
職
支
援
機
能
の
一
部
提

供
を
開

始
す
る
こ
と
と
し
た
。
電
子
シ
ラ
バ
ス
・
教
員
プ

ロ
フ

ィ
ー
ル
は
、
公
表
に
向
け
て
デ
ー
タ
整
備
等
の
調
整

を
進
め
た
。

・
全
学

共
通
の
必
修
科
目
（
2
単
位
）
と
し
て
、
１
年
前
期
に
基

礎
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
を

導
入
す
る
。

Ｂ
・
全
学

共
通
の
必
修
科
目
（
２
単
位
）
と
し
て
、
１
年
前

期
に
基
礎
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
を
導
入
し
た
。

・
「
都

市
文

明
講

座
」
（

最
初
の

5
回
の

講
義
）
と
各

ク
ラ

ス
に

分
か
れ
て
の
「
基
礎
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
」
（

引
き

続
い
て
の
1
0
回
の
ゼ

ミ
）
で

構
成
す
る
。

Ｂ

・
「
都

市
文

明
講

座
」
（
最
初
の
５
回
の
講
義
）
と
各
ク

ラ
ス
に
分
か
れ
て
の
「
基
礎
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
」
（
引
き
続
い

て
の
1
0
回
の
ゼ
ミ
）
で
構
成
し
た
。

・
「
都

市
文

明
講

座
」
で
は
、
都

市
に
関
わ
る

テ
ー

マ
に
つ
い

て
、

オ
ム

ニ
バ

ス
形

式
の

講
義
を
行
う
。
（

４
月
中
に
全
１
０
回

開
講
、
学
生
は
２

群
に
分
か
れ
、
そ
れ

ぞ
れ
５
回
受

講
）

Ｂ

・
「
都

市
文

明
講

座
」
で
は
、
学
部
長
な
ど
が
講
師
に
な

り
、
都

市
に
関
わ
る

テ
ー
マ
に
つ
い
て
、
オ
ム
ニ
バ
ス
形

式
の

講
義
を
行
っ
た
。
（
４
月
中
に
全
1
0
回
開
講
、
学
生

は
２

群
に
分
か
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
５
回
受
講
）

・
「
基
礎
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
」
は
７

４
ク

ラ
ス
開

講
し
、
１

ク
ラ

ス
原

則
２
５
人
の

少
人
数
ゼ
ミ
と
し
て
、

参
加
者
が
そ
れ

ぞ
れ
の

テ
ー

マ
に
応
じ
た
調
査
・
研
究
を
行
い
、
そ
の
成

果
を

口
頭

発
表

さ
せ

る
。

Ａ

・
「
基
礎
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
」
は
7
4
ク
ラ
ス
開
講
し
、
１
ク
ラ

ス
原

則
2
5
人
の

少
人
数
ゼ
ミ
と
し
て
、
参
加
者
が
そ
れ
ぞ

れ
の

テ
ー

マ
に
応
じ
た
調
査
・
研
究
を
行
っ
た
。
そ
の
成

果
を

口
頭

発
表

さ
せ
る
こ
と
に
よ
り
、
課
題
発
見
・
解
決

能
力
、

プ
レ
ゼ
ン

テ
ー
シ
ョ
ン
能
力
等
の
養
成
を
図
っ

た
。
学
生
に

対
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
で
は
、
１
年
次
か

ら
ゼ
ミ
に

参
加
で
き
た
こ
と
に
対
す
る
好
意
的
な
意
見
が

あ
り
、
全

体
と
し
て
、
主
体
的
・
意
欲
的
に
取
り
組
む
こ

と
が
で
き
た
と
い
う
回
答
が
約
７
割
を
占
め
た
。

・
実
施
状
況
を
検
証
し

充
実
に
努
め
る
。

Ｂ
・
基
礎
教
育
部
会
に
「
基
礎
ゼ
ミ
部
会
」
を
設
け
、
実
施

状
況
を
検
証
し

充
実
に
努
め
た
。

・
全
学

共
通
の
必
修
科
目
（
1
4
単
位
）
と
し
て
、
都

市
教
養

プ
ロ

グ
ラ
ム
を

導
入
し
、
前
期
に

６
１

コ
マ
後
期
に
７
２

コ
マ
を
開

講
す
る
。

Ｂ

・
全
学

共
通
の
必
修
科
目
（
1
4
単
位
）
と
し
て
、
都
市
教

養
プ

ロ
グ

ラ
ム
を

導
入
し
、
前
期
に
6
1
コ
マ
後
期
に
7
2
コ

マ
を
開

講
し
た
。

・
都

市
に
か
か
わ
る

４
つ
の

テ
ー

マ
（
「

文
化
・
芸
術
・
歴
史
」

「
グ

ロ
ー

バ
ル

化
・

環
境
」
「
人
間
・

情
報
」
「
産
業
・
社

会
」
）
に
沿
っ
て
学

際
的
、

総
合
的
に
学
ぶ
も
の
と
す
る
。

Ｂ

・
都

市
に
か
か
わ
る

４
つ
の
テ
ー
マ
（
「
文
化
・
芸
術
・

歴
史
」
「
グ

ロ
ー

バ
ル
化
・
環
境
」
「
人
間
・
情
報
」

「
産
業
・
社
会
」
）
に
沿
っ
て
学
際
的
、
総
合
的
に
学
ぶ

も
の
と
し
た
。

・
科
目
の
配

置
や
内

容
等
、
実
施
状
況
を
検
証
し

充
実
に
努
め

る
。

Ｂ

・
基
礎
教
育
部
会
に
「
都
市
教
養
プ
ロ
グ
ラ
ム
部
会
」
を

設
け
、
実
施
状
況
を
検
証
し
充
実
に
努
め
た
。

②
基
礎
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
の

導
入

(
ｳ
)
運
営
の
た
め
の
環

境
整
備

③
都
市
教
養
プ
ロ
グ
ラ

ム
の
導
入

・
都
市
に
ま
つ
わ
る
４
つ
の
テ
ー
マ
（
「
文
化
・
芸
術
・

歴
史
」
「
グ
ロ
ー
バ
ル
化
・
環
境
」
「
人
間
・
情
報
」

「
産
業
・
社
会
」
）
に
沿
っ
て
学
際
的
、
総
合
的
に
学
ぶ

こ
と
に
よ
り
、
大
都
市
に
関
連
す
る
様
々
な
課
題
に
取
り

組
み
、
解
決
す
る
人
材
を
育
成
す
る
。

・
本
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
目
的
を
十
分
に
達
成
す
る
た
め
に
、

科
目
の
配
置
や
内
容
を
常
に
検
証
し
充
実
に
努
め
る
。

・
大
都
市
で
活
躍
す
る
た
め
に
必
要
な
課
題
発
見
・
解
決

能
力
を
養
成
す
る
。

・
ゼ
ミ
で
の
発
表
を
通
じ
て
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
能
力

の
向
上
を
目
指
す
。

・
学
部
混
合
型
の
学
生
構
成
が
豊
か
な
人
間
関
係
の
形
成

に
つ
な
が
る
よ
う
努
め
る
。

・
少
人
数
ゼ
ミ
の
特
色
を
生
か
し
、
担
当
教
員
と
の
密
接

な
対
話
を
通
し
て
、
問
題
や
課
題
を
探
求
す
る
力
、
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
、
デ
ィ
ベ
ー
ト
能
力
を
高
め

さ
せ
る
。
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公
立
大
学
法
人
首
都
大
学
東
京

中
期
計
画

年
度
計
画

自
己
評
価

年
度
計
画
に
係
る
実
績

評
定

評
価
結
果
の
説
明
等

Ⅱ
　
首
都
大
学
東
京
に
関
す
る
目
標
を
達
成
す
る
た
め
に
と
る
べ
き
措
置

１
　
教
育
に
関
す
る
目
標
を
達
成
す
る
た
め
の
措
置

（
１
）
教
育
内
容
等
に
関
す
る
取
組
み

公
立
大
学
分
科
会

評
価
項
目

中
期
計
画
に
係
る
該
当
項
目

・
全
学

共
通
の
必
修
科
目
（
8
単
位
た

だ
し

健
康

福
祉
学
部
は

６
単
位
）
と
し
て
、
実
践
英
語
科
目
（
実
践
英
語
Ⅰ
～
Ⅲ
）
を

導
入

す
る
。

Ｂ
・
全
学

共
通
の
必
修
科
目
（
８
単
位
た
だ
し
健
康
福
祉
学

部
は

６
単
位
）
と
し
て
、
実
践
英
語
科
目
を
開
講
し
た
。

・
今
年
度
は
、
前
期
に
「
実
践
英
語
Ⅰ
A
a
」
（

日
本
人
教
員
）
と

「
実
践
英
語
Ⅰ
A
b
」
（
N
a
t
i
v
e
 
S
p
e
a
k
e
r
 
o
f
 
E
n
g
l
i
s
h
講

師
）
、
後
期
に
「
実
践
英
語
Ⅰ
Ｂ
a
」
（

日
本
人
教
員
）
と
「
実

践
英
語
Ⅰ
Ｂ
b
」
（
N
a
t
i
v
e
 
S
p
e
a
k
e
r
 
o
f
 
E
n
g
l
i
s
h
講

師
）
を
そ

れ
ぞ
れ
７
５

ク
ラ

ス
、
全
３
０
０

コ
マ
開

講
す
る
。

Ｂ

・
今
年
度
は
、
前
期
に
「
実
践
英
語
Ⅰ
a
」
（
日
本
人
教

員
）
と
「
実
践
英
語
Ⅰ
ｃ
」
（
N
a
t
i
v
e
 
S
p
e
a
k
e
r
 
o
f

E
n
g
l
i
s
h
講

師
）
、
後
期
に
「
実
践
英
語
Ⅰ
ｂ
」
（
日
本
人

教
員
）
と
「
実
践
英
語
Ⅰ
ｄ
」
（
N
a
t
i
v
e
 
S
p
e
a
k
e
r
 
o
f

E
n
g
l
i
s
h
講

師
）
を
そ
れ
ぞ
れ
7
5
ク
ラ
ス
、
全
3
0
0
コ
マ
開

講
し
た
。

・
入
学
時
に

ク
ラ

ス
編
成

テ
ス
ト
を
実
施
し
、
レ
ベ
ル
別
に

ク
ラ

ス
分
け
を
行
う
。

Ｂ

・
入
学
時
に

ク
ラ

ス
編
成
テ
ス
ト
を
実
施
し
、
レ
ベ
ル
別

に
ク

ラ
ス
分
け
を
行
っ
た
。
ま
た
、
本
テ
ス
ト
に
お
い
て

一
定
の
成
績
を
修
め
た
学
生
に
対
し
英
語
科
目
の
履
修
を

免
除
す
る
制
度
を
実
施
し
た
。

・
１

ク
ラ

ス
原

則
２
５
人
の

少
人
数
授
業
、
N
a
t
i
v
e
 
S
p
e
a
k
e
r

o
f
 
E
n
g
l
i
s
h
講

師
の

活
用
に
よ
り
、
英
語
の

４
つ
の
力
（
「

話
す
」
「
聞
く
」
「
書
く
」
「
読
む
」
）
に

立
脚
し
た

総
合
的
な
英

語
力
を
養
成
す
る
内

容
と
す
る
。

Ｂ

・
１

ク
ラ

ス
原

則
2
5
人
の
少
人
数
授
業
、
N
a
t
i
v
e

S
p
e
a
k
e
r
 
o
f
 
E
n
g
l
i
s
h
講
師
の
活
用
に
よ
り
、
英
語
の
４

つ
の
力
（
「

話
す
」
「
聞
く
」
「
書
く
」
「
読
む
」
）
に

立
脚
し
た

総
合
的
な
英
語
力
を
養
成
す
る
内
容
と
し
た
。

・
統

一
試
験
を
行
う
こ
と
で
実
施
状
況
を
詳
し
く
検
証
し
、
英
語

プ
ロ
グ

ラ
ム
の

充
実
に
努
め
る
。

Ｂ

・
学
生
の
授
業
評
価
及
び
統
一
試
験
の
結
果
を
踏
ま
え
、

実
施
状
況
を
詳
し
く
検
証
し
、
後
期
授
業
を
改
善
す
る
な

ど
、
英
語

プ
ロ
グ

ラ
ム
の
充
実
を
図
っ
た
。

・
全
学

共
通
の
必
修
科
目
（
2
単
位
）
と
し
て
、
「

情
報
リ

テ
ラ

シ
ー
実
践
Ⅰ
」
と
、
選

択
科
目
（
2
単
位
）
と
し
て
「

情
報
リ

テ
ラ
シ
ー
実
践
Ⅱ
A
」
「

情
報
リ

テ
ラ
シ
ー
実
践
Ⅱ
B
」
を

導
入
す

る
。

Ｂ

・
全
学

共
通
の
必
修
科
目
（
２
単
位
）
と
し
て
、
「
情
報

リ
テ

ラ
シ
ー
実
践
Ⅰ
」
と
、
選
択
科
目
（
２
単
位
）
と
し

て
「

情
報
リ

テ
ラ
シ
ー
実
践
Ⅱ
Ａ
」
「
情
報
リ
テ
ラ
シ
ー

実
践
Ⅱ
Ｂ
」
を

導
入
し
た
。

・
「

情
報
リ

テ
ラ
シ
ー
実
践
Ⅰ
」
は
、
前
期
に
３

６
ク

ラ
ス
（
１

ク
ラ

ス
原

則
５
０
人
）
開

講
し
、
I
T
を

ツ
ー
ル
と
し
て

活
用
し
、

情
報
の

収
集
、
分
析
、
編
纂
、
伝
達
・

発
信
、

コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
な
ど

情
報

対
応
能
力
を
向

上
さ
せ
る
内

容
と
す
る
。

Ｂ

・
「

情
報
リ

テ
ラ
シ
ー
実
践
Ⅰ
」
は
、
前
期
に
3
6
ク
ラ
ス

（
１

ク
ラ

ス
原

則
5
0
人
）
開
講
し
、
受
講
生
の
情
報
対
応

能
力
向

上
を

図
っ
た
。

・
「

情
報
リ

テ
ラ
シ
ー
実
践
Ⅱ
A
」
「

情
報
リ

テ
ラ
シ
ー
実
践
Ⅱ

B
」
は
、
後
期
に
２
７

ク
ラ

ス
開

講
し
、
よ
り

進
ん

だ
課
題
の
解

決
に
挑
戦
す
る
内

容
と
す
る
。

Ｂ

・
「

情
報
リ

テ
ラ
シ
ー
実
践
Ⅱ
Ａ
」
「
情
報
リ
テ
ラ
シ
ー

実
践
Ⅱ
Ｂ
」
は
、
よ
り
進
ん
だ
課
題
の
解
決
に
対
応
す
る

も
の
と
し
て
、
後
期
に
2
7
ク
ラ
ス
開
講
し
た
。

・
実
施
状
況
を
検
証
し

ニ
ー

ズ
に

対
応
し
つ
つ

充
実
に
努
め
る
。

Ｂ
・
実
施
状
況
を
検
証
し
来
年
度
の
実
施
計
画
を
検
討
し

た
。

・
東
京
が
抱
え
る
多
様
・

広
範
な
実
務
や
実
態
に
直
接
触
れ
、
そ

の
現
状
に

対
す
る

認
識
を
深
め
る
内

容
と
し
、
選

択
科
目
（
2
単

位
）
と
し
て
入
箇
所

7
8
箇
所
、
受
入
人
数

4
0
0
名

程
度
で
実
施
す

る

Ｂ

・
大
都

市
東
京
の
実
態
に
肌
で
触
れ
る
こ
と
の
で
き
る
現

場
と
し
て
、
東
京
都
の
事
業
所
等
を
受
入
先
と
す
る
体
験

型
イ
ン

タ
ー
ン
シ
ッ

プ
を
導
入
し
た
。
受
入
箇
所
は
7
8
ヶ

所
、
受
入
枠
は

4
1
1
名
と
な
っ
た
。

・
夏
季
集
中
授
業
期
間
中
に
事
前

ガ
イ

ダ
ン

ス
を

履
修
し
、

夏
季

休
業
期
間
中
に
2
週
間

程
度
の
実

習
を
行
う
。

Ｂ

・
事
前
学

習
と
し
て
は
、
実
習
に
必
要
な
基
礎
知
識
等
の

講
義
、
グ
ル
ー

プ
ワ
ー
ク
な
ど
を
実
施
し
た
（
８
月
）
。

実
習
は
、
８
～
９
月
の
夏
季
休
業
期
間
内
に
８
日
間
実
施

し
、
実

習
後
に
は
、
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
な
ど
に
よ
る
事
後

学
習
を
実
施
し
た
。

・
早
期
に
全
学
生
の
実

習
が
実

現
で
き
る
よ
う
、
都
庁
及
び
都
の

外
郭
団

体
を
は
じ
め
と
し
て
、

新
た
な
実

習
先
の
確
保
を

進
め

る
。

Ｂ

・
平
成
1
8
年
度
の
実
施
に
向
け
、
都
庁
及
び
都
の
外
郭
団

体
、
特
別
区
役
所
、

市
役
所
、
民
間
企
業
に
協
力
要
請
を

行
い
、
目
標
数
（
1
,
0
0
0
名
程
度
）
を
超
え
る
学
生
の
実
習

先
を
確
保
し
た
。

・
就
職
前
の
就
業
体
験
と
し
て
だ
け
で
は
な
く
、
実
社
会

と
の
つ
な
が
り
を
テ
ー
マ
に
し
た
教
養
教
育
の
一
環
と
し

て
、
様
々
な
課
題
を
抱
え
る
大
都
市
の
現
場
を
体
験
さ
せ

る
こ
と
に
よ
り
課
題
発
見
・
解
決
能
力
を
養
成
す
る
。

・
東
京
が
抱
え
る
多
様
・
広
範
な
実
務
や
実
態
に
直
接
触

れ
、
そ
の
現
状
に
対
す
る
認
識
を
深
め
る
。

・
都
庁
及
び
都
の
外
郭
団
体
を
は
じ
め
と
し
て
、
目
的
に

ふ
さ
わ
し
い
新
た
な
実
習
先
の
開
拓
を
行
う
。

・
早
期
に
全
学
生
の
実
習
が
実
現
で
き
る
よ
う
、
実
習
先

の
確
保
を
進
め
る
。

⑥
体
験
型
イ
ン
タ
ー
ン

シ
ッ
プ
の
導
入

⑤
課
題
解
決
型
情
報
教

育
の
導
入

④
実
践
的
英
語
教
育
の

導
入

・
英
語
教
育
を
通
じ
て
国
際
的
に
活
躍
で
き
る
基
礎
的
能

力
を
養
成
す
る
。

・
英
語
に
よ
る
基
本
的
・
実
践
的
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
能
力
を
高
め
て
い
く
た
め
に
、
英
語
の
４
つ
の
力

（
「
話
す
」
「
聞
く
」
「
書
く
」
「
読
む
」
）
に
立
脚
し

た
総
合
的
な
英
語
力
を
養
成
す
る
。

・
ネ
イ
テ
ィ
ブ
の
講
師
を
効
果
的
に
活
用
し
て
実
践
的
な

英
語
力
を
養
成
す
る
。

・
社
会
に
対
し
て
卒
業
生
の
英
語
能
力
が
客
観
的
に
立
証

で
き
る
よ
う
、
指
標
の
設
定
等
、
制
度
構
築
し
、
こ
れ
に

基
づ
き
評
価
さ
れ
る
卒
業
生
の
英
語
能
力
を
向
上
さ
せ

る
。

・
パ
ソ
コ
ン
等
の
活
用
能
力
だ
け
で
な
く
、
探
究
的
な
学

び
合
い
の
中
か
ら
、
も
の
ご
と
を
正
し
く
認
識
し
、
課
題

を
発
見
し
解
決
す
る
能
力
を
養
成
す
る
。

・
Ｉ
Ｔ
を
ツ
ー
ル
と
し
て
活
用
し
具
体
的
な
課
題
を
解
決

す
る
こ
と
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
さ
せ
る
。

・
Ｉ
Ｔ
を
活
用
し
た
基
礎
的
な
情
報
収
集
・
情
報
発
信
の

リ
テ
ラ
シ
ー
の
育
成
を
通
じ
て
、
情
報
整
理
・
解
析
能
力

や
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
能
力
を
高
め
て
い
く
。
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公
立
大
学
法
人
首
都
大
学
東
京

中
期
計
画

年
度
計
画

自
己
評
価

年
度
計
画
に
係
る
実
績

評
定

評
価
結
果
の
説
明
等

Ⅱ
　
首
都
大
学
東
京
に
関
す
る
目
標
を
達
成
す
る
た
め
に
と
る
べ
き
措
置

１
　
教
育
に
関
す
る
目
標
を
達
成
す
る
た
め
の
措
置

（
１
）
教
育
内
容
等
に
関
す
る
取
組
み

公
立
大
学
分
科
会

評
価
項
目

中
期
計
画
に
係
る
該
当
項
目

○
専
門
教
育
の
充
実

次
の
点
に
つ
い
て
全
学
的
な
方
針
を
定
め
た
上
で
、
そ
の

方
針
に
基
づ
き
、
学
部
・
学
科
・
系
・
コ
ー
ス
ご
と
に
具

体
化
を
図
る
。

①
　
育
成
す
る
人
間
像

②
　
①
に
基
づ
く
教
育
方
法
及
び
実
施
計
画

③
　
専
門
的
な
知
識
の
習
得
能
力
・
洞
察
力
・
探
求
力
の

育
成
向
上
の
た
め
の
専
門
科
目
の
構
成
・
内
容
等
の
点
検

次
の
点
に
つ
い
て
全
学
的
な
方
針
を
定
め
た

上
で
、
そ
の
方
針
に

基
づ
き
、
学
部
・
学
科
・

系
・

コ
ー

ス
ご
と
に
具

体
化
を

図
る
。

①
　
育
成
す
る
人
間
像

②
　

①
に
基
づ
く
教
育
方
法
及
び
実
施

計
画

③
　
専
門
的
な

知
識
の

習
得
能
力
・
洞
察
力
・
探
求
力
の
育
成
向

上
の
た
め
の
専
門
科
目
の

構
成
・
内

容
等
の
点
検

Ｂ

1
1
月
に
「
専
門
教
育
の
充
実
」
に
関
す
る
全
学
方
針
を
定
め
、

こ
れ
に
基
づ
き
、
各
学
部
長
等
に
お
い
て
、
学
部
・
学
科
・

系
・
コ
ー
ス
ご
と
に
、
「
専
門
教
育
の
充
実
の
具
体
的
内
容
」

と
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
①
「
育
成
す
る
人
間
像
」
、
②
「
①
に
基

づ
く
教
育
方
法
及
び
実
施
計
画
」
、
③
「
専
門
的
な
知
識
の
習

得
能
力
・
洞
察
力
・
探
求
力
の
育
成
向
上
の
た
め
の
専
門
科
目

の
構
成
・
内
容
等
の
点
検
」
を
策
定
し
た
。
各
学
部
等
に
お
い

て
、
こ
れ
に
従
っ
て
教
育
を
実
施
し
、
そ
の
充
実
を
図
っ
た
。

○
人
文
・
社
会
系
：
３
コ
ー
ス
1
0
分
野
に
わ
た
り
、
そ
れ
ぞ
れ

の
専
門
教
育
科
目
を
配
置
す
る
と
と
も
に
、
他
の
分
野
等
の
授

業
科
目
を
履
修
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
時
間
割
配
置
を
工

夫
し
た
。
ま
た
、
開
講
期
（
前
期
／
後
期
／
通
年
）
ご
と
に
、

各
授
業
科
目
の
受
講
生
数
の
分
布
状
況
を
把
握
し
、
分
析
を

行
っ
た
。

○
法
学
系
：
現
代
社
会
の
諸
問
題
を
解
決
す
る
た
め
の
幅
広
い

視
野
と
批
判
的
思
考
能
力
の
修
得
を
め
ざ
し
，
適
切
な
カ
リ

キ
ュ
ラ
ム
の
配
置
を
行
い
，
原
則
と
し
て
１
年
次
に
法
律
学
・

政
治
学
の
基
礎
を
徹
底
し
て
学
ば
せ
た
。

○
経
営
学
系
：
経
営
学
系
で
育
成
す
る
人
間
像
を
作
成
し
、
そ

れ
に
対
応
さ
せ
た
専
門
科
目
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を
策
定
し
た
。

○
理
工
学
系
：
主
に
低
学
年
の
学
生
を
対
象
に
専
門
分
野
の
基

礎
を
学
ぶ
導
入
型
科
目
と
、
高
学
年
の
学
生
を
対
象
に
課
題
の

設
定
か
ら
そ
の
解
決
に
至
る
プ
ロ
セ
ス
を
学
ぶ
創
発
型
科
目
と

を
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
中
に
積
極
的
に
取
り
入
れ
た
。

○
都
市
環
境
学
部
：
専
任
教
員
の
担
当
す
る
後
期
の
専
門
科
目

に
つ
い
て
、
学
生
に
よ
る
授
業
評
価
を
実
施
し
た
。
評
価
は
、

各
質
問
項
目
に
対
す
る
５
段
階
評
価
と
自
由
記
述
か
ら
な
り
、

集
計
さ
れ
た
結
果
は
、
当
該
教
員
に
配
付
さ
れ
、
フ
ァ
カ
ル

テ
ィ
ー
デ
ィ
ベ
ロ
ッ
プ
メ
ン
ト
に
資
す
る
た
め
に
活
用
さ
れ

た
。
ま
た
、
地
理
環
境
コ
ー
ス
に
お
い
て
は
、
教
員
相
互
に
よ

る
授
業
評
価
も
実
施
し
、
学
生
に
よ
る
授
業
評
価
結
果
と
と
も

に
そ
の
評
価
結
果
を
踏
ま
え
て
、
各
教
員
は
授
業
改
善
計
画
書

を
作
成
し
、
授
業
改
善
に
取
り
組
ん
だ
。

○
シ
ス
テ
ム
デ
ザ
イ
ン
学
部
：
各
コ
ー
ス
に
お
い
て
、
専
門
科

目
及
び
理
工
系
共
通
基
礎
科
目
に
つ
い
て
精
査
し
、
卒
業
要
件

に
係
る
学
部
規
則
の
見
直
し
を
行
っ
た
。
ま
た
専
門
科
目
の
充

実
を
目
指
し
て
一
部
科
目
の
追
加
を
行
っ
た
。
イ
ン
ダ
ス
ト
リ

ア
ル
ア
ー
ト
コ
ー
ス
の
設
置
に
伴
い
、
教
育
環
境
の
整
備
を

行
っ
た
。

○
健
康
福
祉
学
部
：
全
学
科
に
お
い
て
臨
地
･
臨
床
実
習
に
先
立

ち
、
Ｏ
Ｓ
Ｃ
Ｅ
（
客
観
的
臨
床
能
力
試
験
)
を
実
施
し
、
効
果
的

な
学
習
深
度
を
目
指
す
と
と
も
に
、
病
院
施
設
で
の
円
滑
な
実

習
の
た
め
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
充
実
を
実
践
し
て
い
る
。

分
散
型
キ
ャ
ン
パ
ス
に
適
切
に
対
応
す
る
た
め
、
学
生
の

学
習
状
況
や
学
年
進
行
に
あ
わ
せ
て
、
対
応
を
検
討
し
、

実
施
す
る
。

・
分

散
キ

ャ
ン
パ

ス
に

対
応
す
る
教
育

提
供
に
つ
い
て
、
１
８
年

度
の
実
施
策
を
確
定
す
る
。

Ｂ

・
分

散
型

キ
ャ
ン
パ

ス
に
対
応
す
る
た
め
、
平
成
1
8
年
度

は
、
１
年
次
か

ら
２
年
次
へ
の
学
年
進
行
に
伴
い
キ
ャ
ン

パ
ス
の
変

更
が
生
じ
る
健
康
福
祉
学
部
に
つ
い
て
、
基
礎

ゼ
ミ
、
実
践
英
語
、

情
報
リ
テ
ラ
シ
ー
の
各
科
目
群
に
お

け
る
再

履
修

ク
ラ

ス
の
開
講
に
つ
い
て
決
定
し
た
。

効
果
的
に
教
育
成
果
を
あ
げ
ら
れ
る
よ
う
に
、
教
育
学

習
環
境
の
充
実
に
努
め
る
。

年
度

計
画

記
載

な
し

○
分
散
型
キ
ャ
ン
パ
ス

へ
の
対
応

○
教
育
実
施
体
制
の
整

備
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公
立
大
学
法
人
首
都
大
学
東
京

中
期
計
画

年
度
計
画

自
己
評
価

年
度
計
画
に
係
る
実
績

評
定

評
価
結
果
の
説
明
等

Ⅱ
　
首
都
大
学
東
京
に
関
す
る
目
標
を
達
成
す
る
た
め
に
と
る
べ
き
措
置

１
　
教
育
に
関
す
る
目
標
を
達
成
す
る
た
め
の
措
置

（
１
）
教
育
内
容
等
に
関
す
る
取
組
み

公
立
大
学
分
科
会

評
価
項
目

中
期
計
画
に
係
る
該
当
項
目

【
中
期
計
画
の
達
成
状
況
・
今
後
の
課
題
な
ど
】

・
平
成
1
8
年
度
に
実
施
さ
れ
る
新
大
学
院
の
理
念
及
び
研

究
科
ご
と
の
特
性
を
踏
ま
え
、
体
系
的
な
知
識
の
習
得
と

専
門
分
野
の
訓
練
、
技
術
の
修
得
と
の
バ
ラ
ン
ス
等
に
留

意
し
て
教
育
課
程
を
編
成
し
た
。

・
ビ
ジ
ネ
ス
ス
ク
ー
ル
等
に
お
い
て
多
く
の
社
会
人
を
受

け
入
れ
る
と
と
も
に
、
リ
カ
レ
ン
ト
教
育
の
一
部
科
目
を

飯
田
橋
キ
ャ
ン
パ
ス
で
平
成
1
8
年
度
に
開
講
す
る
準
備
を

行
っ
た
。

・
（
今
後
の
課
題
）
新
大
学
院
設
置
の
理
念
を
踏
ま
え
、

大
学
院
教
育
の
さ
ら
な
る
充
実
に
取
組
む
。

・
平
成
1
7
年
度
の
研
究
科

構
成
に
よ
る

カ
リ

キ
ュ

ラ
ム
を
着
実
に

実
施
す
る
。

Ｂ

平
成
1
7
年
度
の
研
究
科
構
成
に
基
づ
き
、
研
究
科
・
専
攻

ご
と
に
定
め
た
教
育

課
程
・
実
施
計
画
に
従
い
、
着
実
に

大
学
院
教
育
を
実
施
し
た
。

○
研
究
科
の
再
編

・
平
成
１
８
年

４
月
の
研
究
科
の
再
編
に
向
け
て
、

文
部
科
学
省

へ
の

設
置
手

続
き
、

広
報

活
動
、
入
学
試
験
等
、
必
要
な
準
備
を

着
実
に
行
う
。

Ｂ

・
平
成
1
8
年

４
月
の
研
究
科
の
再
編
に
つ
い
て
、
７
月
に

文
部
科
学
大
臣
あ
て
届
出
を
行
っ
た
。
ま
た
、
各
研
究
科

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
で
の
広
報
や
入
学
試
験
等
の
準
備
を
着

実
に

進
め
、

新
構
成
の
大
学
院
へ
の
学
生
受
入
れ
に
備
え

た
。

・
研
究
科
の
再
編
成
に
お
い
て
、

新
大
学
院

設
置
の
理
念
及
び
研

究
科
ご
と
の
特
性
を
十
分
踏
ま
え
、
研
究
科
・
専
攻
・
教
育

課
程

ご
と
に
、
育
成
す
る
人
材
像
・

主
な

進
路
、
各

課
程
の
趣
旨
・
目

的
に
照

ら
し
、

課
程
修
了
ま
で
の

プ
ロ

セ
ス
を

明
確
に
し
、

体
系

的
な

知
識
の
修

得
と
専
門
分
野
の
研
究
技
法
、
技
術
の
修

得
と
の

バ
ラ
ン

ス
の
取
れ
た
教
育

課
程
編
成
に
取
り
組
む
。

Ｂ

・
新
大
学
院
設
置
の
理
念
及
び
研
究
科
ご
と
の
特
性
を
踏
ま

え
、
各
研
究
科
・
専
攻
に
お
い
て
、
体
系
的
な
知
識
の
修
得
と

専
門
分
野
の
訓
練
、
技
術
の
修
得
と
の
バ
ラ
ン
ス
等
に
留
意
し

て
平
成
1
8
年
度
以
降
の
教
育
課
程
を
編
成
し
た
。

○
人
文
科
学
研
究
科
：
４
専
攻
へ
の
再
編
に
よ
り
時
代
の
変
化

に
即
応
し
得
る
教
育
研
究
体
制
を
整
え
る
と
と
も
に
、
領
域
ご

と
の
高
い
専
門
性
も
維
持
で
き
る
教
育
課
程
編
成
を
行
っ
た
。

○
社
会
科
学
研
究
科
：
ビ
ジ
ネ
ス
ス
ク
ー
ル
及
び
法
科
大
学
院

で
そ
れ
ぞ
れ
の
設
置
趣
旨
に
基
づ
く
教
育
研
究
を
展
開
し
た
ほ

か
、
政
治
学
専
攻
及
び
基
礎
法
学
専
攻
の
平
成
1
9
年
度
か
ら
の

法
学
政
治
学
専
攻
へ
の
再
編
に
つ
い
て
検
討
を
進
め
た
。

○
理
工
学
研
究
科
：
平
成
1
7
年
度
に
採
択
さ
れ
た
「
魅
力
あ
る

大
学
院
教
育
」
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ブ
事
業
を
契
機
に
、
学
際
的
な

授
業
科
目
や
科
学
リ
テ
ラ
シ
ー
教
育
の
た
め
の
科
目
を
設
置
し

た
。

○
都
市
環
境
科
学
研
究
科
：
都
市
環
境
に
係
わ
る
多
様
な
分
野

を
俯
瞰
的
に
学
ぶ
共
通
科
目
群
を
設
定
し
た
。

○
シ
ス
テ
ム
デ
ザ
イ
ン
研
究
科
：
総
合
的
問
題
解
決
が
可
能
な

人
材
育
成
を
実
践
す
る
た
め
、
弾
力
的
に
教
育
研
究
領
域
の
改

編
が
可
能
な
１
専
攻
４
専
修
の
特
長
を
活
か
し
、
横
断
的
教
育

プ
ロ
グ
ラ
ム
（
各
専
修
共
通
の
異
分
野
融
合
に
よ
る
研
究
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
演
習
な
ど
）
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
改
組
を
行
っ
た
。

○
人
間
健
康
科
学
研
究
科
：
１
専
攻
構
成
と
し
、
学
際
的
な
共

通
科
目
を
設
置
す
る
ほ
か
、
専
門
看
護
師
や
高
度
放
射
線
専
門

職
養
成
の
た
め
の
教
育
課
程
を
設
け
た
。

研
究
科
の
専
門
分
野
の
特
性
や
社
会
の
ニ
ー
ズ
を
踏
ま

え
、
高
度
専
門
職
業
人
の
養
成
を
行
う
。

年
度

計
画

記
載

な
し

社
会
人
向
け
の
コ
ー
ス
の
設
定
、
夜
間
開
講
の
実
施
な

ど
、
社
会
人
の
リ
カ
レ
ン
ト
教
育
ニ
ー
ズ
に
応
え
る
た
め

の
制
度
を
導
入
す
る
。

・
社
会
人
向
け
の

コ
ー

ス
の

設
定
、
夜
間
開

講
の
実
施
な
ど
、
社

会
人
の
リ

カ
レ
ン
ト
教
育

ニ
ー

ズ
に
応
え
る
た
め
の
制
度
の
検
討

を
行
う
。

Ｂ

・
社
会
科
学
研
究
科
経
営
学
専
攻
（
ビ
ジ
ネ
ス
ス
ク
ー
ル
）
等

で
、
多
く
の
社
会
人
を
受
け
入
れ
た
。
ま
た
、
平
日
夜
間
や
土

曜
日
に
一
部
の
授
業
開
講
や
研
究
指
導
を
行
う
こ
と
と
し
た
。

特
に
理
工
学
研
究
科
で
は
、
新
た
に
高
校
教
員
を
対
象
と
し
た

リ
カ
レ
ン
ト
教
育
の
た
め
の
科
目
を
設
置
し
、
一
部
の
科
目
を

飯
田
橋
の
キ
ャ
ン
パ
ス
で
開
講
す
る
こ
と
と
す
る
と
と
も
に
、

科
目
等
履
修
生
を
受
け
入
れ
る
こ
と
と
し
た
。

【
教
育
課
程
・
教
育
方
法
】
～
大
学
院
教
育
に
お
け
る
取
組
み
～

○
大
学
院
に
お
け
る
社

会
人
の
リ
カ
レ
ン
ト
教

育○
高
度
専
門
職
業
人
の

養
成

大
学
院
で
は
、
平
成
１
８
年
度
に
行
う
研
究
科
の
再
編
成

に
お
い
て
、
新
大
学
院
設
置
の
理
念
及
び
研
究
科
ご
と
の

特
性
を
十
分
踏
ま
え
、
研
究
科
・
専
攻
・
教
育
課
程
ご
と

に
、
育
成
す
る
人
材
像
・
主
な
進
路
、
各
課
程
の
趣
旨
・

目
的
に
照
ら
し
、
課
程
修
了
ま
で
の
プ
ロ
セ
ス
を
明
確
に

し
、
体
系
的
な
知
識
の
修
得
と
専
門
分
野
の
研
究
技
法
、

技
術
の
修
得
と
の
バ
ラ
ン
ス
の
取
れ
た
教
育
課
程
編
成
に

取
り
組
む
と
と
も
に
、
特
色
あ
る
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
実

施
す
る
。

○
大
学
院
の
教
育
の
着

実
な
実
施
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公
立
大
学
法
人
首
都
大
学
東
京

中
期
計
画

年
度
計
画

自
己
評
価

年
度
計
画
に
係
る
実
績

評
定

評
価
結
果
の
説
明
等

Ⅱ
　
首
都
大
学
東
京
に
関
す
る
目
標
を
達
成
す
る
た
め
に
と
る
べ
き
措
置

１
　
教
育
に
関
す
る
目
標
を
達
成
す
る
た
め
の
措
置

（
１
）
教
育
内
容
等
に
関
す
る
取
組
み

公
立
大
学
分
科
会

評
価
項
目

中
期
計
画
に
係
る
該
当
項
目

【
中
期
計
画
の
達
成
状
況
・
今
後
の
課
題
な
ど
】

・
大
学
の
使
命
、
社
会
及
び
学
生
ニ
ー
ズ
に
応
じ
た
教
育

の
実
施
へ
向
け
、
F
D
委
員
会
を
設
置
し
、
講
演
会
、
セ
ミ

ナ
ー
、
授
業
改
善
に
関
す
る
実
践
報
告
、
基
礎
教
育
科
目

の
授
業
評
価
実
施
、
評
価
に
基
づ
く
授
業
改
善
な
ど
フ
ァ

カ
ル
テ
ィ
デ
ベ
ロ
ッ
プ
メ
ン
ト
に
積
極
的
に
取
り
組
ん

だ
。
ま
た
、
自
己
点
検
評
価
の
実
施
体
制
を
整
備
し
、
取

組
を
行
っ
た
。

・
（
今
後
の
課
題
）
各
学
部
で
成
績
評
価
基
準
の
作
成
及

び
問
い
合
わ
せ
対
応
措
置
に
つ
い
て
検
討
を
実
施
し
た
。

成
績
評
価
基
準
及
び
対
応
措
置
の
作
成
に
努
め
る
。

フ
ァ
カ
ル
テ
ィ
・
デ
ィ
ベ
ロ
ッ
プ
メ
ン
ト
、
自
己
点
検
・

評
価
、
第
三
者
評
価
の
結
果
を
教
育
現
場
に
フ
ィ
ー
ド

バ
ッ
ク
し
、
教
育
の
質
の
向
上
に
結
び
つ
け
る
。

年
度

計
画

記
載

な
し

・
各
学
部
、
基
礎
教
育

セ
ン

タ
ー
等
か

ら
選

出
さ
れ
た
委
員
で

構
成
す
る
Ｆ
Ｄ
委
員
会
を

設
置
し
、

効
果
的
・

効
率
的
な
Ｆ
Ｄ
の
検

討
を
行
い
、
順
次
実
施
す
る
。

Ｂ

・
Ｆ
Ｄ
委
員
会
を
1
0
回
開
催
し
、
基
礎
教
育
セ
ン
タ
ー
所

管
授
業
の
評
価
の
実
施
方
法
，
効
果
的
・
効
率
的
な
Ｆ
Ｄ

の
検
討
を
行
っ
た
。
ま
た
、
同
委
員
会
に
よ
り
、
Ｆ
Ｄ
講

演
会
（
１
回
）
、
Ｆ
Ｄ
セ
ミ
ナ
ー
（
２
回
）
を
開
催
し

た
。

・
学
生
の

声
を
受
け
止
め
、
学
生
に
よ
る
評
価
を
授
業
の

改
善
に

反
映

さ
せ
る
仕
組

み
に
つ
い
て
検
討
す
る
。

Ａ

・
基
礎
教
育
科
目
に
つ
い
て
授
業
評
価
を
分
析
し
、
各
授

業
担

当
者
に
フ

ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
し
、
授
業
改
善
に
役
立
て

る
た
め
、

高
評
価
教
員
の
実
践
報
告
を
行
っ
た
。
Ｆ
Ｄ
レ

ポ
ー
ト
を
２
号

発
行
し
、
Ｈ
Ｐ
に
公
開
し
た
。

・
都

市
教
養

プ
ロ
グ

ラ
ム
な
ど
に
お
い
て
、
学
生
に
よ
る
授
業
評

価
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
す
る
。

Ｂ

・
授
業
評
価
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
学
生
・
教
員
に
実
施
し

た
。
（
前
期
：
基
礎
教
育
科
目
全
般
、
都
市
教
養
プ
ロ
グ

ラ
ム
（

6
1
コ

マ
）
、
後
期
：
全
学
共
通
科
目
全
般
、
都
市

教
養

プ
ロ
グ

ラ
ム
（

7
2
コ
マ
）
、
実
践
英
語
（
日
本
人
教

員
分
）
)
。

・
ま
た
、
都

市
教
養
学
部
な
ど
の
学
部
専
門
科
目
や
法
科

大
学
院
及
び
ビ
ジ

ネ
ス
ス
ク
ー
ル
な
ど
の
大
学
院
科
目
の

一
部
で
も
授
業
評
価
ア
ン
ケ
ー
ト
を
行
っ
た
。

・
自
己
点
検
・
評
価
委
員
会
を

設
置
し
、
自
己
点
検
・
評
価
の
仕

組
み
を
確

立
し
、
平
成
１
８
年
度
早
期
に
実
施
で
き
る
よ
う
に
す

る
。

Ｂ

・
自
己
点
検
・
評
価
の
実
施
方
針
、
実
施
方
法
等
を
決
定

し
、
平
成
1
8
年

６
月
の
完
成
に
向
け
、
取
り
ま
と
め
等
の

作
業
を
実
施
し
て
い
る
。

・
自
己
点
検
・
評
価

結
果
に
つ
い
て
、

上
記
委
員
会
及
び
教
育
研

究
審
議
会
で

改
善
策
を
検
討
し
、
教
育

現
場
に
反
映

さ
せ
る
仕
組

み
を

構
築
す
る
。

Ｃ

・
自
己
点
検
・
評
価

結
果
の
教
育
現
場
へ
の
反
映
方
法
に

つ
い
て
は
、

現
在
検
討
中
で
あ
り
、
今
後
、
自
己
点
検
・

評
価
の

結
果
を
待
っ
て
、
改
善
策
の
検
討
か
ら
そ
れ
を
現

場
へ
反
映

さ
せ
る
ま
で
の
一
連
の
具
体
的
な
仕
組
み
を
構

築
す
る
。

○
第
三
者
評
価
の
実
施
・
認
証
評
価
機
関
に
よ
る
第
三
者
評
価
を
受
け
、
そ
の

結
果
が
す
み
や
か
に
教
育
の
改
善
に
結
び
つ
け
ら
れ
る
よ
う

な
学
内
体
制
の
整
備
を
図
る
。

・
平
成
１
７
年
度
入
学
者
が
卒
業
し
た
後
の
平
成
２
２
年

度
ま
で
に
第
三
者
評
価
を
実
施
す
る
。

年
度

計
画

記
載

な
し

【
教
育
の
質
の
評
価
・
改
善
】

○
フ
ァ
カ
ル
テ
ィ
・

デ
ィ
ベ
ロ
ッ
プ
メ
ン
ト

（
Ｆ
Ｄ
）
の
実
施

○
多
面
的
検
証
、
評
価

と
そ
の
活
用

○
自
己
点
検
・
評
価

（
教
育
研
究
分
野
）
の

実
施

・
各
学
部
、
基
礎
教
育
セ
ン
タ
ー
等
か
ら
選
出
さ
れ
た
委

員
で
構
成
す
る
Ｆ
Ｄ
委
員
会
を
設
置
し
、
効
果
的
・
効
率

的
な
Ｆ
Ｄ
を
行
う
。

・
学
生
の
声
を
受
け
止
め
る
仕
組
み
を
構
築
し
、
学
生
に

よ
る
評
価
を
授
業
の
改
善
に
反
映
さ
せ
る
。
さ
ら
に
、
ピ

ア
レ
ビ
ュ
ー
（
同
僚
評
価
）
に
つ
い
て
研
修
会
な
ど
を
行

い
な
が
ら
、
実
施
に
つ
い
て
検
討
す
る
。

・
特
定
の
分
野
で
試
行
を
行
っ
た
う
え
で
、
改
善
を
加
え

な
が
ら
全
学
に
広
げ
て
い
く
。

・
各
学
部
、
基
礎
教
育
セ
ン
タ
ー
等
か
ら
選
出
さ
れ
た
委

員
で
構
成
す
る
自
己
点
検
・
評
価
委
員
会
を
設
置
し
、
毎

年
度
、
自
己
点
検
・
評
価
を
行
う
。

・
自
己
点
検
・
評
価
結
果
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（
Ｈ
Ｐ
）
な

ど
で
学
内
外
に
公
表
す
る
と
と
も
に
、
上
記
委
員
会
及
び

教
育
研
究
審
議
会
で
改
善
策
を
検
討
し
、
教
育
現
場
に
反

映
さ
せ
る
。
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公
立
大
学
法
人
首
都
大
学
東
京

中
期
計
画

年
度
計
画

自
己
評
価

年
度
計
画
に
係
る
実
績

評
定

評
価
結
果
の
説
明
等

Ⅱ
　
首
都
大
学
東
京
に
関
す
る
目
標
を
達
成
す
る
た
め
に
と
る
べ
き
措
置

１
　
教
育
に
関
す
る
目
標
を
達
成
す
る
た
め
の
措
置

（
１
）
教
育
内
容
等
に
関
す
る
取
組
み

公
立
大
学
分
科
会

評
価
項
目

中
期
計
画
に
係
る
該
当
項
目

・
全
学
共
通
の
成
績
評
価
基
準
を
作
成
し
、
そ
れ
に
基
づ

く
成
績
評
価
分
析
を
行
う
。

・
学
生
か
ら
の
成
績
評
価
に
関
す
る
問
い
合
わ
せ
に
対
す

る
、
正
確
性
と
公
平
性
を
担
保
す
る
た
め
の
対
応
措
置
を

検
討
し
、
講
ず
る
。

・
各
学
部
に
お
い
て
、
成
績
分

布
状
況
を
詳
細
に
検
討
し
、
成
績

評
価
基
準

作
成
に
向
け
た
準
備
を
行
う
。

Ｃ

・
成
績
分
布
状
況
や
現
状
の
問
題
点
の
確
認
を
行
う
な
ど
、
各

学
部
の
状
況
に
応
じ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
、
成
績
評
価
基
準
の
作

成
に
向
け
た
検
討
を
行
っ
た
。

○
人
文
・
社
会
系
：
５
月
と
1
1
月
の
２
回
、
開
講
期
と
科
目
群
ご

と
に
、
学
部
学
系
の
各
授
業
科
目
の
受
講
生
数
と
そ
の
成
績

分
布
を
確
認
し
、
各
科
目
群
、
個
々
授
業
科
目
の
そ
れ
ぞ
れ

に
お
い
て
、
履
修
登
録
者
数
、
受
験
者
数
、
単
位
取
得
者
数
、

評
点
に
つ
い
て
、
そ
の
傾
向
の
把
握
と
と
も
に
、
問
題
点
の
有

無
、
改
善
を
要
す
る
点
に
つ
い
て
検
討
し
た
。

○
法
学
系
：
各
教
員
に
よ
る
授
業
科
目
の
受
講
生
数
と
そ
の
成

績
分
布
状
況
の
確
認
作
業
を
踏
ま
え
、
成
績
評
価
基
準
の
作

成
に
つ
い
て
検
討
中
で
あ
る
。

○
経
営
学
系
：
１
年
生
の
専
門
科
目
履
修
は
少
な
い
の
で
、
専

門
科
目
の
成
績
分
布
状
況
の
分
析
を
未
だ
行
っ
て
い
な
い

が
、
次
年
度
以
降
に
専
門
科
目
の
履
修
に
備
え
て
、
成
績
評

価
基
準
の
検
討
を
進
め
て
い
る
。

○
理
工
学
系
：
成
績
評
価
基
準
の
作
成
に
向
け
て
、
成
績
分

布
状
況
や
科
目
間
の
相
関
な
ど
予
備
的
な
デ
ー
タ
に
つ
い
て

調
査
を
行
っ
た
。

○
都
市
環
境
学
部
：
学
部
と
し
て
共
通
の
コ
ン
セ
プ
ト
に
基
づ

く
成
績
評
価
基
準
の
作
成
に
つ
い
て
検
討
中
で
あ
る
。

○
シ
ス
テ
ム
デ
ザ
イ
ン
学
部
：
学
部
内
に
お
い
て
一
定
の
基
準

で
統
一
さ
れ
た
成
績
評
価
基
準
の
作
成
に
つ
い
て
検
討
中
で

あ
る
。

○
健
康
福
祉
学
部
：
成
績
評
価
基
準
と
し
て
G
P
A
制
度
を
す

で
に
導
入
し
て
い
る
。
今
年
度
は
学
科
間
の
成
績
分
布
状
況

を
分
析
し
、
G
P
A
制
度
の
検
証
を
行
っ
た
。

・
各
学
部
等
は
、
学
生
か

ら
の
成
績
評
価
に
関
す
る

問
い
合
わ
せ

に
対
し
、
正
確
性
と
公
平
性
を

担
保
す
る
た
め
の

対
応
措

置
を
検

討
す
る
。

Ｂ

・
各
学
部
の
状
況
に
応
じ
て
、
成
績
評
価
の
基
準
等
の
シ

ラ
バ

ス
で
の
公
表
、
学
部
内
で
の
相
談
体
制
の
整
備
、
学

生
か

ら
の
苦

情
処
理
等
に
対
す
る
対
応
措
置
の
検
討
を

行
っ
た
。

・
人

文
・
社
会

系
で
は
、
成
績
評
価
と
単
位
認
定
に
関
す

る
学
生
か

ら
の

問
い
合
わ
せ
に
応
じ
る
た
め
、
系
独
自
で

履
修
相

談
体
制
を

整
備
し
た
。

○
情
報
の
公
表

・
授
業
科
目
に
つ
い
て
は
、
全
て
の
科
目
の
内
容
を
科
目

登
録
委
員
会
で
定
め
た
基
準
に
基
づ
き
、
Ｈ
Ｐ
上
で
公
開

す
る
。

・
成
績
評
価
基
準
、
成
績
評
価
分
析
及
び
自
己
点
検
評
価

結
果
等
、
教
育
に
関
わ
る
情
報
に
つ
い
て
は
Ｈ
Ｐ
な
ど
を

活
用
し
て
積
極
的
に
公
表
す
る
。

・
授
業
科
目
に
つ
い
て
、
全
て
の
科
目
の
内

容
を
科
目

登
録
委
員

会
で
定
め
た
基
準
に
基
づ
き
、
Ｈ
Ｐ

上
で
公
開
す
る
。

Ｃ

・
本
学
開

講
科
目
の

電
子
シ
ラ
バ
ス
・
教
員
プ
ロ
フ
ィ
ー

ル
を
公
開
す
る
た
め
の
シ
ス
テ
ム
開
発
を
行
っ
た
。
両

デ
ー

タ
を
公
表
に
向
け
、
デ
ー
タ
整
備
等
の
調
整
を
す
す

め
た
。

電
子

デ
ー

タ
化
し
た
シ
ラ
バ
ス
と
教
員
プ
ロ

フ
ィ
ー
ル
は
、
1
7
年
度
試
行
的
に
学
内
公
開
し
た
。

○
成
績
評
価
基
準
の
作

成

1
1



公
立
大
学
法
人
首
都
大
学
東
京

中
期
計
画

年
度
計
画

自
己
評
価

年
度
計
画
に
係
る
実
績

評
定

評
価
結
果
の
説
明
等

【
中
期
計
画
の
達
成
状
況
・
今
後
の
課
題
な
ど
】

・
学
生
に
と
っ
て
満
足
度
の
高
い
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
の
た

め
、
学
生
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
を
設
置
し
、
各
学
部
の
教

員
、
学
性
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
、
基
礎
教
育
セ
ン
タ
ー
が

連
携
し
、
学
生
に
対
す
る
指
導
及
び
支
援
を
行
う
と
と
も

に
、
多
様
な
相
談
体
制
を
構
築
し
た
。

・
学
生
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
を
設
置
す
る
。

Ｂ
・
学
生
の
対
面
サ
ー
ビ
ス
事
務
を
よ
り
便
利
で
充
実
さ
せ

た
も
の
と
す
る
た
め
、
従
前
の
学
生
課
を
改
組
し
、
学
生

サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
を
設
置
し
た
。

・
学
生
に
対
す
る
支
援
を
サ
ー
ビ
ス
と
し
て
明
確
に
位
置
づ
け
、

学
生
ニ
ー
ズ
を
的
確
に
把
握
し
な
が
ら
そ
の
質
の
向
上
に
取
り
組

む
。

Ｂ
・
学
生
相
談
窓
口
を
整
備
し
、
学
生
ニ
ー
ズ
の
把
握
に
よ

る
サ
ー
ビ
ス
向
上
に
努
め
た
。

・
す
べ
て
の
学
生
が
有
意
義
な
学
生
生
活
を
円
滑
に
送
る
と
と
も

に
、
進
路
を
主
体
的
に
決
定
で
き
る
よ
う
、
教
員
と
学
生
サ
ポ
ー

ト
セ
ン
タ
ー
、
基
礎
教
育
セ
ン
タ
ー
が
密
接
に
連
携
し
て
指
導
・

支
援
を
行
う
。

Ｂ

・
基
礎
教
育
セ
ン
タ
ー
と
学
生
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
が
連

携
し
、
履
修
内
容
と
課
外
活
動
や
学
生
生
活
全
般
が
う
ま

く
支
え
あ
え
る
よ
う
、
生
活
指
導
及
び
支
援
等
を
行
っ

た
。

・
目
標
設
定
に
悩
む
学
生
に
対
し
て
、
履
修
相
談
・
就
職
相
談
・

適
応
相
談
・
教
員
の
オ
フ
ィ
ス
ア
ワ
ー
な
ど
に
よ
る
き
め
細
か
な

指
導
・
支
援
を
行
う
。

Ｂ

・
全
コ
ー
ス
・
学
科
に
お
い
て
、
教
員
に
よ
る
履
修
相
談

を
前
期
及
び
後
期
そ
れ
ぞ
れ
開
催
し
、
面
談
に
よ
る
き
め

細
や
か
な
個
別
指
導
を
行
っ
た
。
ま
た
、
窓
口
で
受
付
し

た
学
生
の
多
様
な
相
談
に
つ
い
て
、
ニ
ー
ズ
に
応
じ
て
教

員
、
相
談
員
等
の
適
切
な
対
応
に
努
め
た
。

【
中
期
計
画
の
達
成
状
況
・
今
後
の
課
題
な
ど
】

・
す
べ
て
の
学
生
が
有
意
義
な
学
生
生
活
を
送
り
、
主
体

的
に
進
路
を
決
定
で
き
る
よ
う
、
学
修
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
の

配
置
及
び
学
部
教
員
の
専
門
領
域
の
相
談
体
制
強
化
を
実

施
す
る
と
と
も
に
、
基
礎
教
育
セ
ン
タ
ー
、
各
教
員
及
び

学
修
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
の
連
携
に
よ
る
指
導
・
支
援
を
行
っ

た
。

・
図
書
情
報
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
、
オ
ン
ラ
イ
ン
デ
ー
タ

ベ
ー
ス
の
整
備
、
蔵
書
点
検
の
定
期
的
実
施
、
レ
フ
ァ
レ

ン
ス
機
能
の
充
実
、
利
用
者
教
育
の
実
施
な
ど
に
よ
り
教

育
研
究
の
活
性
化
を
図
っ
た
。

・
（
今
後
の
課
題
）
教
員
と
学
修
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
が
連
携

し
、
全
学
的
取
組
を
進
め
る
。

・
（
今
後
の
課
題
）
利
用
者
ニ
ー
ズ
を
的
確
に
把
握
・
分

析
し
、
業
務
を
見
直
し
、
図
書
情
報
セ
ン
タ
ー
機
能
の
向

上
に
努
め
る
。

・
望
ま
し
い
履
修
や
進
路
選
択
を
ア
ド
バ
イ
ス
す
る
「
学
修
カ
ウ

ン
セ
ラ
ー
」
を
設
置
す
る
。

Ｂ
・
適
切
な
自
律
支
援
の
た
め
「
学
修
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
」
を

配
置
し
た
。

・
専
門
領
域
に
関
す
る
相
談
に
対
応
す
る
た
め
、
学
部
教
員
の
相

談
体
制
を
強
化
す
る
。

Ｂ
・
学
生
の
専
門
領
域
に
関
す
る
相
談
に
き
め
細
か
く
対
応
す
る

た
め
の
体
制
を
強
化
し
た
。

・
各
窓
口
・
教
員
・
学
修
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
は
基
礎
教
育
セ
ン
タ
ー

と
連
携
を
進
め
、
き
め
細
か
な
指
導
・
支
援
を
行
う
。

Ｂ

・
基
礎
教
育
セ
ン
タ
ー
、
各
教
員
及
び
学
修
カ
ウ
ン
セ

ラ
ー
は
、
定
例
的
な
情
報
連
絡
会
の
開
催
、
履
修
相
談
会

に
お
け
る
協
力
な
ど
、
連
携
を
密
に
し
な
が
ら
、
相
談
内

容
に
沿
っ
た
指
導
・
支
援
を
行
っ
た
。

中
期
計
画
に
係
る
該
当
項
目

Ⅱ
　
首
都
大
学
東
京
に
関
す
る
目
標
を
達
成
す
る
た
め
に
と
る
べ
き
措
置

１
　
教
育
に
関
す
る
目
標
を
達
成
す
る
た
め
の
措
置

（
２
）
学
生
支
援
に
関
す
る
取
組
み

○
履
修
相
談
体
制
の
整

備○
学
生
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
の
設
置

【
学
修
に
関
す
る
支
援
】

公
立
大
学
分
科
会

・
学
生
支
援
に
関
す
る
企
画
・
調
整
を
行
う
と
と
も
に
、

学
生
の
相
談
、
申
請
等
に
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
で
応
え
る
こ
と

を
目
的
に
、
学
生
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
を
設
置
す
る
。

・
学
生
に
対
す
る
支
援
を
サ
ー
ビ
ス
と
し
て
明
確
に
位
置

づ
け
、
学
生
ニ
ー
ズ
を
的
確
に
把
握
し
な
が
ら
そ
の
質
の

向
上
に
取
り
組
む
。

・
す
べ
て
の
学
生
が
有
意
義
な
学
生
生
活
を
円
滑
に
送
る

と
と
も
に
、
進
路
を
主
体
的
に
決
定
で
き
る
よ
う
、
教
員

と
学
生
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
、
基
礎
教
育
セ
ン
タ
ー
が
密

接
に
連
携
を
し
て
指
導
・
支
援
を
行
う
。
目
標
設
定
に
悩

む
学
生
に
対
し
て
は
、
履
修
相
談
・
就
職
相
談
・
適
応
相

談
・
教
員
の
オ
フ
ィ
ス
ア
ワ
ー
な
ど
に
よ
る
き
め
細
か
な

指
導
・
支
援
を
行
う
。

・
学
生
が
自
ら
描
く
将
来
像
に
向
か
い
目
的
意
識
を
持
っ

て
大
学
生
活
を
送
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
望
ま
し
い
履

修
や
進
路
選
択
を
ア
ド
バ
イ
ス
す
る
「
学
修
カ
ウ
ン
セ

ラ
ー
」
を
設
置
す
る
。

・
専
門
領
域
に
関
す
る
相
談
に
対
応
す
る
た
め
に
、
学
部

教
員
の
相
談
体
制
も
強
化
す
る
。

・
各
窓
口
・
教
員
・
学
修
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
は
基
礎
教
育
セ

ン
タ
ー
と
も
連
携
を
進
め
、
き
め
細
か
な
指
導
・
支
援
を

行
う
。

・
各
学
部
等
は
、
教
員
の
オ
フ
ィ
ス
ア
ワ
ー
を
設
け
る
な

ど
、
学
修
に
関
す
る
き
め
細
か
な
指
導
・
支
援
を
行
う
。

評
価
項
目

1
2



公
立
大
学
法
人
首
都
大
学
東
京

中
期
計
画

年
度
計
画

自
己
評
価

年
度
計
画
に
係
る
実
績

評
定

評
価
結
果
の
説
明
等

中
期
計
画
に
係
る
該
当
項
目

Ⅱ
　
首
都
大
学
東
京
に
関
す
る
目
標
を
達
成
す
る
た
め
に
と
る
べ
き
措
置

１
　
教
育
に
関
す
る
目
標
を
達
成
す
る
た
め
の
措
置

（
２
）
学
生
支
援
に
関
す
る
取
組
み

公
立
大
学
分
科
会

評
価
項
目

・
各
学
部
等
は
、
教
員
の
オ
フ
ィ
ス
ア
ワ
ー
を
設
け
る
な
ど
、
学

修
に
関
す
る
き
め
細
か
な
指
導
・
支
援
を
行
う
。

・
各
学
部
の
特
性
に
応
じ
て
、
オ
フ
ィ
ス
ア
ワ
ー
の
設
定
、
学

年
ご
と
の
担
任
制
の
導
入
、
ホ
ー
ム
ル
ー
ム
の
実
施
等
、
学
修

に
関
す
る
き
め
細
か
な
指
導
・
支
援
を
行
っ
た
。

○
人
文
・
社
会
系
：
一
部
で
オ
フ
ィ
ス
ア
ワ
ー
を
設
定
し
て
い

る
ほ
か
、
学
生
の
要
望
に
応
じ
て
適
宜
、
相
談
・
支
援
の
活
動

を
行
っ
た
。
ま
た
、
２
年
次
か
ら
の
コ
ー
ス
・
分
野
選
択
に
向

け
て
の
分
野
別
ガ
イ
ダ
ン
ス
を
２
回
ず
つ
実
施
し
、
出
席
で
き

な
か
っ
た
学
生
へ
の
個
別
対
応
も
行
っ
た
。

○
法
学
系
：
入
学
時
の
履
修
ガ
イ
ダ
ン
ス
で
本
学
系
の
履
修
体

系
に
つ
い
て
詳
細
に
説
明
し
、
モ
デ
ル
時
間
割
表
を
配
布
し

た
。
２
年
次
の
コ
ー
ス
選
択
に
あ
た
り
、
ガ
イ
ダ
ン
ス
を
実
施

し
、
教
員
に
よ
る
履
修
相
談
を
実
施
し
た
。

○
経
営
学
系
：
入
学
時
の
履
修
ガ
イ
ダ
ン
ス
で
本
学
系
の
標
準

履
修
モ
デ
ル
を
説
明
し
、
一
連
の
教
養
科
目
、
基
礎
専
門
科

目
、
専
門
科
目
、
ゼ
ミ
、
卒
業
研
究
に
つ
い
て
体
系
的
な
学
修

の
必
要
性
を
説
明
し
た
。

○
理
工
学
系
：
一
部
の
コ
ー
ス
・
専
攻
で
は
、
全
て
の
教
員
が

オ
フ
ィ
ス
ア
ワ
ー
を
設
け
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
公
開
し
た
。
ま

た
、
学
生
の
履
修
相
談
に
き
め
細
か
く
対
応
す
る
た
め
、
教
務

担
当
教
員
等
を
配
置
し
た
。

○
都
市
政
策
コ
ー
ス
：
毎
週
オ
フ
ィ
ス
ア
ワ
ー
を
設
定
し
、
都

市
政
策
コ
ー
ス
へ
の
進
学
を
希
望
・
検
討
し
て
い
る
学
生
の
相

談
に
対
応
し
た
。

○
都
市
環
境
学
部
：
各
コ
ー
ス
毎
に
年
度
当
初
に
詳
細
な
履
修

指
導
ガ
イ
ダ
ン
ス
を
実
施
し
た
。
教
員
の
オ
フ
ィ
ス
ア
ワ
ー
制

度
設
置
に
つ
い
て
は
検
討
中
で
あ
る
。

○
シ
ス
テ
ム
デ
ザ
イ
ン
学
部
：
教
務
学
生
分
科
会
委
員
が
中
心

と
な
り
、
履
修
に
関
す
る
相
談
な
ど
全
般
に
渡
り
対
応
し
た
。

さ
ら
に
、
コ
ー
ス
に
よ
っ
て
は
、
個
々
の
学
生
に
対
し
複
数
担

任
制
を
導
入
す
る
な
ど
、
学
生
生
活
全
般
に
つ
い
て
よ
り
き
め

細
か
な
指
導
を
可
能
に
す
る
体
制
の
導
入
を
目
指
し
た
．

○
健
康
福
祉
学
部
：
授
業
科
目
や
専
門
、
専
攻
の
選
択
に
関
す

る
ガ
イ
ダ
ン
ス
を
計
３
回
、
授
業
終
了
後
随
時
の
履
修
指
導
を

実
施
し
、
個
別
面
接
指
導
、
モ
デ
ル
時
間
割
の
提
示
等
を
行
っ

た
。
ま
た
、
学
習
支
援
に
関
す
る
学
生
の
ニ
ー
ズ
把
握
及
び
支

援
を
行
う
ホ
ー
ム
ル
ー
ム
を
実
施
し
た
。

・
全
学
で
協
力
・
連
携
し
て
、
教
育
研
究
用
書
籍
及
び
雑
誌
、
電

子
ジ
ャ
ー
ナ
ル
、
オ
ン
ラ
イ
ン
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
等
の
効
果
的
か
つ

効
率
的
な
整
備
を
進
め
る
。

Ｂ

・
全
学
的
な
見
地
か
ら
の
検
討
に
基
づ
き
、
教
育
研
究
用

書
籍
及
び
雑
誌
、
サ
イ
エ
ン
ス
・
ダ
イ
レ
ク
ト
等
の
電
子

ジ
ャ
ー
ナ
ル
や
ス
コ
ー
パ
ス
等
の
オ
ン
ラ
イ
ン
デ
ー
タ

ベ
ー
ス
の
整
備
を
行
っ
た
。
導
入
に
あ
た
っ
て
は
、
大
学

図
書
館
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
に
加
盟
す
る
こ
と
に
よ
り
、
経

費
節
減
及
び
効
率
的
な
整
備
に
努
め
た
。

・
利
用
者
の
便
益
を
損
な
わ
な
い
よ
う
、
休
業
期
間
を
利
用
し
て

一
斉
蔵
書
点
検
、
整
理
を
行
う
。

Ｂ

・
書
籍
・
資
料
の

保
全
・
管
理
の
適
正
化
を
図
る
た
め
、

利
用
者
の
便
益
を
損
な
う
こ
と
の
な
い
よ
う
、
本
館
（
８

月
及
び

３
月

）
、

日
野
館
（
９
月
）
及
び
荒
川
館
（
８

月
）
に
お
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
休
業
期
間
を
利
用
し
て
蔵
書

点
検
、
整
理
を
行
っ
た
。
（
点
検
資
料
数
は
約
8
1
万

冊
）
。

・
司
書
の
資
質
向
上
を
図
る
た
め
、
外
部

機
関
で
実

施
す
る
専
門

研
修
に

計
画
的
に

参
加
し
、
レ
フ

ァ
レ
ン
ス

機
能
を
充
実
さ
せ

る
。

Ｂ

・
司
書
の
資
質
向
上
を
図
る
た
め
、
国
立
情
報
学
研
究
所

や
都

立
図
書
館
等
外
部
機
関
で
実
施
さ
れ
る
専
門
研
修
に

計
画
的
に

参
加
し
、
レ
フ
ァ
レ
ン
ス
機
能
を
充
実
さ
せ

た
。

・
主
に

新
入
生
を
対

象
と
し
た
図
書
情
報
セ
ン
タ
ー
利
用
オ

リ
エ

ン
テ
ー
シ

ョ
ン
、
教
員
・

院
生
を
対

象
に
し
た
電
子
ジ
ャ
ー
ナ
ル

操
作

講
習
会
な
ど
の
利
用
者
教
育
を
実

施
す
る
。

Ｂ

・
主
に

新
入
生
を
対

象
と
し
た
図
書
情
報
セ
ン
タ
ー
利
用

オ
リ
エ
ン

テ
ー
シ

ョ
ン
、
教
員
・
院
生
を
対
象
と
し
た
電

子
ジ
ャ
ー
ナ
ル

操
作

講
習
会
を
は
じ
め
情
報
リ
テ
ラ
シ
ー

授
業
支
援
な
ど
の
利
用
者
教
育
を
実
施
し
た
。

・
図
書
情
報
セ
ン
タ
ー
を
設
置
し
、
以
下
の
取
組
み
を
行

う
。
・
全
学
の
協
力
の
も
と
に
教
育
研
究
用
書
籍
及
び
雑
誌
、

電
子
ジ
ャ
ー
ナ
ル
、
オ
ン
ラ
イ
ン
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
等
の
効

果
的
か
つ
効
率
的
な
整
備
を
行
う
。

・
書
籍
・
資
料
に
つ
い
て
、
蔵
書
点
検
を
定
期
的
に
実

施
す
る
な
ど
、
良
好
な
保
全
・
管
理
状
態
を
保
持
す
る
。
学

術
的
に
貴
重
な
書
籍
・
資
料
に
つ
い
て
は
、
特
に
良
好
な

保
全
・
管
理
を
行
う
。

・
職
員
の
資
質
の
向
上
を
図
り
、
図
書
情
報
セ
ン
タ
ー
全

体
の
レ
フ
ァ
レ
ン
ス
機
能
を
高
め
る
。

・
膨
大
な
学
術
情
報
資
源
を
学
生
が
適
切
か
つ
有
効
に
活

用
で
き
る
よ
う
、
利
用
者
教
育
を
実
施
す
る
。

・
他
の
図
書
館
と
の
連
携
を
進
め
、
学
術
情
報
の
さ
ら
な

る
充
実
に
努
め
る
。

・
利
用
者
の
ニ
ー
ズ
を
的
確
に
把
握
・
分
析
し
、
そ
れ
を

も
と
に
業
務
の
見
直
し
を
行
い
、
図
書
情
報
セ
ン
タ
ー
の

機
能
を
向
上
さ
せ
る
。

Ｂ

○
図
書
情
報
セ
ン
タ
ー

に
よ
る
学
修
支
援

1
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公
立
大
学
法
人
首
都
大
学
東
京

中
期
計
画

年
度
計
画

自
己
評
価

年
度
計
画
に
係
る
実
績

評
定

評
価
結
果
の
説
明
等

中
期
計
画
に
係
る
該
当
項
目

Ⅱ
　
首
都
大
学
東
京
に
関
す
る
目
標
を
達
成
す
る
た
め
に
と
る
べ
き
措
置

１
　
教
育
に
関
す
る
目
標
を
達
成
す
る
た
め
の
措
置

（
２
）
学
生
支
援
に
関
す
る
取
組
み

公
立
大
学
分
科
会

評
価
項
目

・
大
学
図
書
館
間
の
相

互
貸

借
を
有
効
に
活
用
し
、

幅
広
い
学

術
情
報
の

提
供
を
行
う
。

Ｂ

・
大
学
図
書
館
間
の
相
互
貸
借
を
有
効
に
活
用
し
、
幅
広

い
学

術
情
報
の

提
供
を
行
っ
た
。
1
7
年
度
実
績
は
、
現
物

貸
借

1
,
0
7
5
件
、

文
献
複
写
6
,
5
6
2
件
、
計
7
,
6
3
7
件
で
あ
っ

た
。

(
う

ち
、

海
外
と
の
貸
借
1
8
件
、
文
献
複
写
7
1
件
)
。

・
利
用
者
の
ニ
ー
ズ
を
的
確
に
把
握
・

分
析
し
、
そ
れ
を
も
と
に

業
務
の
見

直
し
を
行
う
。

Ｂ

・
大
学

統
合
に
よ
る

新
た
な
利
用
者
ニ
ー
ズ
を
考
慮
し
、

他
キ
ャ
ン
パ
ス
資
料
の
共
同
利
用
を
開
始
し
た
。
ま
た
、

図
書
情
報
シ
ス

テ
ム
の
バ
ー
ジ
ョ
ン
ア
ッ
プ
に
よ
り
、
貸

出
予

約
、

貸
出
期
間

延
長
、
資
料
検
索
等
に
つ
い
て
Ｗ
ｅ

ｂ
サ
ー
ビ
ス
を

拡
充
す
る
な
ど
、
利
用
者
の
利
便
性
を
向

上
し
た
。

【
中
期
計
画
の
達
成
状
況
・
今
後
の
課
題
な
ど
】

・
成
績
優
秀
者
表
彰
制
度
の
一
環
と
し
て
、
平
成
1
8
年
度

か
ら
の
授
業
料
減
免
制
度
の
導
入
を
決
定
し
た
。
ま
た
、

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
活
用
に
よ
り
、
学
生
サ
ー
ビ
ス
に
関
す

る
情
報
提
供
に
つ
い
て
充
実
を
図
っ
た
。

・
（
今
後
の
課
題
）
成
績
優
秀
者
や
課
外
活
動
で
顕
著
な

成
果
を
収
め
た
学
生
に
対
す
る
表
彰
制
度
の
導
入
に
つ
い

て
検
討
を
行
う
。

・
奨
学

金
に
関
す
る
情
報

提
供
や

手
続
き
、
ア
ル
バ
イ
ト
情
報
等

の
紹

介
、

健
康

診
断
、

医
務

室
で
の

健
康
相
談
等
を
実

施
す
る
。

Ｂ

・
大
学
の

ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
も
活
用
し
、
奨
学
金
に
関
す
る

情
報

提
供
や

手
続
き
、
寄
宿
舎
募
集
、
貸
室
情
報
の
提

供
、

健
康

診
断
、

医
務
室
で
の
健
康
相
談
等
を
実
施
し

た
。

・
大
学
行
事
や
サ
ー
ク
ル
活
動
等
、
学
生
の
自
主
的
な

諸
活
動
を

積
極
的
に
支
援
す
る
。

Ｂ
・
対
大

阪
府

立
大
学

総
合
定
期
戦
や
大
学
祭
を
は
じ
め
、

日
常
の
活
動
に
取
り
組
む
学
生
団
体
の
自
主
的
な
活
動
を

支
援
し
た
。

・
成

績
が

特
に

優
秀
な
学
生
に
対
す
る

授
業
料
減

免
制

度
の
導
入

に
向
け
て
、
制

度
構

築
を
行
う
。

Ｂ
・

成
績

優
秀
者

表
彰
制
度
の
一
環
と
し
て
、
平
成
1
8
年
度

か
ら

授
業
料

免
除
を
行
う
こ
と
と
し
た
。

・
奨
学
金
に
関
す
る
情
報
提
供
や
手
続
き
、
ア
ル
バ
イ
ト

情
報
等
の
紹
介
、
健
康
診
断
、
医
務
室
で
の
健
康
相
談
等

を
実
施
し
、
生
活
面
か
ら
も
学
生
を
き
め
細
か
く
支
援
す

る
。
・
大
学
行
事
や
サ
ー
ク
ル
活
動
等
人
間
形
成
に
資
す
る
学

生
の
自
主
的
な
諸
活
動
を
積
極
的
に
支
援
し
て
い
く
。

・
優
秀
な
学
生
を
確
保
す
る
と
と
も
に
、
入
学
後
の
学

習
意
欲
を
高
め
る
こ
と
を
狙
い
と
し
て
、
成
績
が
特
に
優

秀
な
学
生
に
対
す
る
授
業
料
減
免
制
度
の
導
入
を
検
討
す

る
。
平
成
１
７
年
度
に
制
度
構
築
を
行
い
、
早
期
に
実

施
し
て
い
く
。

【
学
生
生
活
支
援
】

1
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公
立
大
学
法
人
首
都
大
学
東
京

中
期
計
画

年
度
計
画

自
己
評
価

年
度
計
画
に
係
る
実
績

評
定

評
価
結
果
の
説
明
等

中
期
計
画
に
係
る
該
当
項
目

Ⅱ
　
首
都
大
学
東
京
に
関
す
る
目
標
を
達
成
す
る
た
め
に
と
る
べ
き
措
置

１
　
教
育
に
関
す
る
目
標
を
達
成
す
る
た
め
の
措
置

（
２
）
学
生
支
援
に
関
す
る
取
組
み

公
立
大
学
分
科
会

評
価
項
目

【
中
期
計
画
の
達
成
状
況
・
今
後
の
課
題
な
ど
】

・
就
職
課
の
設
置
や
就
職
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
の
配
置
な
ど
に

よ
り
就
職
支
援
体
制
を
強
化
し
、
就
職
相
談
及
び
企
業
セ

ミ
ナ
ー
等
の
就
職
支
援
策
を
大
幅
に
充
実
さ
せ
た
。
新
た

に
、
大
学
生
活
導
入
講
座
な
ど
キ
ャ
リ
ア
形
成
支
援
を
実

施
し
た
。

・
（
今
後
の
課
題
）
教
員
と
学
修
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
、
就
職

カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
、
学
生
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
が
連
携
し
た

支
援
体
制
の
強
化
に
取
り
組
む
。

・
就
職
支
援
シ
ス

テ
ム
を
各

キ
ャ
ン
パ
ス
と
連
携
し
て

構
築
す

る
。

Ｂ

・
就
職
課
を
設
置
す
る
と
と
も
に
、
就
職
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー

を
配
置
し
、

南
大

沢
キ
ャ
ン
パ
ス
で
の
就
職
支
援
を
充
実

す
る
と
と
も
に
、

日
野
キ
ャ
ン
パ
ス
及
び
荒
川
キ
ャ
ン
パ

ス
の
就
職

担
当
職
員
と
連
携
し
、
支
援
計
画
に
基
づ
き
、

必
要
に
応
じ
て
各

キ
ャ
ン
パ
ス
で
の
相
談
や
ガ
イ
ダ
ン
ス

な
ど
の
支
援
を
実

施
し
た
。

・
就
職
相
談

1
,
2
4
6
件

（
平
成
1
7
年
度
)
を
行
う
と
と
も

に
、
就
職
支
援

策
と
し
て
、
学
内
企
業
セ
ミ
ナ
ー
な
ど
、

計
4
0
講

座
を
全
学
的
に
実
施
し
、
延
べ
、
約
7
,
0
0
0
名
の
学

生
が

参
加
し
た
。
あ
わ
せ
て
就
職
支
援
の
た
め
の
情
報
シ

ス
テ
ム
の

構
築
を
行
い
、
平
成
1
8
年
４
月
の
稼
動
開
始
に

向
け
、
開

発
を
行
っ
た
。

・
学
生
一

人
ひ
と
り
の

能
力
、
適

性
、
資

格
、

免
許
等
に

十
分
に

配
慮
し
た
き
め
細
か
な
支
援
を
行
う
た
め
、
個

々
の
学
生
カ
ウ
ン

セ
リ
ン

グ
や
就
職
支
援

委
員
会
を

通
じ
て
、
情
報

交
換
及
び
情
報

の
共
有
化
を
行
う
な
ど
、
就
職
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
や
就
職
相
談
員
と

各
学
部
・
研
究
科
と
の
協
力
体
制
を
強
化
す
る
。

Ｂ

・
各
学
部
・
研
究
科
と
の
情
報
交
換
、
情
報
の
共
有
化
に

努
め
、
就
職
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
・
就
職
相
談
員
が
各
学
部
・

研
究
科
の

特
性
に
応
じ
た
、
き
め
細
か
な
支
援
を
行
え
る

よ
う
に
整
え
た
。

・
大
学

低
学

年
か
ら
の

キ
ャ

リ
ア

形
成
・
就
職
支
援
を
行
う
た

め
、
教
員
、
学
修
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
と
連
携
・
協
力
し
て

キ
ャ

リ
ア

形
成
プ
ラ
ン
を

策
定
し
、
こ
の
プ
ラ
ン
を

踏
ま
え
た
就
職
支
援

ガ
イ
ダ
ン
ス
・

講
座
等
を
企
画
・
実

施
す
る
。

Ｃ

・
年
間
事
業

計
画
に
基
づ
き
、
新
入
生
対
象
の
キ
ャ
リ
ア

プ
ラ
ン
ニ
ン

グ
ガ
イ
ダ
ン
ス
を
実
施
し
た
。

　
ま
た
、

新
た
な
取
組
と
し
て
、
大
学
生
活
導
入
講
座
で

あ
る
「
フ

ァ
ー
ス
ト
イ
ヤ
ー
エ
ク
ス
ペ
リ
エ
ン
ス
」
（
計

６
回
実

施
、

参
加
者

4
2
7
名
）
や
企
業
の
人
事
担
当
者
、
社

会
人
を

講
師
に

招
い
た
「
キ
ャ
リ
ア
・
デ
ィ
ベ
ロ
ッ
プ
メ

ン
ト
・
プ

ロ
グ
ラ
ム
」
(
計
９
回
、
参
加
者
4
1
7
名
)
を
実
施

し
た
。

　
1
1
月
か
ら
は
学
生
が
短
時
間
で
も
参
加
で
き
る
面
接
対

策
講

座
等
を
実

施
し
て
い
る
。

・
こ
れ
ら
の
取
組
を

踏
ま
え
、
「
キ
ャ
リ
ア
形
成
支
援
の

取
組
基

本
方

針
」
を

策
定
す
る
な
ど
、
平
成
1
8
年
度
以
降

の
取
組

準
備
を
行
っ
た
。

・
各

キ
ャ
ン
パ
ス
学
生
の
就
職
・
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
を
支
援
す

る
た
め
、

t
h
e
 
T
o
k
y
o
 
U
-
c
l
u
b
、

同
窓
会
と
の
連
携
を
図
り
な
が

ら
、
企
業
開

拓
を
行
う
。

Ｂ

・
８

～
９

月
に
お
い
て
、
1
2
0
社
の
企
業
開
拓
を
行
い
、
企

業
情
報
を

収
集
し
た

ほ
か
、
1
1
2
社
が
学
内
の
企
業
セ
ミ

ナ
ー
な
ど

へ
参
加
し
た
。
ま
た
、
t
h
e
 
t
o
k
y
o
 
U
-
c
l
u
b
と

の
連
携
に
よ
る
就
職

講
演
会
を
し
た
。

・
外

国
人

留
学
生
に
対
す
る
就
職

ガ
イ
ダ
ン
ス
を
実

施
し
、
支
援

し
て
い
く
。

Ｂ
・

東
京
外

国
人

雇
用
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
か
ら
講
師
を
招

き
、

７
月
に

ガ
イ
ダ
ン
ス
を
実
施
し
た
。

【
就
職
支
援
】

・
就
職
に
関
す
る
情
報
収
集
、
情
報
提
供
、
相
談
な
ど
の

サ
ー
ビ
ス
提
供
を
一
元
的
に
行
う
と
と
も
に
、
卒
業
後
の

進
路
に
つ
い
て
１
０
０
％
把
握
を
行
う
。

・
学
生
一
人
ひ
と
り
の
能
力
、
適
性
、
資
格
、
免
許
等
に

十
分
に
配
慮
し
た
き
め
細
か
な
支
援
を
行
う
た
め
、
就
職

カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
や
就
職
相
談
員
と
各
学
部
・
研
究
科
と
の

協
力
体
制
を
強
化
す
る
。

・
学
部
卒
業
生
の
就
職
・
進
学
率
１
０
０
％
を
目
指
す
。

・
教
員
、
学
修
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
と
連
携
・
協
力
す
る
こ
と

に
よ
り
、
キ
ャ
リ
ア
形
成
と
就
職
支
援
が
一
体
的
に
機

能
す
る
よ
う
な
体
制
を
整
備
す
る
。

・
t
h
e
 
T
o
k
y
o
 
U
-
c
l
u
b
、
同
窓
会
と
の
連
携
を
図
り
な
が

ら
、
全
学
的
な
就
職
支
援
体
制
を
整
備
す
る
。

・
卒
業
生
に
対
し
て
一
定
期
間
の
追
跡
調
査
を
行
い
、
就

業
状
況
等
を
把
握
す
る
仕
組
み
の
整
備
を
図
る
。
そ
こ
か

ら
得
ら
れ
る
デ
ー
タ
を
活
用
し
、
就
職
支
援
の
質
の
向
上

に
努
め
る
。
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公
立
大
学
法
人
首
都
大
学
東
京

中
期
計
画

年
度
計
画

自
己
評
価

年
度
計
画
に
係
る
実
績

評
定

評
価
結
果
の
説
明
等

中
期
計
画
に
係
る
該
当
項
目

Ⅱ
　
首
都
大
学
東
京
に
関
す
る
目
標
を
達
成
す
る
た
め
に
と
る
べ
き
措
置

１
　
教
育
に
関
す
る
目
標
を
達
成
す
る
た
め
の
措
置

（
２
）
学
生
支
援
に
関
す
る
取
組
み

公
立
大
学
分
科
会

評
価
項
目

【
中
期
計
画
の
達
成
状
況
・
今
後
の
課
題
な
ど
】

・
留
学
を
希
望
す
る
学
生
に
対
す
る
支
援
を
行
う
と
と
も

に
、
海
外
の
大
学
と
の
交
流
協
定
等
の
整
備
を
す
す
め
、

学
生
交
流
の
継
続
を
図
っ
た
。

・
（
今
後
の
課
題
）
留
学
支
援
に
つ
い
て
の
方
針
と
計
画

を
策
定
し
、
実
施
に
努
め
る
。

・
海
外

へ
の

留
学
を

希
望
す
る
学
生
に
対
し
、
事
前
相
談
、
情
報

提
供
な
ど
き
め
細
か
な
支
援
を
行
う
。

Ｂ

・
４

月
末
に

留
学

説
明
会
、
６
～
７
月
及
び
１
月
に
留
学

準
備

講
座
を
実

施
す
る
と
と
も
に
、
留
学
生
相
談
員
に
よ

る
個
別
相
談
を

随
時
実
施
し
て
き
た
。
ま
た
、
国
際
交
流

会
館
の

留
学
生

交
流

室
に
お
い
て
、
｢
海
外
留
学
資
料
・
情

報
コ
ー
ナ
ー
」
の
設
置
へ
向
け
て
準
備
を
進
め
た
（
平
成

1
8
年

４
月
開
設

予
定
）
。

・
留
学
生
・

留
学

委
員
会
に
お
い
て
、

海
外

へ
の

留
学
を

希
望
す

る
学
生
に
対
す
る
支
援

方
針
や
支
援

計
画
を
定
め
る
。

Ｃ
・

海
外

へ
の

留
学
を

希
望
す
る
学
生
に
対
す
る
支
援
計
画

を
策
定
す
る
た
め
の
取
組
方
針
を
作
成
し
た
。

・
国

際
交

流
委
員
会
を

中
心
に
、

４
大
学
の

交
流
協
定

校
と
の

交
流
内
容
等
を
検
討
し
、

交
流

先
に

ふ
さ
わ
し
い
大
学
と
の
学
生

交
流
協
定
を

早
期
に

締
結
す
る
。

Ｂ

・
国

際
交

流
委
員
会
で
の
検
討
に
基
づ
き
、
新
大
学
と
し

て
の

交
流
協
定
の

締
結
方
針
を
定
め
、
平
成
1
7
年
度
は
、

統
合
前
の

４
大
学
が

締
結
し
て
い
た
協
定
の
う
ち
、
学
生

交
流
が

含
ま
れ
て
い
る
も
の
に
つ
い
て
、
首
都
大
学
東
京

で
引
き

続
き

継
続
で
き
る
よ
う
整
理
を
行
っ
た
。
（
マ
ッ

コ
ー

リ
ー
大
学
及
び
ウ
ィ
ー
ン
大
学
）
。

【
中
期
計
画
の
達
成
状
況
・
今
後
の
課
題
な
ど
】

・
外
国
人
留
学
生
に
対
し
、
学
習
、
生
活
両
面
に
わ
た
る

適
時
の
支
援
を
実
施
す
る
と
と
も
に
、
日
本
語
学
習
支
援

の
充
実
を
図
っ
た
。

・
（
今
後
の
課
題
）
外
国
人
留
学
生
支
援
に
関
す
る
方
針

と
計
画
を
策
定
し
、
実
施
に
努
め
る
。

・
国

際
交

流
会
館
の
活
用

（
会
館
の
会

議
室
の
利
用
や
さ
ま

ざ
ま

な
プ

ロ
グ
ラ
ム

提
供
な
ど

）
、

チ
ュ
ー
タ
ー
制

度
の
実

施
、

住
居

斡
旋
、
外

国
人

留
学
生
相
談
な
ど
を
行
う
。

Ｂ
・

国
際

交
流
会
館
を
利
用
し
た
説
明
会
、
講
座
等
の
実

施
、

チ
ュ
ー
タ
ー
制

度
の
実
施
、
住
居
斡
旋
、
外
国
人
留

学
生
相
談
な
ど
を
行
っ
た
。

・
外

国
人

留
学
生
の
ニ
ー
ズ
を
的
確
に
把
握
し
、
支
援
の
質
の
向

上
に
取
り
組
む
。

Ｂ
・

留
学
生
相
談
員
や

留
学
生
担
当
窓
口
に
寄
せ
ら
れ
た
要

望
に

随
時
対
応
し
た
。

・
外

国
人

留
学
生
に
対
し
、
初
級
か
ら
超
上
級

（
ア
カ
デ

ミ
ッ
ク

レ
ベ
ル

）
ま
で
、
各
学
生
の

日
本
語
レ
ベ
ル
に
対
応
し
た

日
本
語

学
習
支
援
・

日
本
事
情
教
育
を
実

施
す
る
。

Ｂ
・

４
月
よ
り
、
初
級
か
ら
超
上
級
（
ア
カ
デ
ミ
ッ
ク
レ
ベ

ル
）
ま
で
、
各

留
学
生
の
日
本
語
レ
ベ
ル
に
対
応
し
た
日

本
語

授
業
・

講
座
を
実
施
し
た
。

・
留
学
生
・

留
学

委
員
会
に
お
い
て
、
外

国
人

留
学
生
に
対
す
る

具
体
的
な
支
援

方
針
や
支
援

計
画
を
定
め
る
。

Ｃ
・
外

国
人

留
学
生
に
対
す
る
支
援
計
画
を
策
定
す
る
た
め

の
取
組

方
針
を

作
成
し
た
。

・
国
際
交
流
会
館
の
活
用
（
会
館
の
会
議
室
の
利
用
や
さ

ま
ざ
ま
な
プ
ロ
グ
ラ
ム
提
供
な
ど
）
、
チ
ュ
ー
タ
ー
制

度
の
実
施
、
住
居
斡
旋
、
外
国
人
留
学
生
相
談
な
ど
学
習
、

生
活
両
面
に
関
す
る
き
め
細
か
な
支
援
を
行
う
。

・
外
国
人
留
学
生
の
ニ
ー
ズ
を
的
確
に
把
握
し
、
支
援
の

質
の
向
上
に
取
り
組
む
。

・
外
国
人
留
学
生
へ
の
日
本
語
学
習
支
援
・
日
本
事
情
教

育
を
実
施
す
る
。

・
帰
国
後
も
様
々
な
形
で
の
交
流
が
継
続
す
る
よ
う
、

留
学
生
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
構
築
、
強
化
に
努
め
る
。

・
平
成
１
７
年
度
中
に
、
留
学
生
・
留
学
委
員
会
に
お
い

て
、
外
国
人
留
学
生
に
対
す
る
支
援
方
針
や
支
援
計
画
を

定
め
、
こ
れ
に
基
づ
く
着
実
な
事
業
の
推
進
を
図
る
。

【
留
学
支
援
】

【
外
国
人
留
学
生
支
援
】

・
海
外
へ
の
留
学
を
希
望
す
る
学
生
に
対
し
、
事
前
相

談
、
情
報
提
供
な
ど
き
め
細
か
な
支
援
を
行
う
。

・
平
成
１
７
年
度
中
に
、
留
学
生
・
留
学
委
員
会
に
お
い

て
、
海
外
へ
の
留
学
を
希
望
す
る
学
生
に
対
す
る
支
援

方
針
や
支
援
計
画
を
定
め
、
こ
れ
に
基
づ
く
着
実
な
事
業
の

推
進
を
図
る
。

・
国
際
交
流
委
員
会
を
中
心
と
し
て
交
流
協
定
校
と
の

交
流
内
容
等
を
検
討
し
、
大
学
の
国
際
的
評
価
を
高
め
る
と

と
も
に
、
留
学
生
が
自
ら
の
目
的
に
合
っ
た
成
果
を
得
ら

れ
る
よ
う
努
め
る
。

・
定
期
的
な
追
跡
調
査
等
に
よ
り
、
留
学
生
帰
国
後
も

留
学
先
と
の
実
質
的
な
交
流
が
継
続
・
発
展
す
る
よ
う
努
め

る
。
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公
立
大
学
法
人
首
都
大
学
東
京

中
期
計
画

年
度
計
画

自
己
評
価

年
度
計
画
に
係
る
実
績

評
定

評
価
結
果
の
説
明
等

中
期
計
画
に
係
る
該
当
項
目

Ⅱ
　
首
都
大
学
東
京
に
関
す
る
目
標
を
達
成
す
る
た
め
に
と
る
べ
き
措
置

１
　
教
育
に
関
す
る
目
標
を
達
成
す
る
た
め
の
措
置

（
２
）
学
生
支
援
に
関
す
る
取
組
み

公
立
大
学
分
科
会

評
価
項
目

【
中
期
計
画
の
達
成
状
況
・
今
後
の
課
題
な
ど
】

・
学
生
の
対
人
関
係
、
性
格
、
心
理
適
応
上
の
問
題
に
対

し
、
学
生
相
談
室
で
き
め
細
か
な
援
助
を
実
施
し
た
。

・
（
今
後
の
課
題
）
各
キ
ャ
ン
パ
ス
に
お
け
る
相
談
の
概

況
を

踏
ま

え
、
今
後
の
望
ま
し
い
適
応
相
談
の
仕
組
み
を

検
討
す
る
。

・
大
学
生
活
で
生
じ
る
さ
ま

ざ
ま
な
悩

み
や
、
対

人
関
係
・

性
格
・

心
理
適
応
上
の
問
題
な
ど
に
対
し
て
、
学
生
相
談

室
に
お
い

て
、
専
門
の

心
理
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
が
個
別
カ
ウ
ン
セ

リ
ン

グ
を
実

施
す
る
。

Ｂ

・
個
別
カ
ウ
ン
セ

リ
ン
グ
に
お
い
て
、
対
人
関
係
能
力
の

未
熟
さ
や
、

性
格
的
な
弱
さ
、
環
境
の
変
化
に
よ
る
心
的

不
適
応
な
ど
の
問
題
を
抱
え
て
来
談
し
た
学
生
の
自
己
理

解
を
促
進
し
て
、
解
決
に
導
き
、
人
間
的
成
長
の
プ
ロ
セ

ス
を
援
助
し
た
。

・
特
に
、
精
神
的
に
不
安
定
な
学
生
に
つ
い
て
は
、
指
導
教
員
や

学
内

諸
機
関
と
連
携
を
図
り
、
き
め
細
か
い
対
応
を
行
う
。

Ｂ

・
強
い
精
神
的
不
安
を
持
つ
学
生
に
関
し
て
は
、
本
人
が

来
談
し
た
場

合
は
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
に
よ
り
、
関
係
者
が

来
談
し
た
場

合
は
コ
ン
サ
ル
テ
ー
シ
ョ
ン
に
よ
り
、
適
切

な
対
応
に
よ
っ
て
危

機
的
状
況
の
解
決
を
援
助
し
た
。

・
学
生
相
談

室
で
、

能
力
開

発
の
た
め
の
カ
ウ
ン
セ

リ
ン

グ
や

心
の

健
康
増
進
教
育
等
を
実

施
す
る
。

Ｂ

・
勉
学
や
研
究
生
活
に
関
す
る
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
の
中

で
、
来
談
学
生
が
自
己
の
能
力
を
開
発
で
き
る
よ
う
援
助

し
た
。
ま
た

授
業
『
生
活
の
心
理
学
』
の
中
で
、
受
講
者

が
自
己
の
精
神
的

健
康
を
高
め
ら
れ
る
よ
う
情
報
提
供
し

て
援
助
し
た
。

・
全

キ
ャ
ン
パ
ス
で
の
適
応
相
談
の

新
た
な

仕
組

み
の
実

施
に
向

け
、
内
容
・

件
数
等
を
調

査
し
、
検
討
を
進
め
る
。

Ｂ
・

1
7
年

度
に
お
け
る
各
キ
ャ
ン
パ
ス
の
相
談
概
況
を
共
有

し
て
、
今
後
の
望
ま
し
い
適
応
相
談
の
仕
組
み
を
検
討
す

る
た
め
の
調

査
活
動
を
行
っ
た
。

【
中
期
計
画
の
達
成
状
況
・
今
後
の
課
題
な
ど
】

・
学
生
生
活
実

態
調

査
を
実
施
し
た
。
こ
の
結
果
分
析
と

と
も
に
学
生
の
ニ
ー
ズ
を
把
握
す
る
調
査
方
法
な
ど
に
つ

い
て
検
討
を
進
め
る
。

・
各
種
支
援
に
対
す
る
学
生

へ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実

施
す
る
。

Ｂ
・
学
生
生
活
実

態
調

査
（
ア
ン
ケ
ー
ト
）
を
実
施
し
た
。

結
果
に
つ
い
て
の

分
析
を
行
っ
て
い
る
。

・
支
援
内
容
を
検
証
し
、
改
善
を
行
う
。

Ｂ

・
学
生
生
活
実

態
調

査
（
ア
ン
ケ
ー
ト
）
の
結
果
を
分
析

し
、
改
善

策
を
検
討
し
て
い
る
。

・
就
職
支
援
に
つ
い
て
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し
、
そ
の
結

果
を
検
証
し
、

1
7
年
度
中
に
就
職
資
料
室
の
レ
イ
ア
ウ
ト

変
更
を
実

施
し
た

ほ
か
、
平
成
1
8
年
度
へ
向
け
た
改
善
策

を
作

成
し
た
。

【
支
援
の
検

証
】

【
適
応
相
談
】

○
定
期
的
か
つ
継
続
的

な
検

証
・
各
種
支
援
に
対
す
る
学
生
へ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
を
は
じ

め
、
必
要
に
応
じ
て
追
跡
調
査
も
行
い
な
が
ら
、
支
援
内

容
を
検
証
し
、
改
善
を
行
う
。

・
大
学
生
活
で
生
じ
る
さ
ま
ざ
ま
な
悩
み
や
、
対
人
関

係
・
性
格
・
心
理
適
応
上
の
問
題
な
ど
に
対
し
て
、
学
生

相
談
室
に
お
い
て
、
専
門
の
心
理
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
が
個
別

カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
を
実
施
す
る
。
特
に
、
精
神
的
に
不
安

定
な
学
生
に
つ
い
て
は
、
指
導
教
員
や
学
内
諸
機
関
と
連

携
を
図
り
、
き
め
細
か
い
対
応
を
図
る
。

・
学
生
相
談
室
で
は
、
学
生
の
人
間
的
成
長
を
促
進
す
る

観
点
か
ら
、
能
力
開
発
の
た
め
の
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
や

心
の
健
康
増
進
教
育
等
も
実
施
す
る
。

・
全
キ
ャ
ン
パ
ス
に
お
け
る
適
応
相
談
の
新
た
な
仕
組

み
の
実
施
に
向
け
、
平
成
１
７
年
度
に
内
容
・
件
数
等
を
調

査
す
る
と
と
も
に
検
討
を
進
め
、
平
成
１
８
年
度
以
降
順

次
実
施
す
る
。
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公
立
大
学
法
人
首
都
大
学
東
京

中
期
計
画

年
度
計
画

自
己
評
価

年
度
計
画
に
係
る
実
績

評
定

評
価
結
果
の
説
明
等

【
中
期
計
画
の
達
成
状
況
・
今
後
の
課
題
な
ど
】

・
大
都
市
の
課
題
解
決
及
び
学
術
の
体
系
化
の
視
点
か

ら
、
｢
都
市
形
成
に
関
す
る
研
究
」
を
本
学
の
重
点
研
究
分

野
と
し
て
決
定
す
る
と
と
も
に
、
一
般
財
源
研
究
費
の
全

学
公
募
分
の
テ
ー
マ
と
し
て
、
「
大
都
市
の
課
題
解
決
に

資
す
る
研
究
」
を
設
定
し
、
先
端
的
、
学
際
的
研
究
と
と

も
に
長
期
的
視
野
に
立
脚
し
た
研
究
の
推
進
に
取
り
組
ん

だ
。

・
都
の
試
験
研
究
機
関
、
他
大
学
、
海
外
の
大
学
な
ど
と

連
携
し
共
同
研
究
を
推
進
す
る
と
と
も
に
、
学
術
論
文
の

発
表
、
オ
ー
プ
ン
ユ
ニ
バ
ー
シ
テ
ィ
で
の
講
座
提
供
、

都
、
国
、
自
治
体
と
の
連
携
を
進
め
、
多
様
な
場
面
で
研

究
成
果
の
社
会
還
元
を
行
っ
た
。

・
一
般
財
源
研
究
費
の
研
究
成
果
の
評
価
方
法
を
決
定
し

た
。

・
（
今
後
の
課
題
）
各
部
局
に
お
い
て
研
究
目
標
及
び
研

究
成
果
の
評
価
の
検
討
を
進
め
る
と
と
も
に
社
会
へ
の
発

信
、
還
元
の
実
績
を
取
り
ま
と
め
る
。

・
教
員
一
人
ひ
と
り
が
、
中
期
計
画
期
間
中
に
確
実
な
成
果
を
実

現
す
る
こ
と
を
目
指
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
専
門
分
野
に
お
け
る
研
究

を
推
進
す
る
。
そ
の
際
、
大
学
の
使
命
及
び
学
術
の
体
系
化
の
双

方
を
意
識
す
る
。

Ｂ

・
各
部
局
に
お
い
て
、
大
学
の
使
命
と
学
術
の
体
系
の
双

方
を
意
識
し
、
大
学
の
使
命
を
実
現
す
る
た
め
大
都
市
の

課
題
解
決
に
資
す
る
研
究
を
積
極
的
に
推
進
す
る
と
と
も

に
、
こ
れ
ら
を
支
え
る
人
文
科
学
、
社
会
科
学
及
び
自
然

科
学
の
各
学
術
分
野
に
お
け
る
基
礎
的
基
盤
的
な
研
究
を

深
化
発
展
さ
せ
た
。
特
に
一
般
財
源
研
究
費
の
傾
斜
的
配

分
経
費
の
全
学
分
の
研
究
テ
ー
マ
と
し
て
「
大
都
市
の
課

題
解
決
に
つ
な
が
る
研
究
」
を
設
定
し
、
こ
れ
に
基
づ
き

学
内
公
募
を
行
っ
た
結
果
、
1
5
件
が
採
択
さ
れ
研
究
を
推

進
し
た
。

（
１
）
研
究
の
内
容
等
に
関
す
る
取
組
み

中
期
計
画
に
係
る
該
当
項
目

Ⅱ
　
首
都
大
学
東
京
に
関
す
る
目
標
を
達
成
す
る
た
め
に
と
る
べ
き
措
置

２
　
研
究
に
関
す
る
目
標
を
達
成
す
る
た
め
の
措
置

○
研
究
の
方
向
性

公
立
大
学
分
科
会

評
価
項
目

・
教
員
一
人
ひ
と
り
が
、
中
期
計
画
期
間
中
に
確
実
な
成

果
を
実
現
す
る
こ
と
を
目
指
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
専
門
分
野

に
お
け
る
研
究
を
推
進
す
る
。
そ
の
際
、
大
学
の
使
命
及

び
学
術
の
体
系
化
の
双
方
を
意
識
す
る
。

・
大
都
市
の
課
題
解
決
に
資
す
る
た
め
、
先
端
的
、
学
際

的
研
究
に
取
り
組
む
と
と
も
に
、
長
期
的
視
野
に
立
脚
し

た
課
題
に
取
り
組
む
。

・
東
京
都
の
試
験
研
究
機
関
や
他
大
学
な
ど
と
の
共
同
研

究
・
共
同
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
推
進
し
、
大
都
市
の
諸
問
題

の
解
決
に
貢
献
す
る
。

・
平
成
１
７
年
度
中
に
、
教
育
研
究
審
議
会
や
経
営
・
教

学
戦
略
委
員
会
に
お
い
て
、
重
点
研
究
分
野
の
検
討
、
設

定
を
行
う
。
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公
立
大
学
法
人
首
都
大
学
東
京

中
期
計
画

年
度
計
画

自
己
評
価

年
度
計
画
に
係
る
実
績

評
定

評
価
結
果
の
説
明
等

中
期
計
画
に
係
る
該
当
項
目

Ⅱ
　
首
都
大
学
東
京
に
関
す
る
目
標
を
達
成
す
る
た
め
に
と
る
べ
き
措
置

２
　
研
究
に
関
す
る
目
標
を
達
成
す
る
た
め
の
措
置

公
立
大
学
分
科
会

評
価
項
目

・
大
都
市
の
課
題
解
決
に
資
す
る
た
め
、
先
端
的
、
学
際
的
研
究

に
取
り
組
む
と
と
も
に
、
長
期
的
視
野
に
立
脚
し
た
課
題
に
取
り

組
む
。

・
各
部
局
で
大
都
市
の
課
題
解
決
に
資
す
る
研
究
を
先
端
的
、
学
際

的
に
取
り
組
む
と
と
も
に
、
長
期
的
視
野
に
立
っ
た
研
究
を
推
進
し

た
。
各
部
局
の
代
表
的
な
例
は
以
下
の
と
お
り
で
あ
っ
た
。

○
人
文
・
社
会
系
：
大
都
市
の
課
題
解
決
に
つ
な
が
る
研
究
と
し
て

「
江
戸
時
代
の
環
境
変
遷
と
木
造
大
都
市
形
成
か
ら
み
る
東
京
の
基

盤
研
究
」
を
行
っ
た
。
ま
た
、
「
現
代
社
会
に
お
け
る
公
共
性
と
親
密

性
の
調
和
」
な
ど
４
テ
ー
マ
に
基
づ
い
た
学
際
的
な
共
同
研
究
を
実

施
し
た
。
ま
た
、
「
日
独
社
会
教
育
学
に
お
け
る
青
少
年
自
立
援
助
シ

ス
テ
ム
の
比
較
研
究
」
等
に
つ
い
て
、
科
学
研
究
費
補
助
金
の
交
付

に
よ
る
研
究
を
行
っ
て
い
る
。

○
法
学
系
：
大
都
市
の
課
題
解
決
に
つ
な
が
る
研
究
と
し
て
「
首
都

圏
ガ
バ
ナ
ン
ス
の
構
築
に
向
け
た
広
域
連
携
制
度
及
び
政
策
の
国

際
比
較
分
析
と
今
後
の
あ
り
方
に
関
す
る
研
究
」
を
行
っ
た
。
ま
た
、

「
グ
ロ
ー
バ
ル
・
ガ
バ
ナ
ン
ス
に
お
け
る
マ
ル
チ
・
ス
テ
イ
ク
ホ
ル
ダ
ー
・

ア
プ
ロ
ー
チ
の
有
効
性
」
等
に
つ
い
て
、
科
学
研
究
費
補
助
金
の
交

付
に
よ
る
研
究
を
行
っ
て
い
る
。

Ｂ

○
経
営
学
系
：
大
都
市
の
課
題
解
決
に
つ
な
が
る
研
究
と
し
て
「
民

間
企
業
に
学
ぶ
病
院
経
営
に
お
け
る
高
信
頼
性
と
経
営
効
率
の
両

立
の
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
」
な
ど
２
つ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
行
っ
た
。
ま
た
、
「
技

術
系
ベ
ン
チ
ャ
ー
企
業
を
め
ぐ
る
知
識
の
戦
力
的
移
転
に
関
す
る
理

論
的
・
実
証
的
検
討
」
等
に
つ
い
て
、
科
学
研
究
費
補
助
金
の
交
付

に
よ
る
研
究
を
行
っ
た
。

○
理
工
学
系
：
大
都
市
の
課
題
解
決
に
つ
な
が
る
研
究
と
し
て
「
都

市
緑
化
拡
大
を
目
指
し
た
環
境
ス
ト
レ
ス
耐
性
シ
バ
の
開
発
」
な
ど
４

つ
の
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
行
っ
た
。
ま
た
、
「
環
境
負
荷
最
小
化
の
た

め
の
化
学
実
験
ダ
ウ
ン
サ
イ
ジ
ン
グ
」
等
に
つ
い
て
、
科
学
研
究
費

補
助
金
の
交
付
に
よ
る
研
究
を
行
っ
た
ほ
か
、
「
脆
弱
な
海
洋
島
を

モ
デ
ル
と
し
た
外
来
種
の
生
物
多
様
性
へ
の
影
響
と
そ
の
緩
和
に
関

す
る
研
究
」
等
の
提
案
公
募
型
研
究
も
行
っ
て
い
る
。

○
都
市
政
策
コ
ー
ス
：
コ
ー
ス
開
設
準
備
の
た
め
、
都
市
を
中
心
し
た

学
際
的
な
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
開
発
に
係
る
基
礎
的
調
査
研
究
を
行

う
と
と
も
に
、
近
隣
首
長
や
元
東
京
都
副
知
事
を
招
い
て
「
都
市
政
策

フ
ォ
ー
ラ
ム
」
を
２
回
開
催
し
た
。

○
都
市
環
境
学
部
：
大
都
市
の
課
題
解
決
に
つ
な
が
る
研
究
と
し
て

「
子
育
て
支
援
と
高
齢
者
の
地
域
継
続
居
住
か
ら
み
た
多
摩
ニ
ュ
ー

タ
ウ
ン
の
再
生
・
活
性
化
研
究
」
な
ど
３
つ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
行
っ
た
。

ま
た
、
平
成
1
5
年
度
に
採
択
さ
れ
た
2
1
世
紀
Ｃ
Ｏ
Ｅ
プ
ロ
グ
ラ
ム
事
業

「
巨
大
都
市
建
築
ス
ト
ッ
ク
の
賦
活
・
更
新
技
術
育
成
」
を
引
き
続
き
推

進
中
で
あ
る
。
ま
た
、
「
ア
ジ
ア
に
お
け
る
住
宅
・
都
市
復
興
と
被
災
都

市
の
社
会
・
空
間
変
容
に
関
す
る
比
較
研
究
」
等
に
つ
い
て
、
科
学

研
究
費
補
助
金
の
交
付
に
よ
る
研
究
を
行
っ
て
い
る
ほ
か
、
「
水
を
電

子
源
、
酸
素
源
と
す
る
可
視
光
に
よ
る
高
効
率
物
質
変
換
シ
ス
テ
ム

の
構
築
」
等
の
提
案
公
募
型
研
究
も
行
っ
て
い
る
。

○
シ
ス
テ
ム
デ
ザ
イ
ン
学
部
：
大
都
市
の
課
題
解
決
に
つ
な
が
る
研

究
と
し
て
「
２
４
時
間
社
会
に
お
け
る
労
働
と
生
活
の
場
の
快
適
性
向

上
に
関
す
る
研
究
」
な
ど
２
つ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
行
っ
た
。
ま
た
、
「
車

載
椅
子
の
安
全
性
評
価
の
た
め
の
シ
ュ
ミ
レ
ー
シ
ョ
ン
に
関
す
る
研

究
」
等
に
つ
い
て
、
科
学
研
究
費
補
助
金
の
交
付
に
よ
る
研
究
を

行
っ
て
い
る
ほ
か
、
「
無
公
害
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ト
エ
ン
ジ
ン
の
開
発
研
究
」

等
の
提
案
公
募
型
研
究
も
行
っ
て
い
る
。

○
健
康
福
祉
学
部
：
大
都
市
の
課
題
解
決
に
つ
な
が
る
研
究
と
し
て

「
在
宅
高
齢
者
を
対
象
と
し
た
安
全
な
摂
食
嚥
下
に
関
す
る
研
究
」
を

行
っ
た
。
ま
た
、
先
端
的
な
研
究
と
し
て
「
ヒ
ト
E
S
細
胞
使
用
計
画
」
が

文
部
科
学
大
臣
の
確
認
を
受
け
、
研
究
を
開
始
し
た
。
ま
た
、
「
臓
器

移
植
医
療
に
お
け
る
看
護
職
移
植
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の
役
割
・
機

能
に
関
す
る
研
究
」
等
に
つ
い
て
、
科
学
研
究
費
補
助
金
の
交
付
に

よ
る
研
究
を
行
っ
て
い
る
。
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公
立
大
学
法
人
首
都
大
学
東
京

中
期
計
画

年
度
計
画

自
己
評
価

年
度
計
画
に
係
る
実
績

評
定

評
価
結
果
の
説
明
等

中
期
計
画
に
係
る
該
当
項
目

Ⅱ
　
首
都
大
学
東
京
に
関
す
る
目
標
を
達
成
す
る
た
め
に
と
る
べ
き
措
置

２
　
研
究
に
関
す
る
目
標
を
達
成
す
る
た
め
の
措
置

公
立
大
学
分
科
会

評
価
項
目

・
東
京
都
の
試
験
研
究
機
関
や
他
大
学
な
ど
と
の
共
同
研
究
・
共

同
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
推
進
し
、
大
都
市
の
諸
問
題
の
解
決
に
貢
献

す
る
。

・
各
部
局
で
東
京
都
の
試
験
研
究
機
関
を
は
じ
め
と
す
る
各
機
関

や
他
大
学
と
の
共
同
研
究
・
共
同
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
積
極
的
に
推

進
し
た
。
部
局
ご
と
の
代
表
的
取
組
は
、
以
下
の
と
お
り
で
あ
っ

た
。

○
人
文
社
会
系
：
東
京
都
立
皮
革
技
術
セ
ン
タ
ー
と
の
共
同
研
究

を
行
っ
た
。
ま
た
、
「
学
校
選
択
制
度
に
よ
る
公
立
学
校
教
育
の

質
の
向
上
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
の
研
究
」
を
日
本
大
学
と
共
同
し
て

行
っ
た
。

○
法
学
系
：
東
京
都
青
少
年
・
治
安
対
策
本
部
と
の
連
携
事
業
と

し
て
「
青
少
年
を
め
ぐ
る
環
境
の
総
合
的
な
調
査
分
析
」
を
人
文

社
会
系
、
法
学
系
、
都
市
政
策
コ
ー
ス
と
共
同
し
て
行
っ
た
。

○
経
営
学
系
：
花
粉
症
対
策
の
一
環
と
し
て
東
京
都
産
業
労
働
局

及
び
東
京
都
農
林
水
産
総
合
研
究
セ
ン
タ
ー
と
共
同
し
て
、
木
材

の
生
産
・
搬
出
コ
ス
ト
削
減
に
向
け
た
調
査
研
究
の
検
討
を
開
始

し
た
。

○
理
工
学
系
：
東
京
都
農
林
水
産
総
合
セ
ン
タ
ー
と
共
同
し
て

「
漁
場
の
荒
廃
・
海
の
異
変
対
策
」
を
実
施
し
た
ほ
か
、
日
本
学

術
振
興
会
の
提
案
公
募
型
研
究
で
あ
る
「
先
端
計
測
分
析
技
術
・

機
器
開
発
」
事
業
の
中
で
東
京
都
産
業
技
術
研
究
所
と
共
同
研
究

を
実
施
し
た
。

○
都
市
政
策
コ
ー
ス
：
東
京
都
青
少
年
・
治
安
対
策
本
部
と
の
連

携
研
究
「
青
少
年
を
め
ぐ
る
環
境
の
総
合
的
な
調
査
分
析
」
に
、

人
文
・
社
会
系
及
び
法
学
系
と
共
同
し
て
取
り
組
ん
だ
。

○
都
市
環
境
学
部
：
「
小
河
内
貯
水
池
の
富
栄
養
化
の
メ
カ
ニ
ズ

ム
と
水
質
改
善
の
た
め
の
調
査
研
究
」
な
ど
東
京
都
水
道
局
と
共

同
で
３
つ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
実
施
し
た
ほ
か
、
東
京
の
緊
急
課

題
で
あ
る
「
局
地
的
豪
雨
に
関
す
る
研
究
」
を
実
施
し
た
。

○
シ
ス
テ
ム
デ
ザ
イ
ン
学
部
：
「
次
世
代
ロ
ボ
ッ
ト
共
通
基
盤
開

発
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
を
東
京
工
業
大
学
と
の
共
同
で
実
施
し
た
ほ

か
、
京
都
大
学
や
名
古
屋
大
学
を
は
じ
め
と
す
る
多
数
の
大
学
と

共
同
研
究
・
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
等
を
実
施
し
た
。

○
健
康
福
祉
学
部
：
共
同
研
究
を
円
滑
に
推
進
す
る
た
め
、
横
浜

市
立
大
学
、
東
京
慈
恵
医
科
大
学
な
ど
か
ら
研
究
者
を
客
員
教

授
、
客
員
研
究
員
と
し
て
受
け
入
れ
を
行
っ
た
ほ
か
、
東
京
大

学
、
京
都
大
学
、
民
間
企
業
研
究
所
な
ど
に
研
究
員
、
大
学
院
指

導
教
員
と
し
て
研
究
者
を
派
遣
し
共
同
研
究
を
行
っ
た
。

・
教
育
研
究
審
議
会
や
経
営
・
教
学
戦
略
委
員
会
に
お
い
て
、
重

点
研
究
分
野
の
検
討
、
設
定
を
行
う
。

Ｂ
・
当
面
の
重
点
研
究
分
野
に
つ
い
て
、
「
都
市
形
成
に
関

す
る
研
究
」
と
す
る
こ
と
を
決
定
し
た
。

・
海
外
の
大
学
や
試
験
研
究
機
関
と
連
携
し
、
ア
ジ
ア
を

は
じ
め
と
す
る
世
界
の
都
市
問
題
の
解
決
に
貢
献
す
る
。
・
海
外
の
大
学
や
試
験
研
究
機
関
と
連
携
し
、
ア
ジ
ア
を
は
じ
め

と
す
る
世
界
の
都
市
問
題
の
解
決
に
貢
献
す
る
。

Ｂ

・
各
部
局
で
海
外
の
大
学
や
試
験
研
究
機
関
と
連
携
し
、
共
同
研

究
・
共
同
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
積
極
的
に
推
進
し
た
。
部
局
ご
と
の
代
表

的
取
組
は
、
以
下
の
と
お
り
で
あ
っ
た
。

○
人
文
社
会
系
　
東
京
都
と
連
携
し
、
ア
ジ
ア
の
技
術
者
育
成
に
向

け
た
学
生
、
技
術
者
の
受
け
入
れ
の
日
本
語
事
前
教
育
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
を
推
進
す
る
と
と
も
に
、
社
会
階
層
と
社
会
移
動
に
関
す
る
国
際
比

較
調
査
研
究
を
、
ハ
ー
バ
ー
ド
大
学
、
韓
国
成
均
館
大
学
校
、
台
湾

中
央
研
究
院
な
ど
と
共
同
で
実
施
し
た
。

○
法
学
系
　
「
ＪＩ
Ｃ
Ａ
中
国
経
済
法
・
企
業
法
整
備
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
お

け
る
独
占
禁
止
法
立
法
支
援
（
中
国
で
の
共
同
研
究
）
、
「
民
事
裁
判

に
お
け
る
弁
護
士
費
用
敗
訴
者
負
担
原
則
と
権
利
保
護
保
険
の
基

礎
的
研
究
（
英
国
で
の
共
同
研
究
）
を
実
施
し
た
。

○
経
営
学
系
　
中
国
黒
龍
江
省
の
黒
河
学
院
を
拠
点
と
し
て
「
市
場

経
済
と
経
済
格
差
」
に
関
す
る
調
査
及
び
講
演
・
セ
ミ
ナ
ー
を
実
施
し

た
。

○
理
工
学
系
　
環
境
物
質
に
よ
る
暴
露
に
つ
い
て
の
研
究
を
北
京
大

学
と
共
同
で
実
施
し
た
。
ま
た
、
高
齢
化
に
伴
う
課
題
解
決
に
資
す
る

老
化
研
究
に
つ
い
て
韓
国
ヨ
ン
セ
イ
大
学
と
研
究
交
流
を
行
っ
た
。

○
都
市
環
境
学
部
　
上
海
交
通
大
学
と
学
術
交
流
協
定
を
締
結
し
、

中
国
に
お
け
る
耐
震
性
に
関
す
る
共
同
研
究
を
推
進
し
た
。
ま
た
、
メ

ガ
シ
テ
ィ
の
ヒ
ー
ト
ア
イ
ラ
ン
ド
対
策
に
関
す
る
研
究
を
北
京
大
学
、
ソ

ウ
ル
大
学
と
共
同
で
実
施
し
た
。

○
シ
ス
テ
ム
デ
ザ
イ
ン
学
部
　
シ
ス
テ
ム
デ
ザ
イ
ン
研
究
科
と
オ
ー
ス
ト

ラ
リ
ア
の
ア
デ
レ
ー
ド
大
学
と
の
間
で
、
能
動
騒
音
制
御
、
ス
マ
ー
ト

構
造
物
、
分
布
定
数
系
構
造
物
に
お
け
る
パ
ワ
ー
フ
ロ
ー
制
御
な
ど

に
関
す
る
研
究
に
つ
い
て
共
同
し
て
取
り
組
ん
で
い
く
た
め
に
、
国

際
交
流
協
定
の
締
結
に
向
け
て
準
備
を
進
め
た
。

○
健
康
福
祉
学
部
　
学
術
交
流
協
定
締
結
な
ど
海
外
の
大
学
と
の

公
式
な
連
携
に
向
け
て
検
討
を
開
始
し
た
。

Ｂ

○
海
外
の
研
究
機
関
と

の
連
携

2
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公
立
大
学
法
人
首
都
大
学
東
京

中
期
計
画

年
度
計
画

自
己
評
価

年
度
計
画
に
係
る
実
績

評
定

評
価
結
果
の
説
明
等

中
期
計
画
に
係
る
該
当
項
目

Ⅱ
　
首
都
大
学
東
京
に
関
す
る
目
標
を
達
成
す
る
た
め
に
と
る
べ
き
措
置

２
　
研
究
に
関
す
る
目
標
を
達
成
す
る
た
め
の
措
置

公
立
大
学
分
科
会

評
価
項
目

・
学
術
論
文
の
発
表
、
学
会
活
動
、
オ
ー
プ
ン
ユ
ニ
バ
ー
シ
テ
ィ

で
の
講
座
の
提
供
等
に
よ
り
、
研
究
成
果
を
幅
広
く
社
会
へ
発
信

す
る
。

Ａ

・
研
究
成
果
の
社
会
へ
の
発
信
と
し
て
、
学
術
論
文
の
発
表
、
学
会

活
動
を
行
っ
た
他
、
オ
ー
プ
ン
ユ
ニ
バ
ー
シ
テ
ィ
で
の
講
座
提
供
を

行
っ
た
。
各
部
局
の
代
表
的
な
取
組
は
以
下
の
と
お
り
で
あ
っ
た
。

○
人
文
社
会
系
：
学
術
論
文
3
9
0
本
、
学
会
役
員
等
の
活
動
1
5
3
件

を
始
め
、
「
児
童
養
護
施
設
に
お
け
る
家
族
再
統
合
の
た
め
の
支

援
」
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
の
発
表
を
行
っ
た
。

○
法
学
系
：
学
術
書
、
雑
誌
、
学
会
等
で
の
発
表
を
行
う
と
と
も
に
、

外
部
資
金
等
に
よ
る
研
究
成
果
の
一
部
を
『
法
学
会
雑
誌
』
（
年
２
回

刊
行
）
で
公
表
し
た
。
ま
た
、
学
会
役
員
、
東
京
都
を
は
じ
め
と
す
る

自
治
体
や
国
の
審
議
会
等
の
委
員
と
し
て
活
動
し
た
。

○
経
営
学
系
：
学
術
書
、
雑
誌
を
通
じ
て
の
発
表
、
学
会
で
の
交

流
、
八
王
子
学
園
都
市
大
学
（
い
ち
ょ
う
塾
）
で
の
市
民
講
座
を
実
施

し
た
。

○
理
工
学
系
：
英
語
の
原
著
論
文
約
5
4
0
編
、
学
会
等
で
の
発
表
約

9
9
0
回
、
国
際
会
議
で
の
発
表
約
3
7
0
件
を
行
う
と
と
も
に
、
こ
れ
ら
の

活
動
を
コ
ー
ス
ご
と
に
「
年
次
報
告
」
と
し
て
出
版
し
た
。

○
都
市
政
策
コ
ー
ス
：
学
術
誌
、
学
会
等
で
の
発
表
を
行
う
と
と
も

に
、
外
部
資
金
等
に
よ
る
研
究
成
果
の
一
部
を
公
表
し
た
。
ま
た
、
東

京
都
を
は
じ
め
と
す
る
自
治
体
や
国
の
審
議
会
等
の
委
員
と
し
て
活

動
し
た
。

○
都
市
環
境
学
部
：
論
文
発
表
3
4
5
報
、
著
書
・
解
説
2
1
0
件
、
国
際

会
議
発
表
1
8
6
件
、
国

内
発
表
6
4
0
件
を
行
う
と
と
も
に
、
一

般
向
け

講
習
会
「
Ｇ
ＩＳ
　

D
ay

 i
n
　

T
o
k
yo
」
を
開
催
し
た
。

○
シ
ス
テ
ム
デ
ザ
イ
ン
学
部
：
著
書
、
論
文
、
国
際
会
議
発
表
合

わ
せ
て
7
6
0
件
以
上
、
を
行
う
と
と
も
に
、
学
会
、
政

府
関
連
委
員
会
等

の
役
員
、
委
員
と
し
て
活
動
し
た
。

○
健
康
福
祉
学
部
：
学
術
論
文
、
学
会
活
動
に
つ
い
て
研
究
年
報

を
作
成
し
成
果
を
公
表
し
た
。

・
自
治
体
等
と
の
連
携
を
積
極
的
に
進
め
、
研
究
成
果
を
広
く
社

会
に
還
元
す
る
。

Ａ

・
東
京
都
、
他
自
治
体
、
国
の
諸
機
関
等
の
委
員
、
講
師
派
遣

な
ど
を
行
い
、
研
究
成
果
の
社
会
還
元
を
行
っ
た
。
各
部
局
の

代
表
的
な
取
組
は
以
下
の
と
お
り
で
あ
っ
た
。

○
人
文
・
社
会
系
：
東
京
都
及
び
他
の
自
治
体
の
委
員
、
研
修

講
師
参
加
5
2
件
や
国
の
諸
機
関
へ
の
委
員
等
参
加
1
1
件
な
ど
を

行
っ
た
。

○
法
学
系
：
東
京
都
情
報
公
開
審
査
会
、
法
制
審
議
会
な
ど
多

数
の
地
方
、
国
の
機
関
で
審
議
会
委
員
と
し
て
政
策
提
言
、
研

修
等
を
実
施
し
た
。

○
経
営
学
系
：
研
究
成
果
の
社
会
還
元
へ
の
取
り
組
み
と
し
て

オ
ー
プ
ン
・
ユ
ニ
バ
ー
シ
テ
ィ
の
特
別
講
座
を
後
援
す
る
一

方
、
地
域
レ
ベ
ル
で
の
研
究
成
果
の
社
会
還
元
の
取
り
組
み
と

し
て
、
八
王
子
学
園
都
市
大
学
（
い
ち
ょ
う
塾
）
に
お
い
て
、

市
民
向
け
講
座
を
行
っ
た
。

○
理
工
学
系
：
八
王
子
市
で
の
講
演
会
、
小
笠
原
村
で
の
自
然

保
全
活
動
へ
の
協
力
な
ど
を
実
施
し
た
。

○
都
市
政
策
コ
ー
ス
：
東
京
都
東
京
自
治
制
度
懇
談
会
、
八
王

子
市
市
民
参
加
の
し
く
み
づ
く
り
検
討
委
員
会
、
総
務
省
市
町

村
の
合
併
に
関
す
る
研
究
会
な
ど
多
数
の
地
方
、
国
の
機
関
で

審
議
会
委
員
と
し
て
政
策
提
言
、
研
修
等
を
実
施
し
た
。

○
都
市
環
境
学
部
：
地
方
自
治
体
関
連
の
審
議
会
、
委
員
会
な

ど
8
0
件
、
国
関
連
の
審
議
会
、
委
員
会
な
ど
2
2
件
、
財
団
関
連

の
審
議
会
、
委
員
会
な
ど
1
0
2
件
、
合
計
2
0
4
件
の
委
員
等
を
務

め
た
。

○
シ
ス
テ
ム
デ
ザ
イ
ン
学
部
：
八
王
子
市
民
講
座
へ
の
講
座
提

供
を
は
じ
め
、
自
治
体
、
国
関
係
機
関
等
で
6
0
件
以
上
の
委
員

等
を
務
め
た
。

○
健
康
福
祉
学
部
：
東
京
都
の
保
健
医
療
専
門
職
を
対
象
と
し

た
リ
カ
レ
ン
ト
教
育
へ
の
講
師
派
遣
、
荒
川
区
と
の
連
携
に
よ

る
懇
談
会
、
北
区
、
板
橋
区
と
の
連
携
に
よ
る
企
業
相
談
会
な

ど
、
自
治
体
と
の
連
携
事
業
協
力
約
3
0
件
を
実
施
し
た
。

・
研
究
目
標
を
明
確
に
し
た
う
え
で
、
研
究
成
果
に
つ
い

て
、
研
究
分
野
に
応
じ
た
適
切
な
評
価
が
で
き
る
制
度
を

構
築
す
る
。

・
研
究
目
標
を
明
確
に
し
た
う
え
で
、
研
究
成
果
に
つ
い
て
、
研

究
分
野
に
応
じ
た
適
切
な
評
価
が
で
き
る
制
度
を
検
討
す
る
。

Ｂ

・
一
般
財
源
研
究
費
の
研
究
成
果
に
つ
い
て
評
価
方
法
を

決
定
し
た
。

○
研
究
成
果
の
評
価

○
研
究
成
果
の
社
会
へ

の
還
元

・
学
術
論
文
の
発
表
、
学
会
活
動
、
オ
ー
プ
ン
ユ
ニ
バ
ー

シ
テ
ィ
で
の
講
座
の
提
供
等
に
よ
り
、
研
究
成
果
を
幅
広

く
社
会
へ
発
信
す
る
よ
う
に
努
め
る
。

・
産
業
界
や
東
京
都
を
は
じ
め
と
す
る
自
治
体
等
と
の
連

携
を
積
極
的
に
進
め
、
研
究
成
果
を
広
く
社
会
に
還
元
し

て
い
く
。
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公
立
大
学
法
人
首
都
大
学
東
京

中
期
計
画

年
度
計
画

自
己
評
価

年
度
計
画
に
係
る
実
績

評
定

評
価
結
果
の
説
明
等

中
期
計
画
に
係
る
該
当
項
目

Ⅱ
　
首
都
大
学
東
京
に
関
す
る
目
標
を
達
成
す
る
た
め
に
と
る
べ
き
措
置

２
　
研
究
に
関
す
る
目
標
を
達
成
す
る
た
め
の
措
置

公
立
大
学
分
科
会

評
価
項
目

【
中
期
計
画
の
達
成
状
況
・
今
後
の
課
題
な
ど
】

・
国
内
外
の
大
学
等
と
の
間
で
研
究
者
の
相
互
交
流
を

行
っ
た
。

・
平
成
1
8
年
度
の
一
般
財
源
研
究
費
に
つ
い
て
、
本
学
の

競
争
力
強
化
と
使
命
の
実
現
に
向
け
、
戦
略
的
・
重
点
的

配
分
を
行
う
こ
と
と
す
る
配
分
方
針
を
決
定
し
た
。

・
外
部
資
金
獲
得
に
向
け
、
研
究
支
援
室
設
置
や
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
配
置
等
に
よ
る
情
報
提
供
の
強
化
と
と
も

に
、
科
学
研
究
費
補
助
金
申
請
・
採
択
件
数
増
加
に
向

け
、
全
学
及
び
各
部
局
の
多
様
な
取
り
組
み
を
実
施
し

た
。

・
（
今
後
の
課
題
）
研
究
実
施
体
制
等
に
つ
い
て
、
さ
ら

な
る
改
善
を
図
り
研
究
の
活
性
化
に
努
め
る
。

・
設
定
さ
れ
た
重
点
研
究
分
野
の
研
究
に
対
し
て
弾
力
的

な
人
事
配
置
な
ど
、
研
究
環
境
の
支
援
を
行
う
。

年
度

計
画

記
載

な
し

・
国
内
外
の
大
学
、
研
究
機
関
等
と
の
間
で
、
研
究
者
の

相
互
交
流
を
行
う
。

・
国
内
外
の
大
学
、
研
究
機
関
等
と
の
間
で
、
研
究
者
の
相
互
交

流
を
行
う
。

Ｂ

・
各
分
野
に
お
い
て
、
国
内
外
の
大
学
、
研
究
機
関
等
と

の
間
で
、
研
究
者
の
相
互
交
流
を
活
発
に
行
っ
た
。
産
業

技
術
総
合
研
究
所
、
東
京
都
医
学
研
究
機
構
、
宇
宙
航
空

研
究
開
発
機
構
等
と
の
間
の
連
携
大
学
院
協
定
に
基
づ

き
、
教
育
研
究
上
の
交
流
を
行
っ
た
。

・
基
本
研
究
費
の
ほ
か
に
、
傾
斜
配
分
研
究
費
（
競
争
的
配
分
）

を
設
け
、
全
学
又
は
学
部
ご
と
に
定
め
た
テ
ー
マ
に
対
し
、
研
究

費
を
配
分
す
る
。

Ｂ

・
1
7
年
度
の
基
本
研
究
費
及
び
傾
斜
配
分
研
究
費
は
７
月

ま
で
に
配
分
を
行
っ
た
。

・
全
学
分
は
、
「
大
都
市
の
課
題
解
決
に
つ
な
が
る
研

究
」
「
教
育
改
善
研
究
」
「
若
手
研
究
者
奨
励
研
究
」
の

３
テ
ー
マ
に
つ
い
て
、
配
分
を
行
っ
た
。

・
１
８
年
度
以
降
に
向
け
、
よ
り
効
果
的
な
制
度
と
す
る
た
め
、

研
究
費
評
価
・
配
分
委
員
会
に
お
い
て
、
検
討
・
改
善
を
行
う
。

Ｂ

平
成
1
8
年
度
に
お
け
る
一
般
財
源
研
究
費
に
つ
い
て
、
①

学
外
に
向
か
っ
て
競
争
力
を
高
め
る
た
め
の
基
礎
･
基
盤
の

強
化
、
②
大
学
の
使
命
実
現
に
向
け
た
戦
略
的
・
重
点
的

な
活
用
、
③
部
局
の
特
性
に
応
じ
た
効
果
的
な
活
用
、
を

基
本
的
な
考
え
方
と
し
て
配
分
方
針
を
決
定
し
た
。

・
企
業
等
か
ら
の
外
部
資
金
や
、
科
学
研
究
費
補
助
金
、
そ
の
他

の
国
の
競
争
的
資
金
を
積
極
的
に
獲
得
す
る
た
め
の
体
制
を
検
討

し
、
順
次
実
施
す
る
。

Ｂ

・
経
営
企
画
室
に
「
研
究
支
援
室
」
を
設
置
し
、
国
等
の

競
争
的
研
究
資
金
の
応
募
に
関
す
る
情
報
提
供
等
、
資
金

獲
得
を
支
援
す
る
た
め
の
体
制
を
整
え
た
。

・
科
学
研
究
費
補
助
金
の
獲
得
に
向
け
て
は
、
全
学
の
取

組
方
針
を
決
定
し
、
部
局
ご
と
の
積
極
的
な
取
組
を
進

め
、
申
請
件
数
の
増
加
に
努
め
た
。

・
外
部
資
金
受
入
説
明
会
開
催
（
５
月
・
参
加
者
約
1
0
0

名
）

・
各
技
術
分
野
に
加
え
､
経
営
分
野
の
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

採
用
（
1
0
月
）

・
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
が
提
案
す
る
国
の
競
争
資
金
獲
得

（
実
績
４
件
・
8
0
0
万
）

・
各
キ
ャ
ン
パ
ス
主
担
当
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
を
配
置

・
平
成
1
8
年
度
科
学
研
究
費
補
助
金
の
申
請
に
当
た
っ
て
は
、
研

究
計
画
調
書
の
質
の
向
上
、
教
員
数
を
上
回
る
申
請
件
数
を
め
ざ

す
。

Ｂ

・
教
員
や
事
務
担
当
者
向
け
の
説
明
会
を
複
数
回
開
催

し
、
研
究
計
画
調
書
の
質
の
向
上
に
努
め
た
。

・
新
規
申
請
件
数
に
つ
い
て
は
、
教
員
数
（
1
1
月
１
日
時

点
：
7
0
1
名
）
を
上
回
る
申
請
件
数
を
目
指
し
た
積
極
的
な

取
組
に
よ
り
4
4
9
件
（
前
年
度
比
8
7
件
・
2
4
%
増
、
（
継
続

を
含
む
全
申
請
件
数
は
、
6
0
3
件
）
）
の
申
請
を
行
っ
た
。

（
２
）
研
究
実
施
体
制
等
の
整
備
に
関
す
る
取
組
み

○
外
部
資
金
の
獲
得

・
企
業
等
か
ら
の
外
部
資
金
や
、
科
学
研
究
費
補
助
金
、

そ
の
他
の
国
の
競
争
的
資
金
を
積
極
的
に
獲
得
す
る
た
め

に
、
体
制
を
整
え
る
と
と
も
に
、
そ
の
活
用
を
進
め
る
。

・
全
て
の
教
員
が
積
極
的
に
外
部
資
金
獲
得
に
努
め
る
。

・
基
本
研
究
費
の
ほ
か
に
、
研
究
活
動
の
活
性
化
を
図
る

た
め
、
競
争
的
な
資
金
配
分
な
ど
、
教
員
の
イ
ン
セ
ン

テ
ィ
ブ
が
高
ま
る
よ
う
に
、
研
究
費
を
配
分
す
る
。

○
研
究
費
の
配
分

○
研
究
者
の
相
互
交
流

○
研
究
環
境
の
支
援

2
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公
立
大
学
法
人
首
都
大
学
東
京

中
期
計
画

年
度
計
画

自
己
評
価

年
度
計
画
に
係
る
実
績

評
定

評
価
結
果
の
説
明
等

【
中
期
計
画
の
達
成
状
況
・
今
後
の
課
題
な
ど
】

・
研
究
成
果
を
積
極
的
に
社
会
へ
還
元
す
る
た
め
、
産
学

公
連
携
セ
ン
タ
ー
を
開
設
し
、
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
及
び

知
的
財
産
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
を
配
置
し
、
産
学
公
連
携
及
び

知
的
財
産
活
用
の
活
動
を
開
始
し
た
。

・
研
究
成
果
の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
化
、
企
業
ニ
ー
ズ
の
情
報

提
供
、
産
学
関
係
展
示
会
で
の
情
報
発
信
、
技
術
相
談
、

区
市
町
村
と
の
連
携
強
化
、
産
学
公
連
携
を
推
進
す
る

リ
ー
デ
ィ
ン
グ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
へ
の
援
助
な
ど
を
実
施

し
、
受
託
研
究
、
共
同
研
究
の
拡
大
を
図
る
と
と
も
に
、

新
た
に
、
秋
葉
原
に
区
部
に
置
け
る
拠
点
を
設
置
し
た
。

・
知
的
財
産
関
係
の
手
続
き
の
整
備
を
行
い
、
積
極
的
に

特
許
出
願
等
を
実
施
し
た
。

・
（
今
後
の
課
題
）
教
員
と
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
等
の
連

携
を
一
層
強
化
し
、
産
学
公
連
携
及
び
知
的
財
産
活
用
の

さ
ら
な
る
活
性
化
と
と
も
に
、
地
域
や
中
小
企
業
と
の
一

層
の
連
携
強
化
に
努
め
る
。

・
公
募
研
究
の
積
極
的
な
情
報
収
集
、
産
学
共
同
研
究
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
企
画
・
選
定
、
研
究
支
援
体
制
の
整
備
・

充
実
、
知
的
財
産
の
適
切
か
つ
戦
略
的
な
管
理
・
運
用
、

東
京
都
や
企
業
、
他
の
試
験
研
究
機
関
等
と
の
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
の
構
築
に
よ
る
技
術
移
転
な
ど
を
積
極
的
に
推
進

し
、
全
学
的
な
外
部
資
金
の
獲
得
体
制
を
整
備
し
、
大
学

の
研
究
成
果
を
産
業
界
へ
積
極
的
に
還
元
す
る
た
め
、
産

学
公
連
携
セ
ン
タ
ー
を
設
置
す
る
。

・
公
募
研
究
の
積
極
的
な
情
報
収
集
、
産
学
共
同
研
究
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
の
企
画
・
選
定
、
研
究
支
援
体
制
の
整
備
・
充
実
、
知
的
財

産
の
適
切
か
つ
戦
略
的
な
管
理
・
運
用
、
東
京
都
や
企
業
、
他
の

試
験
研
究
機
関
等
と
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
構
築
に
よ
る
技
術
移
転

な
ど
を
積
極
的
に
推
進
し
、
全
学
的
な
外
部
資
金
の
獲
得
体
制
を

整
備
し
、
大
学
の
研
究
成
果
を
産
業
界
へ
積
極
的
に
還
元
す
る
た

め
、
産
学
公
連
携
セ
ン
タ
ー
を
設
置
す
る
。

Ｂ

・
「
産
学
公
連
携
セ
ン
タ
ー
」
を
開
設
し
、
企
業
が
直
面

す
る
技
術
的
課
題
に
つ
い
て
大
学
の
資
源
を
活
用
し
相
談

を
行
う
産
学
公
連
携
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
、
研
究
成
果
を

社
会
還
元
す
る
際
の
知
的
財
産
の
創
設
、
権
利
化
を
行
う

知
的
財
産
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
を
配
置
し
た
。
1
1
月
に
は
、

「
産
学
公
連
携
セ
ン
タ
ー
開
設
記
念
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
を
、

自
治
体
、
企
業
等
の
参
加
の
も
と
で
開
催
し
た
。

・
大
学
の
研
究
成
果
を
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
化
し
、
企
業
等
に
分
か
り

や
す
い
情
報
提
供
を
行
う
。

Ｂ

・
大
学
の
研
究
シ
ー
ズ
集
を
分
野
別
に
５
分
冊
と
し
て
作

成
し
（
ラ
イ
フ
サ
イ
エ
ン
ス
編
、
環
境
・
都
市
・
生
活

編
、
ナ
ノ
テ
ク
・
材
料
編
、
機
械
・
情
報
・
エ
レ
ク
ト
ロ

ニ
ク
ス
編
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
福
祉
・
社
会
編
）
、
5
,
0
0
0

部
を
セ
ミ
ナ
ー
や
イ
ベ
ン
ト
等
で
配
布
し
、
P
R
を
行
っ

た
。

・
さ
ら
に
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
上
で
も
研
究
シ
ー
ズ
を
検
索

で
き
る
よ
う
に
整
備
し
た
（
ア
ク
セ
ス
の
実
績
：
月
あ
た

り
約
1
,
2
0
0
件
）
。

・
最
新
の
企
業
ニ
ー
ズ
情
報
を
教
員
に
提
供
で
き
る
環
境
の
整
備

に
つ
い
て
検
討
を
行
う
。

Ｂ

・
技
術
相
談
を
通
じ
て
最
新
の
企
業
ニ
ー
ズ
の
把
握
を

行
っ
た
う
え
で
、
各
キ
ャ
ン
パ
ス
を
主
担
当
と
す
る
産
学

公
連
携
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
が
情
報
提
供
を
実
施
す
る
仕

組
み
を
整
備
し
た
。

・
民
間
企
業
等
で
豊
富
に
経
験
を
持
つ
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
を
配

置
し
、
大
学
の
研
究
成
果
と
企
業
ニ
ー
ズ
の
マ
ッ
チ
ン
グ
を
図
り

事
業
化
を
促
進
す
る
。

Ｂ

・
各
技
術
分
野
(
機
械
・
電
機
・
バ
イ
オ
・
福
祉
）
に
加

え
､
経
営
分
野
の
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
を
1
0
月
よ
り
採
用
、

技
術
・
知
財
・
経
営
の
側
面
か
ら
連
携
活
動
を
推
進
し

た
。

・
他
大
学
や
研
究
機
関
と
連
携
を
図
り
、
研
究
情
報
の
共
有
化
を

進
め
る
。

Ｂ

・
産
学
関
連
の
展
示
会
や
発
表
会
等
に
参
加
（
平
成
1
7
年

度
実
績
：
2
5
件
）
し
、
研
究
情
報
の
発
信
、
P
R
を
行
う
一

方
で
、
他
大
学
や
研
究
機
関
の
情
報
の
収
集
を
行
っ
た
。

中
期
計
画
に
係
る
該
当
項
目

Ⅱ
　
首
都
大
学
東
京
に
関
す
る
目
標
を
達
成
す
る
た
め
に
と
る
べ
き
措
置

３
　
社
会
貢
献
に
関
す
る
目
標
を
達
成
す
る
た
め
の
措
置

公
立
大
学
分
科
会

評
価
項
目

（
１
）
産
学
公
連
携
に
関
す
る
取
組
み

○
産
学
公
連
携
セ
ン

タ
ー
の
設
置

○
産
学
公
連
携
の
強
力

な
推
進

・
大
学
の
研
究
成
果
を
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
化
し
、
企
業
等
に

分
か
り
や
す
い
内
容
で
情
報
提
供
す
る
。
さ
ら
に
、
教
員

が
企
業
ニ
ー
ズ
を
把
握
で
き
る
よ
う
、
最
新
の
企
業
ニ
ー

ズ
情
報
を
提
供
で
き
る
環
境
を
整
え
る
。

・
大
学
の
研
究
成
果
と
企
業
ニ
ー
ズ
の
マ
ッ
チ
ン
グ
を
図

る
た
め
、
民
間
企
業
等
で
豊
富
に
経
験
を
持
つ
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
タ
ー
を
配
置
し
事
業
化
を
促
進
す
る
。

・
他
大
学
や
研
究
機
関
と
連
携
を
図
り
、
研
究
情
報
の
共

有
化
を
進
め
る
。

・
技
術
相
談
等
を
通
し
て
企
業
ニ
ー
ズ
等
の
把
握
に
努

め
、
受
託
研
究
・
共
同
研
究
等
を
充
実
し
、
平
成
１
９
年

度
ま
で
に
年
間
２
５
０
件
を
達
成
す
る
と
と
も
に
、
さ
ら

な
る
拡
大
を
図
る
。

・
都
と
連
携
し
、
中
小
企
業
と
大
学
の
連
携
促
進
に
向
け

積
極
的
な
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
構
築
を
進
め
る
。

2
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公
立
大
学
法
人
首
都
大
学
東
京

中
期
計
画

年
度
計
画

自
己
評
価

年
度
計
画
に
係
る
実
績

評
定

評
価
結
果
の
説
明
等

中
期
計
画
に
係
る
該
当
項
目

Ⅱ
　
首
都
大
学
東
京
に
関
す
る
目
標
を
達
成
す
る
た
め
に
と
る
べ
き
措
置

３
　
社
会
貢
献
に
関
す
る
目
標
を
達
成
す
る
た
め
の
措
置

公
立
大
学
分
科
会

評
価
項
目

・
技
術
相
談
等
を
通
し
て
企
業
ニ
ー
ズ
等
の
把
握
に

努
め
、

受
託

研
究
・
共
同
研
究
等
を
充
実
し
、

年
間

２
５

０
件
を

目
標
と
す

る
。

Ｂ

・
産
学
公
連
携
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
に
よ
る
技
術
相
談

を
、

年
間
2
6
2
件
実
施
し
た
（
平
成
1
6
年
度
：
1
8
7
件
）
。

・
受

託
研
究
、
共
同
研
究
等
の
実
績
は
、
平
成
1
7
年
度
、

2
6
7
件
（
共
同
研
究
7
1
件
、
受
託
研
究
2
1
件
、
特
定
寄
附
金

1
2
9
件
、
提

案
公
募

型
研
究
4
6
件
）
で
あ
っ
た
。
（
平
成
1
6

年
度

 
2
2
7
件
：
共
同
研
究
5
2
件
、
受
託
研
究
3
5
件
、
特
定

寄
附
金
1
1
4
件
、
提

案
公
募
型
研
究
2
6
件
）
。

・
区
部
に

お
け
る
連
携
を

強
化
す
る
た
め
、
情
報
・
技
術
が
集
積

す
る

秋
葉

原
に

拠
点
を
設
置
す
る
。

Ｂ

・
秋

葉
原

ダ
イ

ビ
ル
に
秋
葉
原
サ
テ
ラ
イ
ト
オ
フ
ィ
ス
を

設
置
し
、

区
部
に

お
け
る
活
動
拠
点
を
整
備
し
た
（
７

月
）
。
さ
ら
に
、
同
地
区
に
お
け
る
研
究
情
報
等
の
発
信

を
行
う
た
め
、
産
学
公
連
携
セ
ン
タ
ー
主
催
の
セ
ミ
ナ
ー

を
３

回
実
施
し
た
。

・
都
と
連
携
し
、

中
小
企
業
と
大
学
の
連
携
促
進
に

向
け
積
極
的

な
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
構
築
を
進
め
る
。

Ｂ

・
地

域
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
構
築
を
目
的
と
し
て
、
東
京
都

及
び
関

係
市
５
市

並
び
に
本
学
教
員
５
名
参
加
に
よ
る

「
産
学
公
連
携
サ

ポ
ー
ト
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」
を
発
足
し
、

市
の
課
題
・

要
望
を
聴
取
及
び
、
本
学
の
研
究
事
例
や
産

学
公
連
携
セ
ン
タ
ー
の
活
動
等
の
情
報
交
換
を
行
っ
た
。

・
外
部
資
金
研
究
費
申
請
の
支
援
や
研
究
成
果
の
知
的
財

産
化
、
技
術
移
転
を
支
援
す
る
モ
デ
ル
事
業
な
ど
、
産
業

振
興
を
促
す
た
め
産
学
公
連
携
セ
ン
タ
ー
で
戦
略
的
に
実

施
す
る
事
業
を
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
・
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
し
て

位
置
づ
け
、
大
学
全
体
の
研
究
推
進
に
取
り
組
む
。

・
産
業

振
興
に
資
す
る
た
め
、
産
学
公
連
携
セ
ン
タ
ー
で
戦
略
的

に
実
施
す
る
事
業
を

リ
ー
デ
ィ
ン
グ
・
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
し
て
選

定
し
、
大
学
全
体
で
の
研
究
推
進
に

取
り
組

む
。

Ｂ

・
大
学

独
自
の

取
組
と
し
て
、
産
学
公
連
携
の
推
進
に
資

す
る
研
究
事
業
を
選
定
す
る
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
・
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
の
選
定
に
つ
い
て
は
、
７
・
８
月
に
学
内
公
募
を
実

施
し
た
。

3
3
件
の

応
募
の
う
ち
、
①
企
業
等
と
の
共
同
研

究
、

②
萌

芽
的
研
究
支
援
、
③
自
治
体
・
国
等
と
の
共
同

事
業
、
の

３
つ
の
分
野
か
ら
選
定
を
行
い
、
９
件
を
採
択

し
た
。

・
技
術
移
転
等
の

可
能

性
が

高
い
知
的
財
産
に
つ
い
て
は
権
利
化

を
速
や
か
に
進
め
る
。

Ｂ

・
発

明
届
提

出
か
ら
出
願
ま
で
の
手
続
き
を
明
確
化
す
る

と
と
も
に
、

法
人
化
に
伴
う
知
的
財
産
の
機
関
帰
属
へ
の

変
更
に
関
す
る

周
知
活
動
を
実
施
し
た
（
５
月
）
。
ま

た
、
知
的
財
産
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
を
中
心
と
し
て
、
法
人
と

し
て
の

特
許

取
得
に
向
け
、
教
員
の
研
究
成
果
の
出
願
を

行
っ
て
い
る
。

・
特

許
に
つ
い
て
、

年
間

３
０
件
の

出
願
を
め

ざ
す
。

Ｂ
・

3
9
件
の

特
許

出
願
を
実
施
し
た
。

・
企
業
等
へ
の
技
術
移
転
か
ら
得
ら

れ
た
収

入
の

一
部
を
発

明
者

に
還
元
す
る
仕
組
み
を
整
備
す
る
。

Ｂ

・
技
術
移
転
か
ら
得
ら
れ
た
収
入
の
一
部
を
発
明
者
に
還

元
す
る
仕
組
み
を
整
備
し
た
。

○
知
的
財
産
の
管
理
・

活
用

○
産
学
公
連
携
の
共
同

研
究
等
を
推
進
す
る
方

策

・
特
許
に
つ
い
て
、
出
願
に
あ
た
り
一
定
の
精
査
を
行
っ

た
上
で
の
出
願
す
る
件
数
と
し
て
、
平
成
１
９
年
度
ま
で

に
年
間
３
０
件
の
達
成
を
め
ざ
し
、
良
好
な
研
究
成
果
の

創
出
に
努
め
る
。

・
技
術
移
転
の
可
能
性
が
高
い
知
的
財
産
に
つ
い
て
は
、

法
人
財
産
と
し
て
適
切
に
管
理
・
運
用
す
る
。

さ
ら
に
、
権
利
化
さ
れ
た
も
の
に
つ
い
て
は
、
企
業
等
に

よ
る
積
極
的
な
活
用
(
技
術
移
転
)
を
行
う
。

・
企
業
等
へ
の
技
術
移
転
か
ら
得
ら
れ
た
収
入
の
一
部
を

発
明
者
に
還
元
す
る
な
ど
、
知
的
財
産
の
活
用
を
促
進
す

る
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
の
仕
組
み
も
整
備
す
る
。

2
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公
立
大
学
法
人
首
都
大
学
東
京

中
期
計
画

年
度
計
画

自
己
評
価

年
度
計
画
に
係
る
実
績

評
定

評
価
結
果
の
説
明
等

中
期
計
画
に
係
る
該
当
項
目

Ⅱ
　
首
都
大
学
東
京
に
関
す
る
目
標
を
達
成
す
る
た
め
に
と
る
べ
き
措
置

３
　
社
会
貢
献
に
関
す
る
目
標
を
達
成
す
る
た
め
の
措
置

公
立
大
学
分
科
会

評
価
項
目

【
中
期
計
画
の
達
成
状
況
・
今
後
の
課
題
な
ど
】

・
研
究
成
果
を
都
政
に
還
元
す
る
と
と
も
に
、
現
場
と
の

関
わ
り
に
よ
る
教
育
研
究
の
活
性
化
を
目
指
し
、
都
政
と

の
連
携
に
取
り
組
ん
だ
。
受
託
研
究
、
共
同
研
究
及
び
人

材
育
成
支
援
等
の
都
と
の
連
携
事
業
を
実
施
す
る
と
と
も

に
、
都
の
試
験
研
究
機
関
、
美
術
館
・
博
物
館
と
の
連

携
、
交
流
を
行
っ
た
。

・
（
今
後
の
課
題
）
都
と
の
連
携
強
化
の
一
層
の
推
進
に

努
め
る
。

・
都
に

対
し
て
、
都
と
連
携

可
能
な
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
提

案
し
た

上
で
、
各

局
に

対
す
る
事
業
化
に

向
け
た

働
き
か

け
を
積
極
的
に

行
う
。

Ｂ

・
都
に

対
し
て
1
9
6
件
の
連
携
可
能
な
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
提

案
を
行
っ
た
う
え
で
、
各
局
の
ニ
ー
ズ
を
把
握
し
な
が
ら

事
業
化
を
進
め
た
。

・
平
成
1
7
年

度
に
つ
い
て
は
、
事
業
化
さ

れ
た
1
4
件
（

７
局
）
を

着
実
に
実
施
す
る
。

Ｂ

・
平
成
1
7
年
1
2
月

現
在
、
調
査
研
究
・
人
材
育
成
等
の
分

野
で
、
「

青
少

年
を
め
ぐ
る
環
境
の
総
合
的
な
調
査
分

析
」
（

青
少

年
・
治
安
対
策
本
部
と
都
市
教
養
学
部
人

文
・
社
会

系
、

法
学
系
及
び
都
市
政
策
コ
ー
ス
）
、
「
ア

ジ
ア
技
術

者
育
成
事
業
」
（
知
事
本
局
、
総
務
局
及
び
産

業
労

働
局
と
都
市
教
養
学
部
理
工
学
系
及
び
オ
ー
プ
ン
ユ

ニ
バ
ー
シ
テ
ィ
）
、
「
避
難
場
所
の
安
全
性
に
関
す
る
調

査
」
（
都
市
整
備

局
と
都
市
環
境
学
部
）
な
ど
、
当
初
実

施
予
定
で
あ
っ
た
1
4
件
（
７
局
）
の
事
業
を
上
回
る
1
8
件

（
９

局
）
を
実
施
し
た
。

　
水

道
局
と
は
、
1
0
月
に
水
道
分
野
に
お
け
る
連
携
協
定

を
締

結
し
、

個
別
事
業
の
連
携
に
止
ま
ら
な
い
包
括
的
な

連
携
を
進
め
る
仕
組
み
を
構
築
し
た
。

・
平
成
1
8
年

度
に

向
け
て
は
、
1
7
年

度
を
上

回
る
事
業
化
に

向
け

て
、
各

局
と
の

調
整
を
行
う
。

Ｂ

・
平
成
1
8
年

度
の
事
業
化
に
向
け
た
調
整
を
進
め
、
前
年

度
（
1
7
件
）
を
上

回
る
2
3
件
の
案
件
に
つ
い
て
実
施
す
る

目
途
が

立
っ
て
い
る
。

・
オ
ー
プ
ン

ユ
ニ
バ
ー
シ
テ
ィ
に

お
い
て
、
環
境

局
、
東
京
都

歴
史

文
化
財

団
な
ど
と
の
連
携

講
座
を
提
供
す
る
。

Ｂ

・
環
境

局
、
東
京
都
歴
史
文
化
財
団
の
他
、
医
学
研
究
機

構
、
生

涯
学

習
文
化
財
団
と
の
連
携
講
座
を
企
画
、
実

施
。

・
文
化
施
設
等
連
携
推
進

委
員
会
を
設
置
し
、
大
学
と
都
の

文
化

施
設
等
と
の
連
携
に
つ
い
て
、
検
討
を
行
う
。

Ａ

・
東
京
都
生
活

文
化
局
や
東
京
都
歴
史
文
化
財
団
と
協
議

を
行
い
、

文
化
施
設
へ
の
学
生
の
入
館
料
免
除
を
含
む
、

歴
史

文
化
財

団
と
の
連
携
協
力
に
関
す
る
覚
書
を
締
結
し

た
。

・
そ

れ
ぞ

れ
の
機
関
の

職
員
と
大
学
の
学
生

及
び
教
員
の

交
流
に

向
け
た
検
討
を
行
う
。

Ｂ
・
東
京
都

歴
史

文
化
財
団
の
文
化
施
設
学
芸
員
と
教
員
の

懇
談
の

場
を
設

け
、
交
流
を
進
め
た
。

（
２
）
都
政
と
の
連
携
に
関
す
る
取
組
み

○
都
の
試
験
研
究
機
関

や
博
物
館
・
美
術
館
と

の
連
携

○
都
と
の
連
携
事
業
の

推
進

都
政
の
課
題
解
決
や
施
策
展
開
に
積
極
的
に
参
画
す
る

こ
と
で
、
都
政
の
シ
ン
ク
タ
ン
ク
と
し
て
の
機
能
を
発
揮
す

る
と
と
も
に
、
大
学
の
教
育
研
究
の
よ
り
一
層
の
活
性
化

を
図
る
。

　
　
こ
の
た
め
、
都
に
対
し
て
、
都
政
の
課
題
に
対
す
る

提
言
を
積
極
的
に
行
い
、
都
政
の
シ
ン
ク
タ
ン
ク
と
し
て

の
役
割
を
果
た
す
と
と
も
に
、
以
下
の
よ
う
な
取
組
を
通

じ
、
都
政
や
社
会
に
貢
献
す
る
。

・
都
の
施
策
展
開
を
支
え
る
調
査
・
研
究
の
実
施

・
各
局
の
研
修
の
中
で
大
学
の
専
門
性
を
活
か
す
こ
と
の

で
き
る
研
修
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
提
案
・
提
供

・
都
政
・
社
会
の
要
請
に
対
応
し
た
教
育
・
研
究
プ
ロ
グ

ラ
ム
の
開
発

・
関
係
審
議
会
・
協
議
会
へ
の
参
加

平
成
１
７
年
度
に
お
い
て
は
、
都
の
重
点
事
業
と
し
て
大

学
に
課
さ
れ
た
事
業
を
着
実
に
実
施
す
る
と
と
も
に
、
平

成
１
８
年
度
に
向
け
、
こ
れ
ら
の
事
業
の
新
た
な
展
開
の

方
針
を
定
め
、
都
の
施
策
へ
の
反
映
に
努
め
る
。

・
オ
ー
プ
ン
ユ
ニ
バ
ー
シ
テ
ィ
に
お
い
て
、
魅
力
あ
る

講
座
を
提
供
す
る
。

・
大
学
と
試
験
研
究
機
関
や
文
化
施
設
、
福
祉
医
療
施
設

等
と
共
同
研
究
・
共
同
事
業
を
行
う
。

・
そ
れ
ぞ
れ
の
機
関
の
職
員
と
大
学
の
学
生
及
び
教
員
の

交
流
を
推
進
す
る
。
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公
立
大
学
法
人
首
都
大
学
東
京

中
期
計
画

年
度
計
画

自
己
評
価

年
度
計
画
に
係
る
実
績

評
定

評
価
結
果
の
説
明
等

中
期
計
画
に
係
る
該
当
項
目

Ⅱ
　
首
都
大
学
東
京
に
関
す
る
目
標
を
達
成
す
る
た
め
に
と
る
べ
き
措
置

３
　
社
会
貢
献
に
関
す
る
目
標
を
達
成
す
る
た
め
の
措
置

公
立
大
学
分
科
会

評
価
項
目

【
中
期
計
画
の
達
成
状
況
・
今
後
の
課
題
な
ど
】

・
都
民
へ
の
知
の
還
元
の
た
め
、
オ
ー
プ
ン
ユ
ニ
バ
ー
シ

テ
ィ
を
中
心
に
、
教
養
講
座
、
キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ
リ
カ
レ

ン
ト
講
座
等
を
開
始
し
た
。
こ
れ
に
加
え
、
都
の
研
修
支

援
講
座
、
特
別
区
と
の
連
携
講
座
、
日
本
語
教
育
講
座
な

ど
ユ
ニ
ー
ク
な
講
座
を
提
供
し
た
。

・
図
書
情
報
セ
ン
タ
ー
に
お
け
る
本
の
貸
出
を
開
始
し
、

都
民
開
放
を
拡
大
実
施
し
た
。

・
（
今
後
の
課
題
）
オ
ー
プ
ン
ユ
ニ
バ
ー
シ
テ
ィ
の
講
座

を
拡
大
す
る
と
と
も
に
、
内
容
の
充
実
、
都
や
特
別
区
と

の
連
携
講
座
の
拡
充
に
努
め
る
。

・
オ
ー
プ
ン
ユ
ニ
バ
ー
シ
テ
ィ
を
設
置
す
る
。

・
東
京
区
政
会
館
や
各
キ
ャ
ン
パ
ス
に
お
い
て
、
広
く
都

民
を
対
象
に
し
た
教
養
講
座
や
社
会
人
な
ど
を
対
象
に
し

た
キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ
・
リ
カ
レ
ン
ト
を
目
的
と
し
た
講

座
を
、
全
学
体
制
の
下
、
平
成
１
７
年
度
は
１
５
０
講
座

程
度
開
設
し
、
平
成
１
８
年
度
以
降
順
次
拡
大
し
て
い
く
。

・
平
成
１
８
年
度
は
一
般
向
け
教
養
講
座
や
キ
ャ
リ
ア

ア
ッ
プ
・
リ
カ
レ
ン
ト
講
座
を
充
実
さ
せ
た
上
に
、
産
学

連
携
講
座
、
自
治
体
等
へ
の
研
修
支
援
講
座
を
実
施
す

る
。
・
平
成
１
９
年
度
以
降
は
、
そ
れ
ら
に
加
え
て
学
位
取
得

な
ど
を
目
的
と
し
た
プ
ロ
グ
ラ
ム
等
の
検
討
・
実
施
に

努
め
る
。

・
広

く
都
民
を

対
象
に
し
た
教

養
講

座
や
社
会

人
な
ど
を

対
象
に

し
た
キ
ャ

リ
ア
ア
ッ
プ
・

リ
カ
レ
ン
ト
を

目
的
と
し
た

講
座
を
、

1
5
0
講

座
程

度
開
設
す
る
。

Ｂ

・
教

養
講

座
や
キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ
・
リ
カ
レ
ン
ト
を
目
的

と
し
て
、
1
4
9
講

座
を
実
施
し
た
。

　
ま
た
、
東
京
都

職
員
研
修
所
や
総
務
局
の
職
員
研
修
の

一
部

講
座
を
実
施
し
た
ほ
か
、
特
別
区
協
議
会
と
連
携

し
、

区
民

向
け
の
都
市
環
境
に
関
す
る
講
座
を
実
施
し

た
。

　
さ
ら
に
民
間
企
業
か
ら
の
寄
付
金
を
受
け
、
「
か
ら

だ
」
に
関
す
る
分
野
で
寄
附
講
座
を
実
施
し
た
。
（
２
講

座
）

・
多

様
な

日
本

語
学

習
者
を

指
導
す
る
教

育
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
や

日
本

語
教
員
等

向
け
の

日
本

語
教

育
講

座
を
実
施
す
る
。

Ｂ
・

前
期
・

後
期
と
も
に
「
日
本
語
教
育
シ
リ
ー
ズ
」
講
座

を
開
設
し
、
実
施
し
た
。

・
マ

ル
チ

メ
デ
ィ
ア
な
ど
を
利
用
し
た

日
本

語
遠

隔
教

育
シ
ス
テ

ム
の
開
発
を
検
討
す
る
。

Ｂ

・
都
と
連
携
し
「
ア
ジ
ア
技
術
者
育
成
事
業
」
の
た
め
の

事
前

日
本

語
研

修
の
準
備
や
都
か
ら
の
委
託
事
業
と
し
て

実
施
し
て
い
る

日
本
語
教
材
の
開
発
な
ど
の
具
体
的
な
取

組
を
実
施
し
た
。

・
首
都
大
学
東
京
の
生
涯
学
習
の
拠
点
と
し
て
、
よ
り

多
く
の
都
民
等
に
教
育
研
究
成
果
を
還
元
す
る
た
め
、
都
民

等
が
通
所
し
や
す
い
飯
田
橋
キ
ャ
ン
パ
ス
（
東
京
区
政
会

館
）
を
中
心
に
講
座
を
展
開
す
る
。

・
都
民
等
が
通

所
し
や
す
い

飯
田

橋
キ
ャ
ン
パ
ス
（
東
京

区
政
会

館
）
を

中
心
に

講
座
を
展
開
す
る
。

Ｂ

・
飯

田
橋
キ
ャ
ン
パ
ス
に
お
い
て
、
前
期
講
座
一
般
講
座

8
2
講

座
の
う

ち
、
5
7
講
座
（
7
0
％
）
、
後
期
開
講
一
般
講

座
4
7
講

座
の
う

ち
3
9
講
座
（
8
3
％
）
を
実
施
し
た
。

・
受

講
者
ア
ン

ケ
ー
ト
な
ど
に

基
づ
き
、
ニ
ー
ズ
の
把
握
や

内
容

の
工

夫
を
図
る
。

Ｂ

・
す

べ
て
の

講
座
に
つ
い
て
、
そ
の
終
了
時
ま
で
に
受
講

生
ア
ン

ケ
ー
ト
を
実
施
し
た
。
ま
た
、
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
の

請
求

時
に
ネ
ッ
ト
上
で
の
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し
た
。

　
こ
の

中
で
、

興
味
あ
る
分
野
の
上
位
に
位
置
づ
け
ら
れ

た
心
理
、

文
化
、

芸
術
、
文
学
に
関
す
る
講
座
を
平
成
1
8

年
度
の
実
施

計
画
に
盛
り
込
む
な
ど
内
容
の
工
夫
を
行
っ

た
。

・
応
募

者
が

一
定
の

基
準
に

満
た
な
い

講
座
に
つ
い
て
、
よ
り
参

加
者
の

見
込
め
る

講
座
を
企
画
・
実
施
す
る
な
ど
、

改
善
・

見
直

し
を
図
る
。

Ｂ

・
応
募

者
が

一
定
の
基
準
に
満
た
な
い
講
座
に
つ
い
て
は

担
当

講
師
を

中
心
に
企
画
の
練
り
直
し
を
行
っ
た
う
え

で
、

９
講

座
を

再
実
施
し
た
。

・
大
学
が
所
蔵
す
る
豊
富
な
学
術
情
報
を
都
民
に
還
元
す

る
た
め
、
図
書
情
報
セ
ン
タ
ー
の
本
館
を
中
心
と
し
た

一
般
開
放
を
平
成
１
７
年
度
中
に
実
現
す
る
よ
う
諸
条
件
の

整
備
に
努
め
る
。

・
研
究
成
果
情
報
、
学
術
情
報
な
ど
の
電
子
化
を
推
進

し
、
社
会
に
広
く
発
信
す
る
よ
う
努
め
る
。

・
都

内
在

住
・

在
勤

者
を

対
象
に
、
平
成

１
７

年
１

０
月
を

目
途

に
本

館
で
の

貸
出
を
開

始
す
る
な
ど
、
都
民
開

放
の

拡
大
を
行

う
。

Ｂ

・
大
学
が

所
蔵
す
る
豊
富
な
学
術
情
報
を
都
民
に
還
元
す

る
た
め
、
都

内
在

住
・
在
勤
者
を
対
象
と
し
て
、
1
0
月
2
8

日
、

本
館
に

お
け
る
貸
出
を
開
始
す
る
な
ど
、
都
民
開
放

の
拡
大
を
実
施
し
た
。
（
1
8
年
３
月
末
日
現
在
、
都
民
利

用
登

録
者
2
2
5
人
、

貸
出
冊
数
8
8
2
冊
、
当
日
利
用
者
2
6
9

人
）
。

○
オ
ー
プ
ン
ユ
ニ
バ
ー

シ
テ
ィ
の
都
心
展
開

・
日
本
語
学
習
支
援
・
日
本
事
情
教
育
な
ど
を
実
施
し
、

日
本
語
教
育
に
関
す
る
体
制
を
整
備
・
充
実
さ
せ
る
。

・
ま
た
、
よ
り
効
果
的
な
日
本
語
教
育
に
関
す
る
講
座
を

実
施
す
る
た
め
に
、
マ
ル
チ
メ
デ
ィ
ア
な
ど
を
利
用
し
た

日
本
語
遠
隔
教
育
シ
ス
テ
ム
の
開
発
を
検
討
す
る
。

（
３
）
都
民
へ
の
知
の
還
元
に
関
す
る
取
組
み

○
一
般
開
放
・
学
術
情

報
の
発
信
（
図
書
情
報

セ
ン
タ
ー
）

○
生
涯
学
習
、
継
続
学

習
の
ニ
ー
ズ
へ
の
対
応

（
オ
ー
プ
ン
ユ
ニ
バ
ー

シ
テ
ィ
）

○
日
本
語
教
育
講
座
等

の
開
設
（
オ
ー
プ
ン
ユ

ニ
バ
ー
シ
テ
ィ
）

○
オ
ー
プ
ン
ユ
ニ
バ
ー

シ
テ
ィ
の
講
座
の
定
期

的
な
改
善
・
見
直
し

・
受
講
者
ア
ン
ケ
ー
ト
な
ど
に
基
づ
き
、
ニ
ー
ズ
の
把
握

や
内
容
の
工
夫
を
図
る
。

・
応
募
者
が
一
定
の
基
準
に
満
た
な
い
講
座
に
つ
い
て

は
、
ア
ン
ケ
ー
ト
等
を
参
考
に
、
次
期
は
よ
り
参
加
者
の

見
込
め
る
講
座
を
企
画
・
実
施
す
る
な
ど
、
都
民
・
受

講
者
ニ
ー
ズ
の
観
点
か
ら
定
期
的
な
改
善
・
見
直
し
を
図

る
。
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Ⅱ

 
首

都
大

学
東

京
に

関
す

る
特

記
事

項
 

 

 
-
 
2
7
 
-

 
首
都

大
学

東
京

に
と

っ
て

開
学

初
年

度
で

あ
る

平
成

１
７

年
度

は
、

「
大

都
市

に
お

け
る

人
間

社
会

の

理
想
像

の
追

求
」

と
い

う
大

学
の

使
命

の
実

現
に

向
け

、
基

礎
ゼ

ミ
ナ

ー
ル

や
都

市
教

養
プ

ロ
グ

ラ
ム

を

は
じ
め

と
す

る
新

し
い

基
礎

・
教

養
教

育
、

学
生

サ
ポ

ー
ト

セ
ン

タ
ー

を
中

心
と

し
た

多
面

的
な

学
生

支

援
、
都

政
と

の
連

携
研

究
や

オ
ー

プ
ン

ユ
ニ

バ
ー

シ
テ

ィ
の

開
設

等
に

よ
る

都
民

・
社

会
へ

の
研

究
成

果

の
還
元

な
ど

、
新

し
い

大
学

に
ふ

さ
わ

し
い

特
色

あ
る

取
組

を
開

始
し

、
並

行
し

て
そ

の
実

施
体

制
の

整

備
を
図

り
な

が
ら

、
大

学
の

教
育

研
究

活
動

を
軌

道
に

乗
せ

て
い

く
こ

と
が

で
き

た
。

ま
た

、
平

成
１

８

年
度
か

ら
の

大
学

院
の

再
編

に
向

け
て

、
新

し
い

大
学

の
理

念
を

踏
ま

え
、

着
実

に
準

備
を

進
め

た
。

 

平
成

１
８

年
度

は
、

１
７

年
度

に
構

築
し

た
仕

組
み

を
検

証
し

、
取

組
の

改
善

及
び

強
化

を
図

っ
て

い

く
。

 

 １
 
大
都
市
の
様
々
な
課
題
を
解
決
し
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
発
揮
し
得
る
人
材
の
育
成
 

 
平
成

１
７

年
度

は
、

学
生

の
自

ら
考

え
る

力
を

育
て

る
た

め
、

特
徴

的
な

基
礎

・
教

養
教

育
の

仕
組

み

や
、
単

位
バ

ン
ク

シ
ス

テ
ム

に
基

づ
く

新
し

い
履

修
の

仕
組

み
を

導
入

し
て

実
施

に
移

し
た

。
同

時
に

、

教
育
の

質
の

改
善

・
向

上
に

向
け

て
、

全
学

的
な

Ｆ
Ｄ

活
動

を
組

織
し

て
、

基
礎

・
教

養
教

育
を

中
心

に

そ
の
評

価
・

検
証

に
取

り
組

ん
だ

。
こ

の
成

果
を

更
に

次
年

度
以

降
へ

活
か

し
て

い
く

。
 

 (
1
)
 
新

た
な

基
礎

・
教

養
教

育
の

取
組

 

首
都
大

学
東

京
の

基
礎

・
教

養
教

育
は

、
社

会
の

各
分

野
で

活
躍

で
き

る
人

材
を

育
成

す
る

た
め

、

大
学

で
学

ぶ
た

め
の

基
礎

的
な

知
識

や
技

術
、

も
の

の
見

方
や

考
え

方
を

学
ぶ

こ
と

に
よ

り
、

大
都

市

を
は

じ
め

と
す

る
社

会
の

様
々

な
課

題
を

的
確

に
捉

え
、

自
ら

考
え

、
そ

の
解

決
策

を
生

み
出

し
て

い

く
こ

と
が

で
き

る
力

を
身

に
付

さ
せ

る
こ

と
を

ね
ら

い
に

、
以

下
の

プ
ロ

グ
ラ

ム
を

配
置

し
て

い
る

。
 

「
基
礎

ゼ
ミ

ナ
ー

ル
」

は
、

大
学

に
入

学
し

た
１

年
次

の
学

生
に

対
し

て
、

受
け

身
な

態
度

で
は

な

く
、

自
ら

調
べ

と
も

に
考

え
る

、
よ

り
積

極
的

な
学

習
方

法
を

学
ば

せ
る

こ
と

を
目

指
し

て
、

１
年

次

前
期

に
全

学
部

共
通

の
必

修
科

目
と

し
て

導
入

し
、

学
部

を
横

断
し

た
ク

ラ
ス

編
成

を
行

い
、

１
ク

ラ

ス
２

５
人

程
度

の
規

模
で

７
４

ク
ラ

ス
を

開
講

し
た

。
様

々
な
視
点

を
持
つ
学

部
の

学
生

が
共

同
し

て

調
査

・
発
表
・
討
論

を
行

う
こ

と
に

よ
り

、
表

現
力

や
プ
レ
ゼ

ン
テ

ー
シ
ョ
ン
能
力

な
ど

を
習
得
す

る

だ
け

で
な

く
、

知
的
刺
激

を
与

え
合

う
効

果
や

、
豊

か
な

人
間

関
係

の
形

成
を
促
す
効
果

も
得

る
こ

と

が
で

き
、

１
年

目
と

し
て

は
順

調
な

ス
タ

ー
ト

を
切

る
こ

と
が

で
き

た
。

 

そ
の
他

、
全

学
生

の
必

修
と

し
て

い
る

科
目

に
は

、
「
実
践
英
語
」
と
「
情
報
リ
テ

ラ
シ

ー
実
践
Ⅰ

」

が
あ

る
。
実

践
英

語
は

、
小

人
数

ク
ラ

ス
（
２

５
名

、
各
７

５
ク

ラ
ス
）
編
成

に
よ

り
、
Ｎ
Ｓ
Ｅ

(N
at

iv
e
 

S
p
e
ak

e
r 

o
f 
E
n
g
li
sh

)講
師
に

よ
る

オ
ー

ラ
ル
・
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ

ン
及

び
ラ
イ
テ

ィ
ン

グ
の
訓
練

と
、

日
本

人
教
員
に

よ
る
専
門

教
育

に
必
要
な

多
様

な
英
文
を
読
み

こ
な

す
力

を
つ

け
る
授
業

を
組

み
合

わ

せ
、

「
読
む
・
書
く

・
聞

く
・
話
す

」
の
英
語

実
践

力
を

育
成

す
る

こ
と

を
ね

ら
い

に
実

施
し

た
。

 

情
報
リ

テ
ラ

シ
ー

実
践

Ⅰ
は

、
Ｉ
Ｔ
を
ツ
ー

ル
と

し
て

活
用

す
る

だ
け

で
な

く
、
情
報

の
収
集
、

分

析
、

編
纂

、
伝
達
・
発
信

、
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ
ョ
ン

と
い

っ
た
情
報

対
応
能
力

の
向

上
を

目
指

し
て

、

学
部

・
系
別
ご

と
に

ク
ラ

ス
を

編
成

し
、

１
年

次
前

期
に
３
６

ク
ラ

ス
を

開
講

し
た

。
学

生
へ

の
ア

ン

ケ
ー

ト
で

は
、
半
数

以
上

の
学

生
か

ら
、
情
報

の
活
用
力

が
身

に
付

い
た

と
い

う
回
答
が
得
ら
れ
た

。
 

ま
た
、
選
択

必
修

科
目

と
し

て
「

都
市

教
養

プ
ロ

グ
ラ

ム
」

を
設

け
た

。
こ
れ
は

、
都

市
に

関
す

る

４
つ

の
テ

ー
マ
（
文

化
・
芸
術

・
歴
史
、

グ
ロ

ー
バ

ル
化

・
環
境
、

人
間

・
情
報
、
産
業

・
社

会
）

か

ら
１
つ
を
選
択

し
、
４
つ
の

学
問

体
系

と
実
験
・
体
験
型
科

目
（
イ

ン
タ

ー
ン

シ
ッ

プ
）
か

ら
学
際

的
・

総
合
的

に
学

ぶ
教

養
プ

ロ
グ

ラ
ム

で
あ

る
。
毎
回
異
な

る
都

政
の

実
務
者
を
招
い

て
、

行
政

現
場

か
ら

見
た
都

政
の

現
状

な
ど

に
つ

い
て
講
義

す
る

「
都
庁
の

仕
組

み
と

仕
事

」
や

、
具

体
的

な
医
療
事
故
や

航
空
機

事
故

を
取

り
上
げ
、
豊
富

な
ス

ラ
イ
ド
を
用
い

な
が

ら
、

こ
う

し
た

事
故

の
要
因
と

な
る
ヒ
ュ

ー
マ
ン
エ
ラ

ー
を
引
き
起
こ

し
た
機
器

の
設
計
の
問
題

を
取

り
上
げ
た

「
安

全
性

の
科

学
」

な
ど

、
文

系
・
理
系
を
問
わ
ず
、

学
生

の
知

的
好
奇
心

に
訴

え
る
授
業

を
、

前
期

に
６

１
コ
マ
、
後
期

に
７

２
コ

マ
を
開
講
し

た
。

 

こ
の

都
市

教
養

プ
ロ

グ
ラ

ム
の

「
実
験
・

体
験
型
科

目
」

と
い

う
位

置
付

け
で

、
様

々
な

課
題

を
抱

え
る
大

都
市

の
現
場
に
直
接
触
れ

、
問

題
意

識
の
醸
成

や
主

体
的

に
取

り
組
む
能

力
の

育
成

を
図

る
た

め
、
東

京
都

関
係

の
事
業
所

等
を

受
入
先
と

す
る

「
現

場
体

験
型

イ
ン

タ
ー

ン
シ

ッ
プ

」
を

実
施

し
、

約
 
4
0
0
名
の

学
生

が
履

修
し

た
。

事
後

指
導

時
の

学
生
ア
ン
ケ
ー

ト
の
回
答

を
見

る
と

、
職
業
観

・
勤

労
観
や
将
来

に
対

す
る

考
え

方
が
変
わ

っ
た

と
い

う
感

想
が

多
か

っ
た

。
 

こ
れ

ら
の

基
礎

・
教

養
教

育
を
総
合

的
に
統
括

す
る

全
学

組
織

と
し

て
基

礎
教

育
セ

ン
タ

ー
を

設
置

し
、
そ

の
責
任
者

と
し

て
基

礎
教

育
セ

ン
タ

ー
長

を
置

い
て

、
基

礎
・

教
養

教
育

全
体

の
調

整
に
努
力

し
た
。

 

 (
2
)
 
教
育

の
成

果
を

検
証

し
進

化
・

発
展

さ
せ

る
Ｆ

Ｄ
活

動
 

首
都

大
学

東
京

は
、

開
学

と
同

時
に

Ｆ
Ｄ
委
員

会
を

組
織

し
、

上
に
述
べ

た
新

し
い

仕
組

み
に

よ
る

基
礎
・

教
養

教
育

の
検

証
・

改
善

に
着
手
し

た
。

基
礎

・
教

養
教

育
全
般
、

都
市

教
養

プ
ロ

グ
ラ

ム
、

実
践
英
語
そ
れ
ぞ
れ
に
つ
い

て
学

生
及

び
授

業
担

当
教

員
を

対
象

に
ア

ン
ケ

ー
ト

評
価

を
行

い
、

そ
の

集
計
・

分
析
結
果

を
公
表
す

る
と

と
も

に
、
個
々

の
授
業
科

目
に

関
す

る
集
計
結

果
を
授
業
担
当

教
員

に
フ
ィ

ー
ド

バ
ッ

ク
し

た
。

 

ま
た

、
他

大
学

の
先

進
的

な
取

組
を
聞
く

Ｆ
Ｄ

講
演

会
や

、
授
業
評

価
で
好
評

だ
っ

た
授
業
担
当
教

員
に
取

組
内
容
を
発
表

し
て

も
ら

う
Ｆ

Ｄ
セ

ミ
ナ

ー
な

ど
を

開
催

し
、

そ
れ

ら
の
内
容

を
冊
子
や
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
で
広
く
公
開

し
た

。
 

こ
れ

ら
に

よ
り

、
個

々
の
授
業

の
内
容
・

方
法

だ
け

で
な

く
、

基
礎

・
教

養
教

育
の

仕
組

み
や

シ
ラ

バ
ス
、

テ
キ

ス
ト

、
時

間
割

編
成

の
改

善
を

図
っ

た
。

 

今
後

は
、

こ
の

取
組

を
専
門
教

育
も
含
め

た
授
業
科

目
全

体
や

部
局
別
の

取
組

に
も
広
げ

て
い

く
予

定
で
あ

る
。

 

 (
3
)
 
単
位

バ
ン

ク
シ

ス
テ

ム
の

導
入

 

 
 
 
学
生

の
将
来
設
計
に
合
わ

せ
た

多
様

な
カ
リ
キ
ュ
ラ

ム
設
計
や

、
選
択
の
幅
を
広
げ

る
た

め
の

学
外

の
教
育
資
源

の
積

極
的

な
活
用
等

を
ね

ら
い

と
し

て
、

「
単

位
バ

ン
ク

シ
ス

テ
ム

」
を

導
入

し
た

。
 

 
 
 
平
成

１
７

年
度

は
シ

ス
テ

ム
デ
ザ
イ

ン
学

部
を

中
心

に
導

入
を

図
り

、
他

大
学

科
目
（
２

大
学

２
科

目
）
を

認
定

し
て

登
録

し
た

。
ま

た
、

平
成

１
８

年
度

か
ら

新
た

な
授
業
科

目
と

し
て

「
特

定
社

会
活

動
」
を

設
け

、
国
際
協

力
機

構
の

「
海
外
青

年
協

力
隊

」
に
参
加

す
る

活
動

を
単

位
認
定
の

対
象

と
す

る
こ
と

と
し

、
学

位
設
計
委
員
会

等
で
十
分

な
検
討
を

行
う

な
ど

、
制

度
構

築
の

た
め

の
準

備
を

行
っ

た
。

 

   



 
-
 
2
8
 
-

２
 
き
め
細
か
な
学
生
支
援
体
制
の
構
築
 

 
首

都
大

学
東

京
の

開
学

に
伴

い
、
学
生

生
活

全
般

に
お

け
る

学
生

支
援

を
中

心
に

担
う
学
生
サ
ポ
ー
ト

セ
ン
タ
ー

を
設

置
し

た
。

こ
の

学
生

サ
ポ

ー
ト

セ
ン

タ
ー

と
基

礎
教

育
セ

ン
タ

ー
、

各
学

部
の

教
員

の
連

携
を

強
化

し
、
学
生

一
人

ひ
と

り
が

自
ら

描
く

将
来

像
に

向
か

い
目

的
意

識
を

持
っ

て
充

実
し

た
大

学
生

活
を

送
る

こ
と

が
で

き
る

よ
う

、
様

々
な

指
導

・
支

援
を

行
う

体
制

を
整

備
し

た
。

今
後

、
こ

の
体

制
を

基
盤

と
し

て
、

学
生

支
援

機
能

を
さ

ら
に

強
化

し
て

い
く

。
 

 

教
員

に
よ

る
専

門
的

な
履

修
相

談
・

履
修

指
導

と
し

て
は

、
基

礎
教

育
セ

ン
タ

ー
を

中
心

と
す

る
全

学

的
な
体

制
を

構
築

す
る

と
と

も
に

、
各

学
部

に
お

い
て

も
学

年
担

当
教

員
を

置
く

な
ど

の
き

め
細

か
な

対

応
を
と

っ
た

。
こ

れ
に

加
え

、
キ

ャ
リ

ア
形

成
支

援
に

関
し

専
門

的
知

識
を

持
つ
学
修
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー

を

新
た
に

３
名

配
置

し
、

「
フ

ァ
ー

ス
ト

・
イ

ヤ
ー

・
エ

ク
ス

ペ
リ

エ
ン

ス
」

（
Ｆ

Ｙ
Ｅ

：
新

入
生

を
対

象

と
し
た

大
学

へ
の

導
入

支
援

）
及

び
「
キ

ャ
リ

ア
・
デ

ィ
ベ

ロ
ッ

プ
メ

ン
ト
・
プ

ロ
グ

ラ
ム

」
（

Ｃ
Ｄ

Ｐ
：

自
律
を

促
す

職
業

選
択

の
動

機
付

け
）
の

実
施

や
キ

ャ
リ

ア
・
カ
ウ

ン
セ

リ
ン

グ
な

ど
の

活
動

を
展

開
し

、

学
生
の

自
律

的
な

進
路

選
択

の
た

め
の

支
援

を
行

っ
た

。
ま

た
、
学
生
相
談
室
に

お
い

て
は

、
専

門
の

心

理
カ
ウ

ン
セ

ラ
ー

が
適

応
相

談
に

よ
り

、
個

々
人

の
問

題
解

決
を

援
助

し
た

。
今

後
さ

ら
に

、
各

学
部

に

お
け
る

教
員

の
教

育
活

動
と

学
修

カ
ウ

ン
セ

ラ
ー

等
の

活
動

と
の

連
携

を
図

っ
て

い
く

。
 

新
た

に
就
職
課

を
設

置
し

、
そ

の
も

と
に
就
職
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー

２
名

を
配

置
し

て
、

就
職

相
談

や
企

業

セ
ミ
ナ

ー
（

４
０

回
開

催
）

等
の

就
職

支
援

の
充

実
を

図
っ

た
。

こ
れ

ら
の

取
組

に
よ

り
、

学
生

の
就

職

相
談
の

利
用

件
数

が
１

,
２
４

６
件
（

都
立

大
学

を
含

む
）
と
な

り
、
昨
年

度
（
都

立
大

学
）
の
３

０
６

件

と
比
べ

、
大

幅
に

増
加

し
た

。
こ

の
結

果
、

平
成

１
７

年
度

卒
業

者
の

う
ち

就
職

希
望

者
の

就
職

率
（

３

大
学
・

学
部

生
）

は
９

４
.
７

％
と

、
前

年
度

（
９

２
．

７
％

）
に

比
べ

２
.
０
％

改
善

さ
れ

た
。

 

な
お

、
平

成
１

８
年

度
か

ら
学

生
に

対
す

る
表

彰
制

度
の

一
環

と
し

て
、
成
績
優
秀
者
の
授
業
料
減
免

制
度
を

導
入

す
る

た
め

、
基

準
等

の
整

備
を

行
っ

た
。

 

 ３
 
ア
ド
ミ
ッ
シ
ョ
ン
・
ポ
リ
シ
ー
を
明
確
に
し
た
入
学
者
選
抜
に
よ
る
学
生
受
入
れ
 

大
学

の
基

本
理

念
を

踏
ま

え
、

「
知

的
好

奇
心

に
あ

ふ
れ

、
未

知
の

も
の

に
チ

ャ
レ

ン
ジ

す
る

人
」

な

ど
大
学

全
体

の
ア
ド
ミ
ッ
シ
ョ
ン
・
ポ
リ
シ
ー
（
求
め

る
学

生
像

）
と
コ
ー

ス
等
ご
と

の
も

の
を
定
め

て

公
表
し

、
こ

れ
に

基
づ

い
た
特
色

あ
る

入
学

者
選
抜
を

実
施

し
た

。
 

  
一
般

選
抜
以
外

に
、
多
様
な
入
試
を

実
施

し
、

各
専

門
分
野
へ

の
関

心
・

意
欲

、
知

的
好

奇
心

、
チ

ャ

レ
ン
ジ
精
神

、
目

的
意

識
等

、
一

般
選
抜
で

は
測

り
に

く
い

能
力

や
資
質
を

持
つ

学
生

の
受

入
れ

に
努

め

た
。
特

に
、

都
市

教
養

学
部

理
工

学
系

生
命
科
学
コ
ー

ス
及

び
都
市
環
境
学

部
地

理
環
境
コ

ー
ス

で
は

、

一
定
期
間
の
ゼ
ミ

ナ
ー
ル
や

実
験

を
受
講
さ
せ
、

そ
の
間
の

履
修

成
績

や
面
接
等

に
よ

り
選
抜
を

行
う
ゼ

ミ
ナ
ー
ル
入
試
を

実
施

し
、

そ
の

実
績

を
受

け
、

生
命
科
学
コ
ー

ス
で

は
、
ゼ
ミ

ナ
ー
ル
入
試
に

よ
る

学

生
募
集
枠
を
拡
大

す
る

こ
と

と
し

た
。

 

 
ま
た

、
教

職
員

が
一

体
と

な
っ

て
、

指
定
校
推
薦
の

対
象
高
校

や
入

学
実
績
の

あ
る
高
校

を
中

心
に
高

校
訪
問

（
１

７
年

度
実
績
４

４
校

）
を

行
っ

た
り

、
健
康
福
祉
学

部
に

お
け

る
出
張
講
義
や

都
市

教
養

学

部
理
工

学
系

各
コ

ー
ス

に
お

け
る
オ
ー

プ
ン

ラ
ボ

（
研
究
室

一
般
公
開

）
を

実
施

し
た

り
す

る
な

ど
、

入

試
広
報

を
積
極
的

に
展

開
し

た
。

 

 

４
 
新
し
い
大
学
の
理
念
に
基
づ
く
大
学
院
の
再
編
 

平
成
１

８
年

度
に

行
う
研
究
科
の
再
編

成
に

向
け

て
、

新
大

学
院

設
置

の
理

念
及

び
研
究
科
ご
と

の
特

性
を
十
分

踏
ま

え
、

体
系

的
な

知
識

の
修
得
と

専
門
分
野

の
研
究
技
法
、
技
術

の
修
得
と

の
バ

ラ
ン

ス
の

取
れ

た
教

育
課
程
編

成
に

取
り

組
む

と
と

も
に

、
特
色
あ

る
教

育
プ

ロ
グ

ラ
ム

を
実

施
し

た
。

 

 

首
都
大

学
東

京
の

大
学
院
は

、
平

成
１

７
年

度
の

開
学
時
点

で
は

、
研
究
科

・
専
攻
の

構
成

、
学

生
定

員
に

つ
い

て
、
統
合

前
の

各
大

学
の

大
学
院
の

構
成

を
引

き
継

い
だ

形
で
発
足

し
た

。
 

平
成
１

８
年

度
か

ら
大

学
院

を
新

し
い

大
学

の
理

念
に

基
づ

く
内
容
及

び
構

成
と

す
る

た
め

、
教

育
課

程
の
編
成

等
の
検
討

を
行

い
、

大
学

の
使
命
と

３
つ

の
重
点
課

題
に

対
応

し
た
視
点

と
、

学
術

の
体
系
化

の
視
点
と

の
２

つ
の
軸
を
有
機

的
に

結
合

さ
せ

、
総
合
大

学
と

し
て

の
メ

リ
ッ

ト
を

生
か

す
形

で
、
６
研

究
科
２
１
専
攻
に
再
編
す

る
こ

と
と

し
た

。
こ

の
再
編
の

た
め

の
文

部
科

学
大
臣
あ

て
届
出
に

当
た

り
、

大
学

設
置

・
学
校
法

人
審
議
会

に
よ

る
教

員
の
資
格
審
査

は
省
略
さ

れ
た

が
、

大
学

の
判
断
に

よ
り

、
大

学
院

の
教

育
研
究
基

盤
の
質
的
保
障

を
図

る
た

め
、
学
内

に
大

学
院

教
員
審
査

の
た

め
の

体
制

を
構

築
し

、

外
部
委
員

の
協
力
も
得
て

、
大

学
院

の
授

業
科

目
を

担
当

す
る
予
定

の
全

教
員

に
つ

い
て
独
自

に
審
査
を

行
っ

た
。

 

理
学
研
究
科

（
平

成
１

８
年

度
か

ら
理
工
学
研
究
科
等

に
再
編
）

で
は

、
文

部
科

学
省

の
新
規
事

業
で

あ
る
「
魅
力
あ
る
大
学
院
教
育
」
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ブ

に
応
募
し

、
２

件
が
採
択

さ
れ

た
。

こ
の
事
業

は
、

現
代
社
会

の
新

た
な
ニ
ー
ズ
に

応
え

ら
れ

る
創
造
性
豊
か

な
若
手
研
究
者

の
養

成
機

能
の

強
化

を
図

る
た

め
、

大
学
院
に

お
け

る
意
欲
的

か
つ
独
創

的
な

教
育

の
取

組
を
重
点

的
に

支
援

す
る

も
の

で
あ

る
。

 

物
理
学

専
攻

と
化

学
専
攻
の
共
同

プ
ロ

グ
ラ

ム
で

は
、
物
理

と
化

学
の
融
合

し
た
視
野

の
広

い
研
究
者

を
養

成
す

る
こ

と
を

目
指

し
、

学
際

的
講
義
科

目
の

設
置

、
専
攻
間
協
力

に
よ

る
相
互
ア
ド
バ

イ
ザ

ー
制

度
の

導
入

な
ど

に
取

り
組
ん
だ

。
ま

た
、

生
物
科
学

専
攻

で
は

、
異
分
野
経
験

を
通
じ
て
独
創

的
思
考
力

と
高

い
問

題
解

決
力

を
持

つ
研
究
者

を
養

成
す

る
こ

と
を

目
指

し
、

東
京

都
に

あ
る
豊
富

な
試
験
研
究
機

関
や
高
等

学
校

等
を

活
用

し
た

イ
ン

タ
ー

ン
シ

ッ
プ

や
ア

ウ
ト

リ
ー

チ
（
高
校

生
向

け
の
研
究

成
果

の
普

及
活

動
な

ど
）

に
取

り
組

む
と

と
も

に
、
研
究
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
技
術
、
科
学
英
語
論
文

の
書

き
方

な
ど

、
説
明
力

や
コ

ミ
ュ
ニ
ケ

ー
シ
ョ
ン

能
力

の
向
上
を

目
的

と
し

た
授

業
科

目
を

充
実

さ
せ

た
。

 

採
択
さ

れ
た

２
件

の
プ

ロ
グ

ラ
ム

は
、

学
際

・
境
界
領
域
に

お
け

る
教

育
研
究
を

強
化

す
る

も
の

、
及

び
東

京
都

の
大

学
と

い
う
特
徴

を
生

か
し

て
試
験
研
究
機

関
、

都
庁

、
高

等
学
校
、

都
内

企
業

等
と

の
連

携
を
推
進

す
る

も
の

で
あ

り
、

大
学

の
使
命
や

大
学
院
再
編
の

理
念

に
沿

っ
た
内
容

と
な

っ
て

い
る

。
 

ま
た
、
社
会
科
学
研
究
科
の
法
曹
養
成
専
攻
（
法
科
大
学
院
）
と
経
営
学
専
攻
（
ビ
ジ
ネ
ス
・
ス
ク
ー

ル
）

は
そ

れ
ぞ

れ
、

前
者

は
高

度
な

能
力

を
備

え
た
法
律
家
の
養
成

、
後

者
は

組
織

や
制

度
の
枠
組
み
の

変
革

・
創
造
を

担
う

企
業
家
・
経
営

者
・
管
理

者
の
養
成

と
い

う
明
確
な

目
的

に
基
づ
き

、
人
材
育

成
に

取
り

組
ん
だ
。

 

な
お
、
工
学
研
究
科
建

築
学

専
攻

に
お

い
て

、
医
療
施

設
の

設
計

に
携
わ
る
社
会

人
学

生
を
博
士

後
期

課
程

に
受

け
入

れ
研
究
指

導
を

行
っ

た
結

果
、

修
業

年
限

の
短
縮
に

よ
り

１
年
間
で
課
程

を
修
了
し

、
平

成
１

８
年

３
月

、
首
都
大
学
東
京
大
学
院
初
の
修
了
者
（
課
程
博
士
）
が
誕
生

し
た

。
 

 ５
 
大
都
市
の
課
題
解
決
と
学
術
の
体
系
化
の
視
点
か
ら
の
研
究
活
動
の
推
進
 

首
都
大

学
東

京
の

当
面

の
重
点
研
究
分
野
と

し
て

、
大

学
の
使
命

に
合
致
し

、
文
系
・

理
系

と
も

に
既

に
研
究
の
素
地

を
有

す
る
「
都
市
形
成
に
関
す
る
研
究
」

を
設
定
し

た
。

こ
う

し
た
観
点

を
踏

ま
え

、
運



 
-
 
2
9
 
-

営
費
交

付
金

を
財

源
と

す
る

一
般

財
源

研
究

費
に

よ
る

研
究

、
外

部
資

金
に

よ
る

受
託

研
究

や
提

案
公

募

型
研
究

、
代

表
的

な
競

争
的

研
究

資
金

で
あ

る
科

学
研

究
費

補
助

金
に

よ
る

研
究

な
ど

、
大

学
の

研
究

活

動
全
体

と
し

て
、

大
学

の
使

命
に

対
応

し
た

研
究

と
学

術
の

体
系

に
沿

っ
た

研
究

と
を

有
機

的
に

結
合

さ

せ
て
推

進
す

る
よ

う
努

め
た

。
 

特
に

、
一

般
財

源
研

究
費

に
つ

い
て

は
、
研
究

成
果

を
首

都
大

学
東

京
全

体
及

び
学

部
の

教
育

研
究

に

生
か
す

こ
と

を
目

的
と

す
る

傾
斜

的
研

究
費

を
戦

略
的
・
効
果

的
に

配
分

し
、
意
欲

あ
る

教
員

を
励

ま
し

、

研
究
活

動
を

活
性

化
さ

せ
る

た
め

の
取

組
を

推
進

し
た

。
ま
た

、
平
成

１
８

年
度

に
向

け
て

、
そ
の

取
組

を
さ
ら

に
発

展
・

強
化

さ
せ

る
仕

組
み

を
構

築
し

た
。

 

 

平
成

１
７

年
度

の
一

般
財

源
研

究
費

に
つ

い
て

は
、

基
盤

的
研

究
に

資
す

る
基

本
研

究
費

の
ほ

か
、

競

争
的
な

配
分

を
行

う
傾
斜
的
研
究
費
に

つ
い

て
、
「
大
都
市
の
課
題
解
決
に
つ
な
が
る
研
究
」
、
「
教
育

改
善
研
究
」

、
「
若
手
研
究
者
奨
励
研
究
」

と
い

う
３

つ
の

研
究

テ
ー

マ
を

設
定

し
、
戦
略
的
・
重
点
的

配
分
を

行
う

と
と

も
に

、
成

果
発

表
会

に
よ

る
成

果
の

公
表

を
義

務
付

け
、

事
後

評
価

を
強

化
し

た
。

 

平
成

１
８

年
度

の
一

般
財

源
研

究
費

配
分

に
つ

い
て

検
討

を
行

い
、

１
７

年
度

の
方

針
を

さ
ら

に
発

展

さ
せ
、

学
外

に
向

か
っ

て
競

争
力

を
高

め
る

た
め

の
基

礎
・

基
盤

を
強

化
す

る
と

と
も

に
、

大
学

の
使

命

実
現
に

向
け

て
よ

り
戦

略
的

、
重

点
的

な
活

用
を

行
う

こ
と

と
し

た
。

傾
斜

的
研

究
費

の
全

学
分

に
つ

い

て
は
、
大
学
の
特
徴
を
ア
ピ
ー
ル

し
、

そ
の
強
み
を
発
展
さ

せ
る

研
究

テ
ー

マ
と

し
て

、
「
都
市
形
成
に

関
わ
る
研
究
」
及

び
「
特
徴
あ
る
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
開
発
を
め
ざ
す
研
究
」

を
設

定
し

、
重

点
的

に
配

分

す
る
方

針
を

決
定

し
た

。
中

で
も

、
Ｃ

Ｏ
Ｅ

や
特

色
Ｇ

Ｐ
、

現
代

Ｇ
Ｐ

に
つ

な
が

る
よ

う
な

研
究

は
、

戦

略
分
と

し
て

大
型

化
・

複
数

年
度

化
す

る
こ

と
と

し
た

。
 

ま
た

、
傾

斜
的

研
究

費
の

う
ち

、
部

局
長

の
リ

ー
ダ

ー
シ

ッ
プ

の
下

、
各

部
局

の
特

性
に

応
じ

た
活

用

に
資
す

る
た

め
の

部
局

分
に

つ
い

て
は

、
全

学
の

基
本

方
針

に
基

づ
き

、
若
手
研
究
者
の
研
究
活
性
化

を

図
る
こ

と
と

し
た

。
 

工
学

研
究

科
（

平
成

１
８

年
度

か
ら

都
市

環
境

科
学

研
究

科
等

に
再

編
）

建
築

学
専

攻
の
２
１
世
紀
Ｃ

Ｏ
Ｅ
プ
ロ
グ
ラ
ム

「
巨

大
都

市
建

築
ス

ト
ッ

ク
の

賦
活

・
更

新
技

術
育

成
」

は
、

平
成

１
７

年
度

は
５

年

間
の
拠

点
形

成
期

間
の

う
ち

３
年

目
を

迎
え

、
２

１
世

紀
Ｃ

Ｏ
Ｅ

プ
ロ

グ
ラ

ム
委

員
会

に
よ

る
中

間
評

価

を
受
け

た
。

こ
の

評
価

結
果

に
も

留
意

し
な

が
ら

、
「

団
地

型
集

合
住

宅
の

ス
ト

ッ
ク

改
善

」
、

「
公

共

施
設
の

利
用

構
造

解
析

と
再

編
成

（
多

摩
ニ

ュ
ー

タ
ウ

ン
等

）
」

、
「

神
田

地
区

に
お

け
る

空
地

リ
ニ

ュ

ー
ア
ル

に
よ

る
町

並
み

再
生

に
関

す
る

実
践

的
研

究
提

案
」

等
の

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

研
究

を
さ

ら
に

推
進

し

た
。

 

競
争
的
研
究
資
金
等
の
獲
得
等

の
応

募
に

関
す

る
情
報
提
供
等

を
充

実
さ

せ
る

た
め

、
新

た
に

研
究
支

援
室
を

設
置

す
る

な
ど
支
援

体
制

の
整
備
を

行
っ

た
。

 

科
学
研
究
費
補
助
金
申
請

に
つ

い
て

は
、

全
学

方
針

の
策

定
、

研
究
計
画
調
書

の
質

の
向
上
を

図
る
説

明
会
の
開
催

な
ど

、
平

成
１

８
年

度
分

の
採
択
向
上
に

向
け

た
取

組
を

行
い

、
全

学
に

お
い

て
積
極
的

な

申
請
に

向
け

て
取

り
組
ん
だ

結
果

、
平

成
１

８
年

度
申
請
件

数
は
４
４
９
件

と
な

り
、

１
７

年
度
申
請

数

よ
り
８

７
件

（
２
４
％

）
増
加
し

た
。

 

共
同
研
究
、
受
託
研
究
、
特
定
研
究
寄
附
金
、
提
案
公
募
型
研
究
等

の
外

部
資

金
に

つ
い

て
は

、
外

部

資
金
受
入
説
明
会

の
開
催
や

、
各

技
術

分
野

・
経

営
分
野
及

び
各
キ
ャ

ン
パ

ス
主
担
当

の
コ

ー
デ
ィ
ネ

ー

タ
の
配
置
に

よ
る

資
金
獲
得

の
体
制
整
備
な

ど
、
積
極

的
な
獲
得

に
向

け
て

の
取

組
を

行
い

、
計
画
数

を

上
回
る
計
２

５
８
件
の
獲
得

実
績

が
あ

っ
た

。
 

６
 
シ
ン
ク
タ
ン
ク
と
し
て
の
役
割
を
果
た
す
た
め
の
都
政
と
の
連
携
 

都
政
と

の
連
携
を

図
り

、
大

学
の

教
育

研
究

成
果

を
活

か
し

た
取

組
を
通
じ

、
都
政
や
社
会

に
貢
献
す

る
と

と
も

に
、

大
学

の
教

育
研

究
の

よ
り

一
層

の
活

性
化

を
図

っ
た

。
平

成
１

７
年

度
は

、
都
政
の
課
題

解
決

や
施
策
展
開
に
積
極

的
に

提
案

を
行

い
、
連
携

強
化

の
た

め
の

努
力

を
し

た
。

 

 

東
京
都

が
設
立
し

た
大

学
と

し
て

、
都
政
と
の
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
を

構
築

す
る

た
め

、
大

学
の

研
究

成
果

に
対

す
る

東
京

都
各

局
か

ら
の

期
待

や
依
頼
に
積
極

的
に

応
え

る
と

と
も

に
、

都
の
連
携

施
策

推
進

会
議

を
通

じ
て

提
案

や
協
議
を

行
っ

た
結

果
、

東
京

都
と

の
多
様
な
連
携

が
成
立
し

た
。

 

ま
ず
、

東
京

都
の

施
策

に
資

す
る
調
査

・
研

究
と

し
て

、
「
青
少

年
を

め
ぐ

る
環

境
の
総
合

的
な
調
査

分
析

」
（
青
少
年
・
治
安

対
策

本
部

と
都

市
教
養
学

部
人
文
・
社

会
系

、
法
学

系
及

び
都

市
政
策
コ

ー
ス

）
、

「
漁
場
の
荒
廃

・
海

の
異
変
対
策
」

（
産
業
労
働
局

と
都

市
教
養
学

部
理

工
学

系
及

び
都

市
環

境
学

部
）

な
ど

、
当
初
実

施
予

定
の

１
４
件
を
上
回

る
１

８
件

の
連
携
事
業
を

実
施

し
た

。
 

ま
た
、
水
道

局
と

は
水
道
分
野
に

お
け

る
共
同
研

究
、

研
修

の
実

施
及

び
人

的
交
流
を

進
め

る
た

め
、

包
括

的
な
連
携
協
力
協
定

を
締

結
し

、
「
小
河
内
貯
水
池
富
栄
養
化

の
メ
カ
ニ
ズ
ム

と
水
質
改

善
の

た
め

の
調
査
研

究
」

（
都

市
環

境
学

部
）

な
ど

の
共
同
研

究
を

行
っ

た
。

 

 
都
立
文
化
施
設
と
の
連
携
に

つ
い

て
は

、
関
係
教

員
と
文
化

施
設

の
学
芸
員

の
懇
談
会

を
開
く
な

ど
、

文
化

施
設

を
管
理
運

営
す

る
東

京
都
歴
史
文
化

財
団

と
の

間
で
調
整

を
進

め
た

結
果

、
今

後
恒
常
的

に
よ

り
一
層
の
連
携
協
力

を
推

進
す

る
た

め
、
文
化

施
設

を
活

用
し

た
学

生
教

育
に

関
す

る
協

力
、

研
究

交
流

の
実

施
、

東
京

都
の
文
化
振
興

に
関

す
る
協
力

や
、

学
生

の
常

設
展
入
館
料
の
免
除

な
ど

を
内
容
と

す
る

覚
書

を
締

結
し

た
。

こ
の
覚
書

に
基

づ
き

、
当
面
、

都
市

教
養

学
部
人
文

・
社

会
系
国
際
文
化
コ
ー

ス
表

象
言
語
論

分
野

と
シ

ス
テ

ム
デ
ザ
イ

ン
学

部
イ

ン
ダ

ス
ト

リ
ア

ル
ア

ー
ト
コ
ー

ス
を

中
心

に
連
携
協

力
を

進
め

て
い
く
こ

と
と

し
た

。
 

 ７
 
研
究
成
果
を
積
極
的
に
社
会
に
還
元
す
る
産
学
公
連
携
の
推
進
 

大
学
に

お
け

る
学

術
研

究
の

成
果

を
広
く
社

会
に
還
元

し
、

地
域
産
業

の
振
興
や
文
化

の
発

展
に
寄
与

す
る

た
め

、
産

学
公
連
携
セ
ン

タ
ー

を
設
置
し

、
企
業
や

研
究

機
関

と
の
ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク
作
り

を
積
極
的

に
進

め
、
次
年

度
以
降
へ

の
基

盤
づ
く
り

を
行

っ
た

。
 

 

平
成
１

７
年
４
月

、
首

都
大

学
東

京
の

ス
タ

ー
ト

と
と

も
に

、
こ
れ
ま

で
都
立
の
４
大

学
の
産
学

公
連

携
窓
口
と

し
て

活
動

を
推

進
し

て
き

た
「
産
学

公
連
携
推

進
準
備
室

」
を
母
体

に
、
知
的

財
産

マ
ネ

ー
ジ

ャ
３
名
や
産
学

公
連
携
コ

ー
デ
ィ
ネ

ー
タ
６
名

の
配
置
を
充
実

す
る

な
ど

体
制
整
備

を
行

い
、
新

た
に
「
産

学
公
連
携
セ
ン
タ
ー

」
を
開
設

し
た

。
 

企
業
か

ら
の

共
同

研
究

・
受

託
研

究
や

技
術

的
課
題
に

対
す

る
相
談
の

受
付
窓
口

と
し

て
対

応
す

る
た

め
、

大
学

に
お

け
る

こ
れ

ま
で

の
成

果
を
シ
ー
ズ
集

と
し

て
整
備
し

、
企
業
の

「
ニ

ー
ズ

」
を
探
り

な
が

ら
、

大
学

の
連
携
を
深
め

、
大

学
と
企
業

と
の

技
術

の
橋
渡
し

を
行

っ
た

。
 

ま
た
、

区
部

に
お

け
る
企
業
連
携

を
強

化
す

る
た

め
、
秋
葉
原
ダ
イ
ビ
ル
に
サ
テ
ラ
イ
ト
・
オ
フ
ィ
ス

を
設
置
し

た
。
 

大
学
独
自
の

取
組

と
し

て
、
産
学

公
連
携
の

推
進

に
資

す
る

研
究

事
業

を
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
・
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト

と
し

て
位
置
付

け
、

研
究

費
支
援
等

の
条
件
整
備
等

を
重

点
的

に
行

っ
た

。
平

成
１

７
年

度
は

学
内

公
募

に
よ

り
、
①
企
業
等

と
の

共
同

研
究

、
②
萌
芽

的
研

究
支
援
、
③
自
治
体

・
国

等
と

の
共
同
事
業
、



 
-
 
3
0
 
-

の
３
つ

の
分

野
か

ら
選

定
を

行
い

、
９

件
を

採
択

し
た

。
 

ま
た

、
地

域
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
の

構
築

を
目

的
と

し
て

、
東

京
都

及
び

関
係

市
５

市
と

の
間

に
「
産
学
公

連
携
サ
ポ
ー
ト
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」

を
発

足
し

、
市

の
課

題
・

要
望

を
聴

取
及

び
、

大
学

の
研

究
事

例
や

産

学
公
連

携
セ

ン
タ

ー
の

活
動

等
の

情
報

交
換

を
行

っ
た

。
 

産
学

公
連

携
セ

ン
タ

ー
の
知
的
財
産
本
部

で
は

、
特

許
出

願
支

援
等

、
知

的
財

産
保

護
の

体
制

を
整

備

し
た
。

平
成

１
７

年
度

は
、

教
員

発
明

者
か

ら
６

５
件

の
発

明
届

が
提

出
さ

れ
、

知
的

財
産

マ
ネ

ー
ジ

ャ

の
迅
速

な
評

価
に

よ
り

３
９

件
の

案
件

が
特

許
出

願
済

み
で

あ
り

、
出

願
準

備
中

の
も

の
が

１
０

件
あ

る
。

ま
た
、

５
件

が
著

作
物

・
成

果
有

体
物

と
し

て
大

学
へ

の
譲

渡
を

受
け

て
お

り
、

成
果

有
体

物
１

件
、

著

作
物
２

件
の

民
間

企
業

へ
の

知
的

財
産

移
転

の
準

備
を

行
っ

た
。

 

 ８
 
オ
ー
プ
ン
ユ
ニ
バ
ー
シ
テ
ィ
の
開
設
等
、
都
民
へ
の
知
の
還
元
 

オ
ー

プ
ン

ユ
ニ

バ
ー

シ
テ

ィ
を

開
設

し
、

生
涯

学
習

や
継

続
学

習
な

ど
の

社
会

ニ
ー

ズ
に

応
え

、
大

学

に
蓄
積

さ
れ

た
教

育
研

究
の

成
果

を
都

民
へ

還
元

し
た

。
平

成
１

８
年

度
以

降
、

受
講

者
の

ニ
ー

ズ
等

を

踏
ま
え

、
規

模
・

内
容

と
も

に
順

次
拡

大
し

て
い

く
。

ま
た

、
図

書
情

報
セ

ン
タ

ー
の

一
般

開
放

を
推

進

し
、
大

学
が

所
蔵

す
る

豊
富

な
学

術
情

報
を

都
民

に
還

元
す

る
取

組
を

す
す

め
た

。
 

  
平
成

１
７

年
６

月
に

生
涯

学
習

の
拠

点
と

し
て
オ
ー
プ
ン
ユ
ニ
バ
ー
シ
テ
ィ
を

開
設

し
、

都
民

へ
の

知

の
還
元

と
し

て
、
主

に
首

都
大

学
東

京
の

教
員

が
講

義
を

提
供

し
た

。
利

用
者

の
利

便
性

を
は

か
る

た
め

、

飯
田
橋

キ
ャ

ン
パ

ス
（

東
京

区
政

会
館

内
）

を
開

設
し

た
ほ

か
、

都
内

各
所

に
設

置
さ

れ
た

学
部

キ
ャ

ン

パ
ス
や

関
連

施
設

を
有

効
活

用
し

、
東

京
全

体
を

キ
ャ

ン
パ

ス
に

し
て

講
座

を
展

開
し

た
。

 

平
成

１
７

年
度

は
、

一
般

講
座

（
「

セ
ラ

ピ
ス

ト
と

運
動

指
導

者
の

た
め

の
サ

イ
エ

ン
ス

」
、

「
高

齢

者
の
シ

ー
テ

ィ
ン

グ
」
等

）
、
開
設

記
念
特

別
講

座
（
講

師
：
国
井

 
雅
比
古
氏
、
米
長
邦
雄
氏

）
等
、
１

４
９
講

座
を

開
講

し
、
延
５
，
５

９
２
名
が

受
講

し
た

。
１

８
年

度
講

座
は

、
平

成
１

７
年

度
か

ら
倍
増

し
、
国

公
立

大
学

の
中

で
は
最
大

規
模

と
な

る
講

座
数

（
前
期
１

８
４

講
座

、
後
期
と

あ
わ
せ
３

０
０

講

座
）
の

開
講

に
向

け
て

準
備

を
進

め
て

い
る

。
 

 
東
京

都
の

大
学

と
し

て
の
強
み

を
活

か
し

、
東

京
都

各
局

、
芸

術
・
文
化

施
設

、
研

究
機

関
と

連
携

し

て
開
講

す
る

「
連
携
講
座
」

な
ど

、
魅
力
あ

る
系
統
的

か
つ
多
面

的
な

講
座

を
提

供
し

た
。

連
携

講
座

の

例
と
し

て
は

、
「
ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

・
レ

ン
ジ

ャ
ー
養
成

講
座

」
（

東
京

都
環
境
局

）
、

「
生
命
を

支
え

る

分
子
の
働
き

」
（

東
京

都
臨
床
医

学
総
合
研

究
所

）
、

「
古
文
書

講
座

」
（
江
戸

東
京
博
物

館
）

等
で

あ

る
。
ま

た
、

特
別

区
協
議
会

と
の
共
催

に
よ

り
、

特
別

講
演

「
地
球
温
暖
化

と
都

市
の
ヒ
ー

ト
ア

イ
ラ

ン

ド
」
を

開
催

し
た

。
 

さ
ら

に
、

東
京

都
の
監
理
団
体

研
修

、
公

会
計

制
度

講
座

な
ど

を
開

講
し

、
自
治
体

の
職
員
研
修
を
支

援
す
る
取
組

を
行

っ
た

。
 

図
書

情
報

セ
ン

タ
ー
本
館

に
お

い
て

、
大
学
が
所
蔵
す
る
豊
富
な
学
術
情
報
を
都
民
に
還
元
す

る
た

め
、

都
内
在
住
・
在
勤

者
を
対
象

と
し

て
、

平
成

１
７

年
１

０
月

、
新

た
に
貸
出

サ
ー
ビ
ス

を
開
始
し

、
利

用

者
５
２

７
名

（
１

０
月

以
降

）
、

及
び
貸
出
冊
数

３
４

２
冊

の
実
績
（

平
成

１
８

年
３

月
末
日
現
在
）

が

あ
っ
た

。
 



中
期
計
画

年
度
計
画

自
己
評
価

年
度
計
画
に
係
る
実
績

評
定

評
価
結
果
の
説
明
等

【
中
期
計
画
の
達
成
状
況
・
今
後
の
課
題
な
ど
】

・
高
度
専
門
技
術
者
を
育
成
す
る
専
門
職
大
学
院
で
あ
る

産
業
技
術
大
学
院
大
学
の
開
設
に
向
け
準
備
を
行
っ
た
。

・
６
月
の
認
可
申
請
、
1
2
月
の
認
可
取
得
を
受
け
、
1
2
月

か
ら
３
月
に
大
学
説
明
会
及
び
入
試
を
実
施
し
た
。
ま

た
、
施
設
整
備
、
運
営
諮
問
会
議
設
立
準
備
、
オ
ー
プ
ン

イ
ン
ス
テ
ィ
テ
ュ
ー
ト
講
座
開
設
準
備
な
ど
を
実
施
し

た
。

・
（
今
後
の
課
題
）
設
置
理
念
に
沿
っ
た
教
育
、
研
究
、

社
会
貢
献
活
動
を
実
施
す
る
。

平
成
１
８
年
４
月
に
産
業
技
術
研
究
科
情
報
ア
ー

キ
テ
ク
チ
ャ
専
攻
を
設
置
し
、
平
成
２
０
年
４
月

に
創
造
技
術
専
攻
（
仮
称
）
を
設
置
し
、
一
研
究

科
二
専
攻
と
す
る
。

平
成
１
８
年
４
月
の
産
業
技
術
大
学
院
大
学
の
開
学
に
向
け
て
、

以
下
の
取
り
組
み
を
着
実
に
行
う
。

・
産
業
技
術
大
学
院
大
学
教
学
準
備
会
議
を
設
置
し
て
、
教
学
全

般
の
方
針
を
決
定
す
る
と
と
も
に
、
産
業
技
術
大
学
院
大
学
設
立

準
備
部
会
を
設
置
し
て
、
教
学
全
般
の
具
体
的
内
容
を
検
討
す

る
。

Ｂ

・
産
業
技
術
大
学
院
大
学
教
学
準
備
会
議
を
設
置
し
教
学

全
般
の
方
針
を
決
定
す
る
と
と
も
に
、
同
設
立
準
備
部
会

に
お
い
て
教
学
全
般
の
具
体
的
内
容
を
策
定
し
た
。
こ
れ

を
も
と
に
文
部
科
学
省
に
対
し
て
、
設
置
認
可
申
請
を

行
っ
た
。

・
6
月
末
に
文
部
科
学
省
に
対
し
て
、
専
門
職
大
学
院
と
し
て
の

産
業
技
術
大
学
院
大
学
の
設
置
認
可
申
請
を
行
い
、
１
１
月
末
の

設
置
認
可
を
目
指
す
。

Ｂ

・
６
月
に
文
部
科
学
省
に
設
置
認
可
申
請
を
行
い
、
９
月

の
実
地
審
査
を
経
て
、
1
2
月
に
設
置
認
可
を
受
け
た
。

・
本
学
の
広
報
活
動
を
幅
広
く
展
開
し
、
設
置
認
可
後
早
期
に
学

生
を
募
集
し
、
入
学
試
験
を
行
い
、
一
定
レ
ベ
ル
以
上
の
専
門
的

知
識
を
有
す
る
学
生
を
確
保
す
る
。

Ｂ

・
大
学
説
明
会
や
各
種
媒
体
を
利
用
し
た
広
報
活
動
を
積

極
的
に
展
開
し
、
入
学
試
験
を
経
て
、
本
学
に
お
い
て
必

要
と
な
る
専
門
的
知
識
を
有
す
る
と
認
め
た
学
生
（
5
2

名
）
が
入
学
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

・
教
育
課
程
の
編
成
、
教
務
シ
ス
テ
ム
の
構
築
、
改
修
工
事
や
備

品
購
入
な
ど
の
施
設
の
整
備
な
ど
、
開
学
準
備
業
務
を
確
実
に
実

施
す
る
。

Ｂ

・
教
員
予
定
者
会
議
に
よ
る
教
育
課
程
編
成
に
く
わ
え
、

施
設
計
画
策
定
な
ど
各
種
ワ
ー
キ
ン
グ
を
設
置
し
て
、
開

学
準
備
業
務
を
実
施
し
た
。

・
産
業
界
の
ニ
ー
ズ
を
把
握
し
、
迅
速
か
つ
柔
軟
に
教
育
に
反
映

さ
せ
る
た
め
、
産
業
界
の
代
表
者
を
中
心
に
構
成
す
る
運
営
諮
問

会
議
（
仮
称
）
を
設
置
し
、
企
業
と
の
連
携
を
深
め
る
。

Ｂ

・
産
業
界
の
代
表
者
か
ら
な
る
運
営
諮
問
会
議
委
員
を
確

定
す
る
と
と
も
に
、
作
業
部
会
と
し
て
実
務
担
当
者
会
議

の
設
置
に
向
け
て
、
準
備
を
行
っ
た
。

・
首
都
大
学
東
京
を
は
じ
め
、
他
大
学
と
の
教
育
研
究
資
源
の
相

互
活
用
な
ど
を
検
討
す
る
。

Ｃ

・
他
大
学
と
の
教
育
研
究
資
源
の
相
互
活
用
な
ど
を
検
討

し
た
。

・
企
業
ニ
ー
ズ
や
技
術
革
新
に
適
時
的
確
に
対
応
す
る
講
座
等
を

提
供
し
、
共
同
研
究
や
共
同
事
業
を
推
進
す
る
こ
と
を
目
的
と
し

て
、
平
成
1
8
年
4
月
に
オ
ー
プ
ン
イ
ン
ス
テ
ィ
テ
ュ
ー
ト
を
設
置

す
る
。

Ｂ

・
オ
ー
プ
ン
イ
ン
ス
テ
ィ
テ
ュ
ー
ト
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー

プ
に
よ
り
、
講
座
開
設
に
向
け
て
準
備
を
行
っ
た
。
組
込

ソ
フ
ト

関
連
の
講
座
に
つ
い
て
は
、
平
成
1
8
年
６
月
か
ら

の
開

始
に
向
け
、
平
成
1
8
年
４
月
か
ら
受
講
生
の
公
募
を

開
始
す
る
こ
と
と
し
た
。

・
都
内
中

小
企
業
の
活

性
化
を
実

現
す
る
た
め
、

Ｉ
Ｔ

分
野
や
創

造
技
術

分
野

で
の
共
同
研
究
や
共
同
事
業
を
検
討
す
る
。

Ｂ

・
東
京
都
産
業

労
働

局
と
、
オ
ー
プ
ン
イ
ン
ス
テ
ィ

テ
ュ
ー
ト
に
お
け
る

デ
ザ
イ
ン
関
連
講
座
の
開
設
に
向
け

て
準
備
を
行
っ
た
。

・
東
京
都

総
務

局
Ｉ

Ｔ
推
進
室
と
、
Ｉ
Ｔ
人
材
育
成
に
つ

い
て
の
共
同
事
業
（

５
月
）
の
実
施
に
向
け
た
準
備
を
進

め
た
。

○
社
会
貢
献
の
実
現

○
開
学
準
備
業
務
の
実
施

○
教
育
研
究
研
究
実
施
体
制
の

整
備

Ⅲ
　
産
業
技
術
大
学
院
大
学
に
関
す
る
目
標
を
達
成
す
る
た
め
に
と
る
べ
き
措
置

○
開
学
準
備
体
制
の
構
築

○
産
業
技
術
大
学
院
大
学
の
設

置
認
可

中
期
計
画
に
係
る
該
当
項
目

評
価
項
目

公
立
大
学
法
人
首
都
大
学
東
京

公
立
大
学
分
科
会

Ⅲ
　
産
業
技
術
大
学
院
大
学
に
関
す
る
目
標
を
達
成
す
る
た
め
に
と
る
べ
き
措
置

3
1



Ⅲ
 

産
業

技
術

大
学

院
大

学
に

関
す

る
特

記
事

項
 

 

 
-
 
3
2
 
-

高
度

専
門

技
術

者
の

育
成

を
目

指
し

、
特

色
あ

る
教

育
研

究
お

よ
び

社
会

貢
献

に
取

り
組

む
専

門
職

大
学
院

大
学

で
あ

る
「

産
業

技
術

大
学

院
大

学
」

に
つ

い
て

、
平

成
1
7
年
６

月
の

文
部

科
学

省
へ

の
設

置
認
可

申
請

及
び

平
成

1
7
年

1
2
月

の
設

置
認

可
を

受
け

、
ま

た
、

大
学

説
明

会
及

び
入

学
試

験
等

を
実

施
す
る

な
ど

、
平

成
1
8
年
４

月
の

開
学

へ
向

け
た

準
備

を
行

っ
た

。
 

 １
 
概
要
 

(
1
)
 
目

 
 

的
 

 
東

京
の

産
業

力
ア

ッ
プ

、
ア

ジ
ア

と
の

競
争

力
の

強
化

な
ど

を
目

指
し

、
専

門
知

識
と

体
系

化
さ

れ
た

技
術

ノ
ウ

ハ
ウ

を
活

用
し

て
、

新
た

な
価

値
を

創
造

し
、

産
業

の
活

性
化

に
資

す
る

意
欲

と
能

力
を

持
つ

高
度

専
門

技
術

者
の

育
成

を
目

的
と

す

る
。

 

(
2
)
 
開

設
時

期
 

 
平

成
1
8
年
４

月
 

(
3
)
 
所

在
地
 

 
東

京
都

品
川

区
 

(
4
)
 
研

究
科

等
 

 
産

業
技

術
専

攻
科

情
報

ア
ー

キ
テ

ク
チ

ャ
専

攻
（

専
門

職
学

位
課

程
）

 

(
5
)
 
入

学
定

員
 

 
5
0
名
、

収
容

定
員

1
0
0
名

（
情

報
ア

ー
キ

テ
ク

チ
ャ

専
攻

）
 

 ２
 
特
徴
 

(
1
)
 
P
B
L
型
教

育
の

導
入

 

情
報
通

信
技

術
や

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

マ
ネ

ジ
メ

ン
ト

の
専

門
的

知
識

だ
け

で
な

く
、

こ
れ

ら
の

知
識

を
利

用
し

て
業

務
遂

行
能

力
を

向
上

さ
せ

る
た

め
、

第
一

線
の

現
場

の
課

題
を

教
材

と
し

た
実

践
型

教
育

手
法

で
あ

る
Ｐ

Ｂ
Ｌ

（
P
r
o
j
e
c
t
 
B
a
s
e
d
 
L
e
a
r
n
i
n
g
）
型

教
育

を
導

入
す

る
。

 

(
2
)
 
ク

ォ
ー

タ
制

の
導

入
 

専
門
的

知
識

や
技

能
を

短
期

間
で

、
集

中
的

に
習

得
が

で
き

る
よ

う
、

１
年

を
４

期
に

区
分

す
る

ク
ォ

ー
タ

制
を

採
用

す
る

。
 

(
3
)
 
社

会
人

に
開

か
れ

た
大

学
 

授
業
時

間
を

、
平

日
夜

間
及

び
土

曜
日

等
に

設
定

し
、

社
会

人
学

生
が

受
講

し
や

す
い

カ
リ

キ
ュ

ラ
ム

と
し

た
。

 

 
「

オ
ー

プ
ン

イ
ン

ス
テ

ィ
テ

ュ
ー

ト
」

を
開

設
し

、
産

業
界

の
ニ

ー
ズ

に
迅

速
、

柔
軟

に
対

応
し

た
講

座
な

ど
を

広
く

一
般

に
提
供
す

る
。

 

(
4
)
 
産

業
界

と
の

連
携

 

大
学
の
運
営

に
つ

い
て

、
学
長
の
諮
問
機
関

と
し

て
「
運
営
諮
問

会
議

」
を

設
置

し
、

産
業

界
の

ニ
ー

ズ
を

迅
速
か
つ

柔
軟

に
教

育
に
反
映

さ
せ

る
こ

と
と

し
て

い
る

。
委

員
は

、
企

業
等

の
経
営
者

を
中
心
に
構
成

す
る

。
 

東
京
都

、
東
京

都
立

産
業

技
術

研
究
セ
ン

タ
ー

、
企

業
等

と
の
共
同

研
究

等
へ

取
り

組
ん

で
い

く
。
 

 ３
 
平
成
1
7
年
度
の
準
備
状
況
 

(
1
)
 
学
長
を

中
心

に
、

教
学
全
般

の
方
針
及

び
具

体
的
内
容

を
策

定
し

、
文

部
科

学
省

に
対

し
て

、
６

月
に

「
産

業
技

術
大

学
院

大
学

」
の

設
置

認
可

申
請

を
行

っ
た

。
そ

の
後

、
９

月
の

実
施
審
査

を
経

て
、

1
2
月

に
、

文
部

科
学

省
か

ら
設

置
認

可
を

受
け

た
。

 

(
2
)
 
教

員
予

定
者

会
議

（
教

学
準

備
会
議
）

等
の
検
討

組
織

に
お

い
て

、
時

間
割

や
シ

ラ
バ

ス
の
作
成

な
ど

開
学

に
向

け
た

教
務

関
係

の
準

備
や

、
入

試
問

題
の
作
成

及
び

入
試

実
施

体
制

の
検
討
な

ど
入

学
者
選
考
の

実
施

に
向

け
た

準
備

な
ど

を
行

っ
た

。
 

(
3
)
 
産
業

技
術

大
学

院
大

学
の

開
学

や
学

生
募

集
な

ど
に

つ
い

て
、
ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

の
作

成
や

情
報
誌

へ
の
記

事
掲
載
を

行
っ

た
ほ
か
、

大
学

説
明

会
を

４
回

開
催

す
る

な
ど

、
広

報
活
動
を
積
極

的
に

行

っ
た
。
そ
の
結
果

、
本

学
に

お
い

て
必
要
と

な
る

専
門

的
知

識
を
有
す

る
と

認
め

た
学

生
（

5
2
名

）

が
入
学

す
る

こ
と

と
な

っ
た

。
 

(
4
)
 
東
京

都
立
工
業

高
等

専
門

学
校

と
の
合
同

キ
ャ

ン
パ

ス
内

に
設

置
す

る
こ

と
に
伴
い

、
東

京
都
か

ら
の
教

育
財

産
使

用
許

可
を

受
け

る
た

め
に
必
要

な
手
続
を

行
っ

た
ほ
か
、

講
義
室
な

ど
高

専
と
共

同
利
用

す
る

施
設

の
運

用
方

法
な

ど
、

施
設

を
有
効
活

用
す

る
た

め
の
調
整

を
行

っ
た

。
 

(
5
)
 
大
量

の
情

報
の
同
時

通
信

を
実

現
す

る
高

速
な

情
報
シ
ス

テ
ム

や
実
際
に

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

の
構
築

を
体
験

実
習

で
き

る
実

験
室

な
ど

、
専

門
職

大
学

院
に
ふ
さ
わ
し

い
実

践
的

教
育

の
提
供
に
必
要

な

施
設
を
整
備

し
た

。
 

(
6
)
 
「
運
営
諮
問
会
議
」

の
設

置
へ

向
け

て
、

産
業

界
か

ら
の
委
員
選
出

を
行

っ
た

 



公
立
大
学
法
人
首
都
大
学
東
京

中
期
計
画

年
度
計
画

自
己
評
価

年
度
計
画
に
係
る
実
績

評
定

評
価
結
果
の
説
明
等

【
中
期
計
画
の
達
成
状
況
・
今
後
の
課
題
な
ど
】

・
在
学
生
に
対
し
、
卒
業
に
向
け
て
必
要
な
教
育
課
程
を

保
障
す
る
た
め
の
措
置
を
行
う
と
と
も
に
、
履
修
相
談
・

指
導
を
実
施
し
た
。

・
平

成
２
２
年
度
ま
で
の
間
、
東
京
都
立
大
学
、
東
京
都

立
科

学
技
術
大
学
、
東
京
都
立
保
健
科
学
大
学
、
東
京
都

立
短

期
大
学
に
在
学
す
る
学
生
・
院
生
に
対
し
、
履
修
指

導
を

は
じ
め
、
教
育
課
程
の
保
障
の
た
め
の
適
切
な
措
置

を
講

ず
る
。

・
東

京
都
立
大
学
、
東
京
都
立
科
学
技
術
大
学
、
東
京
都

立
保

健
科
学
大
学
に
在
学
す
る
学
生
・
院
生
の
う
ち
平
成

２
２

年
度
ま
で
に
卒
業
が
困
難
な
者
に
つ
い
て
は
、
首
都

大
学

東
京
へ
学
籍
を
移
し
、
卒
業
に
必
要
な
教
育
課
程
を

履
修

す
る
よ
う
に
措
置
す
る
な
ど
、
個
別
具
体
的
な
状
況

を
踏

ま
え
、
適
切
に
対
応
す
る
。

・
東

京
都

立
大

学
、

東
京

都
立

科
学

技
術

大
学

、
東

京
都

立
保

健
科

学
大

学
、

東
京

都
立

短
期

大
学

に
在

学
す

る
学

生
・

院
生

に
対

し
、

履
修

指
導

を
は

じ
め

、
教

育
課

程
の

保
障

の
た

め
の

的
確

な
措

置
を

講
ず

る
。

Ｂ

・
東

京
都

立
大

学
、

東
京
都
立
科
学
技
術
大
学
、
東
京
都

立
保

健
科

学
大

学
に

在
学
す
る
学
生
・
院
生
に
対
し
、
部

局
ご

と
に

、
履

修
相

談
会
の
開
催
や
学
年
担
任
制
導
入
な

ど
の

履
修

指
導

を
行

う
と
と
も
に
、
卒
業
に
向
け
て
必
要

な
教

育
課

程
を

保
障

で
き
る
よ
う
、
新
大
学
の
科
目
を
統

合
前

の
大

学
の

科
目

へ
読
み
替
え
る
な
ど
の
措
置
を
行
っ

た
。

東
京

都
立

短
期

大
学
に
つ
い
て
は
、
最
終
入
学
者
が

標
準

修
業

年
限

に
よ

る
最
終
年
次
を
迎
え
る
こ
と
か
ら
、

卒
業

に
向

け
て

の
カ

リ
キ
ュ
ラ
ム
整
備
に
よ
り
教
育
課
程

を
保

障
す

る
と

と
も

に
、
個
別
履
修
相
談
等
の
学
生
対
応

を
行

っ
た

。

公
立
大
学
分
科
会

中
期
計
画
に
係
る
該
当
項
目

評
価
項
目

Ⅳ
　
東
京
都
立
大
学
、
東
京
都
立
科
学
技
術
大
学
、
東
京
都
立
保
健
科
学
大
学
東
京
都
立
短
期
大
学
に
関
す
る
目
標
を
達
成
す
る
た
め
の
措
置

１
　
教
育
に
関
す
る
目
標
を
達
成
す
る
た
め
の
措
置

（
１
）
教
育
の
内
容
等
に
関
す
る
取
組
み

3
3



公
立
大
学
法
人
首
都
大
学
東
京

中
期
計
画

年
度
計
画

自
己
評
価

年
度
計
画
に
係
る
実
績

評
定

評
価
結
果
の
説
明
等

公
立
大
学
分
科
会

中
期
計
画
に
係
る
該
当
項
目

評
価
項
目

Ⅳ
　
東
京
都
立
大
学
、
東
京
都
立
科
学
技
術
大
学
、
東
京
都
立
保
健
科
学
大
学
東
京
都
立
短
期
大
学
に
関
す
る
目
標
を
達
成
す
る
た
め
の
措
置

１
　
教
育
に
関
す
る
目
標
を
達
成
す
る
た
め
の
措
置

【
中
期
計
画
の
達
成
状
況
・
今
後
の
課
題
な
ど
】

・
教
員
に
よ
る
き
め
細
か
な
履
修
相
談
、
就
職
支
援
の
充

実
、
卒
業
後
進
路
の
把
握
及
び
主
体
的
進
路
選
択
の
向

上
、
学
生
相
談
室
に
よ
る
適
応
相
談
な
ど
を
実
施
し
た
。

・
（
今
後
の
課
題
）
卒
業
生
の
追
跡
調
査
を
行
い
、
就
職

状
況
の
把
握
に
努
め
る
。

○
履
修
相
談

・
履

修
相
談
を
行
い
、
き
め
細
か
く
指
導
・
支
援
し
て
い

く
。

・
履

修
相

談
を

行
い

、
き

め
細

か
く

指
導

・
支

援
を

行
う

。

Ｂ

・
教

員
に

よ
る

履
修

相
談
、
合
宿
形
式
も
含
め
た
ガ
イ
ダ

ン
ス

、
オ

フ
ィ

ス
ア

ワ
ー
の
設
定
等
に
よ
り
き
め
細
か
く

指
導

・
支

援
を

行
っ

た
。
特
に
都
立
短
期
大
学
に
お
い
て

は
、

閉
学

に
向

け
て

、
統
一
履
修
ガ
イ
ダ
ン
ス
と
各
学
科

別
履

修
ガ

イ
ダ

ン
ス

を
実
施
し
、
履
修
申
請
時
及
び
前

期
・

後
期

試
験

後
の

個
別
指
導
を
行
っ
た
。

・
就

職
支

援
シ

ス
テ

ム
を

各
キ

ャ
ン

パ
ス

と
連

携
し

て
構

築
す

る
こ

と
に

よ
り

、
卒

業
後

の
進

路
に

つ
い

て
１

０
０

％
把

握
を

行
う

。
Ｂ

・
就

職
カ

ウ
ン

セ
ラ

ー
の
配
置
す
る
と
と
も
に
、
各
キ
ャ

ン
パ

ス
に

お
け

る
学

生
の
就
職
相
談
に
対
応
で
き
る
仕
組

み
を

構
築

し
た

。
卒

業
生
の
進
路
(
東
京
都
立
大
学
、
東
京

都
立

科
学

技
術

大
学

、
東
京
都
立
保
健
科
学
大
学
)
に
つ
い

て
は

、
約

9
8
％

把
握
し
た
。

・
学

生
一

人
ひ

と
り

の
能

力
、

適
性

、
資

格
、

免
許

等
に

十
分

配
慮

し
た

き
め

細
か

な
支

援
を

行
う

た
め

、
個

々
の

学
生

カ
ウ

ン
セ

リ
ン

グ
や

就
職

支
援

委
員

会
を

通
じ

て
、

情
報

交
換

及
び

情
報

の
共

有
化

を
行

う
な

ど
、

就
職

カ
ウ

ン
セ

ラ
ー

や
就

職
相

談
員

と
各

学
部

・
研

究
科

と
の

協
力

体
制

を
強

化
し

、
学

部
卒

業
生

の
就

職
・

進
学

率
１

０
０

％
を

め
ざ

す
。

Ｂ

・
就

職
支

援
委

員
会

を
通
じ
て
、
各
学
部
・
研
究
科
と
の

情
報

交
換

、
情

報
の

共
有
化
を
図
り
、
就
職
カ
ウ
ン
セ

ラ
ー

・
就

職
相

談
員

が
各
学
部
・
研
究
科
の
特
性
に
応
じ

た
、

き
め

細
か

な
支

援
を
行
え
る
よ
う
に
し
た
。

　
平

成
1
7
年

度
卒

業
者
の
う
ち
、
就
職
、
進
学
、
資
格
取

得
の

た
め

の
自

宅
研

修
等
の
割
合
(
就
職
･
進
学
率
)
は
、
学

部
生

（
東

京
都

立
大

学
、
東
京
都
立
科
学
技
術
大
学
、
東

京
都

立
保

健
科

学
大

学
の
合
計
）
で
は
、
約
9
2
％
で
あ
っ

た
。

・
各

キ
ャ

ン
パ

ス
学

生
の

就
職

・
イ

ン
タ

ー
ン

シ
ッ

プ
を

支
援

す
る

た
め

、
t
h
e
 
T
o
k
y
o
 
U
-
c
l
u
b
、
同
窓

会
と

の
連

携
を

図
り

な
が

ら
企

業
開
拓

を
行

う
。

Ｂ

・
８
～
９
月

に
お

い
て
、
1
2
0
社
の
企
業
開
拓
を
行
い
、
企

業
情

報
を
収
集

し
た
ほ
か
、
1
1
2
社
が
学
内
の
企
業
セ
ミ

ナ
ー

な
ど

へ
参
加

し
た
。
ま
た
、
t
h
e
 
t
o
k
y
o
 
U
-
c
l
u
b
と

の
連

携
に

よ
る

就
職

講
演
会
を
開
催
し
た
。

・
卒

業
生

に
対

し
て

一
定

期
間

の
追
跡
調
査

を
行

い
、

就
業

状
況

等
を

把
握

す
る

仕
組

み
の

整
備

に
着
手

す
る

。
Ｂ

・
就

職
支

援
の

た
め

の
情
報
シ
ス
テ
ム
を
活
用
し
て
追
跡

調
査

す
る

た
め

、
平

成
1
8
年
４
月
稼
動
に
向
け
準
備
を

行
っ

た
。

・
学

生
相
談
室
に
お
い
て
、
専
門
の
心
理
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー

が
個

別
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
を
実
施
す
る
。

・
学

生
相

談
室

に
お

い
て

、
専
門

の
心
理

カ
ウ

ン
セ

ラ
ー

が
個

別
カ

ウ
ン

セ
リ

ン
グ

を
実

施
す

る
。

Ｂ

・
学

生
相

談
室

に
お

い
て
、
２
名
の
常
勤
カ
ウ
ン
セ

ラ
ー

、
２
名

の
非
常
勤
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
、
１
名
の
非
常
勤

精
神

科
医

が
協
働

し
て
個
別
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
と
コ
ン
サ

ル
テ

ー
シ
ョ

ン
に
当

た
り
、
来
談
し
た
学
生
、
教
職
員
の

ニ
ー
ズ

に
対

応
し

た
。

○
適
応
相
談

○
就
職
支
援

・
就

職
に
関
す
る
情
報
収
集
、
情
報
提
供
、
相
談
な
ど
の

サ
ー
ビ
ス
を
一
元
的
に
行
う
。

・
就

職
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
や
就
職
相
談
員
の
支
援
に
よ
り
、

就
職

に
際
し
て
学
生
の
希
望
や
能
力
な
ど
が
適
切
に
反
映

で
き

る
よ
う
努
め
る
。

・
t
h
e
 
T
o
k
y
o
 
U
-
c
l
u
b
、
同
窓
会
と
の
連
携
を
図
り
な

が
ら

、
全
学
的
な
就
職
支
援
体
制
を
整
備
す
る
。

（
２
）
学
生
支
援
に
関
す
る
取
組
み

3
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東
京
都
立
大
学
、
東
京
都
立
科
学
技
術
大
学
、
東
京
都
立
保
健
科
学
大
学
及
び
東
京
都
立
短
期
大
学
の
在
学

者
に
対
し
、
卒
業
に
向
け
て
必
要
な
教
育
課
程
を
保
障
す
る
た
め
の
措
置
を
行
う
と
と
も
に
、
履
修
相
談
・
指

導
や
就
職
支
援
の
充
実
を
図
っ
た
。

１
　

卒
業

予
定

者
に

対
す
る
就
職
支
援

　
各
大
学
の
卒
業
予
定
者
の
就
職
支
援
に
つ
い
て
は
、
新
た
に
就
職
課
を
設
置
し
、
そ
の
も
と
に
複
数
の
就
職

カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
を
配
置
す
る
な
ど
、
支
援
体
制
及
び
支
援
内
容
の
充
実
を
図
っ
た
。
こ
の
結
果
、
平
成
１
７
年

度
卒
業
者
の
う
ち
就
職
希
望
者
の
就
職
率
（
３
大
学
・
学
部
生
）
は
９
４
.
７
％
と
、
前
年
度
（
９
２
．
７
％
）

に
比
べ
２
.
０
％
改
善
さ
れ
た
。

２
　

在
学

者
に

対
す

る
履
修
指
導
等

　
東
京
都
立
短
期
大
学
に
つ
い
て
は
、
平
成
１
６
年
４
月
（
夜
間
課
程
は
平
成
１
５
年
４
月
）
に
入
学
し
た
最

終
入
学
者
が
、
平
成
１
７
年
度
に
標
準
修
業
年
限
に
よ
る
最
終
年
次
を
迎
え
た
。

　
そ
の
た
め
、
１
年
次
向
け
の
授
業
科
目
を
必
要
に
応
じ
開
講
す
る
な
ど
、
学
生
が
円
滑
に
卒
業
で
き
る
よ

う
、
授
業
時
間
編
成
上
の
配
慮
を
行
っ
た
。
ま
た
、
学
生
の
履
修
状
況
の
把
握
に
努
め
、
必
要
性
が
確
認
さ
れ

た
学
生
に
対
し
て
は
個
別
に
呼
び
出
し
て
履
修
指
導
を
行
う
な
ど
、
き
め
細
か
な
対
応
を
行
っ
た
。

　
こ
の
結
果
、
大
部
分
の
学
生
を
卒
業
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
、
平
成
１
８
年
度
も
引
き
続
き
在
学
す
る
学
生
の

人
数
は
、
２
８
名
と
な
っ
た
。

Ⅳ
 
東
京
都
立
大
学
、
東
京
都
立
科
学
技
術
大
学
、
東
京
都
立
保
健
科
学
大
学
、

東
京
都
立
短
期
大
学
に
関
す
る
特
記
事
項

-
 3

5
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中
期
計
画

年
度
計
画

自
己
評
価

年
度
計
画
に
係
る
実
績

評
定

評
価
結
果
の
説
明
等

【
中
期
計
画
の
達
成
状
況
・
今
後
の
課
題
な
ど
】

・
法
人
運
営
の
戦
略
性
、
迅
速
性
、
効
率
性
を
向
上
さ
せ

る
た
め
、
経
営
・
教
学
戦
略
委
員
会
及
び
経
営
企
画
室
の

設
置
、
首
都
大
学
東
京
と
４
大
学
の
教
育
研
究
審
議
会
の

一
体
的
運
営
、
理
事
長
及
び
学
長
等
を
補
佐
す
る
運
営
委

員
会
の
整
備
な
ど
を
実
施
し
た
。

・
（
今
後
の
課
題
）
戦
略
的
法
人
運
営
、
迅
速
な
意
思
決

定
及
び
そ
の
遂
行
な
ど
業
務
運
営
の
改
善
に
向
け
、
基
本

方
針
の
周
知
徹
底
、
意
思
決
定
の
し
く
み
の
改
善
及
び
法

人
本
部
機
能
の
強
化
等
に
努
め
る
。

・
法

人
全

体
の

企
画

立
案

機
能

を
強

化
す

る
た

め
、

経
営

企
画

室
を

設
置

す
る

。

Ｂ

・
法

人
全

体
の

企
画
立
案
機
能
を
担
う
経
営
企
画
室
を
設

置
し

た
（

４
月

）
。

 
 
ま

た
、

教
務

に
係

る
総
合
的
調
整
及
び
研
究
支
援
の
た

め
に

、
７

月
に

経
営
企
画
室
内
に
研
究
支
援
室
を
設
置
し

た
。

・
教

育
研

究
の

活
性

化
及

び
効

果
的

・
効

率
的

な
経

営
の

実
現

の
た

め
の

戦
略

や
実

施
方

策
を

検
討

す
る

た
め

、
経

営
・

教
学

戦
略

委
員

会
を

設
置

す
る

。
Ｂ

・
平

成
1
7
年

５
月

に
経
営
・
教
学
戦
略
委
員
会
を
設
置
し

た
。

理
事

長
、

学
長
の
諮
問
を
受
け
、
大
学
運
営
に
関
す

る
戦

略
的

課
題

に
関
し
、
取
組
の
方
向
に
つ
い
て
答
申
を

行
っ

た
。

・
経

営
的

な
視

点
か

ら
の

財
務

分
析

に
基

づ
き

戦
略

的
な

人
員

、
予

算
の

配
分

シ
ス

テ
ム

を
確

立
す

る
た

め
、

実
態

把
握

と
課

題
抽

出
を

行
う

。

Ｂ

・
予

算
執

行
の

実
態
把
握
に
基
づ
き
、
平
成
1
8
年
度
予
算

の
編

成
に

お
い

て
、
各
学
部
の
特
性
に
配
慮
し
つ
つ
、
可

能
な

限
り

全
学

共
通
の
基
準
を
設
定
す
る
と
と
も
に
、
重

要
課

題
に

つ
い

て
予
算
を
重
点
的
に
配
分
し
た
。

・
教

員
役

職
者

の
兼

務
、

審
議

組
織

の
一

体
的

運
営

な
ど

に
よ

り
各

大
学

の
効

率
的

運
営

を
図

る
。

Ｂ

・
首

都
大

学
東

京
の
教
員
役
職
者
が
４
大
学
(
院
)
の
役
職

を
兼

務
し

、
各

大
学
が
有
す
る
教
育
研
究
審
議
会
を
一
体

的
に

運
営

す
る

こ
と
な
ど
に
よ
り
、
効
率
的
な
運
営
体
制

を
構

築
し

た
。

・
４

大
学

の
業

務
縮

小
に

合
わ

せ
、

組
織

・
役

職
の

計
画

的
整

理
を

実
施

す
る

。

Ｂ

・
４

大
学

の
学

生
数
の
学
年
進
行
に
よ
る
事
業
縮
小
と
首

都
大

の
学

生
の

学
年
進
行
に
合
わ
せ
た
事
業
拡
大
を
総
合

的
に

勘
案

し
、

組
織
・
役
職
の
見
直
し
を
適
切
に
行
っ

た
。

・
短

期
大

学
の

学
生
数
減
に
よ
る
組
織
の
簡
素
化
等
に
と

も
な

う
役

職
の

整
理
を
実
施
し
た
。

・
理
事
長
、
学
長
、
部
局
長
の
迅
速
な

意
思

決
定

や
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
補
佐
す
る
組
織
と

し
て

、
法

人
の

規
程
に
基
づ
き
、
専
門
的
な
事
項
を
検

討
・

審
査

す
る

「
運
営
委
員
会
」
を
設
置
し
、
効
率
的

・
効

果
的

な
意

思
決
定
シ
ス
テ
ム
を
整
備
す
る
。

・
理

事
長

、
学

長
、

部
局

長
の

迅
速

な
意

思
決

定
や

リ
ー

ダ
ー

シ
ッ

プ
を

補
佐

す
る

組
織

と
し

て
、

専
門

的
な

事
項

を
検

討
・

審
査

す
る

「
運

営
委

員
会

」
を

設
置

す
る

。
Ｂ

・
法

人
の

円
滑

か
つ
効
率
的
な
運
営
を
図
る
た
め
、
運
営

委
員

会
を

理
事

長
、
学
長
を
補
佐
す
る
組
織
と
し
て
設
置

し
た

。

・
監
事
に
よ
る
法
人
業
務
の
監
査
を
実

施
し

、
法

人
運

営
の
不
断
の
見
直
し
を
図
る
。

年
度

計
画

記
載

な
し

○
迅
速
な
意
思
決
定
の
仕
組
み
の
構
築

○
監
事
に
よ
る
監
査
の
実
施

○
戦
略
的
な
法
人
運
営
制
度
の
確
立

・
経
営
企
画
室
を
設
置
す
る
な
ど
法
人

全
体

の
企

画
立

案
機
能
を
強
化
す
る
。

・
経
営
的
な
視
点
か
ら
の
財
務
分
析
に

基
づ

き
戦

略
的

な
人
員
、
予
算
の
配
分
シ
ス
テ
ム
を
確

立
す

る
。

・
各
年
度
の
業
務
実
績
に
対
す
る
自
己

点
検

・
評

価
や

外
部
評
価
の
結
果
等
を
翌
年
度
以
降
の

人
員

、
予

算
の

配
分
に
反
映
さ
せ
る
。

○
効
率
的
な
法
人
組
織
の
整
備

・
教
員
役
職
者
の
兼
務
、
審
議
組
織
の

一
体

的
運

営
な

ど
に
よ
り
各
大
学
の
効
率
的
運
営
を
図

る
。

・
４
大
学
の
業
務
縮
小
に
合
わ
せ
、
組

織
・

役
職

の
計

画
的
整
理
を
実
施
す
る
。

公
立
大
学
分
科
会

１
　
業
務
運
営
の
改
善
に
関
す
る
目
標
を
達
成
す
る
た
め
の
措
置

中
期
計
画
に
係
る
該
当
項
目

評
価
項
目

公
立
大
学
法
人
首
都
大
学
東
京

Ⅴ
　
法
人
運
営
の
改
善
に
関
す
る
目
標
を
達
成
す
る
た
め
に
と
る
べ
き
措
置

3
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中
期
計
画

年
度
計
画

自
己
評
価

年
度
計
画
に
係
る
実
績

評
定

評
価
結
果
の
説
明
等

公
立
大
学
分
科
会

中
期
計
画
に
係
る
該
当
項
目

評
価
項
目

公
立
大
学
法
人
首
都
大
学
東
京

Ⅴ
　
法
人
運
営
の
改
善
に
関
す
る
目
標
を
達
成
す
る
た
め
に
と
る
べ
き
措
置 【
中
期
計
画
の
達
成
状
況
・
今
後
の
課
題
な
ど
】

・
社
会
の
要
請
に
応
え
た
教
育
研
究
の
推
進
の
た
め
、
平

成
1
8
年
度
以
降
の
新
コ
ー
ス
開
設
へ
の
準
備
を
着
実
に
実

施
し
た
。
ま
た
、
部
局
長
が
権
限
や
役
割
に
応
じ
た
リ
ー

ダ
ー
シ
ッ
プ
を
発
揮
で
き
る
よ
う
、
体
制
を
整
備
し
た
。

・
（
今
後
の
課
題
）
新
コ
ー
ス
の
開
設
、
教
育
研
究
組
織

見
直
し
の
シ
ス
テ
ム
確
立
、
部
局
長
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ

の
確
立
等
に
向
け
、
大
学
の
設
置
理
念
の
実
現
及
び
社
会

の
要
請
へ
の
対
応
と
い
う
観
点
に
立
っ
て
、
一
層
の
取
組

を
推
進
す
る
。

既
存
の
学
問
体
系
に
と
ら
わ
れ
ず
社
会

の
要

請
に

対
応

し
た
新
し
い
教
育
研
究
コ
ー
ス
構
築
の

検
討

を
積

極
的

に
行
い
、
平
成
１
８
年
度
以
降
の
新
コ

ー
ス

開
設

へ
向

け
た
取
組
み
を
進
め
て
い
く
。

①
 
平
成
１
８
年
度
に
シ
ス
テ
ム
デ
ザ
イ
ン

学
部

に
イ

ン
ダ
ス
ト
リ
ア
ル
ア
ー
ト
コ
ー
ス
を
開

設
し

、
高
付
加

価
値
製
品
の
開
発
・
次
世
代
産
業
の
振
興

に
不

可
欠

な
デ
ザ
イ
ン
、
ア
ー
ト
の
技
法
の
教
育
を

行
う

。
平

成
２

０
年
度
に
は
、
同
コ
ー
ス
の
専
門
課
程

を
開
始

す
る

。
②
 
平
成
１
９
年
度
に
都
市
教
養
学
部
に
都
市
政

策
コ
ー
ス
を
開
設
す
る
。
都
市
ガ
バ
ナ
ン

ス
を

担
う
政

策
ア
ナ
リ
ス
ト
の
養
成
を
目
指
し
、
「
都
市

」
を
中
心

と
し
た
学
際
的
・
実
践
的
な
教
育
を
行
う

。
③
 
観
光
・
ツ
ー
リ
ズ
ム
コ
ー
ス
（
仮
称
）

（
世
界

有
数
の
大
都
市
で
あ
る
と
と
も
に
豊
か
な

自
然

を
あ

わ
せ

も
つ
東
京
の
特
色
を
ふ
ま
え
た
新
し
い

コ
ー

ス
）

に
つ

い
て
、
平
成
１
７
年
度
に
検
討
し
、
平

成
１
９

年
度

に
文
部
科
学
省
へ
の
届
出
を
行
い
、
平
成
２
０

年
度

の
開

設
を
目
指
す
。

・
平

成
1
8
年

度
以

降
の

新
コ

ー
ス

開
設

へ
向

け
た

取
組

み
を

進
め

る
。

①
 
平

成
1
8
年

度
の

イ
ン

ダ
ス
ト

リ
ア
ル
ア

ー
ト

コ
ー

ス
の

開
設

に
向

け
、
文

部
科

学
省

へ
の
届

出
、
広
報

活
動

、
入

学
試
験

な
ど

、
必

要
な

準
備

を
着

実
に

行
う

。
②

 
平

成
1
9
年

度
の

都
市
政

策
コ

ー
ス

の
開

設
に

向
け

て
、
着

実
に

検
討

を
行

う
。

③
 
観
光

・
ツ

ー
リ
ズ

ム
コ

ー
ス

（
仮
称

）
（
世
界

有
数

の
大

都
市
で
あ

る
と

と
も

に
豊

か
な

自
然

を
あ

わ
せ

も
つ

東
京

の
特
色

を
ふ

ま
え

た
新

し
い

コ
ー

ス
）

の
内

容
に

つ
い

て
、

検
討

部
会

を
設

置
し

、
検

討
を

行
う

。
Ｂ

・
平

成
1
8
年

度
以

降
の
新
コ
ー
ス
開
設
へ
向
け
取
組
み
を

進
め

た
。

①
　

平
成

1
8
年

度
の

イ
ン
ダ
ス
ト
リ
ア
ル
ア
ー
ト
コ
ー
ス

の
開

設
に

向
け

、
６
月
末
に
文
部
科
学
省
へ
の
届
出
を

行
っ

た
ほ

か
、
広
報
活
動
、
入
学
試
験
、
教
育
課
程
の
詳

細
の

検
討

、
１

年
次
に
必
要
な
設
備
等
の
整
備
な
ど
、
着

実
に

準
備

を
行

っ
た
。

②
　

平
成

1
9
年

度
の

都
市
政
策
コ
ー
ス
の
開
設
に
向
け
、

コ
ー

ス
準

備
委

員
会
で
検
討
を
行
っ
た
ほ
か
、
コ
ー
ス
進

学
条
件

の
学

生
へ

の
周
知
な
ど
、
着
実
に
準
備
を
進
め

た
。

③
　
観
光

・
ツ

ー
リ
ズ
ム
コ
ー
ス
（
仮
称
）
検
討
部
会
を

設
置

し
、

新
コ

ー
ス
の
設
置
趣
旨
、
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
、
設

置
形

態
に

つ
い

て
検
討
を
行
い
、
部
会
の
と
り
ま
と
め
を

行
っ

た
。

ま
た

、
平
成
1
8
年
度
実
施
予
定
の
都
か
ら
の
寄

附
講
座

に
関

し
、

東
京
都
産
業
労
働
局
及
び
環
境
局
か
ら

の
委
託

調
査

を
実

施
し
、
寄
附
講
座
の
内
容
を
決
定
し

た
。

・
教
育
研
究
組
織
に
関
す
る
定
期
的
な

自
己

点
検

・
評

価
、
外
部
評
価
及
び
第
三
者
評
価
を
実

施
し

、
見

直
し

に
つ
な
げ
る
。

・
定
期
的
な
評
価
等
に
基
づ
き
見
直
し

を
行

い
、

教
育

研
究
に
対
す
る
社
会
的
要
請
の
変
化
を
捉
え

、
教

育
研

究
組
織
の
新
設
・
廃
止
・
改
編
を
行
う

。

・
教

育
研

究
組

織
に

関
す

る
定

期
的

な
自

己
点

検
・

評
価

、
外

部
評

価
の
仕

組
み

づ
く

り
な

ど
の

準
備

を
行

う
。

Ｃ

・
教

育
研

究
組

織
に
関
す
る
あ
り
方
に
つ
い
て
検
討
し

た
。

部
局
長
と
教
授
会
の
関
係
や
部
局
長
を

補
佐

す
る

体
制

な
ど
に
つ
い
て
、
法
人
が
定
め
る
規
則

等
で
明
文

化
し
、
部
局
長
が
権
限
や
役
割
に
応
じ
た

リ
ー

ダ
ー

シ
ッ

プ
を
発
揮
で
き
る
よ
う
な
体
制
を
整
備

す
る

。

・
部

局
長

と
教
授

会
の

関
係

や
部

局
長

を
補

佐
す

る
体

制
に

つ
い

て
、

規
則
で
明
文

化
す

る
。

Ｂ

・
部

局
長

、
部

局
長
補
佐
、
運
営
委
員
会
委
員
の
選
出
や

教
授

会
の
招
集

な
ど
に
つ
い
て
、
部
局
長
が
権
限
や
役
割

に
応
じ

た
リ

ー
ダ

ー
シ
ッ
プ
を
発
揮
で
き
る
よ
う
に
規
則

で
明
文

化
し

た
。

○
教
育
研
究
組
織
の
定
期
的
な
見
直
し

の
シ
ス
テ
ム
の
確
立

○
部
局
長
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
の
確
立

２
　
教
育
研
究
組
織
の
見
直
し
に
関
す
る
目
標
を
達
成
す
る
た
め
の
措
置

○
学
部
教
育
に
お
け
る
新
分
野
の
構
築

3
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中
期
計
画

年
度
計
画

自
己
評
価

年
度
計
画
に
係
る
実
績

評
定

評
価
結
果
の
説
明
等

公
立
大
学
分
科
会

中
期
計
画
に
係
る
該
当
項
目

評
価
項
目

公
立
大
学
法
人
首
都
大
学
東
京

Ⅴ
　
法
人
運
営
の
改
善
に
関
す
る
目
標
を
達
成
す
る
た
め
に
と
る
べ
き
措
置 【
中
期
計
画
の
達
成
状
況
・
今
後
の
課
題
な
ど
】

・
大
学
の
使
命
や
基
本
理
念
の
実
現
に
向
け
、
戦
略
的
・

効
果
的
人
事
を
実
施
す
る
た
め
、
人
事
委
員
会
の
設
置
、

任
期
制
・
年
俸
制
の
導
入
、
新
た
な
人
事
制
度
の
構
築
、

適
切
な
現
員
管
理
な
ど
を
実
施
し
た
。
ま
た
、
事
務
職
員

に
つ
い
て
固
有
職
員
や
人
材
派
遣
職
員
の
活
用
な
ど
適
切

な
役
割
分
担
に
基
づ
く
運
営
を
行
っ
た
。

・
（
今
後
の
課
題
）
業
績
評
価
制
度
の
試
行
、
勤
務
時
間

管
理
の
弾
力
化
、
戦
略
的
教
員
人
事
の
実
施
等
に
努
め
る

と
と
も
に
、
事
務
職
員
の
固
有
職
員
人
事
給
与
制
度
の
整

備
、
法
人
に
相
応
し
い
職
務
遂
行
能
力
向
上
の
た
め
の
研

修
制
度
の
充
実
強
化
等
に
努
め
る
。

・
首
都
大
学
東
京
の
専
任
教
員
定
数
５
３
０

人
、

研
究

員
定
数
１
９
０
人
の
早
期
実
現
に
向
け

、
適

切
な

現
員

管
理
を
行
い
、
人
件
費
総
額
の
節
減
に
努

め
る

。

・
適

切
な

現
員
管

理
を

行
い

、
人
件
費

総
額

の
節

減
に

努
め

る
。

Ｂ

・
適

切
な

現
員
管

理
を
行
い
、
人
件
費
の
節
減
に
努
め
て

い
る

。
（

平
成

1
8
年
３
月
1
日
現
在
の
教
員
数
7
0
3
名
（
専

任
教

員
5
2
5
名

、
助
手
1
7
8
名
）
）
。

・
教

員
の

人
事
給
与

制
度

と
し

て
、
任

期
制

・
年
俸

制
を
導
入

す
る

。
Ｂ

・
1
7
年

４
月

（
法

人
設
立
時
）
に
任
期
制
・
年
俸
制
を
導

入
し

、
任

期
制
は
同
意
し
た
教
員
に
対
し
て
適
用
し
た
。

・
年
俸

制
、

業
績

評
価

制
度

の
詳
細

設
計

を
行

う
。

Ｂ

・
法

人
設

立
以

降
、
公
正
・
公
平
な
「
教
員
評
価
」
を
軸

に
、

教
員

の
ス

テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
と
組
織
の
活
性
化
を
図
る

「
任

期
制

」
、

職
務
・
職
責
、
業
績
を
的
確
に
反
映
す
る

「
年
俸

制
」

の
３

つ
の
制
度
を
、
ト
ー
タ
ル
シ
ス
テ
ム
と

し
て

、
新

た
な

人
事
制
度
を
整
備
し
た
（
１
月
）
。

・
任

期
制

の
適
用
状
況
は
、
１
月
に
実
施
し
た
教
員
へ
の

意
向

確
認

を
経

て
、
平
成
1
8
年
４
月
か
ら
は
、
全
教
員
の

３
分

の
２
近

い
数

と
な
る
。
（
平
成
1
7
年
度
当
初
：
５
割

弱
）

。
・

教
員

の
業

績
評

価
制
度
を
、
平
成
1
8
年
度
試
行
す
る
準

備
を

行
っ

た
。

・
人

事
委

員
会

、
教

員
選
考

委
員

会
を

有
効

に
活
用

し
て

、
法

人
全

体
の

人
事

の
方
針

や
計

画
に

基
づ

く
戦

略
的

な
教

員
人

事
を

実
施

す
る

。
Ｂ

・
人

事
委

員
会

の
定
め
た
基
本
方
針
の
下
、
各
分
野
の
外

部
専

門
家

も
含

め
た
選
考
委
員
会
に
よ
る
選
考
を
実
施

し
、

法
人

全
体

の
視
点
か
ら
人
事
委
員
会
で
審
査
す
る
新

た
な
仕

組
み

を
定
着
さ
せ
、
戦
略
的
な
人
事
を
行
っ
た
。

・
研

究
機

関
等

か
ら

の
任
用

拡
大

や
外

部
招
聘

人
事

な
ど

の
検

討
を

行
う

。
Ｂ

・
幅
広

い
人
材

の
任
用
、
招
聘
人
事
な
ど
に
つ
い
て
検
討

を
行

っ
た

。

・
教
員
採
用
に
つ
い
て
は
、
原
則
と
し

て
、
公
募

制
に

よ
り
実
施
し
、
公
平
性
・
透
明
性
の
確
保

を
図

る
。

・
教

員
採
用

に
つ

い
て

、
原
則

と
し

て
、
公
募

制
に

よ
り

実
施

す
る

。

Ｂ

・
法

人
に

お
け

る
採
用
選
考
は
、
「
公
募
」
を
原
則
と

し
、

各
部

局
の

教
員
選
考
委
員
会
に
よ
る
選
考
及
び
人
事

委
員

会
の

審
査

を
経
て
実
施
す
る
な
ど
、
公
平
性
・
透
明

性
の
高

い
採
用
手
続
き
を
実
施
し
て
い
る
。

・
裁
量
労
働
制
や
兼
業
・
兼
職
の
基
準
緩
和

な
ど

に
よ

り
、
勤
務
時
間
管
理
の
弾
力
化
を
図
る

。
・
裁
量
労
働

制
の
導
入

や
兼

業
・

兼
職

の
基

準
緩
和

を
行

う
。

Ｄ

・
裁
量
労
働

制
に

つ
い
て
は
、
労
働
組
合
と
の
協
議
を
重

ね
て

い
る

が
、
労
使
協
定
の
締
結
に
至
っ
て
い
な
い
た

め
、

運
用
は

平
成

1
8
年
度
以
降
に
持
ち
越
さ
れ
る
こ
と
と

な
っ

た
。

・
兼

業
・

兼
職

の
基
準
緩
和
に
つ
い
て
は
、
公
立
の
法
人

で
あ

る
こ

と
を
踏

ま
え
つ
つ
、
大
学
が
持
つ
人
的
資
源
の

社
会

へ
の
還
元

を
図
る
よ
う
実
施
し
た
。

○
教
員
採
用
に
お
け
る
公
平
性
・
透
明

性
の
確
保

○
勤
務
時
間
管
理
の
弾
力
化

○
教
員
へ
の
任
期
制
・
年
俸
制
の
導
入

及
び
業
績
評
価
制
度
の
適
正
な
運
用

（
中
期
）

○
教
員
へ
の
任
期
制
・
年
俸
制
、
業
績

評
価
制
度
の
導
入
（
年
度
）

・
年
功
序
列
的
人
事
を
排
し
、
業
績
に

応
じ

た
公
正

な
任
用
給
与
制
度
を
確
立
す
る
こ
と
に
よ

り
優
秀

な
教

員
を
確
保
す
る
。
平
成
１
７
年
度
か
ら
任

期
制

・
年
俸

制
を
導
入
す
る
と
と
も
に
、
業
績
評
価
制

度
は

平
成

１
８

年
度
の
試
行
の
後
、
平
成
１
９
年
度
に
本
格

実
施

す
る
。

○
戦
略
的
な
教
員
人
事
の
実
施

・
人
事
委
員
会
、
教
員
選
考
委
員
会
を

有
効

に
活
用

し
て
、
法
人
全
体
の
人
事
の
方
針
や
計
画

に
基

づ
く

戦
略

的
な
教
員
人
事
を
実
施
す
る
。

・
研
究
機
関
等
か
ら
の
任
用
拡
大
や
外

部
招
聘

人
事

な
ど
を
積
極
的
に
行
い
、
多
様
な
人
材
の

活
用

を
図

る
。

３
　
人
事
の
適
正
化
に
関
す
る
目
標
を
達
成
す
る
た
め
の
措
置

○
中
長
期
的
な
視
点
か
ら
の
人
件
費
管

理
の
実
施
（
中
期
）

○
現
員
管
理
（
年
度
）
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中
期
計
画

年
度
計
画

自
己
評
価

年
度
計
画
に
係
る
実
績

評
定

評
価
結
果
の
説
明
等

公
立
大
学
分
科
会

中
期
計
画
に
係
る
該
当
項
目

評
価
項
目

公
立
大
学
法
人
首
都
大
学
東
京

Ⅴ
　
法
人
運
営
の
改
善
に
関
す
る
目
標
を
達
成
す
る
た
め
に
と
る
べ
き
措
置

・
業

務
の

内
容

に
応
じ

て
、
固

有
職

員
・

人
材
派
遣

職
員

の
適

切
な

活
用

を
図

る
。

Ｂ

・
都
派
遣

職
員

（
常
勤
・
非
常
勤
）
の
業
務
見
直
し
に
よ

り
、
固

有
職

員
化

を
推
進
し
て
い
る
。
平
成
1
8
年
４
月
１

日
現
在
で
固

有
職

員
数
は
約
1
2
0
名
（
う
ち
管
理
職
は
６

名
）

に
達

し
て

い
る
。

・
経

理
業

務
、
秘
書
業
務
、
施
設
管
理
業
務
な
ど
、
主
に

民
間

経
験

が
活
用
で
き
る
業
務
や
定
型
的
な
管
理
運
営
業

務
な

ど
に

積
極

的
に
人
材
派
遣
を
導
入
し
て
お
り
、
平
成

1
8
年

４
月

１
日

現
在
で
人
材
派
遣
契
約
に
よ
る
職
員
数
は

約
4
0
名

と
な

る
。

・
都
派
遣

職
員

・
固

有
職

員
・

人
材
派
遣

職
員

の
職

務
内
容

に
応
じ

、
適

切
な

役
割

分
担

を
図

り
、

都
派
遣

職
員

数
の

縮
減

に
つ

い
て

、
業

務
運

営
の
状
況

等
を

勘
案

し
つ

つ
、

計
画

的
に

進
め

る
た

め
の

検
討

を
行

う
。

Ｂ

・
計

画
的

に
都
派
遣
職
員
数
の
解
消
を
図
る
た
め
、
業
務

の
進
捗
状
況

な
ど

を
勘
案
し
た
上
、
第
１
期
中
期
計
画
期

間
中

（
平

成
1
7
年

度
～
平
成
2
2
年
度
（
６
年
間
）
に
お
い

て
、

計
画

的
に
派
遣
職
員
解
消
を
進
め
る
こ
と
と
し
た
。

・
都

か
ら

の
派
遣

、
固
有
職
員
の
新
規
採
用
、
業
務
見
直

し
等

に
よ

り
、

組
織
力
の
維
持
・
向
上
を
目
指
し
な
が
ら

効
率

的
な

業
務

運
営
に
努
め
て
い
る
。

・
優
秀
な
固
有
職
員
を
確
保
す
る
た
め

、
固

有
職

員
の

人
事
給
与
制
度
に
つ
い
て
、
平
成
２
０

年
度
導
入

に
向

け
て
、
整
備
を
進
め
る
。

・
優
秀

な
固

有
職

員
を

確
保

す
る

た
め

、
固

有
職

員
の

人
事
給
与

制
度

に
つ

い
て

、
平

成
２
０

年
度
導
入

に
向

け
て

、
整

備
を

進
め

る
。

Ｂ

・
固

有
職

員
の

人
事
給
与
制
度
に
つ
い
て
は
、
本
年
度
、

勤
務

評
定

方
法

や
評
定
に
基
づ
く
更
新
判
定
方
法
を
策
定

し
、

こ
れ

に
基

づ
き
適
切
な
更
新
判
定
を
行
っ
た
。
新
た

な
固

有
職

員
制

度
の
検
討
に
向
け
て
、
他
大
学
に
お
け
る

固
有

職
員

の
人

事
給
与
制
度
等
に
係
る
調
査
を
実
施
し

た
。

【
中
期
計
画
の
達
成
状
況
・
今
後
の
課
題
な
ど
】

・
業
務
の
効
率
的
運
営
及
び
経
費
節
減
を
進
め
る
た
め
、

情
報
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
整
備
、
事
務
組
織
の
見
直
し
、
ア

ウ
ト
ソ
ー
シ
ン
グ
の
活
用
な
ど
、
事
務
等
の
効
率
化
を

図
っ
た
。

・
（
今
後
の
課
題
）
業
務
運
営
の
効
率
化
及
び
経
費
節
減

に
向
け
法
人
の
特
質
を
活
か
し
た
一
層
の
努
力
を
行
う
と

と
も
に
、
事
務
組
織
に
つ
い
て
、
法
人
運
営
の
実
態
に
即

し
て

最
大
限
の
効
率
性
を
発
揮
す
る
よ
う
弾
力
的
見
直
し

に
努
め
る
。

・
南

大
沢

・
日
野

・
荒
川

・
昭
島

・
晴
海

・
新
宿

・
飯

田
橋

・
品
川

の
各
キ
ャ

ン
パ

ス
を

結
ぶ
キ
ャ

ン
パ

ス
間

ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク

の
整

備
を

進
め

る
。

Ｂ

・
平

成
1
7
年

５
月

に
、
品
川
シ
ー
サ
イ
ド
キ
ャ
ン
パ
ス
を

除
く

全
て

の
キ
ャ

ン
パ
ス
で
事
務
系
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
整

備
が
完
了

し
た

。
品
川
シ
ー
サ
イ
ド
キ
ャ
ン
パ
ス
に
つ
い

て
は

、
1
2
月
末

に
整

備
が
完
了
し
た
。

・
教

育
研

究
用

シ
ス
テ
ム
の
整
理
統
合
に
合
わ
せ
た
ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

の
整

備
に
つ
い
て
は
、
検
討
を
行
っ
た
。

・
イ

ン
タ

ー
ネ

ッ
ト
回
線

速
度

の
向
上

と
経
費

の
削

減
を

行
う

。
Ｃ

・
イ

ン
タ

ー
ネ

ッ
ト
回
線
速
度
の
改
善
を
行
っ
た
ほ
か
、

経
費

の
削

減
に

つ
い
て
検
討
を
行
っ
た
。

・
首
都
大
学
東
京
・
産
業
技
術
大
学
院

大
学

と
4
大

学
が
併
存
す
る
期
間
に
お
い
て
は
、
各
大

学
に

係
る

事
務

執
行
の
効
率
化
を
図
る
た
め
、
学
年
進

行
に
あ

わ
せ

、
学
内
事
務
組
織
の
見
直
し
を
行
う
。

・
各

大
学

の
事

務
執

行
の

効
率

化
を

図
る

た
め

、
学

年
進

行
に
あ

わ
せ

、
学

内
事

務
組

織
の

見
直

し
を

行
う

。

Ｂ

・
平

成
1
8
年

度
の

組
織
・
人
員
体
制
に
つ
い
て
は
、
短
期

大
学

の
学

生
数

減
少
に
伴
い
、
昭
島
キ
ャ
ン
パ
ス
及
び
晴

海
キ
ャ

ン
パ

ス
と

も
見
直
し
を
行
っ
た
。

・
効
率
的
な
業
務
執
行
を
図
る
た
め
、

業
務

委
託

や
人

材
派
遣
な
ど
を
積
極
的
に
活
用
す
る
。

・
効

率
的

な
業

務
執

行
を

図
る

た
め

、
業

務
委
託

や
人

材
派
遣

な
ど

を
積

極
的

に
活
用

す
る

。
Ｂ

・
経

理
業

務
、
秘
書
業
務
、
施
設
管
理
業
務
等
、
主
に
民

間
の

経
験

を
生

か
せ
る
業
務
や
管
理
的
業
務
に
積
極
的
に

人
材
派
遣

を
導
入

し
た
。

○
ア
ウ
ト
ソ
ー
シ
ン
グ
の
活
用

・
業
務
の
内
容
に
応
じ
て
、
固
有
職
員

・
人
材
派
遣

職
員
の
適
切
な
活
用
を
図
る
。

・
都
派
遣
職
員
・
固
有
職
員
・
人
材
派
遣

職
員

の
職

務
内
容
に
応
じ
、
適
切
な
役
割
分
担
を
図

り
、

都
派
遣

職
員
数
の
縮
減
に
つ
い
て
、
業
務
運
営
の
状
況

等
を

勘
案

し
つ
つ
、
計
画
的
に
進
め
る
。

○
固
有
職
員
の
人
事
給
与
制
度
の
整
備

４
　
事
務
等
の
効
率
化
に
関
す
る
目
標
を
達
成
す
る
た
め
の
措
置

○
情
報
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
整
備

・
マ
ル
チ
キ
ャ
ン
パ
ス
に
お
け
る
業
務

の
一

体
的

な
運

用
を
実
現
し
、
事
務
の
効
率
化
を
図
る

た
め

、
キ
ャ

ン
パ
ス
間
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
整
備
す
る
。

ま
た

、
こ

の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
活
用
し
て
、
イ
ン
タ

ー
ネ

ッ
ト
回
線

速
度
の
向
上
と
経
費
の
削
減
を
行
う
。

○
固
有
職
員
等
の
活
用

○
効
率
的
な

執
行
体
制
に
向
け
た
定
期

的
な
事
務
組
織
の
見
直
し
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Ⅴ

 
法
人

運
営

の
改

善
に

関
す

る
特

記
事

項
 

 

 
-
 
4
0
 
-

公
立

大
学

法
人

化
に

よ
り

、
組

織
、

人
事

、
財

務
面

に
つ

い
て

、
法

令
等

の
も

と
、

法
人

独
自

の
規

則

を
定
め

る
こ

と
が

で
き

る
よ

う
に

な
り

、
大

学
運

営
の

特
性

を
踏

ま
え

た
自

律
的

・
弾

力
的

な
運

営
が

可

能
と
な

っ
た

。
法
人

設
立

初
年

度
で

あ
る

平
成

1
7
年

度
は

、
法

人
全

体
の

企
画

立
案

機
能

の
充

実
、
法

人
・

大
学
運

営
を

早
期

に
軌

道
に

乗
せ

る
た

め
の

体
制

の
整

備
に

取
り

組
み

、
法

人
化

の
メ

リ
ッ

ト
を

活
か

し

た
円
滑

な
運

営
の

基
盤

を
構

築
し

た
。

 

具
体

的
に

は
、

経
営

と
教

学
の

適
切

な
役

割
分

担
に

よ
る

企
画

立
案

機
能

の
整

備
、

経
営

的
な

視
点

に

よ
る
予

算
配

分
シ

ス
テ

ム
の

確
立

、
任

期
制

・
年

俸
制

・
評

価
制

度
を

ト
ー

タ
ル

シ
ス

テ
ム

と
し

て
整

備

し
た
「

教
員

の
新

た
な

人
事

制
度

」
の

構
築

、
学

生
サ

ポ
ー

ト
セ

ン
タ

ー
や

産
学

公
連

携
セ

ン
タ

ー
な

ど

大
学
の

使
命

を
実

現
す

る
た

め
の

組
織

の
整

備
な

ど
、

に
よ

り
円

滑
な

運
営

の
仕

組
み

を
作

っ
た

。
 

あ
わ

せ
て

、
社

会
の

要
請

に
応

え
る

新
コ

ー
ス

開
設

準
備

な
ど

、
平

成
1
8
年
度

以
降

の
改

革
を

一
層

進

め
る
た

め
の

取
組

も
着

実
に

実
施

し
た

。
 

 １
 
法
人
全
体
の
企
画
立
案
機
能
の
整
備
 

法
人

・
大

学
の

運
営

に
つ

い
て

は
、

経
営

と
教

学
の

適
切

な
役

割
分

担
を

行
う

と
い

う
考

え
方

か
ら

、

定
款
の

規
定

に
よ

り
、

学
長

と
理

事
長

は
別

に
任

命
す

る
こ

と
と

し
た

。
初

代
理

事
長

に
は

知
事

の
任

命

に
よ
り

企
業

経
営

経
験

者
が

就
任

し
、

理
事

長
及

び
学

長
の

リ
ー

ダ
ー

シ
ッ

プ
に

よ
る

迅
速

な
意

思
決

定

を
実
現

す
る

シ
ス

テ
ム

を
整

備
し

た
。

 

法
人

の
経

営
に

関
す

る
重

要
事

項
の

審
議

機
関

と
し

て
、

「
経

営
審

議
会

」
を

設
置

し
た

。
理

事
長

を

議
長
と

し
、

副
理

事
長

、
理

事
に

加
え

、
大

学
運

営
や

企
業

経
営

に
深

い
識

見
を

持
つ

「
学

外
委

員
」

を

構
成
員

と
し

、
社

会
の

幅
広

い
意

見
を

法
人

運
営

に
適

切
に

反
映

す
る

こ
と

が
で

き
る

体
制

と
し

た
。

経

営
審
議

会
の

審
議

事
項

は
、

中
期

目
標

へ
の

意
見

、
中

期
計

画
及

び
年

度
計

画
、

規
程

の
制

定
改

廃
、

人

事
の
方

針
、

自
己

点
検

評
価

、
重

要
な

組
織

の
編

成
、

予
算

、
決

算
、

そ
の

他
法

人
の

経
営

に
関

す
る

重

要
な
事

項
等

と
し

た
。

 

教
育

研
究

に
関

す
る

重
要

事
項

の
審

議
機

関
と

し
て

、
「

教
育

研
究

審
議

会
」

を
設

置
し

た
。

「
教

育

研
究
審

議
会

」
は

、
学

長
を

議
長

と
し

、
事

務
局

長
、

各
教

育
研

究
組

織
の

長
を

主
な

構
成

員
と

し
た

。

教
育
研

究
審

議
会

の
審

議
事

項
は

、
中

期
目

標
へ

の
意

見
、

中
期

計
画

及
び

年
度

計
画

、
規

程
の

制
定

改

廃
、
人

事
の

方
針

、
自

己
点

検
評

価
、

教
育

課
程

の
編

成
方

針
、

学
生

の
支

援
、

学
生

の
在

籍
及

び
学

位

に
係
る

方
針

、
そ

の
他

教
育

研
究

に
関

す
る

重
要

な
事

項
等

と
し

た
。

 

各
教

育
研

究
組

織
に

は
「

教
授

会
」

を
設

置
し

、
「

教
育

研
究

審
議

会
」

の
議

を
経

て
定

め
ら

れ
る

基

本
方
針

に
基

づ
き

、
学

生
の

入
学

卒
業

な
ど

の
在

籍
に

関
す

る
こ

と
及

び
学

位
の

授
与

に
関

す
る

事
項

、

教
育
課

程
の

編
成

に
関

す
る

事
項

、
そ

の
他

教
育

研
究

に
関

す
る

重
要

な
事

項
を

審
議

す
る

こ
と

と
し

た
。
 

学
内

に
設

置
し

た
「

運
営

委
員

会
」

は
、

理
事

長
及

び
学

長
の

意
思

決
定

を
補

佐
す

る
も

の
と

位
置

づ

け
、
円

滑
か

つ
効

率
的

な
意

思
決

定
や

リ
ー

ダ
ー

シ
ッ

プ
を

実
現

で
き

る
シ

ス
テ

ム
を

整
備

し
た

。
 

ま
た

、
理

事
長

及
び

学
長

の
リ

ー
ダ

ー
シ

ッ
プ

の
も

と
、

戦
略

的
な

法
人

・
大

学
運

営
を

行
う

た
め

、

「
経
営

・
教

学
戦

略
委

員
会

」
を

設
置

し
た

。
「

経
営

・
教

学
戦

略
委

員
会

」
は

、
教

育
研

究
の

活
性

化

及
び
効

率
的

・
効

果
的

な
経

営
の

実
現

の
た

め
の

戦
略

や
方

針
を

検
討

す
る

こ
と

を
目

的
と

し
、

理
事

長

及
び
学

長
の
諮
問

に
基

づ
き

、
「

入
試

の
あ

り
方

」
及

び
「
首
都

大
学
東
京

の
強

み
」

な
ど

を
始

め
と

す

る
テ
ー
マ
に

つ
い

て
、

意
見

を
と

り
ま

と
め

た
。

 

さ
ら

に
、

教
務

企
画

支
援

及
び

研
究

支
援

の
強

化
を

目
的

と
し

た
「

研
究

支
援
室
」

を
設

置
し

、
教

育

研
究
に

関
す

る
情
報
提
供
な

ど
、

教
育

研
究

な
ど

の
「
強
み

」
の
強
化

へ
向

け
た

取
組

を
行

っ
た

。
 

２
 
経
営
的
な
視
点
に
よ
る
予
算
配
分
シ
ス
テ
ム
の
確
立
 

平
成

1
7
年
度

予
算

に
お

い
て

は
、

大
学

改
革

を
戦

略
的

か
つ

機
動

的
に
推
進

す
る

た
め

に
「

大
学

改
革

推
進
費
」

を
設

け
、

本
学

の
魅

力
が
十
分
伝
わ

る
よ

う
受

験
生

、
一
般
都
民
、

企
業

な
ど

に
対

し
最

も
効

果
的

な
手

法
を
駆
使

し
た

広
報

の
充

実
、

学
外
発
信

・
学

内
交
流
機

能
強

化
の

た
め

の
設

備
改

善
及

び
長

期
的

視
点

か
ら

の
施

設
保

全
の

準
備

な
ど

に
予

算
を

重
点

的
に

配
分

し
た

。
 

平
成

1
8
年
度

予
算

編
成

に
お

い
て

は
、

「
よ

り
戦

略
的

な
取

組
を
高
め

る
こ

と
」

、
「
引
き
続
き
将
来

へ
向

け
た

備
え

と
中

長
期

的
な

課
題

へ
の
対
応

を
進

め
る

こ
と

」
、

「
新

た
に

開
設

す
る

産
業
技
術

大
学

院
大

学
の

運
営

を
円

滑
に

行
う

こ
と

」
を

基
本

的
な

考
え

方
と

し
た

。
 

具
体
的

に
は

、
特
色
あ

る
教

育
の

取
組

み
促

進
、
東
京
都
や

産
業
界
な

ど
と

の
連

携
強

化
、
積
極

的
な

広
報

活
動

、
教

育
環
境
改

善
の

た
め

の
老
朽
備
品
の
更
新

な
ど

大
学

改
革

へ
向

け
た

一
層

の
取

組
を

進
め

る
た

め
、

重
点

的
及

び
戦

略
的

に
予

算
を

配
分

す
る

こ
と

と
し

た
。

 

ま
た
、

予
算
執
行

に
つ

い
て

は
、

意
欲

あ
る

取
組

み
と
努
力

が
報

わ
れ

る
仕

組
み

を
導

入
す

る
と

と
も

に
、

学
部

独
自

の
取

り
組

み
を
促
進

す
る

な
ど

、
き

め
細

か
い

予
算

配
分

も
お

こ
な

っ
た

。
 

 

３
 
人
事
の
適
正
化
を
図
る
た
め
の
制
度
の
構
築
 

法
人
の

人
事

に
関

す
る

事
項

を
検

討
又

は
審
査
す

る
た

め
の

委
員

会
と

し
て

、
人

事
委

員
会

を
設

置
し

た
。

人
事

委
員

会
は

、
教

育
研

究
組

織
の

編
成

、
人

事
に

係
る

方
針

・
計

画
、

業
績

評
価

、
懲
戒
処

分
の

審
査

、
不
服
申

立
て

、
兼

業
に

関
す

る
審
査
等

を
検

討
・

審
査

事
項

と
し

た
。

検
討

・
審
査
事

項
に

応
じ

て
学

外
委

員
を

加
え

、
公

平
・

公
正

な
審

議
を

確
保

し
、

社
会

の
幅

広
い

意
見

の
適

切
な

反
映

を
行

う
体

制
と

し
た

。
 

教
員
の

人
事
給
与

制
度

に
つ

い
て

は
、
平

成
1
7
年
４
月
か

ら
任

期
制
・
年

俸
制

を
導

入
し

た
。
さ

ら
に

、

教
員

の
意
欲
と
努
力

に
応

え
、
大

学
の

教
育

研
究

の
質

を
さ

ら
に
高
め

る
こ

と
を

目
的

と
し

て
、
任
期

制
、

年
俸

制
、

教
員

評
価

を
ト

ー
タ

ル
シ

ス
テ

ム
と

し
て

整
備

し
た

「
教

員
の

新
た

な
人

事
制

度
」

を
平

成
1
8

年
度

か
ら
導
入

す
る

こ
と

と
し

た
。

こ
の

制
度

構
築

に
よ

り
、

任
期

制
に

つ
い

て
は

、
節

目
ご

と
の

定
期

点
検

に
よ

り
教

員
の

ス
テ

ッ
プ
ア
ッ

プ
の
契
機

と
す

る
と

と
も

に
、
教
育

研
究

の
質

の
維

持
向
上
を
図
り

、

適
切

な
流
動
性

を
確
保
す

る
こ

と
で

、
組

織
の

活
性

化
を
図
る

こ
と

と
し

た
。

ま
た

、
合

理
的

な
再

任
基

準
を

定
め

る
こ

と
に

よ
り
安
定

し
た

教
育

研
究

活
動

を
支

援
で

き
る

仕
組

み
と

し
た

。
年

俸
制

に
つ

い
て

は
、
職
務

・
職
責
の
差
異

や
業
績
を

的
確

か
つ
端
的

に
反

映
で

き
る
給
与

構
成

と
し

、
昇
給
・
昇
格

や
業

績
給

を
、

教
員

評
価

や
任

期
制

と
連
動
す

る
制

度
と

し
た

。
教

員
評

価
に

つ
い

て
は

、
人

事
制

度
全

体
の

根
幹

を
な

す
制

度
と

し
て

整
備

し
、

教
育

・
研

究
、

社
会
貢
献

、
組

織
運

営
の

公
正

・
公

平
な

評
価

を
行

う
こ

と
と

し
、

平
成

1
8
年

度
か

ら
試

行
す

る
こ

と
と

し
た

。
 

 ４
 
業
務
の
内
容
に
応
じ
た
固
有
職
員
・
人
材
派
遣
職
員
の
導
入
 

法
人
化

に
伴

い
、

業
務

の
内
容
に

応
じ

た
適

切
な

役
割

分
担

の
も

と
、
都
派
遣
職

員
・
固
有
職
員

・
人

材
派
遣
職

員
の

適
切

な
活
用
を
図
る

こ
と

と
し

た
。

 

固
有
職

員
に

つ
い

て
は

、
幹
部
職

員
で

の
登
用
の
ほ
か

学
生

生
活

支
援

業
務
（
学
修
カ
ウ
ン

セ
ラ

ー
、

就
職
カ
ウ

ン
セ
ラ
ー

等
）

、
定
例
的

・
補
助
的

業
務

及
び
非
常
勤
職

員
が

担
っ

て
い

た
専
門
的

業
務

に
導

入
し

た
。

ま
た

、
勤

務
評

定
方

法
や

評
定

に
基

づ
く
更
新
判
定

方
法

を
策

定
し

、
こ

れ
に

基
づ

き
適

切
な

更
新
判
定

を
行

っ
た

。
 

人
材
派
遣
に

つ
い

て
は

、
民
間
企

業
の

経
験

・
知

識
を

活
か

せ
る

経
理

業
務

、
秘
書
業

務
、

施
設
管
理



 
-
 
4
1
 
-

業
務
等

に
導

入
し

た
。

 

 ５
 
大
学
の
使
命
を
実
現
す
る
た
め
の
組
織
の
整
備
 

学
生

生
活

を
総

合
的

に
サ

ポ
ー

ト
す

る
こ

と
を

目
的

と
し

て
、

「
学

生
サ

ポ
ー

ト
セ

ン
タ

ー
」

を
設

置

し
、
履

修
相

談
や

就
職

支
援

な
ど

の
学

生
支

援
全

般
の

取
組

み
を

強
化

し
た

。
ま

た
、

大
学

の
研

究
成

果

を
広
く

社
会

に
還

元
し

、
地

域
産

業
の

振
興

や
文

化
の

発
展

に
寄

与
す

る
た

め
、

「
産

学
公

連
携

セ
ン

タ

ー
」
を

設
置

し
、

共
同

研
究

、
受

託
研

究
の

推
進

や
産

学
公

交
流

の
推

進
に

取
り

組
ん

だ
。

 

 ６
 
新
コ
ー
ス
の
設
置
 

社
会

の
要

請
に

応
え

た
教

育
研

究
の

推
進

の
た

め
、
平
成

1
8
年
度

以
降

の
新

た
な

コ
ー

ス
開

設
へ

向
け

た
取
組

を
実

施
し

た
。

 

 (
1
)
 
イ

ン
ダ

ス
ト

リ
ア

ル
ア

ー
ト

コ
ー

ス
 

ア
 

目
的

 

様
々

な
産

業
・

活
動

を
芸

術
的

な
視

点
か

ら
再

編
集

し
、

新
し

い
文

化
的

な
創

造
活

動
を

プ
ロ

デ

ュ
ー
ス

し
て

い
く

人
材

の
育

成
を

目
指

す
。

 

イ
 

開
設

学
部

 
 

シ
ス

テ
ム

デ
ザ

イ
ン

学
部

（
日

野
キ

ャ
ン

パ
ス

。
１

～
２

年
次

は
南

大
沢

キ
ャ

ン
パ

ス
）

 

ウ
 

開
設

時
期

 

平
成

１
８

年
４

月
 

エ
 

入
学

定
員

 

６
０

名
 

 
オ
 

カ
リ

キ
ュ

ラ
ム

の
特

色
 

 
 
 

次
の

３
つ

の
コ

ア
（

専
門

分
野

）
か

ら
構

成
さ

れ
る

。
 

・
プ
ロ

ダ
ク

ト
デ

ザ
イ

ン
 

家
庭

用
品

や
家

電
製

品
か

ら
自

動
車

、
鉄
道

に
至

る
多

様
な

工
業

製

品
と
そ

の
シ

ス
テ

ム
の

デ
ザ

イ
ン

 

・
メ
デ

ィ
ア

ア
ー

ト
 

デ
ジ

タ
ル

技
術

を
ベ

ー
ス

に
映

像
、
音

響
か

ら
プ

リ
ン

ト
メ

デ
ィ

ア
に

至

る
メ
デ

ィ
ア

ア
ー

ト
と

コ
ン

テ
ン

ツ
づ

く
り

 

・
ア
ー

ト
＆

デ
ザ

イ
ン

シ
ス

テ
ム

 
ア

ー
ト
・
デ
ザ

イ
ン

資
源

を
生

活
や

産
業

に
活

か
す

た
め

の

プ
ロ
デ

ュ
ー

ス
や

編
集

 

 
カ
 

平
成

１
７

年
度

の
取

組
状

況
 

 
 

 
イ

ン
ダ

ス
ト

リ
ア

ル
ア

ー
ト

コ
ー

ス
設

立
準

備
委

員
会

で
教

育
課

程
の

検
討

等
を

行
う

と
と

も

に
、
学

生
の

受
け

入
れ

に
万

全
を

期
す

た
め

、
年

度
途

中
に

３
名

の
教

員
を

採
用

し
て

、
入

学
者

選

抜
の
準

備
、

教
材

整
備

な
ど

精
力

的
に

開
設

準
備

に
取

り
組

ん
だ

。
 

施
設

面
で

は
、
造
形

実
習

な
ど

専
門

的
な

教
育

を
１

年
次

か
ら

実
施

す
る

必
要

が
あ

る
こ

と
か

ら
、

南
大
沢

キ
ャ

ン
パ

ス
に

ア
ト

リ
エ

教
室

な
ど

実
習

教
育

施
設

を
整

備
し

た
。

 

新
た

に
開

設
す

る
コ

ー
ス

の
た

め
、

パ
ン

フ
レ

ッ
ト

作
成

、
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
に

よ
る

広
報

に
も

力

を
入
れ

、
非

常
に

多
く

の
入

学
志

願
者

を
集

め
た

。
入

学
志

願
者

に
対

し
て

受
験

機
会

を
確

保
す

る

た
め
、
第
一

次
選

抜
を

行
わ
ず
、
試
験
科
目

で
は
想
定

デ
ッ

サ
ン

等
を

行
う

「
造

形
表
現
」

を
実

施

し
た
ほ

か
、

全
受

験
者

に
対

し
て

面
接

を
実

施
す

る
な

ど
特
色
あ

る
入

学
者

選
抜

を
行
っ
た

。
 

(
2
)
 
都
市

政
策

コ
ー

ス
 

 
 
都
市
政
策

コ
ー

ス
は

、
大
都
市

が
抱

え
る

様
々

な
政
策
課
題
に

つ
い

て
、

大
都
市
東
京
に
位
置

す
る

と
い
う

立
地
条
件

の
優
位
性

を
最

大
限

に
活

か
し

な
が

ら
、

課
題
解
決

に
結
び
付

け
て

い
く

実
践

的
思

考
力
を

育
成

す
る

こ
と

を
目

的
に

、
都
市
教
養
学

部
に

設
置

し
た

コ
ー

ス
で

あ
る

。
 

本
コ

ー
ス

は
、

３
年

次
進
級
時

に
選
択
す

る
コ

ー
ス

で
あ

り
、

１
９

年
度

か
ら

１
学

年
１
５
名

程
度

の
学
生

を
受

け
入

れ
る
予
定

で
あ

る
。

 

 
 

こ
れ

ま
で

の
学
問
体
系
の
枠
に

と
ら
わ
れ
ず
、

よ
り

広
い

視
野

に
立
っ
て
都
市
政
策

を
学
ぶ
こ

と
の

で
き
る
科
目
提
供

を
行

う
こ

と
を
特
色

と
し

て
お

り
、
都
市
政
策
論
や
都
市
経
営
論
と

い
っ

た
基
幹
的

科
目
に
加
え

、
政
策
分
析
方
法
論

や
政
策
評
価
研

究
、
都
市
空
間
論
、
統
計

デ
ー

タ
分
析
な

ど
、
都
市

政
策
に
不
可
欠
な

分
析
手
法

や
方
法
論

を
重

点
的

に
学

修
す

る
カ

リ
キ

ュ
ラ

ム
構

成
と

な
っ

て
い

る
。

 

 
 

１
７

年
度

は
、
都
市
政
策

コ
ー

ス
準

備
委

員
会

を
設

置
し

教
育

課
程

の
検

討
等

を
行
っ
た
ほ
か

、
３

年
次
進
級
時

に
お

け
る

コ
ー

ス
選
考
基

準
や

履
修

に
関

す
る

コ
ー

ス
規
則
を
定
め

る
な

ど
、

１
９

年
度

か
ら
の

学
生

受
け

入
れ

に
向

け
た

準
備

を
行
っ
た

。
新

入
生

に
対

し
て

は
、

コ
ー

ス
の
内
容

を
紹
介
す

る
ガ
イ

ダ
ン

ス
を

実
施

し
た

。
 

ま
た

、
近
隣
首
長
、

元
東
京
都
副
知
事
を
招
い

た
都
市
政
策
フ
ォ
ー
ラ
ム

を
２
回
開
催
し

、
コ

ー
ス

の
教
育

研
究

の
内
容
に

つ
い

て
学

生
や

社
会

に
対

し
て

広
く
周
知

を
行
っ
た

。
 

 (
3
)
 
観
光

・
ツ

ー
リ

ズ
ム

コ
ー

ス
（

仮
称

）
 

 
 

自
然

・
文

化
ツ

ー
リ
ズ
ム

の
視

点
か

ら
新

た
な
国
際
都
市

の
ビ

ジ
ョ

ン
を

構
築

で
き

る
人

材
を

育
成

す
る
こ

と
を

目
的

に
、

２
０

年
度

の
コ

ー
ス

設
置

に
向

け
て

準
備

を
進

め
て

い
る

。
 

 
 

１
７

年
度

は
、
都
市
環
境

学
部
長
を
座
長

と
し

て
、
観
光

・
ツ

ー
リ
ズ
ム

コ
ー

ス
（
仮
称

）
検

討
部

会
を
開
催
し

、
教

育
研

究
内
容
の
基
本

的
な
内
容

や
、

学
部

、
大

学
院

に
設

置
す

る
場

合
の

課
題

の
抽

出
等
に

つ
い

て
精

力
的

に
検

討
を

行
っ

た
。
今
後

、
こ

の
検

討
を

受
け

、
経
営
的
側
面

を
含

め
総

合
的

に
検
討

を
行

い
、

コ
ー

ス
の
概
要

に
つ

い
て
決
定

す
る
予
定

で
あ

る
。

 

ま
た

、
コ

ー
ス

開
設

に
先

立
ち

、
１

８
年

度
に
東
京
都
か

ら
の

寄
附
講
義

を
開
講
す

る
こ

と
と

し
、

１
７
年

度
は

、
そ

の
準

備
を
兼
ね

て
東
京
都

産
業
労
働
局
観
光
部

と
環
境
局

自
然
環
境

部
と

連
携

し
、

観
光
事

業
推

進
に

必
要

な
人

材
と

、
自
然
環
境
保

全
及
び
適
正
利

用
・
管
理

を
担

う
人

材
の

育
成

に
つ

い
て
調
査
研

究
を

行
っ

た
。

 



中
期
計
画

年
度
計
画

自
己
評
価

年
度
計
画
に
係
る
実
績

評
定

評
価
結
果
の
説
明
等

【
中
期
計
画
の
達
成
状
況
・
今
後
の
課
題
な
ど
】

・
産
学
公
連
携
セ
ン
タ
ー
に
お
け
る
外
部
資
金
獲
得
体
制

の
整
備
、
科
学
研
究
費
補
助
金
採
択
件
数
向
上
の
取
組

み
、
外
部
資
金
間
接
経
費
配
分
ル
ー
ル
の
明
確
化
、
立
替

払
い
制
度
の
確
立
、
一
般
寄
付
金
制
度
の
整
備
な
ど
に
よ

り
、
外
部
資
金
及
び
寄
付
金
獲
得
を
図
っ
た
。

・
（
今
後
の
課
題
）
外
部
資
金
獲
得
を
一
層
促
進
す
る
た

め
の
方
策
の
検
討
に
努
め
る
。

・
企
業
等
か
ら
の
外
部
資
金
獲
得
額
に
つ
い
て
年
間
１
０
億
円
を

目
標
と
す
る
。

Ｃ

・
外
部
資
金
に
つ
い
て
、
約
6
.
1
億
円
を
獲
得
し
た
。

・
科
学
研
究
費
補
助
金
な
ど
国
の
競
争
的
資
金
の
獲
得
件
数
に
つ

い
て
、
年
間
3
5
0
件
を
目
標
と
す
る
。

Ｂ

・
科
学
研
究
費
補
助
金
な
ど
国
の
競
争
的
資
金
を
3
2
3
件

獲
得
し
た
。
（
う
ち
、
科
学
研
究
費
補
助
金
3
1
7
件
(
内
定

時
)
、
そ
の
他
競
争
的
資
金
６
件
）

・
産
学
公
連
携
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
、
全
学
的
な
外
部
資
金
等
の

獲
得
体
制
を
整
備
す
る
。

Ｂ

・
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
を
６
人
配
置
す
る
な
ど
、
外
部
資
金

の
獲
得
体
制
を
整
備
し
た
。

・
外
部
資
金
獲
得
を
促
進
す
る
た
め
、
資
金
を
獲
得
し
た
教
員
等

に
対
し
外
部
資
金
獲
得
に
向
け
た
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
を
付
与
す
る

仕
組
み
の
整
備
に
着
手
す
る
。

Ｂ

・
間
接
経
費
の
配
分
ル
ー
ル
の
明
確
化
、
寄
付
金
の
使
途

の
弾
力
化
及
び
研
究
費
交
付
金
の
交
付
前
使
用
に
お
け
る

立
替
払
い
制
度
を
整
備
す
る
な
ど
、
外
部
資
金
獲
得
を
促

進
す
る
た
め
の
仕
組
を
整
備
し
た
。

・
活
用
可
能
性
が
高
い
知
的
財
産
に
つ
い
て
は
権
利
化
を
速
や
か

に
進
め
る
。

Ｂ

・
発
明
届
か
ら
出
願
ま
で
の
ス
キ
ー
ム
を
作
成
し
、
こ
れ

に
基
づ
く
手
続
に
よ
り
出
願
を
行
っ
た
。

・
教
育
研
究
環
境
の
充
実
の
た
め
、
寄
附
金
の
獲
得
に
向
け
、
受

入
手
続
な
ど
を
整
備
し
、
外
部
に
積
極
的
に
働
き
か
け
る
。

Ｂ

・
法
人
化
に
伴
い
、
特
定
研
究
寄
付
金
（
従
来
の
教
育
研

究
奨
励
寄
付
金
）
に
加
え
、
研
究
者
や
研
究
内
容
を
特
定

し
な
い
場
合
な
ど
、
従
来
の
制
度
に
該
当
し
な
い
寄
付
金

の
受
入
を
可
能
と
す
る
た
め
の
「
一
般
寄
付
金
」
の
制
度

を
整
備
し
た
。

・
寄
附
金
を
基
金
に
し
た
奨
学
金
制
度
の
創
設
に
つ
い
て
検
討
す

る
。

Ｃ
・
本
制
度
の
想
定
す
る
寄
附
金
の
可
能
性
も
含
め
、
制
度

の
検
討
を
行
っ
て
い
る
。

【
中
期
計
画
の
達
成
状
況
・
今
後
の
課
題
な
ど
】

・
成
績
優
秀
者
表
彰
制
度
の
一
環
と
し
て
授
業
料
免
除
制

度
の
平
成
1
8
年
度
導
入
を
決
定
す
る
と
と
も
に
、
平
成
1
8

年
度
か
ら
の
授
業
料
口
座
振
替
制
度
の
導
入
へ
向
け
て
、

制
度
を
整
備
し
た
。

・
授
業
料
の
減
額
免
除
に
つ
い
て
は
、
優
秀
な
学
生
の
確
保
や
、

入
学
後
の
学
生
の
学
習
意
欲
向
上
な
ど
の
視
点
に
立
っ
た
仕
組
み

の
導
入
を
検
討
す
る
。

Ｂ

・
成
績
優
秀
者
表
彰
制
度
の
一
環
と
し
て
、
平
成
1
8
年
度

か
ら
授
業
料
免
除
を
行
う
こ
と
と
し
た
。

・
平
成
1
8
年
度
か
ら
の
口
座
振
替
制
度
の
導
入
に
向
け
た
準
備
を

行
う
。

Ｂ

・
平
成
1
8
年
度
か
ら
、
口
座
振
替
制
度
の
仕
組
み
を
整
備

し
た
。

２
　
授
業
料
等
学
生
納
付
金
に
関
す
る
目
標
を
達
成
す
る
た
め
の
措
置

○
授
業
料
等
学
生
納
付

金
の
適
切
な
料
額
決
定

及
び
確
保

・
授
業
料
等
の
学
生
納
付
金
は
、
社
会
情
勢
等
を
考
慮

し
、
東
京
都
が
認
可
し
た
上
限
額
の
範
囲
内
で
、
適
正
な

額
を
設
定
し
て
い
く
。

・
授
業
料
の
減
額
免
除
に
つ
い
て
は
、
優
秀
な
学
生
の
確

保
や
、
入
学
後
の
学
生
の
学
習
意
欲
向
上
な
ど
の
視
点
に

立
っ
た
仕
組
み
の
導
入
を
検
討
す
る
。

・
授
業
料
等
の
着
実
な
確
保
の
た
め
、
口
座
振
替
な
ど
の

収
納
方
法
の
工
夫
を
図
る
。

１
　
外
部
資
金
等
の
増
加
に
関
す
る
目
標
を
達
成
す
る
た
め
の
措
置

○
全
学
的
な
外
部
資
金

等
の
獲
得

・
企
業
等
か
ら
の
外
部
資
金
獲
得
額
に
つ
い
て
平
成
１
９

年
度
ま
で
に
年
間
１
０
億
円
を
達
成
す
る
と
と
も
に
、
そ

の
倍
増
に
向
け
て
、
基
盤
づ
く
り
を
行
う
。

・
科
学
研
究
費
補
助
金
な
ど
国
の
競
争
的
資
金
の
獲
得
件

数
に
つ
い
て
、
平
成
１
９
年
度
ま
で
に
年
間
3
5
0
件
を
達
成

し
、
そ
の
拡
大
を
目
指
す
。

・
産
学
公
連
携
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
、
全
学
的
な
外
部
資

金
等
の
獲
得
体
制
を
整
備
す
る
。

・
外
部
資
金
獲
得
を
促
進
す
る
た
め
、
資
金
を
獲
得
し
た

教
員
等
に
対
し
外
部
資
金
獲
得
に
向
け
た
イ
ン
セ
ン
テ
ィ

ブ
を
付
与
す
る
仕
組
み
を
整
備
す
る
。

・
活
用
可
能
性
が
高
い
と
見
込
ま
れ
る
知
的
財
産
に
つ
い

て
は
、
特
許
登
録
を
行
い
、
企
業
等
に
よ
る
積
極
的
な
活

用
を
図
り
、
実
施
料
等
を
確
保
す
る
。

○
寄
附
金
の
獲
得

・
教
育
研
究
環
境
の
充
実
の
た
め
、
寄
附
金
の
獲
得
に
向

け
、
外
部
に
積
極
的
に
働
き
か
け
る
。

・
寄
附
金
を
基
金
に
し
た
奨
学
金
制
度
の
創
設
も
併
せ
て

検
討
す
る
。

中
期
計
画
に
係
る
該
当
項
目

評
価
項
目

公
立
大
学
法
人
首
都
大
学
東
京

公
立
大
学
分
科
会

Ⅵ
　
財
務
運
営
の
改
善
に
関
す
る
目
標
を
達
成
す
る
た
め
に
と
る
べ
き
措
置

4
2
 



中
期
計
画

年
度
計
画

自
己
評
価

年
度
計
画
に
係
る
実
績

評
定

評
価
結
果
の
説
明
等

中
期
計
画
に
係
る
該
当
項
目

評
価
項
目

公
立
大
学
法
人
首
都
大
学
東
京

公
立
大
学
分
科
会

Ⅵ
　
財
務
運
営
の
改
善
に
関
す
る
目
標
を
達
成
す
る
た
め
に
と
る
べ
き
措
置

【
中
期
計
画
の
達
成
状
況
・
今
後
の
課
題
な
ど
】

・
オ
ー
プ
ン
ユ
ニ
バ
ー
シ
テ
ィ
講
座
の
、
受
講
生
の
ニ
ー

ズ
に
あ
っ
た
サ
ー
ビ
ス
改
善
に
取
り
組
む
と
と
も
に
、
積

極
的
広
報
を
行
っ
た
。

・
（
今
後
の
課
題
）
事
業
収
支
の
改
善
に
努
め
る
。

・
都
民
・
受
講
者
の
ニ
ー
ズ
の
観
点
か
ら
講
座
の
内
容
・

規
模
等
を
見
直
し
、
事
業
収
支
の
改
善
に
取
り
組
む
。

・
平
成
１
７
年
度
の
実
績
を
踏
ま
え
、
そ
の
後
の
中
期
計

画
期
間
に
お
け
る
収
支
改
善
の
指
標
を
定
め
る
。

・
都
民
・
受
講
者
の
ニ
ー
ズ
の
観
点
か
ら
講
座
の
内
容
・
規
模
等

を
見
直
し
、
事
業
収
支
の
改
善
に
取
り
組
む
。

Ｂ

・
受
講
生
ア
ン
ケ
ー
ト
等
の
実
施
に
よ
り
都
民
・
受
講
生

の
ニ
ー
ズ
の
把
握
に
努
め
、
講
座
内
容
、
規
模
、
開
講
時

期
・
時
間
帯
の
見
直
し
を
実
施
し
た
。

・
大
規
模
広
告
（
電
飾
看
板
、
新
聞
・
雑
誌
掲
載
、
電
車

内
広
告
等
）
の
ほ
か
、
受
講
対
象
者
を
絞
っ
た
チ
ラ
シ
を

作
成
し
、
住
宅
地
へ
の
戸
別
配
布
や
各
種
団
体
等
へ
の
対

象
別
広
報
を
実
施
し
た
。

【
中
期
計
画
の
達
成
状
況
・
今
後
の
課
題
な
ど
】

・
法
人
が
締
結
す
る
契
約
の
合
理
化
及
び
集
約
化
、
省
エ

ネ
ル
ギ
ー
対
策
の
推
進
、
経
費
節
減
の
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ

導
入
な
ど
に
取
組
ん
だ
。

・
（
今
後
の
課
題
）
経
費
節
減
策
に
つ
い
て
、
実
施
結
果

を
検
証
し
、
順
次
拡
大
に
努
め
る
。

・
契
約
期
間
の
複
数
年
度
化
や
契
約
の
集
約
化
、
入
札
時

に
お
け
る
競
争
的
環
境
の
確
保
、
共
同
購
入
の
仕
組
み
の

整
備
な
ど
を
通
じ
て
、
経
費
を
削
減
す
る
。

・
契
約
期
間
の
複
数
年
度
化
や
契
約
の
集
約
化
、
入
札
時
に
お
け

る
競
争
的
環
境
の
確
保
、
共
同
購
入
の
仕
組
み
の
整
備
な
ど
に
つ

い
て
検
討
し
、
可
能
な
も
の
か
ら
順
次
実
施
に
移
す
。

Ｂ

・
複
数
年
に
わ
た
る
柔
軟
な
契
約
制
度
の
仕
組
み
と
し
て

「
長
期
継
続
契
約
規
程
」
を
整
備
し
、
1
2
月
か
ら
実
施
し

た
。

・
共
同
購
入
の
仕
組
み
と
し
て
「
法
人
用
品
制
度
」
を
整

備
し
、
９
月
か
ら
実
施
し
た
。

・
よ
り
競
争
的
な
入
札
の
仕
組
み
と
し
て
「
希
望
制
指
名

競
争
入
札
実
施
要
綱
」
を
整
備
し
（
１
月
）
、
対
象
と
な

る
平
成
1
8
年
度
の
準
備
契
約
案
件
か
ら
実
施
し
た
。

・
キ
ャ
ン
パ
ス
ご
と
ま
た
は
部
局
ご
と
に
省
エ
ネ
ル
ギ
ー

対
策
を
講
じ
、
光
熱
水
費
な
ど
の
節
減
に
取
り
組
む
。

・
キ
ャ
ン
パ
ス
ご
と
ま
た
は
部
局
ご
と
に
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
対
策
を

講
じ
る
。

Ｂ

・
エ
ア
コ
ン
の
イ
ン
バ
ー
タ
化
を
順
次
進
め
る
と
と
も

に
、
廊
下
等
の
照
明
を
必
要
最
低
限
と
す
る
な
ど
、
節
減

を
実
施
し
た
。

・
管
理
的
な
業
務
に
関
し
て
、
人
材
派
遣
職
員
の
活
用
を
行
う
。

Ｂ

・
経
理
業
務
、
秘
書
業
務
、
施
設
管
理
業
務
等
、
主
に
民

間
の
経
験
を
生
か
せ
る
業
務
や
管
理
的
業
務
に
積
極
的
に

人
材
派
遣
を
導
入
し
た
。

・
施
設
管
理
委
託
な
ど
に
つ
い
て
、
検
討
を
行
う
。

Ｂ

・
Ｉ
Ｐ
電
話
の
導
入
に
着
手
す
る
と
と
も
に
、
電
話
施
設

の
管
理
委
託
の
導
入
検
討
な
ど
、
施
設
管
理
の
効
率
化
を

行
っ
た
。

・
各
部
門
な
ど
に
お
い
て
経
費
削
減
の
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ

を
与
え
る
仕
組
み
の
導
入
を
検
討
す
る
。

・
各
部
門
な
ど
に
お
い
て
経
費
削
減
の
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
を
与
え

る
仕
組
み
の
導
入
を
検
討
し
、
順
次
実
施
す
る
。

Ｂ

・
1
7
年
度
予
算
執
行
に
お
い
て
、
経
費
節
減
の
た
め
の
保

留
分
（
２
％
）
を
超
え
て
節
減
が
で
き
た
場
合
、
翌
年
度

に
、
収
支
状
況
を
勘
案
し
た
う
え
で
、
そ
の
全
額
ま
た
は

一
部
を
執
行
部
門
に
追
加
配
分
す
る
仕
組
み
を
導
入
し

た
。

・
Ｉ
Ｔ
化
等
の
業
務
改
善
を
推
進
す
る
こ
と
に
よ
り
、
法

人
業
務
を
不
断
に
見
直
し
、
経
費
縮
減
に
取
り
組
む
。

・
Ｉ
Ｔ
化
等
の
業
務
改
善
の
推
進
に
向
け
、
検
討
を
行
う
。

Ｂ

・
1
9
年
４
月
以
降
の
シ
ス
テ
ム
経
費
の
縮
減
に
向
け
、
次

期
事
務
情
報
シ
ス
テ
ム
の
構
築
の
た
め
の
作
業
を
着
実
に

進
め
て
い
る
と
共
に
、
そ
の
他
の
業
務
改
善
に
つ
い
て
も

引
き
続
き
推
進
し
て
い
る
。

○
全
学
的
な
コ
ス
ト
管

理
の
仕
組
み
作
り

○
業
務
改
善

４
　
経
費
の
抑
制
に
関
す
る
目
標
を
達
成
す
る
た
め
の
措
置

○
契
約
の
合
理
化
・
集

約
化
等
に
よ
る
管
理
的

経
費
等
の
節
減

○
省
エ
ネ
の
徹
底

○
ア
ウ
ト
ソ
ー
シ
ン
グ

の
活
用

・
管
理
的
な
業
務
に
関
し
て
は
、
可
能
な
限
り
、
人
材
派

遣
職
員
を
活
用
す
る
と
と
も
に
、
施
設
管
理
委
託
な
ど
を

進
め
、
管
理
的
経
費
の
削
減
を
図
る
。

３
　
オ
ー
プ
ン
ユ
ニ
バ
ー
シ
テ
ィ
の
事
業
収
支
に
関
す
る
目
標
を
達
成
す
る
た
め
の
措
置

4
3
 



中
期
計
画

年
度
計
画

自
己
評
価

年
度
計
画
に
係
る
実
績

評
定

評
価
結
果
の
説
明
等

中
期
計
画
に
係
る
該
当
項
目

評
価
項
目

公
立
大
学
法
人
首
都
大
学
東
京

公
立
大
学
分
科
会

Ⅵ
　
財
務
運
営
の
改
善
に
関
す
る
目
標
を
達
成
す
る
た
め
に
と
る
べ
き
措
置

【
中
期
計
画
の
達
成
状
況
・
今
後
の
課
題
な
ど
】

・
学
内
施
設
の
有
効
活
用
、
施
設
の
維
持
・
保
全
計
画
の

策
定
、
知
的
財
産
管
理
活
用
の
し
く
み
の
構
築
、
資
金
管

理
の
計
画
策
定
な
ど
に
よ
り
、
資
産
の
効
果
的
活
用
を

図
っ
た
。

・
（
今
後
の
課
題
）
大
学
の
使
命
実
現
の
た
め
に
、
資
産

を
最
大
限
活
用
す
る
観
点
に
立
っ
て
、
施
設
改
修
計
画
を

策
定
し
そ
の
財
源
を
都
か
ら
確
保
す
る
と
と
も
に
、
資
産

の
効
果
的
活
用
及
び
資
産
価
値
の
維
持
向
上
の
た
め
法
人

と
し
て
実
行
可
能
な
方
策
の
検
討
に
努
め
る
。

・
学
内
施
設
利
用
の
適
正
化
、
効
率
化
を
推
進
し
、
臨
時

的
な
業
務
や
学
外
へ
の
貸
付
な
ど
に
活
用
可
能
な
ス
ペ
ー

ス
の
拡
大
に
取
り
組
む
。

・
学
内
施
設
利
用
の
適
正
化
、
効
率
化
を
推
進
し
、
臨
時
的
な
業

務
や
学
外
へ
の
貸
付
な
ど
に
活
用
可
能
な
ス
ペ
ー
ス
の
拡
大
に
取

り
組
む
。

Ｂ

・
学
内
施
設
に
お
い
て
、
試
験
等
の
利
用
形
態
や
使
用
規

模
等
外
部
か
ら
の
利
用
申
し
込
み
に
対
す
る
ニ
ー
ズ
に
合

わ
せ
て
よ
り
効
率
的
に
貸
出
を
行
え
る
よ
う
既
存
施
設
の

利
用
可
能
ス
ペ
ー
ス
を
精
査
し
、
有
効
活
用
の
拡
大
に
取

り
組
ん
だ
。

・
学
内
施
設
利
用
の
適
正
化
、
効
率
化
を
推
進
し
、
臨
時

的
な
業
務
や
学
外
へ
の
貸
付
な
ど
に
活
用
可
能
な
ス
ペ
ー

ス
の
拡
大
に
取
り
組
む
。

・
受
入
方
針
や
受
入
団
体
の
基
準
な
ど
に
基
づ
き
、
積
極
的
に
学

外
へ
の
貸
付
等
を
実
施
す
る
。

Ｂ

・
地
方
公
共
団
体
職
員
採
用
試
験
に
伴
う
貸
出
、
宅
地
建

物
取
引
主
任
試
験
に
伴
う
貸
出
、
東
京
都
介
護
支
援
専
門

員
試
験
、
高
等
学
校
学
校
説
明
会
、
学
外
へ
の
貸
付
け
を

実
施
し
た
。

・
法
人
所
有
施
設
の
使
用
料
に
つ
い
て
は
、
原
則
と
し

て
、
受
益
者
の
適
正
な
負
担
、
法
人
の
収
益
確
保
な
ど
の

観
点
か
ら
、
経
費
等
を
勘
案
し
て
適
正
な
使
用
料
を
設
定

す
る
。

年
度

計
画

記
載

な
し

・
資
産
の
管
理
運
用
に
よ
る
自
己
収
入
の
増
加
に
つ
い
て

は
、
平
成
１
７
年
度
の
実
績
を
踏
ま
え
、
そ
の
後
の
中
期

計
画
期
間
に
お
け
る
指
標
を
定
め
る
。

年
度

計
画

記
載

な
し

・
大
規
模
な
施
設
（
建
物
や
設
備
）
を
良
好
に
維
持
管
理

す
る
た
め
、
計
画
的
な
改
修
を
行
う
。

・
大
規
模
施
設
に
つ
い
て
は
、
東
京
都
か
ら
施
設
費
補
助

金
等
の
改
修
財
源
を
適
切
に
確
保
す
る
。

・
更
新
の
必
要
が
あ
る
老
朽
施
設
（
建
物
・
設
備
）
に
つ
い
て
、

施
設
改
修
計
画
を
策
定
す
る
。

Ｄ

・
施
設
改
修
計
画
を
策
定
す
る
た
め
の
基
礎
資
料
と
な
る

南
大
沢
キ
ャ
ン
パ
ス
の
建
物
に
つ
い
て
未
策
定
と
な
っ
て

い
た
維
持
・
保
全
計
画
を
作
成
し
、
施
設
改
修
計
画
作
成

の
た
め
基
本
的
準
備
を
完
了
し
た
。

・
知
的
財
産
に
つ
い
て
は
、
特
許
の
維
持
経
費
に
も
配
慮

し
た
効
果
的
な
運
用
を
行
う
。

・
知
的
財
産
に
つ
い
て
、
特
許
の
維
持
経
費
に
も
配
慮
し
た
効
果

的
な
運
用
を
行
う
。

Ｂ

・
競
争
力
・
実
施
性
・
商
品
化
容
易
性
・
市
場
性
に
つ
い

て
技
術
移
転
機
関
を
交
え
発
明
評
価
お
よ
び
評
価
に
よ
る

特
許
維
持
経
費
を
考
慮
し
た
個
人
返
還
判
断
の
ス
キ
ー
ム

を
作
成
し
た
。

・
法
人
の
安
定
的
な
資
金
運
用
・
資
金
管
理
を
行
う
た
め
、
法
人

独
自
の
「
資
金
管
理
基
準
」
を
作
成
す
る
。

Ｂ

・
資
金
管
理
計
画
を
策
定
し
た
。

・
資
金
運
用
・
資
金
管
理
に
お
い
て
は
、
安
全
性
、
安
定
性
等
を

考
慮
し
適
正
に
行
う
。

Ｂ

・
「
平
成
1
7
年
資
金
管
理
計
画
」
に
基
づ
き
、
適
正
な
資

金
運
用
を
実
施
し
た
。

○
知
的
財
産
の
有
効
管

理
・
活
用

○
効
果
的
な
資
金
運

用
・
資
金
管
理

・
法
人
の
安
定
的
な
資
金
運
用
・
資
金
管
理
を
行
う
た

め
、
平
成
１
７
年
度
に
法
人
独
自
の
「
資
金
管
理
基
準
」

を
作
成
す
る
。

・
資
金
運
用
・
資
金
管
理
に
お
い
て
は
、
安
全
性
、
安
定

性
等
を
考
慮
し
適
正
に
行
う
。

○
学
内
施
設
の
貸
付
等

有
効
活
用

○
適
正
な
施
設
使
用
料

等
の
設
定

○
自
己
収
入
の
増
加

○
建
物
・
設
備
の
計
画

的
改
修

５
　
資
産
の
管
理
運
用
に
関
す
る
目
標
を
達
成
す
る
た
め
の
措
置

○
施
設
利
用
の
適
正
化

4
4
 



中
期
計
画

年
度
計
画

自
己
評
価

年
度
計
画
に
係
る
実
績

評
定

評
価
結
果
の
説
明
等

中
期
計
画
に
係
る
該
当
項
目

評
価
項
目

公
立
大
学
法
人
首
都
大
学
東
京

公
立
大
学
分
科
会

Ⅵ
　
財
務
運
営
の
改
善
に
関
す
る
目
標
を
達
成
す
る
た
め
に
と
る
べ
き
措
置

【
中
期
計
画
の
達
成
状
況
・
今
後
の
課
題
な
ど
】

・
経
営
努
力
認
定
基
準
に
基
づ
き
、
剰
余
金
を
法
人
の
戦

略
的
事
業
展
開
に
活
用
で
き
る
よ
う
検
討
を
行
っ
た
。

・
（
今
後
の
課
題
）
剰
余
金
に
つ
い
て
は
、
安
定
的
法
人

運
営
を
中
長
期
的
に
確
保
す
る
こ
と
を
前
提
に
、
大
学
の

使
命
実
現
に
資
す
る
教
育
、
研
究
及
び
社
会
貢
献
の
基
盤

を
一
層
強
化
す
る
観
点
に
立
っ
て
、
喫
緊
の
課
題
へ
の
対

応
及
び
法
人
の
戦
略
的
事
業
の
展
開
に
活
用
す
る
。

・
各
年
度
の
法
人
の
剰
余
金
の
う
ち
、
都
知
事
が
経
営
努
力
等
に

よ
り
生
じ
た
と
認
め
る
分
に
つ
い
て
、
法
人
の
戦
略
的
な
事
業
展

開
に
活
用
で
き
る
仕
組
み
を
構
築
す
る
。

Ｃ

・
経
営
努
力
認
定
基
準
に
基
づ
き
、
剰
余
金
を
法
人
の
戦

略
的
事
業
展
開
に
活
用
で
き
る
よ
う
検
討
を
行
っ
た
。

・
経
費
削
減
等
の
努
力
を
行
っ
た
部
門
に
剰
余
金
の
一
部
を
還
元

す
る
な
ど
、
適
切
な
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
を
与
え
る
仕
組
み
を
導
入

す
る
。

Ｂ

・
1
7
年
度
予
算
執
行
に
お
い
て
、
経
費
節
減
の
た
め
の
保

留
分
（
２
％
）
を
超
え
て
節
減
が
で
き
た
場
合
、
翌
年
度

に
、
収
支
状
況
を
勘
案
し
た
う
え
で
、
そ
の
全
額
ま
た
は

一
部
を
執
行
部
門
に
追
加
配
分
す
る
仕
組
み
を
導
入
し

た
。

・
剰
余
金
を
法
人
と
し
て
の
重
点
事
業
に
活
用
す
る
仕
組
み
を
作

り
、
そ
の
仕
組
み
の
中
で
教
職
員
の
意
識
改
革
が
図
れ
る
よ
う
な

活
用
方
法
を
検
討
す
る
。

Ｂ

・
剰
余
金
が
生
じ
た
場
合
、
法
人
の
戦
略
的
事
業
展
開
に

活
用
で
き
る
よ
う
検
討
を
行
っ
た
。

○
剰
余
金
の
有
効
活
用
・
各
年
度
の
法
人
の
剰
余
金
の
う
ち
、
都
知
事
が
経
営
努

力
等
に
よ
り
生
じ
た
と
認
め
る
分
に
つ
い
て
は
、
法
人
の

戦
略
的
な
事
業
展
開
に
活
用
で
き
る
仕
組
み
を
構
築
す

る
。

・
経
費
削
減
等
の
努
力
を
行
っ
た
部
門
に
剰
余
金
の
一
部

を
還
元
す
る
な
ど
、
適
切
な
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
を
与
え
る

仕
組
み
を
検
討
す
る
。

・
剰
余
金
を
法
人
と
し
て
の
重
点
事
業
に
活
用
す
る
仕
組

み
を
作
り
、
そ
の
仕
組
み
の
中
で
教
職
員
の
意
識
改
革
が

図
れ
る
よ
う
な
活
用
方
法
を
検
討
し
、
実
施
す
る
。

６
　
剰
余
金
の
適
切
な
活
用
に
よ
る
戦
略
的
な
事
業
展
開
に
関
す
る
目
標
を
達
成
す
る
た
め
の
措
置

4
5
 



Ⅵ
 

財
務

運
営

の
改

善
に

関
す

る
特

記
事

項
 

 

 
-
 
4
6
 
-

法
人

化
に

伴
い

、
従

来
に

比
べ

収
入

・
支

出
の

両
面

に
お

い
て

、
外

部
資

金
の

獲
得

の
促

進
、

経
費

節

減
の
工

夫
、

効
果

的
な

資
金

運
用

、
節

減
経

費
の

繰
越

な
ど

、
よ

り
弾

力
的

・
機

動
的

な
対

応
が

可
能

と

な
っ
た

。
こ

れ
ら

の
財

務
運

営
上

の
メ

リ
ッ

ト
を

最
大

限
に

活
か

し
、

中
長

期
的

な
視

点
に

立
っ

た
効

率

的
な
財

政
運

営
に

取
り

組
ん

だ
。

 

 １
 
外
部
資
金
獲
得
の
た
め
の
整
備
 

外
部

資
金

の
獲

得
は

、
よ

り
多

く
の

研
究

成
果

を
生

む
源

と
な

り
、

そ
の

研
究

成
果

の
社

会
還

元
を

充

実
さ
せ

る
ほ

か
、

法
人

自
体

の
財

政
基

盤
を

よ
り

強
固

な
も

の
と

す
る

こ
と

が
で

き
る

。
そ

の
た

め
、

外

部
資
金

獲
得

の
た

め
の

体
制

づ
く

り
を

す
す

め
る

と
と

も
に

、
外

部
資

金
獲

得
を

促
進

す
る

し
く

み
を

構

築
し
た

。
 

体
制

づ
く

り
と

し
て

は
、

「
産

学
公

連
携

セ
ン

タ
ー

」
を

設
立

し
、

外
部

資
金

の
申

請
及

び
契

約
事

務

を
一
元

処
理

す
る

体
制

を
整

備
し

た
ほ

か
、

首
都

大
学

東
京

の
研

究
成

果
と

都
内

企
業

の
ニ

ー
ズ

の
マ

ッ

チ
ン
グ

を
図

る
「

産
学

公
連

携
コ

ー
デ

ィ
ネ

ー
タ

ー
」

を
６

名
配

置
し

た
。

ま
た

、
他

の
研

究
機

関
な

ど

を
と
り

ま
と

め
て

研
究

を
管

理
す

る
「

中
核

機
関

」
と

し
て

位
置

づ
け

を
明

確
に

し
業

務
を

取
り

扱
う

こ

と
と
し

た
。

 

科
学

研
究

費
補

助
金

及
び

国
の

提
案

公
募

型
研

究
費

な
ど

の
外

部
資

金
の

間
接

経
費

に
つ

い
て

、
大

学

全
体
の

研
究

活
動

を
活

性
化

す
る

た
め

、
使

途
及

び
配

分
ル

ー
ル

を
明

確
に

す
る

こ
と

と
し

、
全

学
で

の

研
究
基

盤
強

化
、

外
部

資
金

獲
得

促
進

、
部

局
の

研
究

環
境

整
備

等
へ

バ
ラ

ン
ス

よ
く

配
分

し
た

。
 

寄
附

金
に

つ
い

て
は

、
こ

れ
ま

で
企

業
か

ら
の

特
定

目
的

、
研

究
へ

の
寄

付
が

中
心

で
あ

っ
た

が
、

よ

り
広
く

、
積

極
的

に
寄

附
を

受
け

入
れ

る
た

め
、

「
一

般
寄

附
金

」
の

制
度

を
導

入
し

、
個

人
か

ら
の

寄

附
や
多

様
な

目
的

の
寄

附
を

受
け

入
れ

る
こ

と
と

し
た

。
ま

た
、

そ
の

寄
付

に
よ

る
研

究
の

対
象

経
費

に

つ
い
て

も
、

そ
の

目
的

に
沿

っ
て

教
育

研
究

を
円

滑
に

推
進

す
る

た
め

に
、

使
途

の
拡

大
を

図
っ

た
。

 

さ
ら

に
、

契
約

し
た

研
究

に
つ

い
て

、
実

施
の

資
金

受
領

の
前

で
も

研
究

を
速

や
か

に
開

始
で

き
る

よ

う
に
す

る
た

め
及

び
補

助
金

の
適

正
な

経
理

を
行

う
こ

と
を

目
的

と
し

て
、

科
学

研
究

費
補

助
金

等
が

交

付
さ
れ

る
ま

で
の

間
、

研
究

に
必

要
な

経
費

を
法

人
の

余
裕

資
金

の
範
囲
内

で
立
替
払

を
行

う
制

度
を

整

備
し
、
平
成
1
8
年

度
か

ら
実

施
す

る
こ

と
と

し
た

。
 

 ２
 
経
費
の
抑
制
 

法
人

及
び

大
学

が
、

学
生

等
に

対
す

る
教

育
研

究
の
質
を

確
保

し
つ

つ
、
将
来

的
な

財
政
状
況

も
見
据

え
な
が

ら
自
主
的

・
安

定
的

経
営

を
お

こ
な

っ
て

い
く

上
で

、
経

費
抑

制
は
重
要

な
課
題
の
ひ
と

つ
で

あ

る
。

 

こ
の

た
め

、
各

部
門

で
徹
底
し

た
業

務
や

制
度

の
見
直
し

を
行

い
、

経
費
抑
制

に
取

り
組

ん
だ

。
 

具
体

的
に

は
、
授
業
料
納

付
者

へ
の
サ
ー
ビ
ス
向
上

及
び

事
務

の
省

力
化

を
目

的
と

し
、

「
授

業
料
口

座
振
替

制
度

」
を
平
成
1
8
年

度
前

期
分

か
ら

実
施

す
る

こ
と

と
し

た
。

 

ま
た

、
契

約
制

度
に

つ
い

て
は

、
①

長
期

的
視

点
か

ら
業

務
委
託
等

を
進

め
る

こ
と

に
よ

り
、
複
数
年

に
わ
た

る
安

定
し

た
業

務
の
履
行

を
確
保
す

る
「

長
期
継
続

契
約

制
度

」
、
②
入
札
情
報
を

公
表

し
、
幅

広
く
希
望
者

を
募

る
こ

と
な

ど
に

よ
り

、
よ

り
競
争
性

の
高

い
入
札
を

実
施

す
る

「
希
望
制
指
名
競
争

入

札
制
度

」
、
③
契

約
案
件
を
集
約

し
、
規
模

の
メ

リ
ッ

ト
を

活
か

し
な

が
ら

業
務

の
省

力
化

を
実

施
す

る

「
法
人

用
品

制
度

」
な

ど
を

導
入

し
、

契
約

金
額

及
び

管
理

的
経

費
の
縮
減

、
履

行
の
質
の

確
保

な
ど

を

図
っ
た

。
 

さ
ら
に

、
各
予
算

部
門

の
主

体
的

な
経

費
節

減
努

力
を

促
進

す
る

た
め

、
経

費
節

減
の

最
低

ラ
イ

ン
を

設
定

し
、

そ
の

ラ
イ

ン
を

上
回

る
予
算
の
執
行
残
が

生
じ

た
場
合
、

そ
の

一
部
又
は

全
部

を
次
年
度
予
算

に
上
乗
せ

す
る
形
で

還
元

す
る

制
度

を
実

施
し

た
。

 

 ３
 
効
果
的
な
資
金
運
用
・
資
金
管
理
 

法
人
化
初
年

度
で

あ
る
１
７
年
度

は
、

法
人

化
に

伴
う

財
務

運
営

上
の
影
響

を
十

分
予
測
で

き
な

い
状

態
で

あ
っ

た
た

め
、
少
な

く
と

も
法

人
化

前
と
同
じ
サ
ー
ビ
ス
水
準

を
確
保
す

る
と

と
も

に
、
不
測

の
事

態
に

備
え

る
こ

と
を
主
眼

に
、
「
平
成
１
７
年
度

資
金

管
理
計
画

」
を
策

定
し

、
よ

り
安

全
な

資
金

管
理

・

運
用

を
実

施
し

た
。

 

平
成
１
８
年

度
に
向
け

て
は

、
１
７
年

度
の
状
況

を
踏

ま
え

、
３
月
に

「
平

成
１
８
年

度
資

金
管

理
計

画
」

を
策

定
し

、
①

必
要

な
資

金
流

動
性

を
確
保
し

つ
つ

、
余
裕
資

金
を

可
能

な
限

り
積

極
的

に
運

用
、

②
可

能
な

限
り

長
期

間
の

運
用

、
③
安
全

性
に
留
意

し
た

運
用
先
の
選
定

、
④

可
能

な
限

り
多
額
の
単
位

で
、
よ

り
有
利
な

運
用
利
率

の
確
保
、
等
の

視
点

に
た

っ
て

、
金
融
商
品

や
対

象
業
者
の
選
定

等
を

行
い

、

余
剰

資
金

の
運

用
に

よ
る

収
入
増
加

を
図

る
こ

と
と

し
た

。
 



公
立
大
学
法
人
首
都
大
学
東
京

中
期
計
画

年
度
計
画

自
己
評
価

年
度
計
画
に
係
る
実
績

評
定

評
価
結
果
の
説
明
等

【
中
期
計
画
の
達
成
状
況
・
今
後
の
課
題
な
ど
】

・
1
7
年
度
及
び
1
8
年
度
の
年
度
計
画
を
策
定
す
る
と
と
も

に
、
法
人
の
全
体
実
施
方
針
及
び
各
部
局
の
実
施
方
針
を

策
定
し
、
自
己
点
検
・
評
価
の
実
施
体
制
を
整
備
し
た
。

・
（
今
後
の
課
題
）
自
己
点
検
・
評
価
、
及
び
東
京
都
地

方
独
立
行
政
法
人
評
価
委
員
会
の
評
価
結
果
を
、
改
善
に

つ
な
げ
る
よ
う
努
め
る
。

・
平
成
１
７
年
度
の
年
度
計
画
を
７
月
ま
で
に
策
定
す
る
。

Ｂ
・
平
成
1
7
年
度
年
度
計
画
を
７
月
に
策
定
し
、
都
に
届
出

を
行
っ
た
。

・
平
成
１
８
年
度
の
年
度
計
画
を
平
成
１
７
年
度
内
に
策
定
す

る
。

Ｂ
・
平
成
1
8
年
度
年
度
計
画
を
平
成
1
7
年
度
内
に
策
定
し
、

都
に
届
出
を
行
っ
た
。

・
各
部
局
は
、
法
人
の
中
期
計
画
・
年
度
計
画
を
具
体
化

す
る
た
め
、
今
後
定
め
る
法
人
の
全
体
実
施
方
針
を
踏
ま

え
て
、
部
局
の
実
施
方
針
を
策
定
す
る
。

・
各
部
局
は
、
法
人
の
中
期
計
画
・
年
度
計
画
を
具
体
化
す
る
た

め
、
今
後
定
め
る
法
人
の
全
体
実
施
方
針
を
踏
ま
え
て
、
部
局
の

実
施
方
針
を
策
定
す
る
。

Ｂ

・
法
人
の
中
期
計
画
・
年
度
計
画
を
具
体
化
す
る
た
め
、

法
人
の
全
体
実
施
方
針
を
定
め
た
。

　
こ
れ
に
基
づ
き
、
各
部
局
に
お
い
て
、
教
育
、
研
究
、

社
会
貢
献
の
各
項
目
ご
と
に
、
部
局
の
実
施
方
針
を
策
定

し
た
。

・
中
期
計
画
・
年
度
計
画
に
関
わ
る
項
目
を
自
己
点
検
・

評
価
項
目
と
し
て
位
置
付
け
る
。

・
各
部
局
は
、
毎
年
度
の
業
務
実
績
に
つ
い
て
自
己
点

検
・
評
価
を
実
施
し
、
そ
れ
ら
を
踏
ま
え
、
経
営
審
議
会

の
統
括
の
も
と
、
法
人
の
自
己
点
検
・
評
価
を
実
施
す

る
。

・
教
育
研
究
分
野
の
自
己
点
検
・
評
価
に
つ
い
て
は
、
自

己
点
検
・
評
価
委
員
会
が
中
心
と
な
っ
て
実
施
す
る
。

・
評
価
に
際
し
て
は
、
外
部
委
員
な
ど
の
専
門
的
見
地
か

ら
の
意
見
を
反
映
さ
せ
る
。

・
平
成
１
８
年
度
早
期
に
各
部
局
・
法
人
の
自
己
点
検
・
評
価
を

実
施
で
き
る
よ
う
、
自
己
点
検
・
評
価
制
度
を
確
立
す
る
。

Ｂ

・
自
己
点
検
・
評
価
の
実
施
方
針
、
実
施
方
法
等
を
決
定

し
、
平
成
1
8
年
６
月
の
完
成
に
向
け
、
取
り
ま
と
め
等
の

作
業
を
実
施
し
た
。

・
毎
年
度
の
業
務
実
績
に
つ
い
て
は
、
東
京
都
公
立
大
学

法
人
評
価
委
員
会
の
評
価
を
受
け
る
も
の
と
す
る
。

年
度

計
画

記
載

な
し

・
自
己
点
検
・
評
価
、
東
京
都
公
立
大
学
法
人
評
価
委
員

会
に
よ
る
評
価
、
第
三
者
機
関
に
よ
る
評
価
等
の
結
果
に

つ
い
て
は
、
速
や
か
に
Ｈ
Ｐ
な
ど
で
学
内
外
へ
公
表
す
る

と
と
も
に
、
事
業
実
施
体
制
や
部
門
内
の
人
員
・
予
算
等

の
配
分
に
反
映
さ
せ
る
な
ど
、
不
断
の
改
善
に
つ
な
げ

年
度

計
画

記
載

な
し

・
平
成
２
２
年
度
ま
で
に
、
第
三
者
機
関
に
よ
る
評
価
を

実
施
す
る
。

年
度

計
画

記
載

な
し

中
期
計
画
に
係
る
該
当
項
目

Ⅶ
　
自
己
点
検
・
評
価
及
び
当
該
状
況
に
係
る
情
報
の
提
供
に
関
す
る
目
標
を
達
成
す
る
た
め
に
と
る
べ
き
措
置

評
価
項
目

Ⅶ
　
自
己
点
検
・
評
価
及
び
当
該
状
況
に
係
る
情
報
の
提
供
に
関
す
る
目
標
を
達
成
す
る
た
め
に
と
る
べ
き
措
置

公
立
大
学
分
科
会

○
法
人
の
年
度
計
画
の

策
定

・
中
期
計
画
に
基
づ
き
、
法
人
は
年
度
計
画
を
策
定
す

る
。

○
第
三
者
評
価
の
実
施

○
部
局
の
実
施
方
針
の

決
定

○
自
己
点
検
・
評
価
の

実
施

○
東
京
都
公
立
大
学
法

人
評
価
委
員
会
に
よ
る

評
価

○
評
価
結
果
の
活
用

4
7



　
自
己
点
検
・
評
価
の
実
施
体
制
の
整
備
に
つ
い
て
、
経
営
審
議
会
及
び
教
育
研
究
審
議
会
を
経
て
決
定
し
、

自
己
点
検
・
評
価
委
員
会
に
お
い
て
教
育
研
究
分
野
の
実
施
に
向
け
た
検
討
を
行
う
な
ど
、
平
成
1
8
年
度
早
期

に
自
己
点
検
・
評
価
を
実
施
で
き
る
よ
う
準
備
を
行
っ
た
。

Ⅶ
 
自
己
点
検
・
評
価
及
び
当
該
状
況
に
係
る
情
報
の
提
供
に
関
す
る
特
記
事
項

-
  
4
8
  
-



公
立
大
学
法
人
首
都
大
学
東
京

中
期
計
画

年
度
計
画

自
己
評
価

年
度
計
画
に
係
る
実
績

評
定

評
価
結
果
の
説
明
等

【
中
期
計
画
の
達
成
状
況
・
今
後
の
課
題
な
ど
】

・
広
報
計
画
を
策
定
し
、
こ
れ
に
基
づ
き
多
様
な
媒
体
を

活
用
す
る
と
と
も
に
、
教
職
員
が
一
体
と
な
っ
て
高
校
訪

問
を
行
う
な
ど
、
幅
広
い
広
報
活
動
を
実
施
し
た
。

・
（
今
後
の
課
題
）
効
果
の
検
証
を
行
い
、
戦
略
的
・
効

果
的
な
広
報
に
努
め
る
。

・
広
報
委
員
会
に
お
け
る
検
討
を
踏
ま
え
、
理
事
長
・
学
長
が
総

合
的
見
地
か
ら
法
人
の
広
報
に
関
す
る
具
体
的
な
戦
略
を
策
定
す

Ｂ
・
理
事
長
・
学
長
が
、
総
合
的
見
地
か
ら
法
人
の
広
報
計

画
を
策
定
し
、
そ
の
計
画
に
基
づ
き
実
施
し
た
。

・
広
報
に
関
す
る
戦
略
に
基
づ
き
、
効
果
的
な
メ
デ
ィ
ア
を
使
い

な
が
ら
、
広
報
活
動
を
積
極
的
に
行
う
。

Ｂ

・
新
聞
、
テ
レ
ビ
、
ラ
ジ
オ
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
、
駅
看

板
・
ポ
ス
タ
ー
、
各
種
受
験
情
報
誌
、
交
通
広
告
(
電
車
）

な
ど
に
よ
り
積
極
的
な
広
報
を
展
開
し
た
。

・
費
用
対
効
果
を
検
証
し
、
弾
力
的
な
改
善
に
取
り
組
む
。

Ｂ

・
新
聞
モ
ニ
タ
ー
、
ア
ク
セ
ス
件
数
実
績
値
な
ど
を
検
証

可
能
な
デ
ー
タ
を
収
集
し
た
ほ
か
、
広
告
代
理
店
な
ど
か

ら
の
ヒ
ア
リ
ン
グ
結
果
に
も
と
づ
き
、
弾
力
的
に
広
報
媒

体
等
を
改
善
し
取
り
組
ん
だ
。

・
入
試
委
員
会
の
中
に
設
置
す
る
入
試
広
報
部
会
で
の
検
討
を
踏

ま
え
、
理
事
長
・
学
長
が
総
合
的
見
地
か
ら
年
度
の
実
施
計
画
を

策
定
す
る
。

Ｂ
・
広
報
計
画
の
中
に
、
入
試
広
報
を
含
め
て
策
定
し
た
。

・
広
報
に
関
す
る
実
施
計
画
に
基
づ
き
、
教
職
員
が
一
体
と
な
っ

て
、
広
報
活
動
を
実
施
す
る
。

Ａ

・
教
職
員
が
連
携
し
た
広
報
活
動
実
施
案
を
確
定
し
た
。

・
メ
デ
ィ
ア
媒
体
を
使
用
し
た
広
報
の
ほ
か
、
教
職
員
一

体
と
な
り
高
校
訪
問
、
進
学
ガ
イ
ダ
ン
ス
、
大
学
説
明

会
、
出
張
講
義
な
ど
を
実
施
し
た
。

・
実
績
の
検
証
を
行
い
、
効
果
的
な
入
試
広
報
を
実
施
す
る
。

Ｂ

・
大
学
説
明
会
に
お
け
る
ア
ン
ケ
ー
ト
等
を
、
平
成
1
8
年

度
の
入
試
広
報
の
準
備
に
活
用
し
た
。

【
中
期
計
画
の
達
成
状
況
・
今
後
の
課
題
な
ど
】

・
法
人
及
び
大
学
に
関
す
る
情
報
の
発
信
に
積
極
的
に
取

組
む
と
と
も
に
、
情
報
開
示
及
び
個
人
情
報
保
護
に
つ
い

て
規
程
を
整
備
し
、
適
切
に
対
応
し
た
。

・
（
今
後
の
課
題
）
効
果
的
な
情
報
発
信
に
努
め
る
。

（
１
）
情
報
公
開
の
推
進
に
関
す
る
取
組
み

・
自
己
点
検
・
評
価
そ
の
他
の
評
価
結
果
は
速
や
か
に

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
で
学
内
外
へ
公
表
す
る
。

年
度

計
画

記
載

な
し

・
広
報
刊
行
物
・
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
を
活
用
し
、
法
人
及
び
大

学
に
関
す
る
情
報
発
信
を
積
極
的
に
行
う
。

Ｂ

・
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
ほ
か
、
情
報
誌
や
受
験
雑
誌
、
新

聞
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
広
告
な
ど
を
活
用
し
て
、
適
宜
、

法
人
及
び
大
学
に
関
す
る
情
報
を
発
信
し
た
。
加
え
て
、

東
京
都
の
協
力
を
得
て
、
広
報
東
京
都
や
展
望
室
で
の
広

報
・
Ｐ
Ｒ
を
行
っ
た
。

・
財
務
諸
表
な
ど
の
法
人
の
経
営
状
況
等
を
示
す
資
料
や
大
学
の

教
育
研
究
活
動
等
に
関
す
る
資
料
な
ど
に
つ
い
て
、
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
な
ど
で
学
内
外
に
公
開
す
る
。

Ｂ

・
法
定
公
表
事
項
の
ほ
か
、
大
学
の
研
究
活
動
に
関
す
る

情
報
な
ど
大
学
に
関
す
る
情
報
を
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど

で
広
く
公
開
し
た
。

・
大
学
の
教
育
研
究
活
動
等
に
関
す
る
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
整
備
の
一

環
と
し
て
、
シ
ー
ズ
集
を
作
成
し
こ
れ
を
公
開
す
る
。

Ｂ

・
シ
ー
ズ
集
を
分
野
別
に
分
冊
化
し
、
5
,
0
0
0
部
を
イ
ベ
ン

ト
等
で
配
布
し
た
。

・
Ｈ
Ｐ
で
シ
ー
ズ
の
検
索
を
可
能
と
し
た
。
月
約
1
,
2
0
0
件

の
ア
ク
セ
ス
実
績
で
あ
っ
た
。

・
東
京
都
情
報
公
開
条
例
に
基
づ
き
、
関
係
規
程
を
整
備

し
、
情
報
公
開
請
求
に
適
切
に
対
応
す
る
。

・
東
京
都
情
報
公
開
条
例
に
基
づ
き
、
関
係
規
程
を
整
備
し
、
情

報
公
開
請
求
に
適
切
に
対
応
す
る
。

Ｂ
・
情
報
公
開
事
務
に
関
す
る
規
程
を
整
備
し
、
こ
れ
に
基

づ
き
、
情
報
公
開
請
求
に
対
し
て
適
切
に
対
応
し
た
。

○
学
内
情
報
の
公
開

・
広
報
刊
行
物
・
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
を
活
用
し
、
法
人

及
び
大
学
に
関
す
る
情
報
発
信
を
積
極
的
に
行
う
な
ど
、

受
験
生
・
納
税
者
な
ど
へ
の
広
報
活
動
の
充
実
を
図
る
。

・
財
務
諸
表
な
ど
の
法
人
の
経
営
状
況
等
を
示
す
資
料
や

大
学
の
教
育
研
究
活
動
等
に
関
す
る
資
料
な
ど
、
学
生
、

受
験
生
、
事
業
者
等
の
関
心
の
高
い
資
料
に
つ
い
て
は
、

幅
広
く
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
で
学
内
外
に
公
開
す
る
。

・
大
学
の
教
育
研
究
活
動
等
に
関
す
る
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
を

整
備
し
、
こ
れ
を
公
開
す
る
。

○
広
報
戦
略
の
策
定

評
価
項
目

○
自
己
点
検
・
評
価
そ

の
他
の
評
価
結
果
の
公

表

・
入
試
委
員
会
の
中
に
設
置
す
る
広
報
に
関
す
る
部
会
で

の
検
討
を
踏
ま
え
、
理
事
長
・
学
長
が
総
合
的
見
地
か
ら

実
施
計
画
を
策
定
す
る
。

・
広
報
に
関
す
る
実
施
計
画
に
基
づ
き
、
教
職
員
が
一
体

と
な
っ
て
、
広
報
活
動
を
実
施
す
る
。

・
定
期
的
な
検
証
を
行
い
な
が
ら
、
効
果
的
な
入
試
広
報

を
実
施
す
る
。

１
　
広
報
活
動
の
積
極
展
開
に
関
す
る
目
標
を
達
成
す
る
た
め
の
措
置

２
　
情
報
公
開
等
の
推
進
に
関
す
る
目
標
を
達
成
す
る
た
め
の
措
置

○
情
報
公
開

Ⅷ
　
そ
の
他
業
務
運
営
に
関
す
る
重
要
目
標
を
達
成
す
る
た
め
に
と
る
べ
き
措
置

公
立
大
学
分
科
会

・
広
報
委
員
会
に
お
け
る
検
討
を
踏
ま
え
、
理
事
長
・
学

長
が
総
合
的
見
地
か
ら
法
人
の
広
報
に
関
す
る
戦
略
を
策

定
す
る
。

・
広
報
に
関
す
る
戦
略
に
基
づ
き
、
効
果
的
な
メ
デ
ィ
ア

を
使
い
な
が
ら
、
広
報
活
動
を
積
極
的
に
行
う
。

・
費
用
対
効
果
を
検
証
し
つ
つ
、
改
善
に
取
り
組
む
。

○
効
果
的
な
入
試
広
報

の
実
施

中
期
計
画
に
係
る
該
当
項
目
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公
立
大
学
法
人
首
都
大
学
東
京

中
期
計
画

年
度
計
画

自
己
評
価

年
度
計
画
に
係
る
実
績

評
定

評
価
結
果
の
説
明
等

評
価
項
目

Ⅷ
　
そ
の
他
業
務
運
営
に
関
す
る
重
要
目
標
を
達
成
す
る
た
め
に
と
る
べ
き
措
置

公
立
大
学
分
科
会

中
期
計
画
に
係
る
該
当
項
目

（
２
）
個
人
情
報
の
保
護
に
関
す
る
取
組
み

・
東
京
都
個
人
情
報
の
保
護
に
関
す
る
条
例
に
基
づ
き
、

関
係
規
程
や
管
理
体
制
を
整
備
し
、
適
正
な
個
人
情
報
保

護
を
行
う
。

・
東
京
都
個
人
情
報
の
保
護
に
関
す
る
条
例
に
基
づ
き
、
関
係
規

程
や
管
理
体
制
を
整
備
し
、
適
正
な
個
人
情
報
保
護
を
行
う
。

Ｂ

・
個
人
情
報
の
保
護
に
関
す
る
規
程
を
整
備
し
、
こ
れ
に

基
づ
き
、
個
人
情
報
保
護
に
係
る
事
務
を
適
正
に
行
っ

た
。

【
中
期
計
画
の
達
成
状
況
・
今
後
の
課
題
な
ど
】

・
施
設
の
維
持
・
保
全
計
画
を
策
定
し
、
老
朽
施
設
の
改

修
整
備
の
計
画
策
定
に
備
え
る
と
と
も
に
、
既
存
施
設
の

有
効
活
用
に
取
組
ん
だ
。

・
（
今
後
の
課
題
）
維
持
・
保
全
計
画
に
基
づ
き
、
施
設

改
修
計
画
の
策
定
に
努
め
る
と
と
も
に
、
教
育
環
境
の
確

保
を
図
る
た
め
、
教
育
設
備
の
適
正
か
つ
計
画
的
な
更
新

に
努
め
る
。

・
法
人
所
有
の
施
設
（
建
物
・
設
備
）
を
良
好
に
維
持
管

理
す
る
た
め
、
適
切
な
維
持
・
保
全
計
画
を
策
定
す
る
。
・
法
人
所
有
の
施
設
（
建
物
・
設
備
）
を
良
好
に
維
持
管
理
す
る

た
め
、
適
切
な
維
持
・
保
全
計
画
の
を
策
定
に
着
手
す
る
。

Ｂ
・
南
大
沢
キ
ャ
ン
パ
ス
の
建
物
に
つ
い
て
維
持
・
保
全
計

画
を
作
成
し
た
こ
と
に
よ
り
、
全
キ
ャ
ン
パ
ス
の
施
設
改

修
計
画
策
定
の
た
め
の
基
礎
資
料
の
作
成
が
完
了
し
た
。

・
更
新
の
必
要
が
あ
る
老
朽
施
設
（
建
物
・
設
備
）
に
つ
い
て
、

施
設
改
修
計
画
を
策
定
す
る
。

Ｄ
・
南
大
沢
キ
ャ
ン
パ
ス
の
建
物
に
つ
い
て
維
持
・
保
全
計

画
を
作
成
し
た
こ
と
に
よ
り
、
全
キ
ャ
ン
パ
ス
の
施
設
改

修
計
画
策
定
の
た
め
の
基
礎
資
料
の
作
成
が
完
了
し
た
。

・
施
設
費
補
助
金
等
の
改
修
財
源
を
適
切
に
確
保
す
る
。

Ｂ
・
東
京
都
に
対
し
、
平
成
1
8
年
度
予
算
に
お
い
て
施
設
費

補
助
金
を
要
求
し
確
保
に
努
め
た
。

・
南
大
沢
キ
ャ
ン
パ
ス
の
中
央
監
視
盤
改
修
及
び
Ｒ
Ｉ
研
究
施
設

改
修
を
着
実
に
行
う
。

Ｂ
・
中
央
監
視
設
備
改
修
実
施
設
計
及
び
Ｒ
Ｉ
研
究
施
設
改

修
工
事
に
つ
い
て
は
完
了
し
た
。

・
日
野
キ
ャ
ン
パ
ス
施
設
整
備
に
つ
い
て
、
円
滑
な
実
施
に
向

け
、
東
京
都
と
の
連
携
を
行
う
。

Ｂ
・
新
館
建
設
及
び
既
存
施
設
の
解
体
、
改
修
工
事
等
の
施

工
へ
向
け
、
都
と
連
携
し
て
取
り
組
ん
だ
。

・
既
存
施
設
に
つ
い
て
、
利
用
状
況
を
把
握
し
、
ス
ペ
ー
ス
の
有

効
活
用
を
進
め
る
。

Ｂ
・
学
内
施
設
の
利
用
状
況
を
踏
ま
え
つ
つ
、
試
験
会
場
等

の
利
用
申
し
込
み
に
積
極
的
に
対
応
し
、
新
規
利
用
者
の

拡
大
に
取
り
組
ん
だ
。

・
空
き
施
設
や
休
日
の
キ
ャ
ン
パ
ス
な
ど
に
つ
い
て
、
外
部
貸
出

な
ど
の
効
率
的
な
活
用
を
検
討
す
る
。

Ｂ

・
地
方
公
共
団
体
職
員
採
用
試
験
に
伴
う
貸
出
、
宅
地
建

物
取
引
主
任
試
験
に
伴
う
貸
出
、
東
京
都
介
護
支
援
専
門

員
試
験
、
高
等
学
校
学
校
説
明
会
等
を
実
施
し
、
休
日
の

キ
ャ
ン
パ
ス
利
用
に
取
り
組
ん
だ
。

・
外
部
貸
出
に
あ
た
り
、
料
金
収
入
を
施
設
の
維
持
・
管
理
費
に

充
て
る
こ
と
も
検
討
す
る
。

Ｂ
・
ロ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ボ
ッ
ク
ス
の
実
施
に
あ
た
り
、
料
金
収

入
を
施
設
の
維
持
・
管
理
費
の
一
部
に
充
て
る
こ
と
と
し

た
。

・
キ
ャ
ン
パ
ス
間
の
研
究
室
等
の
移
転
に
つ
い
て
、
施
設
の
有
効

活
用
を
図
り
つ
つ
、
円
滑
な
実
施
に
向
け
、
準
備
を
進
め
る
。

Ｂ
・
移
転
に
必
要
な
予
算
の
確
保
に
努
め
る
と
と
も
に
、
施

設
の
再
配
置
に
関
す
る
基
本
方
針
を
定
め
、
こ
れ
に
基
づ

き
検
討
委
員
会
を
設
置
し
た
。

３
　
施
設
設
備
の
整
備
・
活
用
等
に
関
す
る
目
標
を
達
成
す
る
た
め
の
措
置

・
既
存
施
設
に
つ
い
て
は
、
利
用
状
況
を
把
握
し
、
ス

ペ
ー
ス
の
有
効
活
用
を
進
め
る
。

・
空
き
施
設
や
休
日
の
キ
ャ
ン
パ
ス
な
ど
、
大
学
運
営
に

直
接
利
用
し
て
い
な
い
場
合
に
は
、
外
部
貸
出
な
ど
の
効

率
的
な
活
用
を
検
討
す
る
。

・
外
部
貸
出
に
あ
た
っ
て
は
、
料
金
収
入
を
施
設
の
維

持
・
管
理
費
に
充
て
る
こ
と
も
検
討
す
る
。

○
施
設
の
維
持
・
保
全

計
画
の
策
定

○
老
朽
施
設
の
計
画
的

な
維
持
更
新

・
更
新
の
必
要
が
あ
る
老
朽
施
設
（
建
物
・
設
備
）
に
つ

い
て
は
、
教
育
研
究
環
境
の
確
保
を
図
る
た
め
、
適
切
な

維
持
更
新
を
計
画
的
に
行
う
。
そ
の
た
め
、
施
設
改
修
計

画
を
策
定
す
る
。

・
計
画
的
な
維
持
更
新
の
た
め
の
、
施
設
費
補
助
金
等
の

改
修
財
源
を
適
切
に
確
保
す
る
。

○
既
存
施
設
の
適
正
か

つ
有
効
な
活
用

5
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公
立
大
学
法
人
首
都
大
学
東
京

中
期
計
画

年
度
計
画

自
己
評
価

年
度
計
画
に
係
る
実
績

評
定

評
価
結
果
の
説
明
等

評
価
項
目

Ⅷ
　
そ
の
他
業
務
運
営
に
関
す
る
重
要
目
標
を
達
成
す
る
た
め
に
と
る
べ
き
措
置

公
立
大
学
分
科
会

中
期
計
画
に
係
る
該
当
項
目

【
中
期
計
画
の
達
成
状
況
・
今
後
の
課
題
な
ど
】

・
安
全
衛
生
管
理
体
制
の
整
備
、
危
機
管
理
体
制
の
整

備
、
及
び
損
害
保
険
の
設
定
を
行
っ
た
。

・
（
今
後
の
課
題
）
危
機
管
理
に
関
す
る
地
域
等
と
の
連

携
体
制
の
整
備
に
努
め
る
。

・
全
学
的
な
安
全
衛
生
管
理
体
制
を
整
備
し
、
教
職
員
や
学
生
に

対
す
る
安
全
教
育
を
行
う
。

Ｃ
・
全
学
組
織
と
し
て
の
安
全
衛
生
会
議
、
及
び
そ
の
下
に

キ
ャ
ン
パ
ス
ご
と
の
安
全
衛
生
委
員
会
を
設
置
し
、
安
全

衛
生
管
理
体
制
を
整
備
し
た
。

・
放
射
線
な
ど
の
危
険
防
止
に
向
け
、
施
設
の
点
検
等
を
徹
底

し
、
適
切
な
維
持
保
全
を
行
う
と
と
も
に
、
毒
劇
物
等
の
保
管
状

況
の
点
検
な
ど
の
取
組
を
適
切
に
行
う
。

Ｂ

・
Ｒ
Ｉ
施
設
は
、
法
令
に
基
づ
き
点
検
及
び
維
持
管
理
を

実
施
し
て
い
る
。
ま
た
、
毒
物
劇
物
に
つ
い
て
は
、
危
害

防
止
に
関
す
る
要
綱
及
び
化
学
物
質
管
理
細
則
を
定
め
適

切
な
管
理
・
保
管
を
実
施
し
た
。

・
実
験
廃
液
や
廃
棄
物
の
適
正
処
理
な
ど
、
環
境
保
全
に
十
分
な

配
慮
を
行
う
。

Ｂ

・
実
験
廃
液
に
つ
い
て
は
「
化
学
物
質
等
の
取
扱
の
手
引

き
」
に
よ
り
、
排
出
す
る
際
の
諸
事
項
を
定
め
徹
底
を

図
っ
て
い
る
。
廃
棄
物
に
つ
い
て
は
適
正
な
処
理
契
約
に

基
づ
き
環
境
負
荷
の
軽
減
に
努
め
た
。

・
大
規
模
災
害
に
備
え
、
法
人
内
部
の
危
機
管
理
体
制
を
整
備
す

る
と
と
も
に
、
地
域
や
関
連
機
関
と
の
連
携
体
制
を
整
備
す
る
。

Ｃ
・
警
備
等
の
委
託
業
者
と
も
連
携
し
た
危
機
管
理
体
制
を

構
築
し
た
。
地
域
等
と
の
連
携
体
制
を
検
討
し
た
。

・
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
や
通
信
連
絡
手
段
の
確
保
を
図
り
、
大
規
模
災

害
発
生
時
に
も
的
確
に
対
応
で
き
る
体
制
を
整
備
す
る
。

Ｂ
・
防
災
行
政
無
線
を
引
き
続
き
設
置
す
る
と
と
も
に
、
災

害
時
の
食
料
備
蓄
を
行
っ
た
。

・
事
故
や
災
害
の
リ
ス
ク
を
踏
ま
え
、
法
人
の
財
産
や
人

命
等
に
係
る
損
害
保
険
を
設
定
す
る
。

・
事
故
や
災
害
の
リ
ス
ク
を
踏
ま
え
、
法
人
の
財
産
や
人
命
等
に

係
る
損
害
保
険
を
設
定
す
る
。

Ｂ
・
事
故
や
災
害
の
リ
ス
ク
を
踏
ま
え
、
年
度
途
中
で
特
約

（
学
校
専
門
賠
償
責
任
特
約
）
を
付
加
し
、
法
人
の
財
産

や
人
命
等
に
係
る
損
害
保
険
を
充
実
さ
せ
た
。

【
中
期
計
画
の
達
成
状
況
・
今
後
の
課
題
な
ど
】

・
法
人
と
し
て
の
社
会
的
責
任
を
果
た
す
た
め
、
地
球
温

暖
化
対
策
計
画
書
の
作
成
、
廃
棄
物
の
適
正
管
理
、
セ
ク

シ
ャ
ル
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
及
び
ア
カ
デ
ミ
ッ
ク
ハ
ラ
ス
メ
ン

ト
防
止
体
制
の
整
備
を
行
っ
た
。

・
（
今
後
の
課
題
）
環
境
負
荷
の
低
減
等
に
資
す
る
活
動

の
推
進
に
努
め
る
。

・
都
民
の
健
康
と
安
全
を
確
保
す
る
環
境
に
関
す
る
条
例
に
基
づ

く
「
地
球
温
暖
化
対
策
計
画
書
」
を
策
定
し
、
温
室
効
果
ガ
ス
の

排
出
削
減
に
努
め
る
。

Ｂ
・
「
地
球
温
暖
化
対
策
計
画
書
」
を
策
定
し
「
Ａ
+
」
評
価

を
得
た
。
計
画
書
に
基
づ
き
削
減
策
を
順
次
実
施
し
た
。

・
教
育
研
究
活
動
に
よ
り
生
じ
る
も
の
も
含
め
廃
棄
物
の
適
正
管

理
を
徹
底
す
る
。

Ｂ
・
廃
棄
物
適
正
な
処
理
に
つ
い
て
学
内
の
意
識
向
上
に
努

め
る
と
と
も
に
、
適
正
な
管
理
を
行
う
よ
う
処
理
業
者
の

指
導
監
督
を
行
っ
た
。

・
セ
ク
シ
ュ
ア
ル
・
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
及
び
ア
カ
デ
ミ
ッ
ク
・
ハ
ラ

ス
メ
ン
ト
防
止
委
員
会
を
設
置
し
、
具
体
的
か
つ
必
要
な
配
慮
や

措
置
を
と
る
。

Ｂ

・
セ
ク
シ
ャ
ル
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
及
び
ア
カ
デ
ミ
ッ
ク
ハ
ラ

ス
メ
ン
ト
防
止
体
制
に
つ
い
て
、
法
人
全
体
と
し
て
の
体

制
整
備
及
び
各
キ
ャ
ン
パ
ス
に
お
け
る
防
止
体
制
の
徹
底

を
図
り
、
相
談
員
の
設
置
等
を
行
っ
た
。

・
部
局
ご
と
に
研
究
安
全
倫
理
委
員
会
を
設
置
し
、
研
究
に
対
す

る
倫
理
的
な
配
慮
を
確
保
す
る
。

Ｂ

・
研
究
安
全
倫
理
委
員
会
を
設
置
し
、
倫
理
的
配
慮
の
確

保
に
努
め
た
。
平
成
1
7
年
度
は
、
南
大
沢
キ
ャ
ン
パ
ス
に

お
い
て
２
回
、
荒
川
キ
ャ
ン
パ
ス
に
お
い
て
９
回
、
委
員

会
を
開
催
し
た
。

４
　
安
全
管
理
に
関
す
る
目
標
を
達
成
す
る
た
め
の
措
置

５
　
社
会
的
責
任
に
関
す
る
目
標
を
達
成
す
る
た
め
の
措
置

・
環
境
負
荷
の
低
減
や
循
環
型
社
会
の
実
現
に
寄
与
す
る

活
動
を
推
進
す
る
。

・
廃
棄
物
の
適
正
管
理
を
徹
底
す
る
。

○
全
学
的
な
安
全
衛
生

管
理
体
制
の
整
備

・
全
学
的
な
安
全
衛
生
管
理
体
制
を
整
備
し
、
教
職
員
や

学
生
に
対
す
る
安
全
教
育
を
行
う
。

・
放
射
線
な
ど
の
危
険
防
止
に
向
け
、
施
設
の
点
検
等
を

徹
底
し
、
適
切
な
維
持
保
全
を
行
う
と
と
も
に
、
毒
劇
物

等
の
保
管
状
況
の
点
検
な
ど
の
取
組
を
適
切
に
行
う
。

・
実
験
廃
液
や
廃
棄
物
の
適
正
処
理
な
ど
、
環
境
保
全
に

十
分
な
配
慮
を
行
う
。

○
災
害
等
に
対
す
る
危

機
管
理
体
制
の
整
備

・
大
規
模
災
害
に
備
え
、
法
人
内
部
の
危
機
管
理
体
制
を

整
備
す
る
と
と
も
に
、
地
域
や
関
連
機
関
と
の
連
携
体
制

を
整
備
す
る
。

・
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
や
通
信
連
絡
手
段
の
確
保
を
図
り
、
大

規
模
災
害
発
生
時
に
も
的
確
に
対
応
で
き
る
体
制
を
整
備

す
る
。

・
セ
ク
シ
ュ
ア
ル
・
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
や
ア
カ
デ
ミ
ッ
ク
・

ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
等
を
防
止
す
る
た
め
、
全
学
的
な
体
制
を

整
備
し
、
具
体
的
か
つ
必
要
な
配
慮
や
措
置
を
と
る
。

・
研
究
倫
理
に
関
す
る
方
針
を
、
国
の
方
針
な
ど
に
加

え
、
必
要
に
応
じ
て
法
人
独
自
に
も
作
成
す
る
と
と
も

に
、
研
究
倫
理
に
関
す
る
運
営
委
員
会
を
全
学
又
は
キ
ャ

ン
パ
ス
ご
と
に
設
置
し
、
体
制
を
整
備
し
、
研
究
に
対
す

る
倫
理
的
な
配
慮
を
確
保
す
る
。

（
２
）
法
人
倫
理
に
関

す
る
取
組
み

○
損
害
保
険
の
設
定

（
１
）
環
境
へ
の
配
慮

に
関
す
る
取
組
み

5
1



Ⅷ
 

そ
の

他
業

務
運

営
に

関
す

る
特

記
事

項
 

 
-
 
5
2
 
-

 １
 
広
報
活
動
の
積
極
的
展
開
 

平
成

1
7
年

度
は

、
開

学
初

年
度

で
あ

る
首

都
大

学
東

京
及

び
平

成
1
8
年
度

開
学

予
定

の
産

業
技

術
大

学

院
大
学

の
概

要
及

び
理

念
、

知
名

度
・

認
知

度
の

向
上

を
目

的
と

し
て

、
「

平
成

1
7
年

度
広

報
計

画
」

を

策
定
し

、
効

果
的

な
時

期
及

び
手

法
に

よ
り

、
積

極
的

な
広

報
を

展
開

し
た

。
 

受
験

生
向

け
に

は
大

学
説

明
会

や
入

学
試

験
の

案
内

等
の

情
報

提
供

を
、
新

聞
、
電
車
（

車
内

広
告

）
、

イ
ン
タ

ー
ネ

ッ
ト

（
バ

ナ
ー

広
告

）
な

ど
、

多
様

な
媒

体
を

使
っ

て
実

施
し

た
。

都
民

向
け

に
は

首
都

大

学
東
京

の
概

要
や

オ
ー

プ
ン

ユ
ニ

バ
ー

シ
テ

ィ
の

案
内

、
産

業
技

術
大

学
院

大
学

の
紹

介
等

を
主

に
マ

ス

メ
デ
ィ

ア
を

媒
体

に
展

開
し

た
ほ

か
、
都

庁
展

望
室

に
お

い
て

パ
ネ

ル
展

示
を

行
っ

た
。
企
業

向
け

に
は

、

産
学
公

連
携

活
動

に
つ

い
て

、
プ

レ
ス

発
表

を
中

心
に

マ
ス

メ
デ

ィ
ア

に
情

報
提

供
を

行
っ

た
。

 

 

 ２
 
施
設
の
適
正
な
管
理
、
有
効
活
用
 

首
都

大
学

東
京

の
Ｐ

Ｒ
と

と
も

に
、

映
像

文
化

の
振

興
、

東
京

の
Ｐ

Ｒ
及

び
東

京
の

文
化

発
信

力
の

向

上
へ
の

寄
与

を
目

的
と

し
て

、
大

学
の

施
設

に
お

け
る

映
画

等
の

撮
影

に
つ

い
て

必
要

な
手

続
を

定
め

、

ま
た
、

料
金

設
定

を
新

た
に

行
い

、
施

設
の

有
効

活
用

に
努

め
た

。
平

成
1
7
年
度

は
、

ド
ラ

マ
、

Ｃ
Ｍ

な

ど
3
0
件

を
超

え
る

利
用

が
あ

っ
た

。
 

平
成

1
8
年

度
に

予
定

し
て

い
る

教
育

研
究

組
織

の
再

編
に

伴
う

施
設

の
再

配
置

に
つ

い
て

、
全

学
的

に

最
も
効

率
的

な
施

設
の

活
用

の
た

め
の

配
置

を
行

う
こ

と
な

ど
を

内
容

と
す

る
「

施
設

の
再

配
置

に
関

す

る
基
本

方
針

」
を

策
定

し
、

準
備

を
進

め
た

。
 

 



公
立
大
学
法
人
首
都
大
学
東
京

中
期
計
画

年
度
計
画

自
己
評
価

年
度
計
画
に
係
る
実
績

評
定

評
価
結
果
の
説
明
等

評
価

項
目

公
立
大
学
分
科
会

Ⅸ
　

予
算

(
人

件
費

の
見

積
り

を
含

む
。

)
、

収
支

計
画

及
び

資
金

計
画

中
期
計
画
に
係
る
該
当
項
目

Ⅸ
　
予
算
(
人
件
費
の
見
積
り
を
含
む
。
)
、
収
支
計
画
及
び
資
金
計
画

（
別

　
紙

）
　

予
算

（
人

件
費

の
見

積
り

を
含

む
。

）
、

収
支

計
画

及
び

資
金

計
画

（
単

位
 ：

 百
万

円
）

金
額

1
5
,1
2
7

3
9

5
,1
1
3

4
,8
9
9

2
1
4

1
,0
0
0

2
1
,2
7
9

1
9
,1
6
0

1
1
,8
5
8

7
,3
0
2

3
9

1
,0
0
0

　
自
律
化
推
進
積
立
金

4
6
0

　
効
率
化
推
進
積
立
金

6
2
0

2
1
,2
7
9

[人
件

費
の

見
積

り
]

期
間

中
総

額
　

１
１
，

６
２
１
百

万
円

を
支

出
す

る
。

（
退

職
手

当
は

除
く
）

注
）
　

自
律

化
推

進
積

立
金

は
、

法
人

の
自

律
化

の
促

進
や

不
測

の
事

態
へ

の
対

応
を

目
的

と
し

て
積

み
立

て
る

基
金

で
あ

る
。

注
）
　

効
率

化
推

進
積

立
金

は
、

法
人

の
効

率
的

な
運

営
の

推
進

を
図

る
こ

と
に

よ
り

、
今

後
の

標
準

運
営

費
交

付
金

の
逓

減
に

備
え

、
新

た
に

生
じ

る
必

要
な

需
要

に
適

確
に

応
え

る
こ

と

を
目

的
と

し
て

積
み

立
て

る
基

金
で

あ
る

。

　
外
部
資
金
研
究
費

計

　
業
務
費

　
　
教
育
研
究
経
費

　
　
管
理
費

　
施
設
整
備
費

　
　
そ
の
他
収
入

　
外
部
資
金

計

支
出

　
運
営
費
交
付
金

　
施
設
費
補
助
金

　
自
己
収
入

　
　
授
業
料
及
入
学
金
検
定
料
収
入

　
１
．

 予
 算

平
成
１
７
年
度
　
予
算

区
分

収
入

（
別

　
紙

）
　

予
算

（
人

件
費

の
見

積
り

を
含

む
。

）
、

収
支

計
画

及
び

資
金

計
画

（
単

位
 ：

 百
万

円
）

金
額

8
3
,9
9
5

1
,6
2
4

3
2
,3
0
3

3
0
,8
8
1

1
,4
2
2

7
,4
2
2

1
2
5
,3
4
4

1
1
5
,8
3
8

7
3
,8
1
1

4
2
,0
2
7

1
,6
2
4

7
,4
2
2

　
自
律
化
推
進
積
立
金

4
6
0

1
2
5
,3
4
4

[人
件

費
の

見
積

り
]

中
期

目
標

期
間

中
総

額
　

６
９

，
４
６

０
百

万
円

を
支

出
す

る
。

（
退

職
手

当
は

除
く
）

注
）
　

自
律

化
推

進
積

立
金

は
、

法
人

の
自

律
化

の
促

進
や

不
測

の
事

態
へ

の
対

応
を

目
的

と
し

て
積

み
立

て
る

基
金

で
あ

る
。

注
）
　

産
業

技
術

大
学

院
大

学
の

収
支

予
算

等
に

つ
い

て
は

、
今

後
計

画
額

を
確

定
し

て
い

く
。

　
外
部
資
金
研
究
費

計

　
業
務
費

　
　
教
育
研
究
経
費

　
　
管
理
費

　
施
設
整
備
費

　
　
そ
の
他
収
入

　
外
部
資
金

計

支
出

　
運
営
費
交
付
金

　
施
設
費
補
助
金

　
自
己
収
入

　
　
授
業
料
及
入
学
金
検
定
料
収
入

　
１

．
 予

 算

平
成
１
７
年
度
～
平
成
２
２
年
度
　
予
算

区
分

収
入

（
単

位
 ：

 百
万

円
）

金
額

2
0
,0
9
4

2
0
,0
9
4

1
7
,4
3
4

3
,6
6
2

9
1
6

9
0

1
0
,2
8
0

2
,4
8
6

2
,4
0
2

2
5
8

2
1
,1
7
4

2
1
,1
7
4

1
4
,8
8
7

4
,0
8
3

5
7
6

2
4
0

9
2
4

2
1
4

2
3

2
2
7

1
,0
8
0

1
,0
8
0

注
）
　

総
利

益
１
，

０
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収
益
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償
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収
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経
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収
益
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費
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人
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費
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費
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般
管
理
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経
常
費
用

　
　
業
務
費

　
　
　
教
育
研
究
経
費

　
　
　
受
託
研
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費
等
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．

収
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計
画
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成
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度
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支

計
画
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分

費
用
の
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総
利

益
４
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０

百
万

円
は

、
法

人
の

自
律

化
の

促
進

や
不

測
の

事
態

へ
の

対
応

を
目

的
と

し
て

　
　

積
み

立
て

る
、

自
律

化
推

進
積

立
金

相
当

額
で

あ
る

。

　
　

　
 な

お
、

中
期

目
標

期
間

終
了

後
に

結
果

と
し

て
残

っ
た

場
合

は
、

都
に

返
還

す
る

こ
と

と
な

る
。
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産
業

技
術

大
学

院
大

学
の

収
支

予
算

等
に

つ
い

て
は

、
今

後
計

画
額

を
確

定
し

て
い

く
。

純
利
益

総
利
益

　
　
受
託
研
究
等
収
益
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収
益

　
　
資
産
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返
運
営
費
交
付
金
等
戻
入

　
　
資
産
見
返
物
品
受
贈
額
戻
入

　
　
運
営
費
交
付
金
収
益

　
　
授
業
料
収
益

　
　
入
学
金
収
益

　
　
検
定
料
収
益
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価
償
却
費

収
入
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経
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収
益
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費
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費
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業
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究
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等
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．

収
支

計
画
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７
年
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２
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収
支
計
画
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分

費
用
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（
別

　
紙
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予
算

（
人

件
費

の
見

積
り
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含

む
。

）
、

収
支

計
画

及
び

資
金

計
画
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単

位
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万
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金
額
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0
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を
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出
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る
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退
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手
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）
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自
律

化
推

進
積

立
金

は
、

法
人

の
自

律
化

の
促

進
や

不
測

の
事

態
へ

の
対

応
を

目
的

と
し

て
積

み
立

て
る

基
金

で
あ

る
。
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効
率

化
推

進
積

立
金

は
、

法
人

の
効

率
的

な
運

営
の

推
進

を
図

る
こ

と
に

よ
り

、
今

後
の

標
準

運
営

費
交

付
金

の
逓

減
に

備
え

、
新

た
に

生
じ

る
必
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要

に
適

確
に

応
え

る
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と
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目
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と

し
て

積
み

立
て

る
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金
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あ
る

。
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理
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収
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金
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収
入

　
　
授
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金
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収
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．
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て
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総
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は

、
法

人
の

自
律
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進

や
不

測
の

事
態

へ
の

対
応

を
目
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と

し
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積
み

立
て

る
、

自
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化
推

進
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立
金

相
当

額
で

あ
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。

　
　

　
 な

お
、
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期

目
標

期
間

終
了

後
に

結
果

と
し

て
残

っ
た

場
合

は
、

都
に

返
還

す
る

こ
と

と
な

る
。
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産
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技
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大
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算
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に

つ
い

て
は

、
今
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を
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定
し

て
い

く
。

純
利
益
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収
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収
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。
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動
に
よ
る
支
出

　
次
期
中
期
目
標
期
間
へ
の
繰
越
金

 ３
．

資
金

計
画

平
成
１
７
年
度
～
平
成
２
２
年
度
　
資
金
計
画

区
分

資
金
支
出

（
単

位
 ：

 百
万

円
）

金
額

21
,2
79

19
,6
93 50
6

1,
08
0

21
,2
79

21
,2
40

15
,1
27

4,
89
9

1,
00
0

21
4 39 39 0

注
）
　

翌
年

度
へ

の
繰

越
金

１
，

０
８

０
百

万
円

は
自

律
化

推
進

積
立

金
相

当
額

と
効

率
化

推
進

　
　

積
立

金
相

当
額

で
あ

る
。

　
　
施
設
費
補
助
金
に
よ
る
収
入

　
前
年
度
よ
り
の
繰
越
金

　
　
授
業
料
及
入
学
金
検
定
料
に
よ
る
収
入

　
　
受
託
研
究
等
収
入

　
　
そ
の
他
の
収
入

　
投
資
活
動
に
よ
る
収
入

資
金
収
入

　
業
務
活
動
に
よ
る
収
入

　
　
運
営
費
交
付
金
に
よ
る
収
入

　
業
務
活
動
に
よ
る
支
出

　
投
資
活
動
に
よ
る
支
出

　
翌
年
度
へ
の
繰
越
金

 ３
．

資
金

計
画

平
成
１
７
年
度
　
資
金
計
画

区
分

資
金
支
出

（
単

位
 ：

 百
万

円
）

金
額

12
7,
60
5

12
2,
72
5

4,
42
0

46
0

12
7,
60
5

12
5,
98
1

86
,2
56

30
,8
81

7,
42
2

1,
42
2

1,
62
4

1,
62
4 0

注
）
　

次
期

中
期

目
標

期
間

へ
の

繰
越

金
４

６
０

百
万

円
は

法
人

の
自

律
化

の
促

進
や

不
測

の
事

　
　

態
へ

の
対

応
を

目
的

と
し

て
積

み
立

て
る

、
自

律
化

推
進

積
立

金
相

当
額

で
あ

る
。

　
　

　
 な

お
、

中
期

目
標

期
間

終
了

後
に

結
果

と
し

て
残

っ
た

場
合

は
、

都
に

返
還

す
る

こ
と

と
な

る
。

　
　

注
）
　

産
業

技
術

大
学

院
大

学
の

収
支

予
算

等
に

つ
い

て
は

、
今

後
計

画
額

を
確

定
し

て
い

く
。

　
　
施
設
費
補
助
金
に
よ
る
収
入

　
前
期
中
期
目
標
期
間
よ
り
の
繰
越
金

　
　
授
業
料
及
入
学
金
検
定
料
に
よ
る
収
入

　
　
受
託
研
究
等
収
入

　
　
そ
の
他
の
収
入

　
投
資
活
動
に
よ
る
収
入

資
金
収
入

　
業
務
活
動
に
よ
る
収
入

　
　
運
営
費
交
付
金
に
よ
る
収
入

　
業
務
活
動
に
よ
る
支
出

　
投
資
活
動
に
よ
る
支
出

　
次
期
中
期
目
標
期
間
へ
の
繰
越
金

 ３
．

資
金

計
画

平
成
１
７
年
度
～
平
成
２
２
年
度
　
資
金
計
画

区
分

資
金
支
出

（
単

位
 ：

 百
万

円
）

計
画

実
績

差
額

（
実

績
－

計
画
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△
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0
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1
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△
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4
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財

務
活

動
に
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る

支
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△
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△
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△
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注
）
　

翌
年

度
へ

の
繰

越
金

の
う
ち

、
１
，

０
８
０
百

万
円

は
自

律
化

推
進

積
立

金
相

当
額

と
効

率
化

推
進

　
　

積
立

金
相

当
額

で
あ

る
。

注
）
　

自
律

化
推

進
積

立
金

は
、

法
人

の
自

律
化

の
促

進
や

不
測

の
事

態
へ

の
対

応
を

目
的

と
し

て
積

　
　

み
立

て
る

基
金

で
す

。
注

）
　

効
率

化
推

進
積

立
金

は
、

法
人

の
効

率
的

な
運

営
の

推
進

を
図

る
こ

と
に

よ
り

、
今

後
の

標
準

運
　

　
営

費
交

付
金

の
逓

減
に

備
え

、
新

た
に

生
じ

る
必

要
な

需
要

に
的

確
に

応
え

る
こ

と
を

目
的

と
し

て
　

　
積

み
立

て
る

基
金

で
す

。

 ３
．

資
金

計
画

　
　

施
設

費
補

助
金

に
よ

る
収

入

資
金

収
入

　
業

務
活

動
に

よ
る

収
入

　
　

運
営

費
交

付
金

に
よ

る
収

入

　
　

授
業

料
及

入
学

金
検

定
料

に
よ

る
収

入

　
翌

年
度

へ
の

繰
越

金

　
投

資
活

動
に

よ
る

支
出

区
分

資
金

支
出

　
業

務
活

動
に

よ
る

支
出

　
前

年
度

よ
り

の
繰

越
金

　
　

受
託

研
究

等
収

入

　
　

そ
の

他
の

収
入

　
投

資
活

動
に

よ
る

収
入

　
　

補
助

金
等

収
入

　
　

寄
附

金
収

入
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4
 



公
立
大
学
法
人
首
都
大
学
東
京

中
期
計
画

年
度
計
画

自
己
評
価

年
度
計
画
に
係
る
実
績

評
定

評
価
結
果
の
説
明
等

4
0
億
円

4
0
億
円

運
営
費
交
付
金
の
受
入
れ
遅
滞
及
び
予
見
で
き
な
か
っ
た
不
測
の

事
態
の
発
生
等
に
よ
り
、
緊
急
に
支
出
を
す
る
必
要
が
生
じ
た
際

に
借
入
す
る
こ
と
が
想
定
さ
れ
る
。

運
営
費
交
付
金
の
受
入
れ
遅
滞
及
び
予
見
で
き
な
か
っ
た
不
測
の

事
態
の
発
生
等
に
よ
り
、
緊
急
に
支
出
を
す
る
必
要
が
生
じ
た
際

に
借
入
す
る
こ
と
が
想
定
さ
れ
る
。

公
立
大
学
法
人
首
都
大
学
東
京

中
期
計
画

年
度
計
画

自
己
評
価

年
度
計
画
に
係
る
実
績

評
定

評
価
結
果
の
説
明
等

決
算
に
お
い
て
剰
余
金
が
発
生
し
た
場
合
、
教
育
研
究
の
質
の
向

上
及
び
組
織
運
営
の
改
善
に
充
て
る
。

決
算
に
お
い
て
剰
余
金
が
発
生
し
た
場
合
、
教
育
研
究
の
質
の
向

上
及
び
組
織
運
営
の
改
善
に
充
て
る
。

公
立
大
学
法
人
首
都
大
学
東
京

中
期
計
画

年
度
計
画

自
己
評
価

年
度
計
画
に
係
る
実
績

評
定

評
価
結
果
の
説
明
等

金
額
に
つ
い
て
は
見
込
で
あ
り
、
中
期
目
標
を
達
成
す
る
た
め
に

必
要
な
業
務
の
実
施
状
況
等
を
勘
案
し
た
施
設
・
設
備
の
整
備
や

老
朽
度
合
等
を
勘
案
し
た
施
設
・
設
備
の
改
修
等
が
追
加
さ
れ
る

こ
と
が
あ
る
。

金
額
に
つ
い
て
は
見
込
で
あ
り
、
中
期
目
標
を
達
成
す
る
た
め
に

必
要
な
業
務
の
実
施
状
況
等
を
勘
案
し
た
施
設
・
設
備
の
整
備
や

老
朽
度
合
等
を
勘
案
し
た
施
設
・
設
備
の
改
修
等
が
追
加
さ
れ
る

こ
と
が
あ
る
。

評
価
項
目

公
立
大
学
分
科
会

Ⅻ
　
施
設
及
び
設
備
に
関
す
る
計
画

中
期
計
画
に
係
る
該
当
項
目

Ⅻ
　
施
設
及
び
設
備
に
関
す
る
計
画

Ⅺ
　
剰
余
金
の
使
途

中
期
計
画
に
係
る
該
当
項
目

Ⅺ
　
剰
余
金
の
使
途

評
価
項
目

公
立
大
学
分
科
会

中
期
計
画
に
係
る
該
当
項
目

Ⅹ
　
短
期
借
入
金
の
限
度
額

評
価
項
目

Ⅹ
　
短
期
借
入
金
の
限
度
額

公
立
大
学
分
科
会

１
　
短
期
借
入
金
の
限
度
額

２
　
想
定
さ
れ
る
理
由

施
設

・設
備

の
内

容
予

定
額

（百
万

円
）

財
　

源

南
大

沢
キ

ャ
ン

パ
ス

中
央

監
視

盤
な

ど
経

年
 総

額

劣
化

が
著

し
く

、
緊

急
対

応
が

必
要

な
施

設
・

１
，

６２
４

百
万

円
施

設
費

補
助

金

設
備

の
改

修
を

実
施

す
る

。

施
設

・設
備

の
内

容
予

定
額

（百
万

円
）

財
　

源

南
大

沢
キ

ャ
ン

パ
ス

中
央

監
視

盤
改

修
 総

額

南
大

沢
キ

ャ
ン

パ
ス

R
I研

究
施

設
改

修
３
９
百

万
円

施
設

費
補

助
金

施
設

・設
備

の
内

容
予

定
額

（百
万

円
）

財
　

源

南
大

沢
キ

ャ
ン

パ
ス

中
央

監
視

盤
な

ど
経

年
 総

額

劣
化

が
著

し
く

、
緊

急
対

応
が

必
要

な
施

設
・

１
，

６２
４

百
万

円
施

設
費

補
助

金

設
備

の
改

修
を

実
施

す
る

。

施
設

・設
備

の
内

容
予

定
額

（百
万

円
）

財
　

源

南
大

沢
キ

ャ
ン

パ
ス

中
央

監
視

盤
改

修
 総

額

南
大

沢
キ

ャ
ン

パ
ス

R
I研

究
施

設
改

修
３
９
百

万
円

施
設

費
補

助
金

施
設

・設
備

の
内

容
予

定
額

（百
万

円
）

財
　

源

南
大

沢
キ

ャ
ン

パ
ス

中
央

監
視

盤
な

ど
経

年
 総

額

劣
化

が
著

し
く

、
緊

急
対

応
が

必
要

な
施

設
・

１
，

６２
４

百
万

円
施

設
費

補
助

金

設
備

の
改

修
を

実
施

す
る

。

施
設

・設
備

の
内

容
予

定
額

（百
万

円
）

財
　

源

南
大

沢
キ

ャ
ン

パ
ス

中
央

監
視

盤
改

修
 総

額

南
大

沢
キ

ャ
ン

パ
ス

R
I研

究
施

設
改

修
３
９
百

万
円

施
設

費
補

助
金

施
設
・
設
備
の
内
容

実
績
額
（
百
万
円
）

財
　
源

南
大
沢
キ
ャ
ン
パ
ス
中
央
監
視
盤
改
修

南
大
沢
キ
ャ
ン
パ
ス
R
I研
究
施
設
改
修

総
額

　
　
3
7
百
万
円

施
設
費
補
助
金

-
 5

5
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首
都

大
学

東
京
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士
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課
程
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5
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攻
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博
士
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課
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博
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0
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学
専
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期
課
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後
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課
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博
士
前
期
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7

博
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後
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学
専
攻
（
博
士
前
期
課
程
）

5
1

2
0
.
0

　
保
健
科
学
専
攻
（
博
士
後
期
課
程
）

1
2
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）
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3

　
放
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線
学
専
攻
（
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士
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期
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程
）

6
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0
.
0

　
独
文
学
専
攻
（
博
士
前
期
課
程
）

5
0
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.
0

　
作
業
療
法
学
専
攻
（
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士
前
期
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）

6

1
2

1
0
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.
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（
博
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程
）
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0
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学
療
法
学
専
攻
（
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士
前
期
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程
）
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英
文
学
専
攻
（
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士
前
期
課
程
）

8
0
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0

　
看
護
学
専
攻
（
博
士
前
期
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程
）

1
2

8
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4
.
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〃
　
　
　
　
（
博
士
後
期
課
程
）

3
2

6
6
.
7

保
健
科
学
研
究
科

1
6

1
1
4
.
3

　
中
国
文
学
専
攻
（
博
士
前
期
課
程
）

6
1

1
6
.
7

　
　
〃
　
　
　
　
（
博
士
後
期
課
程
）

7
　
　
〃
　
　
　
（
博
士
後
期
課
程
）

3
5

1
6
6
.
7

　
都
市
科
学
専
攻
（
博
士
前
期
課
程
）

1
4

1
2
5
.
0

　
国
文
学
専
攻
（
博
士
前
期
課
程
）

5
2

4
0
.
0

都
市
科
学
研
究
科

3
3

1
1
0
.
0

　
　
〃
　
　
（
博
士
後
期
課
程
）

5
1

2
0
.
0

　
　
〃
　
　
　
　
　
　
（
博
士
後
期
課
程
）

4

5
1
2
5
.
0

　
史
学
専
攻
（
博
士
前
期
課
程
）

1
0

1
1
0
.
0

　
航
空
宇
宙
工
学
専
攻
（
博
士
前
期
課
程
）

3
0

2
5

8
3
.
3

　
　
〃
　
　
　
（
博
士
後
期
課
程
）

3
5

1
6
6
.
7

　
　
〃
　
　
　
　
　
（
博
士
後
期
課
程
）

4

3
7
5
.
0

　
心
理
学
専
攻
（
博
士
前
期
課
程
）

6
8

1
3
3
.
3

　
イ

ン
テ

リ
ジ

ェ
ン

ト
シ
ス
テ
ム
専
攻
（
博
士
前
期
課
程
）

3
0

6
1

2
0
3
.
3

　
　
〃
　
　
　
（
博
士
後
期
課
程
）

3
2

6
6
.
7

　
　
〃
　
　
　
　
　
（
博
士
後
期
課
程
）

4

4
5
0
.
0

　
教
育
学
専
攻
（
博
士
前
期
課
程
）

6
4

6
6
.
7

　
シ
ス
テ
ム
基
礎
工
学
専
攻
（
博
士
前
期
課
程
）

3
0

4
4

1
3
7
.
5

　
　
〃
　
　
（
博
士
後
期
課
程
）

3
5

1
6
6
.
7

　
　
〃
　
　
　
　
（
博
士
後
期
課
程
）

8

6
1
0
0
.
0

　
哲
学
専
攻
（
博
士
前
期
課
程
）

6
6

1
0
0
.
0

　
応
用
化
学
専
攻
（
博
士
前
期
課
程
）

3
2

3
9

1
3
9
.
3

人
文
科
学
研
究
科

　
　
〃
　
　
　
（
博
士
後
期
課
程
）

6

2
3
3
.
3

　
建
築
学
専
攻
（
博
士
前
期
課
程
）

2
8

2
9

1
4
5
.
0

学
士
課
程
合
計

1
,
5
1
0

1
,
6
3
0

1
0
7
.
9

　
　
〃
　
　
　
　
（
博
士
後
期
課
程
）

6

3
5
0
.
0

　
土
木
工
学
専
攻
（
博
士
前
期
課
程
）

2
0

2
9

1
2
0
.
8

　
放
射
線
学
科

4
0

4
0

1
0
0
.
0

　
　
〃
　
　
　
　
（
博
士
後
期
課
程
）

6

7
8
7
.
5

　
作
業
療
法
学
科

4
0

4
2

1
0
5
.
0

　
電
気
工
学
専
攻
（
博
士
前
期
課
程
）

2
4

4
1

1
2
8
.
1

　
理
学
療
法
学
科

4
0

4
1

1
0
2
.
5

　
　
〃
　
　
　
　
（
博
士
後
期
課
程
）

8
　
看
護
学
科

8
0

8
0

1
0
0
.
0

　
機
械
工
学
専
攻
（
博
士
前
期
課
程
）

3
2

1
2
5
.
0

健
康
福
祉
学
部

工
学
研
究
科

5
1
0
0
.
0

　
シ
ス
テ
ム
デ
ザ
イ
ン
学
科

2
1
0

2
2
5

1
0
7
.
1

　
　
〃
　
　
　
　
　
　
（
博
士
後
期
課
程
）

4

1
1
6
.
7

シ
ス
テ
ム
デ
ザ
イ
ン
学
部

　
身
体
運
動
科
学
専
攻
（
博
士
前
期
課
程
）

5

1
4

1
1
6
.
7

　
都
市
環
境
学
科

2
0
0

2
1
2

1
0
6
.
0

　
　
〃
　
　
　
　
（
博
士
後
期
課
程
）

6
　
地
理
科
学
専
攻
（
博
士
前
期
課
程
）

1
2

都
市
環
境
学
部

1
0
3
.
7

　
都
市
教
養
学
科

9
0
0

9
9
0

1
1
0
.
0

　
　
〃
　
　
　
　
（
博
士
後
期
課
程
）

1
3

7
5
3
.
8

(
名
)

(
%
)

都
市
教
養
学
部

　
生
物
科
学
専
攻
（
博
士
前
期
課
程
）

2
7

2
8

(
b
)

(
b
)
/
(
a
)
×

1
0
0

(
名
)

(
名
)

(
%
)

(
名
)

収
容

数
定

員
充

足
率

(
a
)

(
b
)

(
b
)
/
(
a
)
×
1
0
0

(
a
)

定
員
充
足
率

大
学
名

学
部
の
学
科
、

研
究

科
の

専
攻

等
名

収
容

定
員

大
学
名

学
部
の

学
科

、
研

究
科

の
専

攻
等

名
収

容
定

員
収
容
数

○
別
表
（
学
部
の
学
科
、

研
究
科
の
専
攻
等
）

-
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人
文
学
部
一
部

人
文
科
学
研
究
科

　
哲
学
科

　
哲
学
専
攻
（
修
士
課
程
）

　
史
学
科

　
　
〃
　
　
（
博
士
課
程
）

　
心
理
・
教
育
学
科

　
教
育
学
専
攻
（
修
士
課
程
）

　
社
会
学
科

　
　
〃
　
　
　
（
博
士
課
程
）

　
社
会
福
祉
学
科

　
心
理
学
専
攻
（
修
士
課
程
）

　
文
学
科

　
　
〃
　
　
　
（
博
士
課
程
）

法
学
部
一
部

　
史
学
専
攻
（
修
士
課
程
）

　
法
律
学
科

　
　
〃
　
　
（
博
士
課
程
）

　
政
治
学
科

　
国
文
学
専
攻
（
修
士
課
程
）

経
済
学
部
一
部

　
　
〃
　
　
　
（
博
士
課
程
）

　
経
済
学
科

　
中
国
文
学
専
攻
（
修
士
課
程
）

理
学
部
一
部

　
　
〃
　
　
　
　
（
博
士
課
程
）

　
数
学
科

　
英
文
学
専
攻
（
修
士
課
程
）

　
物
理
学
科

　
　
〃
　
　
　
（
博
士
課
程
）

　
化
学
科

　
独
文
学
専
攻
（
修
士
課
程
）

　
生
物
学
科

　
　
〃
　
　
　
（
博
士
課
程
）

　
地
理
学
科

　
仏
文
学
専
攻
（
修
士
課
程
）

工
学
部
一
部

　
　
〃
　
　
　
（
博
士
課
程
）

　
機
械
工
学
科

社
会
科
学
研
究
科

　
精
密
機
械
工
学
科

　
社
会
人
類
学
専
攻
（
修
士
課
程
）

（
学
科
未
決
定
）
電
気
電
子
情
報
系

　
　
〃
　
　
　
　
　
（
博
士
課
程
）

　
電
気
工
学
科

　
社
会
学
専
攻
（
修
士
課
程
）

　
電
子
・
情
報
工
学
科

　
　
〃
　
　
　
（
博
士
課
程
）

　
土
木
工
学
科

　
社
会
福
祉
学
専
攻
（
修
士
課
程
）

　
建
築
学
科

　
　
〃
　
　
　
　
　
（
博
士
課
程
）

　
応
用
化
学
科

　
政
治
学
専
攻
（
修
士
課
程
）

人
文
学
部
二
部

　
　
〃
　
　
　
（
博
士
課
程
）

　
哲
学
科

　
基
礎
法
学
専
攻
（
修
士
課
程
）

　
史
学
科

　
　
〃
　
　
　
　
（
博
士
課
程
）

　
心
理
・
教
育
学
科

　
法
曹
養
成
専
攻
（
専
門
職
学
位
課
程
）

　
社
会
学
科

　
経
済
政
策
専
攻
（
修
士
課
程
）

　
社
会
福
祉
学
科

　
　
〃
　
　
　
　
（
博
士
課
程
）

　
文
学
科

　
経
営
学
専
攻
（
修
士
課
程
）

法
学
部
二
部

理
学
研
究
科

　
法
律
学
科

　
数
学
専
攻
（
修
士
課
程
）

　
政
治
学
科

　
　
〃
　
　
（
博
士
課
程
）

経
済
学
部
二
部

　
物
理
学
専
攻
（
修
士
課
程
）

　
経
済
学
科

　
　
〃
　
　
　
（
博
士
課
程
）

理
学
部
二
部

　
化
学
専
攻
（
修
士
課
程
）

　
数
学
科

　
　
〃
　
　
（
博
士
課
程
）

　
物
理
学
科

　
生
物
科
学
専
攻
（
修
士
課
程
）

　
化
学
科

　
　
〃
　
　
　
　
（
博
士
課
程
）

　
生
物
学
科

　
地
理
科
学
専
攻
（
修
士
課
程
）

　
地
理
学
科

　
　
〃
　
　
　
　
（
博
士
課
程
）

工
学
部
二
部

　
身
体
運
動
科
学
専
攻
（
修
士
課
程
）

　
機
械
工
学
科

　
　
〃
　
　
　
　
　
　
（
博
士
課
程
）

　
精
密
機
械
工
学
科

工
学
研
究
科

　
電
気
工
学
科

　
機
械
工
学
専
攻
（
修
士
課
程
）

　
電
子
・
情
報
工
学
科

　
　
〃
　
　
　
　
（
博
士
課
程
）

　
土
木
工
学
科

　
電
気
工
学
専
攻
（
修
士
課
程
）

　
建
築
学
科

　
　
〃
　
　
　
　
（
博
士
課
程
）

　
応
用
化
学
科

　
土
木
工
学
専
攻
（
修
士
課
程
）

　
　
〃
　
　
　
　
（
博
士
課
程
）

学
士
課
程
合
計

2
5

1
2
5
.
0

7
5
8
.
3

1
2
2
.
3

3
,
0
0
0

3
,
6
6
9

1
5
8
.
3

3
6

4
3

1
1
9
.
4

2
0

1
1
3
.
3

1
2

1
9

3
0

3
4

8
7
.
5

3
0

3
8

1
2
6
.
7

2
4

3
0

1
2
5
.
0

1
5
7
.
1

1
6

1
4

2
1

3
3

2
1

2
1

1
0
0
.
0

3
2

3
7

1
1
5
.
6

1
4
2
.
9

2
1

3
0

1
6
0
.
0

2
1

2
9

1
3
8
.
1

8
9

1
1
2
.
5

5
8

1
2

1
5

1
2
5
.
0

1
8

1
9

1
0
5
.
6

1
3
8
.
5

2
4

2
6

1
0
8
.
3

1
2

1
8

1
5
0
.
0

3
4

1
2
5
.
9

3
9

2
6

6
6
.
7

2
6

3
6

8
8
.
1

2
7

4
2

3
7

2
4

1
9

7
9
.
2

2
7

2
3

8
5
.
2

3
0

3
4

1
1
3
.
3

2
4

1
9

7
9
.
2

7
5

7
4

9
8
.
7

8
3
.
3

3
0

3
6

1
2
0
.
0

2
1

1
5
0
.
0

4
5

3
1

6
8
.
9

1
8

1
5

1
2
6
.
7

1
4

6
0

7
6

1
2
0
.
0

1
2
0
.
0

4
5

5
2

1
1
5
.
6

4
0

4
8

1
7
3
.
3

1
0

1
2

1
5

2
6

9
5
.
4

1
5

2
4

1
6
0
.
0

1
0

1
5

1
5
0
.
0

4
4
0
.
0

1
8

2
4

1
3
3
.
3

6
5

6
2

1
8
0
.
0

1
0

1
5

2
7

5
1

2
0
.
0

9
1
2

1
3
3
.
3

0
.
0

1
0

8
8
0
.
0

3
2

3
2
0
.
0

1
4
4

1
5
9

1
1
0
.
4

6
0

1
2
1
.
7

1
0

1
2
0

1
4
6

7
9

1
2
8
.
6

1
2
0

1
3
9

1
1
5
.
8

1
6

3
5

2
1
8
.
8

5
6

7
9

1
4
1
.
1

1
0

1
1

1
1
0
.
0

5
6

6
7

1
1
9
.
6

8
1
7

2
1
2
.
5

5
6

6
6

1
1
7
.
9

9
0

1
0
8

1
2
0
.
0

6
8

1
3
3
.
3

7
1
1
6
.
7

9
3

1
2
2

1
3
1
.
2

6

1
6
6
.
7

4
8

6
0

1
2
5
.
0

5
4

8
0
.
0

1
2
5
.
0

6
1
0

7
2

9
0

2
1
0
.
0

1
2
3

1
7
2

1
3
9
.
8

5
1

2
0
.
0

1
2
1
.
4

1
0

2
1

1
2
6

1
5
3

8
8

1
0
0
.
0

8
1

1
0
7

1
3
2
.
1

3
3
.
3

6
1
0
0
.
0

4
3
5

5
2
6

1
2
0
.
9

5
3

6
0
.
0

1
5
0

1
2
1

8
0
.
7

1
0

2
9

2
8
3
.
3

2
9
0
.
0

2
7
0

4
5
3

1
6
7
.
8

1
0

1
0

1
0
0
.
0

1
6
6
.
7

1
2
6

1
1
3

8
9
.
7

6
1
7

2
8
3
.
3

2
1

3
5
0
.
0

4
5

6
1

1
3
5
.
6

6
1
0

1
4
0
.
0

6
4
5

6
3

2
5
0
.
0

4
8

6
1

1
2
7
.
1

6
1
0

1
6
6
.
7

大
学

2
4

4
5

1
8
3
.
3

1
1

(
名
)

(
%
)

1
2

3
4

(
b
)

6 6
1
5

6
4

1
4
2
.
2

1
4
1
.
7

(
b
)
/
(
a
)
×

1
0
0

東
京
都
立

(
名
)

(
名
)

(
%
)

(
名
)

収
容

数
定

員
充

足
率

(
a
)

(
b
)

(
b
)
/
(
a
)
×
1
0
0

(
a
)

定
員
充
足
率

大
学
名

学
部
の
学
科

、
研

究
科

の
専

攻
等

名
収

容
定

員
大
学
名

学
部
の
学
科
、
研
究
科
の
専
攻
等
名

収
容
定
員

収
容
数

1
7 6

6 6
2
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東
京
都
立

本
科

　
建
築
学
専
攻
（
修
士
課
程
）

短
期
大
学

　
文
化
国
際
学
科

　
　
〃
　
　
　
（
博
士
課
程
）

　
経
営
情
報
学
科
一
部

　
応
用
化
学
専
攻
（
修
士
課
程
）

　
経
営
情
報
学
科
二
部

　
　
〃
　
　
　
　
（
博
士
課
程
）

　
経
営
シ
ス
テ
ム
学
科

都
市
科
学
研
究
科

　
都
市
生
活
学
科

　
都
市
科
学
専
攻
（
修
士
課
程
）

　
健
康
栄
養
学
科

　
　
〃
　
　
　
　
（
博
士
課
程
）

本
科
合
計

修
士
課
程
合
計

博
士
課
程
合
計

専
攻
科

専
門
職
学
位
課
程
合
計

都
市
生
活
学
専
攻

健
康
栄
養
学
専
攻

工
学
部

科
学
技
術

　
機
械
シ
ス
テ
ム
工
学
科

専
攻
科
合
計

大
学

　
電
子
シ
ス
テ
ム
工
学
科

　
航
空
宇
宙
シ
ス
テ
ム
工
学
科

　
生
産
情
報
シ
ス
テ
ム
工
学
科

学
士
課
程
合
計

工
学
研
究
科

　
ｼ
ｽ
ﾃ
ﾑ
基
礎
工
学
専
攻
（
博
士
前
期
課
程
）

　
　
〃
　
　
　
　
　
　
（
博
士
後
期
課
程
）

　
ｲ
ﾝ
ﾃ
ﾘ
ｼ
ﾞ
ｪ
ﾝ
ﾄ
ｼ
ｽ
ﾃ
ﾑ
専
攻
(
博
士
前
期
課
程
)

　
　
〃
　
　
 
 
 
 
 
 
 
　
(
博
士
後
期
課
程
)

　
航
空
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